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序文

熊本県教育委員会は、県道益城菊陽線道路改良事業に伴い、菊池郡菊陽町津久礼に所在する梅

ノ木遺跡の発掘調査を実施しました。

梅ノ木遣跡は、白川の中流域の氾濫原に位置します。この遺跡は、昭和５７年度のほ場整備に伴

う発掘調査により、住居跡と墓地からなる弥生時代のムラ跡であることが知られていました。今

回の発掘調査では、新たに２００軒を超える竪穴住居と２０基以上の土器棺を検出し、従来の知見

をより豊かにふくらませる成果を得ました。中でも、弥生時代中頃のムラの様相が具体的に明ら

かになったこと、１００点以上の鉄器が出土したこと、並びに、未だ鉄器の普及が本格化していな

い時期においても梅ノ木遣跡では鉄器が使用されていたことは、熊本県の歴史を語る上で貴重な

成果であると考えられます。

なお、今回、発掘調査を実施した隣接地には、土器棺が数基眠っていることが確認されていま

す。現在、当該地は公園となり、県民のみなさんの憩いの場となっていますが、この数基の土器

棺が身近な文化財として、今回出土した遺物等と併せて広く活用されることを望みます。

また、本報告書が、広く県民のみなさんの文化財に対する認識と理解の深まりに貢献し、地元

菊陽町をはじめとする地域の歴史、社会教育、学術研究の進展に寄与することが適うならば、望

外の喜びです。

末尾となりましたが、発掘調査を実施するにあたり文化財保護の観点から多大な協力をいただ

いた県土木部、県国体道路建設事務所、県熊本土木事務所、菊陽町教育委員会、下津久礼地区を

はじめとする地元関係者の方々、及び御指導を賜りました諸先生方に深甚なる感謝申し上げます。

平成１３年３月３１日

熊本県教育長田中力男



例言

ｌ本書は、熊本県菊池郡郡菊陽町津久礼に所在する梅ノ木遺跡の第２次発掘調査の報告書である。

２発掘調査は、県道益城菊陽線道路改良工事に伴い､県土木部の依頼を受け､熊本県教育委員会が実施した。

３遺物の整理は、熊本県文化課梅ノ木遺跡調査事務所（現地）で行った。

４遺跡の発掘調査は平成８年度から１１年度まで実施し、整理作業を平成９年度から１１年度まで行った。

５本書で用いる地形図は、県農政部･土木部から提供された図幅並びに国土地理院発行の２万５千分の１

及び５万分の１地形図をもとに作成した。

６現地での写真撮影は亀田学、戸田清恵、安達武敏、後藤貴美子、矢野布美子、潰田智美、前川真由美、

山下直哉、池田朋生、田部英俊が行った。

実測は前記１０人の他、中村幸弘、川井田久子、平川恵里子、田中知恵美、冨田智子、土田ちえみ、林

田恵子、岡部祐亮、佐藤洋子、佐藤昌代、上田まゆみ、宇野公子、原田春子、古庄美伊子、山口和子、上

野栄子が行った。

航空写真撮影は、㈱朝日航洋（スカイサーベイ）に委託した。

７遺物の実測は、亀田、後藤、戸田、矢野、潰田、前川、山下、緒方智子、藤江望、井島秀子、岩下恵美

子、上田、上野、宇野、川井田、古閑満代、坂本貴美子、佐藤紀子、園田智子、田中、冨田、原田、平川

恵、平川早苗、平木智子、古庄美、右田美津子、山口、吉武知佐子、吉田久美、小野美樹、古庄志真子が行っ

た。

製図は、前川、山下、藤江、井島、上田、宇野、川井田、古閑、坂本、園田、田中、冨田、原田、平川恵、

平川早、平木、古庄美、松本直枝、右田、山口が行った。

遺物の写真撮影は、亀田、山下義満、古閑、平川恵、平木、坂本、園田が行った。

８鉄器の分析は㈱新日蹴テクノリサーチ、花粉分析･樹種同定及び放射‘性炭素年代測定は㈱古環境研究所、

人骨の整理並びに鑑定分析は豊浦郡豊北町立土井ヶ浜人類学ミュージアムに委託した。

また、鉄器のＸ線撮影に福岡市立埋蔵文化財センター（比佐陽一郎氏・片多雅樹氏ほか）の協力を得た。

赤色顔料については、鹿児島県立埋蔵文化財センター大久保浩二氏に、陶磁器等については、竹田知美氏

に御教示を得た。

９本書の執筆は、亀田、後藤、戸田、矢野、漬田、前川、山下が行った。

なお、第Ⅳ章第1節を㈱古環境研究所、第Ⅳ章第２節を、豊浦郡豊北町立土井ヶ浜人類学ミュージアム

（松下孝幸氏)、第Ⅳ章第３節を㈱新日蹴テクノリサーチ（大沢正巳氏）に委託した。

lＯ整理後の保管は熊本県文化財収蔵庫でおこなっている。

１１本書の編集は、熊本県教育庁文化課が行い、亀田が担当した。

１２付編については、六地蔵遺跡、鹿帰瀬遺跡の本調査の成果をまとめたものである。この調査は、益城菊

陽線道路改良工事施設に伴い、九州電力株式会社の送電塔移設が必要になり、移転先及び工事に影響する

部分について平成９年１１月末から平成１０年２月末まで本調査を実施したうちの一部である。遺物・図面

整理･遺構図の版下粗図作成等は、現地調査事務所で行った。その後、文化財収蔵庫にて後藤貴美子が遺

物実測・製図・原稿執筆を実施した。この付編については、後藤が編集した。
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ｌ遺構図版方位国土座標第１I系を基準とし、方位もそれに準じた。（図ｌ～４）

２遺跡地区名（図ｌ～３）遺跡全体の地区（図ｌ)、２区の地区（図２）の通りである。国士座標第Ⅱ系の

Ｘ座標、Ｙ座標の下３ケタおよび下２ケタを利用し、Ｘ・Ｙを交互に呼んで地区杭とし、南西杭をもって小

地区名（グリット（Ｇ)）とした。（図３）

３遺構名略号次の通りである。ＳＤ：溝、ＳＩ：竪穴住居、ＳＫ：土坑・貯蔵穴、ＳＸ：その他

４遺構番号遺構番号は、遺構確認段階で検出した順に付し、その後に略号を付した。（例ｌ３２ＳＩ）

ただし、遺構内の施設（例、竪穴住居内のピット＜柱穴＞・貯蔵穴他）は、略号を先に付け、後に検出順に

番号をその遺構内でｌから付した。

５遺構図版標高標高は、東京湾平均海水面（TokyoPeil［ＴＰ.］）に基づく。

６遺構図版縮尺遺構図版は、各ブロックごとに掲載し、縮尺は、屋外炉・土坑はｌ/40、竪穴住居は

l/80、土器棺墓はｌ/20、木棺墓はｌ/４０である。これに該当しないものについては、その縮尺を図版中に

示した。

７遺構図版線種遺構平面図は完掘状態で掲載し、遺構上端の推定線は破線で示した。下端線のない一

点破線は、その遺構より新しい遺構を示す。

８遺構図版スクリーントーンの指示は（図４)の通りである。その他のトーンについては各図面上で示し

た。断面形態については（図５）の通りである。

９遺構の時期下巻第Ｖ章考古学的分析（１）の項で使用されている時期区分による。
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※法獄計測方法

し長軸・短軸…各辺のl/2を結んだ線を軸とし長い方を長軸とする。

▲円形の遺櫛については、最も長い部分と短い部分を測る。

し深さ…中央部の安定した部分を検出面から測る。

※床面槙計測法

法量の長軸・短軸の求め方によって、下端ラインの長さを計測し、

それを乗じたもの。

※トーンについては、下記の通りである。それ以外については各図面

上に記す。

(図４）

(図５）土坑断面形態
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１０遺物図版縮尺遺物実測は原則として土器をl/3、石器･鉄器は2/3で掲載した。但し、これに該当

しないものは、その縮尺を図中に示した。拓本及び径の復元できない破片の立面図は、断面の左側に外面図、

右側に内面図を掲載した。

１１遺物図版線種外形線、中心線及び区画線は実線、稜線は一点破線または二点破線、推定線は破線で

示した。また、須恵器については、断面を塗りつぶしている。顔料については、スクリーントーンで指示し

ている。（図６）また、石器の使用痕についても、スクリーントーンで指示している。（図７）

１２遺物観察表すべての実測個体について、遺物観察表を掲載した。その凡例は、各観察表の欄に別記し

た。

１３遺物図版土器については、赤彩溌蕊、黒彩■■、石器についてはⅢ－２０１図に示す通りである。
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第Ⅲ‐３１３図ｌ５３ＳＩ出土石器実測図･……・・・２２６

第Ⅲ‐３１４図１２０９．１２１１．ｌ３８ＳＩ平面・断面図･…２２７

第Ⅲ‐３１５図ｌ２０９ＳＩ出土土器実測図．．……２２８

第Ⅲ‐３１６図ｌ２０９ＳＩ出土石器実測図．．……２２８

第Ⅲ‐３１７図ｌ２１１ＳＩ出土土器実測図…．．…２２８

第Ⅲ‐３１８図ｌ３８ＳＩ出土土器実測図ｌ・…・…２２９

第Ⅲ‐３１９図ｌ３８ＳＩ出土土器実測図２．．．．…・２３０

第Ⅲ‐320図ｌ２１３ＳＩ平面・断面図．………２３１

第Ⅲ‐３２１図ｌ２０１ＳＩ平面・断面図･………２３２

第Ⅲ‐322図ｌ２０１ＳＩ出土土器実測図･・・・・…２３２

第Ⅲ‐323図ｌ２３Ｓｌ平面・断面図・…・…・・・・２３３

第Ⅲ‐324図ｌ２３ＳＩ内炉･ＳＫＯｌ～０４平面･断面図･・・・２３４

第Ⅲ‐325図l23Sl内SKO3・獣歯･獣骨床面出土状況……２３４

第Ⅲ‐326図ｌ２３ＳＩ遺物出土状況及び範囲平面・断面図…・２３５

第Ⅲ-327図ｌ２３ＳＩ出土土器実測図ｌ…・…・・…２３６

第Ⅲ‐328図ｌ２３ＳＩ出土土器実測図２．……．．・・・２３６

第Ⅲ‐329図ｌ２３ＳＩ出土土器実測図３．．．………２３７

第Ⅲ‐330図ｌ２３ＳＩ出土土器実測図４．．．……・・・２３８

第Ⅲ‐３３１図ｌ２３ＳＩ出土土器実測図５．…．．……２３９

第Ⅲ‐332図ｌ２３ＳＩ出土土器実測図６．……．．…２４０

第Ⅲ‐333図ｌ２３ＳＩ出土石器実測図１．…・…・…２４１

第Ⅲ‐334図ｌ２３ＳＩ出土石器実測図２．・・・・・・・・・・・２４２

第Ⅲ‐335図１２０４．ｌｌ９８ＳＩ平面・断面図･・・・・…２４３

第Ⅲ‐336図ｌｌ９８ＳＩ内ＳＫＯｌ平面・断面図・・・…２４３

第Ⅲ‐337図１１９５．１２０３．１２０８．lO94SI平面･断面図・・２４４

第Ⅲ‐338図ｌｌ９５ＳＩ出土土器実測図……・・・…２４５

第Ⅲ‐339図ｌＯ９４ＳＩ出土土器実測図…・・・……２４５

第Ⅲ‐340図ｌ２０８ＳＩ内ＳＫＯｌ平面･断面図……２４５

第Ⅲ‐３４１図ｌ２０８ＳＩ出土土器実測図･・・・・・・・・…２４５

第Ⅲ‐342図ｌｌ９６ＳＩ平面・断面図・・…・…．．…２４７

第Ⅲ‐343図ｌｌ９６ＳＩ出土土器実測図・・・………２４７

第Ⅲ-344図ｌｌ９６ＳＩ内炉平面・断面図……・…２４７

第Ⅲ‐345図ｌｌ７２ＳＩ・炉平面・断面図……・・・・２４８

第Ⅲ‐346図ｌｌ７２ＳＩ出土土器実測図１．．．．……２４９

第Ⅲ‐347図ｌｌ７２ＳＩ出土土器実測図２．・…．．…２５０

第Ⅲ‐348図ｌｌ７２ＳＩ出土石器実測図･・・・・…・…２５０

第Ⅲ‐349図ｌｌ７２ＳＩ出土鉄器実測図…………２５０

第Ⅲ‐350図ｌｌ７３ＳＩ出土石器実測図．．…・…・・・２５０

第Ⅲ‐３５１図ｌｌ７３ＳＩ・炉平面・断面図･・・・……２５１

第Ⅲ‐352図ｌｌ７３ＳＩ出土土器実測図･…・・・…・・２５２

第Ⅲ‐353図１２０２．１２０５．ｌｌ７８ＳＩ平面･断面図・・２５３

第Ⅲ‐354図ｌ２０２ＳＩ出土土器実測図…・・…・…２５３

第Ⅲ‐355図ｌ２０５ＳＩ出土土器実測図………・・・２５３

第Ⅲ-356図ｌｌ７８ＳＩ出土土器実測図…・…．．…２５４

第Ⅲ‐357図ｌ２０５ＳＩ内ＳＫＯｌ平面・断面図……２５４

第Ⅲ‐358図ｌｌＯ５ＳＩ平面・断面図………・…・２５５

第Ⅲ‐359図ｌｌＯ５ＳＩ内炉・ＳＫＯｌ平面･断面図･・・・２５５

第Ⅲ‐360図ｌｌＯ５ＳＩ出土石器実測図………・・・２５５

第Ⅲ‐３６１図ｌｌＯ５ＳＩ出土土器実測図・・・………２５６

第Ⅲ-362図ll90SI（第二面･三面)､炉･SK平面･断面図･…２５８

第Ⅲ-363図ｌｌ９０ＳＩ(第一面)平面・遺構断面図･…２５９

第Ⅲ-364図ll90Sl(第一面･二面･三面)･ll85SI平面･断面図・・２６０

第Ⅲ‐365図ｌｌ９０ＳＩ出土土器実測図･……・…・２６０

第Ⅲ-366図ll90SI(第一面)炭集中部分平面･断面図…・２６０

第Ⅲ‐367図ｌｌ９０ＳＩ出土石器実測図１．．・…・…２６１

第Ⅲ‐368図ｌｌ９０ＳＩ出土石器実測図２…・・・・…２６２

第Ⅲ‐369図ｌｌ９０ＳＩ出土鉄器実測図．．……・…２６２

第Ⅲ‐370図ｌｌ８５ＳＩ平面・断面図…・・…・・・・・・２６３

第Ⅲ‐３７１図ｌｌ８５ＳＩ出土土器実測図．．…・・・・・・・２６３



第Ⅲ‐372図ｌｌ８５ＳＩ内炉０１．０２平面・断面図・・２６４

第Ⅲ‐373図ｌｌ８５ＳＩ出土石器実測図…・…・２６５

第Ⅲ‐374図ｌＯ９５ＳＩ（第二面）平面・断面図･…２６６

第Ⅲ‐375図ｌＯ９５ＳＩ（第一面）平面・断面図･…２６６

第Ⅲ‐376図ｌＯ９５ＳＩ出土土器実測図…．．・・・２６７

第Ⅲ‐377図ｌＯ９５ＳＩ（第二面）出土石器実測図…・２６８

第Ⅲ‐378図ｌＯ９５Ｓｌ（第一面）出土石器実測図１．．．．２６８

第Ⅲ‐379図ｌＯ９５ＳＩ（第一面）出土石器実測図２．．．．２６９

第Ⅲ-380図1095侭一面･二面)･ll67･ll63Sl平､i･断面図・・２６９

第Ⅲ‐３８１図１１６７．ｌｌ６３ＳＩ平面・断面図･・・・２７０

第Ⅲ‐382図ｌｌ６７ＳＩ出土土器実測図…・・・・・２７０

第Ⅲ‐383図ｌｌ６３ＳＩ出土土器実測図…．．…２７０

第Ⅲ‐384図ｌｌ６７ＳＩ出土石器実測図．．……２７０

第Ⅲ‐385図ｌｌ６９ＳＩ平面・断面図･……・・・２７１

第Ⅲ‐386図ｌｌ６９ＳＩ内炉０１．０２平面・断面図・・２７１

第Ⅲ‐387図ｌｌ６９ＳＩ出土土器実測図…・…・２７１

第Ⅲ‐388図ｌｌＯＯ・ｌＯ９７ＳＩ平面・断面図･…２７２

第Ⅲ‐389図ｌｌＯＯＳＩ出土土器実測図…．．…２７３

第Ⅲ‐390図ｌＯ９７ＳＩ出土土器実測図…・・…２７３

第Ⅲ‐３９１図ｌ２９ＳＩ（第三面）平面・断面図・・２７４

第Ⅲ‐392図ｌ２９ＳＩ（第二面）平面・断面図・・２７５

第Ⅲ－３９３図ｌ２９ＳＩ(第二面)SKOl～05．SXOl平面･断面図･･２７６

第Ⅲ‐394図ｌ２９ＳＩ（第一面）平面・断面図・・２７７

第Ⅲ‐395図l29sl(第一､i)内炉01～05.sKol平、断面図・・２７８

第Ⅲ‐396図ｌ２９ＳＩ出土鉄器実測図･…・・…・２７８

第Ⅲ‐397図ｌ２９ＳＩ出土土器実測図ｌ….．…２７９

第Ⅲ‐398図ｌ２９ＳＩ出土土器実測図２…・…・２８０

第Ⅲ‐399図ｌ２９ＳＩ出土土器実測図３．・……２８１

第Ⅲ-400図ｌ２９ＳＩ出土土器実測図４……・・２８２

第Ⅲ‐４０１図ｌ２９ＳＩ出土石器実測図１．・・・…・２８２

第Ⅲ‐402図ｌ２９ＳＩ出土石器実測図２．…・…２８３

第Ⅲ-403図ｌｌｌ３ＳＩ(第二面)平面・断面図……２８４

第Ⅲ-404図ｌｌｌ３ＳＩ(第一・二面)出土土器実測図･…２８４

第Ⅲ‐405図１１１３（第一面）・’０８８．１１２４．ｌ２１８ＳＩ

平面・断面図・・・・・・２８５

第Ⅲ-406図ｌＯ８８ＳＩ出土土器実測図……・・２８６

第Ⅲ‐407図ｌｌ２４ＳＩ内ＳＫＯｌ平面・断面図･…２８６

第Ⅲ‐408図ｌｌ２４ＳＩ出土土器実測図･……・２８６

第Ⅲ‐409図ｌＯ９９・ｌｌＯｌＳＩ平面・断面図･…２８７

第Ⅲ‐４１０図ｌＯ９９ＳＩ出土土器実測図･…・…２８７

第Ⅲ‐４１１図ｌｌＯｌＳＩ出土土器実測図･…・…２８７

第Ⅲ‐４１２図ｌｌＯｌＳＩ出土石器実測図．．…・・・２８８

第Ⅲ‐４１３図１１３３．ｌｌＯ３ＳＩ平面・断面図･…２８９

第Ⅲ‐４１４図ｌｌＯ３Ｓｌ内炉０１．SKOl平面・断面図･・・・２９０

第Ⅲ‐４１５図ｌｌＯ３ＳＩ出土土器実測図・・・…・・２９０

第Ⅲ‐４１６図ｌｌ３３ＳＩ出土土器実測図･……・２９０

第Ⅲ‐４１７図ｌｌ３３ＳＩ出土石器実測図･・・・…・２９１

第Ⅲ－４１８図ｌｌＯ３ＳＩ出土石器実測図･……・２９１

第Ⅲ‐４１９図１２１５．１１２１．ｌｌ６０ＳＩ平面･断面図・・・・２９２

第Ⅲ‐420図ｌｌ６０ＳＩ内炉・SKOl～０３平面･断面図…・・・２９３

第Ⅲ－４２１図ｌｌ２１ＳＩ出土土器実測図･……．．…２９３

第Ⅲ‐422図ｌｌ６０ＳＩ出土土器実測図・・…・……２９３

第Ⅲ‐423図ｌｌ２１ＳＩ出土石器実測図･…・・…・・・２９４

第Ⅲ‐424図１１３９．１１１９．ｌｌ５２ＳＩ平面･断面図・・２９５

第Ⅲ‐425図ｌｌ５２Ｓｌ内SKOl･炭集中部分平面･断面図…・２９６

第Ⅲ‐426図ｌｌｌ９ＳＩ出土土器実測図･…・…。…２９６

第Ⅲ‐427図ｌｌ５２ＳＩ出土土器実測図･………・・２９６

第Ⅲ‐428図１２００．ｌＯ９６ＳＩ平面・断面図・・・・・・２９７

第Ⅲ‐429図ｌＯ９６ＳＩ内ＳＫＯｌ～０３．炉０１．０２、

ｌ２００ＳＩ内炉･ＳＫＯｌ平面･断面図・…２９８

第Ⅲ‐430図ｌ２００ＳＩ出土土器実測図･・・・…・・…２９９

第Ⅲ－４３１図ｌＯ９６ＳＩ出土土器実測図ｌ…・……２９９

第Ⅲ‐432図ｌＯ９６ＳＩ出土土器実測図２………・３００

第Ⅲ‐433図ｌＯ９６ＳＩ出土石器実測図１．．．．…・・・３０１

第Ⅲ‐434図ｌＯ９６ＳＩ出土石器実測図２…・……３０２

第Ⅲ‐435図ｌＯ９６ＳＩ出土鉄器実測図･…・…・…３０２

第Ⅲ‐436図２８４ＳＩ平面・断面図…・・………３０３

第Ⅲ‐437図２８４ＳＩ内炉平面・断面図･・・・……３０３

第Ⅲ‐438図２８４ＳＩ出土土器実測図…・…・…・３０３

第Ⅲ‐439図ｌ２０６ＳＩ平面・断面図…．．………３０４

第Ⅲ‐440図１１８６．ｌｌ８２ＳＩ平面・断面図…・・・３０５

第Ⅲ‐４４１図ll82Sl内SKO1.02､ll86Sl内SKOl平面･断面図・・３０６

第Ⅲ‐442図ｌｌ８２ＳＩ出土土器実測図･・・・…・…・３０６

第Ⅲ‐443図ｌｌ８６ＳＩ出土土器実測図…．．…・…３０６

第Ⅲ-444図ｌｌ８６ＳＩ出土鉄器実測図･…・・・・・…３０６

第Ⅲ‐445図１１８９．ｌｌ７９ＳＩ平面・断面図･…・…３０７

第Ⅲ‐446図ｌｌ７９Ｓｌ内ＳＫＯｌ～０３､炉平面･断面図・・・…３０８

第Ⅲ‐447図ｌｌ７９ＳＩ出土土器実測図･………・・３０９

第Ⅲ‐448図１１８８．ｌｌ８３ＳＩ平面・断面図．．……３１０

第Ⅲ‐449図ｌｌ８３ＳＩ内炉０１．０２､ＳＫＯｌ平面･断面図・・３１０

第Ⅲ-450図ｌｌ８３ＳＩ内集石平面・断面図･………３１１

第Ⅲ‐４５１図ｌｌ８８ＳＩ出土土器実測図．．……・…３１１

第Ⅲ-452図ｌｌ８３ＳＩ出土鉄器実測図…・・・……３１１

第Ⅲ-453図ｌｌ８３ＳＩ出土土器実測図．．………・３１１

第Ⅲ‐454図１１４７．ｌｌ４６ＳＩ平面・断面図…・・・３１２

第Ⅲ‐455図ｌｌ４６ＳＩ内炉０１．０２平面･断面図･…３１２

第Ⅲ‐456図ｌｌ４６ＳＩ出土土器実測図･………・・３１３

第Ⅲ‐457図ｌｌ４５ＳＩ平面・断面図………・…・３１３

第Ⅲ‐458図ｌｌ４５ＳＩ出土土器実測図…・・・・・…・３１３

第Ⅲ‐459図ｌｌ４３ＳＩ・ＳＫＯｌ平面・断面図……３１５

第Ⅲ‐460図１１５７．１１５８.ｌ２１９ＳＩ平面･断面図・・３１６

第Ⅲ－４６１図ｌｌ５７ＳＩ出土土器実測図･…．．…・・・３１６

第Ⅲ‐462図ｌｌ５８ＳＩ出土土器実測図･……・・・・・３１６

第Ⅲ‐463図１１４８．ｌｌ６２ＳＩ・ＳＫ平面･断面図･…３１７

第Ⅲ‐464図ｌＯ８９ＳＩ平面・断面図…・・………３１８

第Ⅲ‐465図２７９ＳＸ（Ｐit群）平面・断面図・・・・・・３１８



第Ⅲ-466図２７９ＳＸ出土土器実測図…・・・…・３１８

第Ⅲ‐467図No.８２調査区第三次検出遺構配置図・・３２０

第Ⅲ‐468図ｌ９ＳＩ平面・断面図…．．………３２０

第Ⅲ-469図ｌ９ＳＩ出土土器実測図…………３２０

第Ⅲ-470図ｌ４ＳＩ平面・断面図…・・・……・・３２１

第Ⅲ－４７１図ｌ４ＳＩ内炉０１．０２平面・断面図…・３２１

第Ⅲ‐472図ｌ４ＳＩ出土土器実測図･…・・……３２２

第Ⅲ‐473図ｌ３ＳＩ平面・断面図･………・…３２３

第Ⅲ-474図ｌ３ＳＩ出土土器実測図･……．．…３２３

第Ⅲ-475図１３ＳＩ内ＳＫＯｌ平面・断面図…・・・３２４

第Ⅲ‐476図Ｏ２ＳＩ平面・断面図･…・・・……･３２４

第Ⅲ-477図Ｏ２ＳＩ出土土器実測図．．……・…３２４

第Ⅲ-478図No.８２調査区第二次検出遺構配置図…･３２４

第Ⅲ‐479図０８．０７．０１ＳＩ平面・断面図･・・・３２５

第Ⅲ‐480図Ｏ８ＳＩ出土土器実測図．．………･３２６
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第Ｉ章調査の経過と方法

第１節調査に至る経緯

平成１１（1999）年度開催のくまもと未来国体にあたり、熊本市平山町に所在する熊本県立総合運動公園が

主会場に選定されるとともに、該地にアクセスする道路網の整備が計画された。熊本県教育庁文化課は、土木

部道路建設課との協議に基づき、平成６年度から計画路線の踏査を行い、平成７年度から周知の遺跡を中心に

試掘・確認調査を実施した。本報告する調査部分は、平成７年度１１月１５．１６日、平成８年４月１０．１１日

の２次にわたり確認調査を実施した部分で、県道益城菊陽線道路新設工事部分である。

昭和５７（1982）年度県営ほ場整備事業に伴い発掘調査（本調査）が行われ、弥生時代の竪穴住居２７軒、

土器棺墓４基、支石墓２基等の他、平安時代の竪穴住居４軒などを検出している。その隣接地であり、弥生時

代の住居跡や謹棺群の存在が予想された。また、過去の調査では、ほ場整備工事中に７基以上の土器棺と推定

される土器が出土した。

今回の調査は、弥生時代の集落の広がりと土器棺墓の分布が注目されることになった。

第２節調査の組織

調査主体熊本県教育委員会

[発掘調査、平成８年度］

調査責任者桑山裕好（文化課長）

調査総括島津義昭（主幹兼文化財調査第１係長）

調査担当木村元浩（主任学芸員)、亀田学（学芸員)、戸田清恵（嘱託)、安達武敏（嘱託）

[発掘調査・報告書作成、平成９年度］

調査責任者豊田貞二（文化課長）

調査総括松本健郎（主幹兼文化財調査第１係長）

調査担当亀田学（学芸員)、戸田清恵（嘱託)、後藤貴美子（文化財保護主事)、矢野布美子（嘱託）

調査指導武末純一（福岡大学教授)、村上恭通（愛媛大学助教授)、西健一郎（九州大学助手)、大津正巳（新

日蹴テクノリサーチ）

[発掘調査・報告書作成、平成１０年度］

調査責任者豊田貞二（首席教育審議員兼文化課長）

調査総括松本健郎（主幹兼文化財調査第１係長）

調査担当亀田学（学芸員)、後藤貴美子（文化財保護主事)、矢野布美子（嘱託)、漬田智美（嘱託）

調査指導武末純一（福岡大学教授)、中園聡

[発掘調査・報告書作成、平成１１年度］

調査責任者豊田貞二（首席教育審議員兼文化課長)、島津義昭（課長補佐）

調査総括江本直（主幹兼文化財調査第２係長）

調査担当亀田学（主任学芸員)、前川真由美（嘱託)、山下直哉（嘱託）

調査指導松本幡郎（元熊本大学教授)、石橋新次（鳥栖市教育委員会)、佐藤伸二（八代高専教授）

この他、甲元員之（熊本大学教授)、小畑弘巳（熊本大学助教授）小田富士雄（福岡大学教授)、岡本勇人（菊

陽町教育委員会)、大久保浩二（鹿児島県立埋蔵文化財センター）の諸氏から御指導を賜った。
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第３節調査の経過及び協議・保存措置

確認調査の結果を受けて、本調査を平成８年５月２０日から実施した。ｌ区の水路の付け替え部分の工事が

急を要するということからｌ区から調査を実施した。ｌ区調査完了後、２区は国体道路建設事務所と協議のう
／

え、工事部分の急を?要する部分から実施した。

２区は、本調査を進めると確認調査で予測した遺構の密度を大幅に超えた。そのため、２度にわたり、道路

建設課と協議をおこない、調査期間及び予算措置の協力をお願いした。

平成８（１９９６年）年度は、１．４区及び２区の西側約２/３を完了し、残りの主要部分を平成９年度１２月ま

で調査を実施した。それと一部併行して、道路建設に付帯する九州電力鉄塔建設に伴う調査(No.８２区・新

No.６１区、仮No.６１区)を平成９（1997）年１１月末から平成１０（1998）年３月末まで実施した。

平成１１（1999）年度には道路周辺整備に伴う東西に走る水路部分建設に伴う調査（東西水路調査区）を平

成１１（1999）年７月下旬から８月上旬まで調査を実施した。

調査期間中の平成８年度には、発掘調査区の隣接地で道路建設工事中に土器棺が２基発見され､緊急に調査

を行った。その周辺部にも土器棺が分布する可能性が高いため、再確認調査の協議を行った。その結果、平成

９（1997）年２月１７日～１８日まで再試掘を実施し、遺跡が残存する部分の範囲を確定した。再度協議を実

施し、平成１０年度以降に本調査を実施することになり、土器棺等も検出したまま簡易に埋め戻した。

平成１０年度になり、再協議のうえ、再確認調査部分が今後、道路及び周辺整備事業により埋蔵文化財に影

響が及ばないことが確定した。そのため、調査区を再掘削し、土器棺検出部分を中心に山砂で埋め戻し、遺構

面を養生したうえ、埋め戻しを実施し、現地保存を行った。

第４節調査の方法

原則的に、遺物の取り上げグリッド（区画）については、国土座標第１I系を基準とし、５ｍを基本単位に設

定した。設定したグリッドの名称は、次の様に取り決めた。まず、ｌＯｍグリッドは、国土座標第Ⅱ系を基準

としてＸ・Ｙ座標の下２桁を下２桁目からＸ・Ｙの順に交互に数字を並べ４桁の数字で表記した。また、その

ｌＯｍグリッドを４分割し、左上をａとし、時計回りにｂ・ｃ．ｄと名付けて５ｍグリッドとした。但し、ｌ

区については、調査区に沿う形になり統一されていない。

調査区ごとの基本的調査方法は、以下のとおりである。

１．４区については、近世～近代の耕作遺構により、縄文時代の遺構面まで削平されていたことにより、表

土層を重機で掘削した後、耕作遺構及び削平されたピット及び土坑を検出した。その調査後、土器棺と下層の

縄文時代の遺構の検出を目的に適宜トレンチを設定した。その結果、ｌ区南側のＶ層中に縄文土器を検出した

ため、幅約４ｍ、長さ約９ｍの範囲に調査区を広げた。その結果、縄文時代の集石を検出した。

２区については、２ｂ層まで重機で掘削し、２ｂ層で一部の遺構を検出し、大多数の遺構を３層上面で検出

した。

遺物包含層の取り上げを５ｍグリッド、住居内の遺物は、原位置を保っている遺物以外は、セクション設

定位置をもとに４区画で取り上げを行い調査を実施した。

住居跡の重複がある場合は、その重複関係が断面で確認できる様に、セクションベルトを残した。かなりの数

の重複関係に及んだため、１回目の遺構検出は、セクションベルトの残す位置を設定するために行う形になっ

た。セクションベルトの横にトレンチを設定し、断面で確認後、原則的に新しい住居跡から掘削した。

遺構実測は、原則として国土座標第１I系を基準として実測した。１．４区については、遺構配置図をｌ/ｌＯＯ・

断面図をｌ/２０で実測を実施した。２区他については、遺構配置図をｌ/ｌＯＯを原則とし、平・断面図について

は、ｌ/２０を基本とし、遺物出土状況は、ｌ/１０及び’/５等で実測を行った。

２



第II章環境

梅ノ木遺跡は、熊本県菊池郡菊陽町津久礼に所在する。熊本県の中央部に位置し、熊本市東部に隣接する。

津久礼は、上・下に分けられており、下津久礼に所在する。

南阿蘇の南郷谷に水源を持つ白川の中流域の右岸に所在する。熊本市内に向けてちょうど、蛇行する箇所に当

たり、最近まで台風等の雨に伴い白川の水位が上がり、土砂の堆積が顕著なところであり、現在河川改修も計

画されている。白川が蛇行する直前は直線的に付け替えており、以前はもう少し南側の熊本市鹿帰瀬地区の方

に入り組んで流れていた。

遺跡が位置するのは白川及び支流の氾濫原及び、後背湿地である。遺跡の現況は、水田及び畑として利用さ

れていた。

北側は、合志町から伸びる台地に接し、遺跡の範囲を限定している。台地の下に用水路を掘削しており、遺

跡の北側にも水の流れが想定できた。

今回の調査で確認できた遺跡の時期は、縄文時代前期末から中期初め、後期・晩期、弥生時代早期・前期～

後期中葉、古代・近世～近代である。

また、遺構は検出できなかったが、中世の遺物も出土している。

周辺で、発掘調査が行われているのは、梅ノ木遺跡の東方７００～８００ｍの六地蔵遺跡、北方の河岸段丘上

の駄飼代遺跡、左岸では、縄文時代後・晩期（黒色磨研土器期）は、左岸の段丘上（上中原遺跡等）に竪穴住

居が検出されている。石の本遺跡では、竪穴住居跡８０基以上、土器埋設遺構３０基以上検出されている。

また、弥生時代中期初め、後期前半の集落が密集して検出された山尻遺跡が位置している。左岸の氾濫原及

び自然堤防上では、鹿帰瀬遺跡、託麻・弓削遺跡群等で縄文時代後・晩期の土器が表採できる。

弥生時代の遺跡は、六地蔵遺跡で土器棺が３基検出されている。また、検出段階で埋め戻して現地保存して

おり詳細は不明であるが､弥生時代中期から後期の住居跡が２００軒以上を数えると推定されている。梅ノ木遺

跡周辺が、長期間にわたり、弥生時代の集落が営まれていることが判明している。

左岸には､弥生時代中期前半の住居群及び後期前葉から中葉の住居が多数検出されている山尻遺跡群や後期

後半には、今回九電の鉄塔建設に伴う調査で、竪穴住居群（８軒）が検出された鹿帰瀬遺跡がある。

古代の遺跡は、右岸に六地蔵遺跡、左岸に楠の木遺跡が発掘されている。楠の木遺跡では、掘立柱建物群が

検出されており、倉庫や官簡等の可能性を指摘されている。

中～近世は、六地蔵遺跡で溝状遺構や竪穴状遺構が検出されている。また、中世後期には、今石城や砦の伝

承、また、現在の下津久礼集落以前は現在よりやや川沿いの今の六地蔵遺跡の付近に集落が存在したらしい。
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第１節層序（第111-1図）

調査区の基本層序を追うのは、困難である。なぜならば、ほ場整備のため削平を受けている箇所が多いこと

と白川及びその支流の氾濫によって堆積した土壌によって形成されるためである。さらに、２区では、弥生時

代の竪穴住居が、検出面の高さがほとんどないほど重複しており、基本層序の把握を困難にしている。

ここでは、削平があまり及んでいない２区を中心に１．４区の層序を考慮して復元概説する。（第Ⅲ‐ｌ図）

想定される層序は、表土・盛土（１）、黒褐色シルト（IIa層；古代包含層)、褐色シルト（IIb層；弥生時

代包含層)、明褐色シルト（Ⅲ層；弥生時代遺構検出面)、暗褐色シルト（Ⅳ層；縄文時代後・晩期)、黄褐色

シルト（やや粘質）（Ｖ層；縄文時代前期～中期以前）である。（Ｖ層はｌ区の調査成果による）
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第Ⅲ－２図１．４区縄文時代遺構

配置図(1／１２００）

⑧

鍵

第２節縄文時代

（１）調査の概要（第Ⅲ－２．３図、ＰＬ､１１）

１９８２年度の調査では、縄文時代の遺構は検出されていないが、縄

文後．晩期の土器や石器類が出土しており、遺構の存在が予想され

た。今回の調査では、ｌ区で尾田式土器段階（縄文時代前期末から中

期初め）の集石１基、土坑１基、台石１基が出土している。

２区は、弥生時代の竪穴住居の重複が激しく、しかも竪穴部の深さ

が深いため、縄文時代後・晩期の遺構が存在しても撹乱されている可

能性が高いと考えられた。しかし、明確ではないが、３箇所、縄文時

代の住居と推定可能な遺構を確認した。

また、包含層には縄文時代早期末から晩期まで土器型式をほぼ網羅

する形で１．２．４区で検出している。石器も打製石器（石嫉、石匙、

打製石斧)等縄文時代と推定できるものを多数検出している。（PＬ４８

･４９）
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図２区縄文時代遺構配置図･土器接合状況図

（1／１０００）

第'''-3図

（２）集石（第Ⅲ２．４．５図、ＰＬ､１１）

位置ｌ区のチ地区（第Ⅲ‐１２図）に位置する。検

出面の標高は、約５２７ｍである。検出面は黄褐色シ

ルト層（ｌ区３（Ｖ）層）中である。

形態平面形態は、楕円形を呈し、長軸９０cm、短軸

８０cm深さ約８cmの若干の掘り込みを持つ｡断面は、

皿状を呈する。集石は、３～ｌＯｃｍの河原（丸）石で

構成されている。焼成の痕跡は残存しない。

遺物出土状況・遺物集石の周辺の検出面直上の層

位中に尾田式及び蕊Ｃ・Ｄ式の土器が出土してい

る。ただし、検出面の黄褐色シルト層（ｌ区３（Ｖ）

層）は、削平されており、完全には復元できない。

尾田式土器（第Ⅲ‐６図、ＰＬｌ８上）は、完全に復

元するには、至らなかったが、拓本に呈示した資料

を中心に文様帯及び器形を復元した。推定口径は約

２５．６cm､高さ約２９cmである｡底部は欠損している。

底部が残存する部分から推定すると丸底の可能性が

高い。口縁端部は、面を持つ。口縁部付近は口縁部

に行くに従いやや外反すると推定される。口縁部直

下に鋸歯（連続三角形）状の張りつけ突帯文を施し

ている。胴部の文様帯は横方向の５群の帯状押し引

き文により区画されている。１群の押し引き文は、２

単位もしくは３単位で帯を形成している。縦方向に

は、突帯を４条ｌ単位として区画している。さらに

縦方向の突帯間を縦方向の２条の沈線により区画し

ていると推定できる。上からｌ条目と２条目の問は

７
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第Ⅲ－４図１区縄文時代遺構配置図及びＶ層遺物出土状況平面図(1/SO）

ロ
信
仰
面
卜
、
ョ

／／･：

④
夢⑦

④
ざ

ａ－

ａ

【§

ａ

ワ
、Ｏ

⑤

トーンは、現位圏を保っているもの

綴Ｃ・Ｄ式土器（第Ⅲ‐７図、ＰＬｌ８下）は、口径約２９cm、高さ２０cm以上で、胴部上半から口縁部にか

けてやや外反する器形を持つ。胴部下半以下が欠損する。口縁部には４箇所に２個を一単位とする突起を持

つ。内外面に条痕文を施す。胴部下半は、左上がりの条痕文、胴部上半は、横方向の条痕が残存する。縦方向

の２条の波状の沈線文をところどころ施す。４単位以上あったと推定できる。

まとめ集石周辺の出土土器の型式から、この遺構の時期は、縄文時代前期末から中期初頭の時期に位置づけ
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第'''－５図１区縄文時代集石出土状況平面･断面図(1/２０）

２列の横方向の列点文を施す。

髄Ｃ・Ｄ式土器（第Ⅲ‐７図、ＰＬｌ８下）は、口径約２９cm、高さ
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られると推定できる。

（３）土坑（第Ⅲ－４図）

位置ｌ区のチ地区（第Ⅲ‐１２図）に位置する。集石の約８０cm西側に位置する。検出面の標高は、約５２．７ｍ

である。検出面は黄褐色シルト層（Ｖ層；ｌ区３層）中である。

形態平面形態は、ほぼ円形を呈し、径約６０cmで、深さ約ｌＯｃｍの若干の掘り込みを持つ。断面はＵ字状を

呈する。埋土は、暗黄褐色シルトである。

まとめ集石の検出面と同様であることから、集石とほぼ同時期と推定できる。

（４）住居状遺構

１２２１ＳＸ（第Ⅲ－８図）

第'''－６図１区Ｖ層出土縄文土器実測図(1/2）
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第'''－７図１区Ｖ層出土縄文土器実測図(1/3）

位置遺跡南西部（２区南部）に位置する。ｌ６１ＳＩの床面ｌＯｃｍ下層で検出した。検出面の標高は約５３．５ｍ

である。

柱穴柱穴の掘り方は、径３０～６０cmで、柱痕跡の径は１５～２５cmを測る。

住居形態柱穴は、楕円形に配置される。

まとめ柱配置から、長軸４ｍ以上の楕円形もしくは円形の竪穴住居跡の可能性がある。住居の時期の詳細は

不明であるが、包含層等の出土遺物と推定の住居形態から縄文時代後・晩期の可能性がある。

１２１４ＳＸ（第Ⅲ－９図）

位置遺跡西部（２区中央部）に位置する。ｌｌ７５ＳＩの床面で検出した。検出面の標高は約５２．９ｍである。

柱穴柱穴の掘り方は、径２０～３０cmで、柱痕跡の径はｌＯ～１５cmを測る。

住居形態掘り方は円形で、柱穴は、４０～６０cm間隔で弧状に配置される。

まとめ柱配置や掘り方から規模を推定するのは困難であるが､径５ｍ程度の楕円形もしくは円形の竪穴住居

跡の可能性がある。住居の時期の詳細は不明であるが､床面に流れ込んだ状態で黒色磨研土器の破片が出土し

ていることと、包含層等の出土遺物と推定の住居形態から縄文時代後・晩期の可能性がある。

１２２７ＳＸ（第111-10図）

位置遺跡南西部（２区南部）に位置する。ｌｌ９４ＳＩの床面で検出した。検出面の標高は約５３．１ｍである。

柱穴柱穴の掘り方は、径２０～２２cmで、柱痕跡の径は１５～２０cmを測る。

住居形態柱穴は、５０～８０cm間隔で弧状に配置される。

まとめ推定の住居形態から縄文時代後・晩期の可能性がある。

（５）遺物包含層、撹乱の遺物

ａ､１．４区（第Ⅲ－１２図・第Ⅲ－１１．１３～２２図、ＰＬ,１９．２０）

縄文土器は、主に近世以降の耕作溝や水路などから出土している。（第Ⅲ章第５節）出土地点や調整は、観

察表を参照していただきたい。

１．４区は、縄文時代の後・晩期の遺構面は、削平されていると推定できる。ｌ区の一部（ト地区）でＶ層中

1０
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第'''－８図１２２１ＳＸ平面･断面図(1/８０）
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ノ

謬雲
／

Ｉ、、．
／

／
ダ

ダ

～

、 一
／、一

一

、〆Ｉ一
～，／
／‐

／／
／／

ヘノ

奏蝉乏琴

|’

〆NFI
／、ﾉ、
、ノ／、へ

くヘヘ ヘヘー今ク
／

へヘ

ヘーート、

〃
〃

第''1-19図－４

復元実測図（1/2）
、

、

1６

蝿繊溌蝋鰯雲護f鱗

一
４
Ｆ

０
■
■
Ⅵ
ｐ
・

●
‐
夕

．
●
謝
穂
・
｛
．
シ
い
群
・
津
・
Ｊ

Ｐ
。
ご

甲
、
。
‐
０
９
ａ
■
◇

溌
麹

②
今
も

５

０

Jj〉
・〆３

竜
少
熟
議

２

４

０
略
Ａ
叩

－ －－－－１

６

’蕊瀞

１０ｍ

β 、
。
‐
争
詞
Ｆ
二

瀞
鞠



ログ甥グー塗再グーグーーーマ
f雪童電

、

一

一己

nｓ

野‘γEzK野
‘］
〆↑

韮

１

〈.‘、､､１１

1７

第111-21図１．４区用水路出土縄文土器実測図２(１/２）

！

ご厩

夕

.'

●
０
． １０ｍ

1８－２

1８

『

1０

》
一

g’

、 ／

、

雲雇三三三

章雲言

恥
こ無く､熟､撫蕊趣鞠



／

寒~１
斧1１

』 扉

ノ

ノ

▼

砥喧両

零濯ぎ
、やぞ｡､

５

1８

に轟式土器系の尾田式土器が出土しているが､その他の出土遺物を見ると原位置をさほど移動していないと推
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り戻した縄文で施文したもの（第図Ⅲ-17図２）や沈線（第Ⅲ‐１７図５、第Ⅲ‐１８図ｌ）や浮文（第Ⅲ‐１７図

2）で文様帯を構成するもの等いくつかの型式を持つ。粗い縄文を地紋とするもの（第Ⅲ‐１８図２、第Ⅲ‐１９

図３．４）も同様の型式と推定できる。また、第Ⅲ‐１９図４は底部で、熊本県菊池郡七城町岡田遺跡の出土例

を考えると五角形を呈すると推定できる。（第Ⅲ‐１９図４復元図参照）

ト地区では、阿高系土器と推定できる口縁部片（第Ⅲ‐１９図２）も出土している。

用水路出土土器では、阿高系土器、船元・里木系土器細片・磨消縄文系・黒色磨研土器等多型式にわたる。

貝殻による押引文も出土している。集石に伴うと推定できる尾田式土器との関連が指摘される。その他、用水

路出土遺物では、把手状の隆帯を持つ北久根山式土器、船元・里木式系土器、黒色磨研土器の古相のものから

新相のものまで出土している。

ｂ､２区（第111-23図・第１11-24～４９図、ＰＬ､２０～２４）

縄文土器は、包含層（２ｂ（IIb）層）や弥生時代竪穴住居から出土している。出土地点や調整は、１．４区

同様に観察表を参照していただきたい。

縄文土器は弥生時代の竪穴住居の埋士から出土しているので、原位置は移動している。ただ、土器の接合状

況図（第Ⅲ‐３図）を見ると、ほぼｌＯｍのグリッド（区画）におさまる。そうしたことを考慮してグリッドご

とに、型式が推定できそうな土器や特徴を持つ土器を提示した。

出土状況調査区全域にわたり、黒色磨研土器が出土している。

轟式土器と推定できるもの（第Ⅲ－４１図ｌ）がタ地区で出土している。条痕を内外面に施しているが、一部

ナデ消しているもので、口縁部は直行し、端部は、若干内面側に押さえている。全体の器形は、不明であるが、

第'''－２６図２区ル地区出土縄文土器実測図(1/2）

2０
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砲弾状を呈する可能性が高い。

同じグリッド内で、決状耳飾（第Ⅲ‐１１図ｌ）が出土していることから、関連が注目される。

曽畑式土器は、ヨ・タ・レ・ソ地区に集中している。（第Ⅲ‐３５図ｌ～５、第Ⅲ‐４１図２～１１、第Ⅲ‐４５

図１．２、第Ⅲ‐４６図ｌ～５）遺構は、この周辺に存在した可能性が高い。口縁部は列点文で、横位の沈線文

を縦位の沈線文が区画するタイプと縦位と斜位の沈線文により区画するタイプが出土している。内面は、条痕

が残るものも存在する。

押し引き文は、ソ地区で出土している。（第Ⅲ‐４６図６～８）尾田式土器との関連が注目される。
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阿高系土器は、ソ・し地区（第Ⅲ‐４５図３．４、第Ⅲ-46図９～１１）とワ・リ地区（第Ⅲ‐３１図１．２）で

出土している。２箇所に分けられる。細片であるため、型式差を指摘するのは困難である。

船元・里木式系土器は、２区北部（リ・ル地区）とタ・レ・ソ地区（２区南部）の大きく２カ所に出土して

いる。リ・ルは、浮文を持つものが出土している（第Ⅲ‐２４図４．第Ⅲ‐２６図３等)。タ地区は、縄文時代の

粗い縄文を地文とするものが目につく（第Ⅲ-42図２～４)。レ・ソ地区は、細かい縄文や条痕を地文とする

ものが多い（第Ⅲ‐４５図５．６，第Ⅲ‐４６図１７．１８．２０．２１，第Ⅲ‐４７図ｌ～６等)。

磨消縄文を施しているものは、２区北部（ル地区）の他、ヨ・し地区でも細片ではあるが見受けられる。

北久根山式土器が顕著に出土しているのは、ヲ地区である。口縁部にＷ字状の浮文を持つもの(第Ⅲ-27図７．

８．９等）や波状口縁に浮文がつくもの（第Ⅲ‐２７図５．６等）が出土している。

黒色磨研土器は､前述したように調査区全域にわたって各型式出土しているが､力地区等は､天城～黒川式(無

刻目突帯文土器併行期）の新しい傾向を持つ土器が顕著である。
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（１）調査の概要（第Ⅲ－５０図、ＰＬ１）

１９８２年の調査で弥生時代中期から後期にかけての竪穴住居跡２７軒を検出している。それら住居域の東側

に３つの土器棺墓を検出している。また、ほ場整備事業中にも北側に土器棺と推定される土器を７個体発見さ

れており、北方にも墓域が形成されていたことが推定されていた。また、南側に支石墓２基を検出し、南側に

も墓域が存在していたことが判明していた。その他、土坑２基、土器溜め遺構１基が出土している。

今回の調査では、弥生時代中期から後期の竪穴住居を２区で１８０軒、九電鉄塔No.８２区で１０軒、東西水

路調査区で２５軒、合わせて２１５軒以上検出している。その他屋外炉１９基、土坑５５基（一部、古代に下る

可能性のあるものもある｡）を検出した。また、赤色顔料の入った土坑も１基検出している。
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表１－２２区屋外炉グリツト 覧表 表 区屋外土坑グリット一覧表

挿図番号 遮櫛番号 妃号 グリット 嗣考 挿図番号 過櫛番号 記号 グリット 嗣考

第Ⅲ-580図 2３９ ＳＸ ６９１２ａ 第Ⅲ-531図 1２３４ ＳＫ ６９２３ｂ・ｃ

第Ⅲ-580図 ２５２ ＳＸ 5992ｃ 第Ⅲ－５３１図 i２３３ ＳＫ ６９２２ａ。．

第Ⅲ-580図 ２５１ ＳＸ 5992ａ 第Ⅲ-531図 1０３３ ＳＫ ６９１３ｂ

第Ⅲ－５８０図 ２５０ ＳＸ 5982ｃ 第Ⅲ-531図 1０３６ ＳＫ ６９１３ｂ・ｃ、６９１２ａ

第Ⅲ-580図 1３７ ＳＸ 5982ｂ 第Ⅲ－５３１図 1０７０ ＳＫ ６９１２ａ。．

第Ⅲ-580図 1３６ ＳＸ 5982ｂ 第Ⅲ－５３１図 1２２４ ＳＫ ６９０１ａ．ｂ・ｃ．。

第Ⅲ－５８０図 １１１１ ＳＸ ５９５３ｃ 第Ⅲ－５３１図 ２１１ ＳＫ ６９０１．

第Ⅲ-580図 1１８４ ＳＸ ５９４２． 第Ⅲ-534図 1７１ ＳＫ ６９１ｌｂ

第Ⅲ-583図 1３５ ＳＸ ５９８２． 第Ⅲ-534図 1７０ ＳＸ ６９１ｌｂ

第Ⅲ-583図 1２３７ ＳＸ ５９７３． 第Ⅲ-538図 244 ＳＸ ６９０１ａ、６９０２ｂ

第Ⅲ－７３５図 1２０ ＳＸ ５９６３ｃ 第Ⅲ-538図 ２１８ ＳＸ ６９０１ａ，６９０２ｂ

第Ⅲ-583図 ｌｌｌＯ ＳＸ 5952. 第Ⅲ-538図 1０４２ ＳＫ 6902ｂ

第Ⅲ-735図 ２０２ ＳＸ 6923ａ 第Ⅲ-538図 1００６ ＳＸ 6902ｂ

第Ⅲ-585図 1０５５ ＳＸ 6902. 第Ⅲ-538図 1０５３ ＳＸ 6902ｂ

第Ⅲ-585図 1０３４ ＳＸ ６９０３ｃ 第Ⅲ-538図 ２９１ ＳＸ ６９０１ａ

第Ⅲ-585図 1９１ ＳＸ ６９０１． 第Ⅲ-545図 1０２７ ＳＫ ６９０２ａ

第Ⅲ-585図 ２６４ ＳＸ ６９０２． 鰯Ⅲ-545図 1０２６ ＳＫ 6902ａ

第Ⅲ-585図 1０１６ ＳＸ ５９９２． 第、-545図 1０２１ ＳＫ 6902ａ

第Ⅲ-585図 2２２ ＳＸ 5993ｃ 第Ⅲ-545図 1０２３ ＳＫ 6902ｂ

第Ⅲ-585図 256 ＳＸ 5982ａ 第Ⅲ-552図 1０２８ ＳＫ 6902ａ

第Ⅲ-585図 1２２９ ＳＸ 5９３４． 第Ⅲ－５５２図 226 ＳＫ 6902ａ

第Ⅲ-587図 1０８６ ＳＸ 5972ｃ 朱 第Ⅲ-554図 2２７ ＳＫ 6903ｂ，６９０２８

第Ⅲ-554図 273 ＳＫ 6903ｂ

第Ⅲ-554図 1００１ ＳＫ 6903ｂ

第Ⅲ-560図 1０１２ ＳＫ 5993ｃ

第Ⅲ-560図 1０６６ ＳＫ 5993.

表１－４２区土器棺･土坑･木棺墓グリツト一覧表
第Ⅲ-560図 1０６２ ＳＫ 5992.

第Ⅲ-560図 1０６３ ＳＫ 5992.

第Ⅲ-560図 1０５４ ＳＫ 5992.

挿図番号 週槻番号 肥号 グリット 鮒考
第Ⅲ-560図 1０５１ ＳＫ 5992ａ

第、-590図 230 ＳＸ 6902. 第Ⅲ-562図 249 ＳＸ 5982ｃ

第Ⅲ-593図 2０８ ＳＸ ６９０１ｂ 第Ⅲ－５６２図 1０４１ ＳＫ 5982ａ

第Ⅲ-596図 2２９ ＳＸ 6902ａ 第Ⅲ-562図 1０３７ ＳＫ 5982ａ

第Ⅲ-599図 2２８ ＳＸ 6902ａ 第Ⅲ-562図 1３４ ＳＫ 5972ｃ

第Ⅲ-603図 289 ＳＸ 5993ｃ 第Ⅲ-562図 1３９ ＳＫ 5973ｃ

第Ⅲ-607図 1１２９ ＳＸ 5953. 第Ⅲ-562図 1４７ ＳＫ 5972ａ

第Ⅲ-608図 1１５０ ＳＸ 5953. 第Ⅲ-562図 1４６ ＳＫ 5972ａ

第Ⅲ－６１３図 1１５４ ＳＸ 5953ａ・ｂ 第Ⅲ-569図 1２３２ ＳＫ 5962.

第Ⅲ－６１６図 1０７５ ＳＸ 5953ａ・ｂ 第Ⅲ-569図 1２２３ ＳＫ 5962ｂ

第Ⅲ－６１７図 1１３１ ＳＸ 5953ａ・ｂ 第、-569図 1２２８ ＳＫ 5953ｃ

第Ⅲ-622図 1０８３ ＳＸ 5952.5953 第Ⅲ-569図 1２１７ ＳＫ 5954ｃ

第Ⅲ-623図 1０７６ ＳＸ 5953ａ．５９５４ｂ 第Ⅲ-569図 1０８５ ＳＫ ５９５４ｃ

第Ⅲ-624図 1０８４ ＳＸ 5954ｃ 第Ⅲ-569図 1２１２ ＳＫ ５９５４ｃ

第Ⅲ-629図 １１０８ ＳＸ ５９５４ｃ 第Ⅲ-569図 １１０６ ＳＫ 5953ａ

第Ⅲ－６３１図 1０８１ ＳＸ 5954ｃ 第Ⅲ-569図 1１６１ ＳＫ 5953ａ

第Ⅲ-633図 1０８２ ＳＸ 5954ｃ， 第Ⅲ-569図 1１４１ ＳＫ 5953ｂ

第Ⅲ-637図 1０８０ ＳＸ 5954ｃ 第Ⅲ-569図 1１８７ ＳＫ 5942.

第Ⅲ－６３９図 1０７８ ＳＸ 5954ｃ 第Ⅲ-569図 1１９９ ＳＫ 5942.

第Ⅲ-642図 1０７９ ＳＸ 5954 第Ⅲ－５７１図 1１１４ ＳＸ 5964ｃ、５９６３．

第Ⅲ-644図 1０７７ ＳＸ 5954ａ・ｂ 第Ⅲ-571図 １１５６ ＳＫ 5953ｂ

第Ⅲ-660図 2８７ ＳＸ 5953ａ 第、-571図 1１４９ ＳＫ 5934.

第Ⅲ-662図 1１３５ ＳＸ 5954ａ・ｂ 第Ⅲ－５７１図 1２２５ ＳＫ 5934ａ．．

第Ⅲ-663図 1１３６ ＳＸ 5953ａ 第Ⅲ－５７１図 1１４０ ＳＫ 5933ａ．．

第Ⅲ-665図 1１３７ ＳＸ 5934ｂ 第Ⅲ-571図 １１７０ ＳＫ 5933ｂ

第Ⅲ-667図 1１５３ ＳＸ 5934ｂ 第Ⅲ-574図 1０９１ ＳＸ ５９５３ａ

、
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表1－１ 2区竪穴住 卜一覧表

挿図碕号 過綱番号 記号 グリット 伽考 挿図番号 遺綱番号 記号 グリット 傭考

第Ⅲ－８図 1２２１ ＳＸ ６９０１ｃ
蝿文時代遺綱

第Ⅲ-250図 1４３ ＳＩ 5982ａ、５９７２．．５９８３ｂ，５９７３ｃ

第Ⅲ－９図 1２１４ ＳＸ 5972ｂ 第Ⅲ-51図には 第Ⅲ－２５０図 1４９ ＳＩ 5982ａ、５９８３ｂ

第ｍ－ｌＯ図 1２２７ ＳＸ ５９６１．．５９７１ａ 省略 第Ⅲ-253図 １３２ ＳＩ ５９７２ｃ・ｄ・・5982ａ・ｂ

第Ⅲ－５２図 1８１ ＳＩ ６９２０ａ．ｂ、６９１０ｃ 第Ⅲ-260図 1４５ ＳＩ 5983ａ・ｂ

第Ⅲ-54図 1８６ ＳＩ ６９１０ａ．。 第Ⅲ-260図 1２６ Ｓｌ 5973ｃ・ｄ､５９８３ａ

第Ⅲ－５６図 1８９ Ｓｌ ６９１０．．６９２０ａ、６９１１ｃ 第Ⅲ－５１図 1０３ Ｓｌ ５９８３． 単独図版なし

第Ⅲ-56図 1７４ ＳＩ ６９１０． ６９２０ａ、６９１１ｃ 第Ⅲ-267図 1２２６ Ｓｌ ５９８３ａ

第Ⅲ-56図 1６２ ＳＩ ６９２ｌｂ ６９１１ｃ 第Ⅲ-272図 1０５ ＳＩ ５９７３ａ・ｂ

第Ⅲ-56図 1９２ ＳＩ ６９２１ｂ ６９１１ｃ 第Ⅲ-272図 1２８ Ｓｌ 5972.

第Ⅲ-56図 1７５ ＳＩ ６９２０ａ ６９２lｂ 第Ⅲ-272図 1２５ Ｓｌ ５９７３ｃ

第Ⅲ-56図 1６３ ＳＩ ６９２ｌｂ ６９１１ｃ 第Ⅲ-272図 1４１ Ｓｌ ５９７３ａ．ｂ・ｃ．。

第Ⅲ-69図 1６４ ＳＩ ６９１１ｃ・ｄ、６９２１ｃ・． 第Ⅲ-277図 1５５ Ｓｉ ５９７２ｂ・ｃ

第Ⅲ－６９図 1６０ ＳＩ ６９１１ｃ・ｄ６９２１ｃ．。 第Ⅲ－２７９図 1２７ ＳＩ 5973ａ．。、５９７４ｃ

第Ⅲ－７５図 1７２ ＳＩ ６９１２ｃ、６９１１． 第Ⅲ-279図 1２２ ＳＩ 5974ｂ、５９７３ａ、５９６４ｃ

第Ⅲ－７６図 1８７ Ｓｌ ６９２１ａ 第Ⅲ-284図 1５８ Ｓｌ ５９７２ａ．。

第Ⅲ－７６図 1８２ Ｓｌ ６９２１ａ 第Ⅲ-288図 1１３ Ｓｌ 5972ａ。．

第Ⅲ－７６図 1７６ ＳＩ ６９２１ａ 第Ⅲ-292図 1１７４ ＳＩ 5962ｃ、５９７２ｂ

第Ⅲ－７６図 1８５ ＳＩ ６９２２ａ・ｂ 第Ⅲ－２９２図 1２４ ＳＩ ５９７２ａ・ｂ

第Ⅲ-76図 1７７ ＳＩ ６９２２ｂ、６９２１ａ、６９１１． 第Ⅲ-298図 1１７５ ＳＩ ５９７２ｂ

第Ⅲ－７６図 1２３６ Ｓｌ 6922ｂ、６９１１ｃ 第Ⅲ-300図 1１９４ ＳＩ ５９６１．．５９７１ａ

第Ⅲ－９０図 2９７ ＳＩ ６９１２ａ・ｂ 第Ⅲ-305図 1１９２ Ｓｌ ５９６１．．５９７１ａ

第Ⅲ－９０図 1６９ Ｓｌ ６９１２ｃ・ｄ、６９２２ａ 第Ⅲ-307図 1１７６ ＳＩ ５９６１．．５９７１ａ

第ｍ－ｌＯＯ図 2９２ ＳＩ ６９１２ｃ・ｄ、６９２２ａ 第Ⅲ-309図 1１９１ ＳＩ ５９７１ａ

第ｍ－ｌＯ２図 1０４５ ＳＩ ６９２３ｃ 第Ⅲ－３１１図 1５３ ＳＩ 5962.

第Ⅲ－１０２図 1０４４ Ｓｌ 6923ｃ 第Ⅲ－３１４図 １２０９ Ｓ１ 5962ｃ

第Ⅲ－１０２図 1７９ ＳＩ 6922ａ.ｄ、６９２３ｂ・ｃ 第Ⅲ－３１４図 1２１１ Ｓｌ 5962ｃ

第Ⅲ－１０２図 1８０ ＳＩ ６９２２．．６９２３ｃ 第Ⅲ－３１４図 1３８ ＳＩ 5962.

第Ⅲ－１０２図 1８３ ＳＩ ６９２２．．６９２３ｃ 第Ⅲ-320図 1２１３ ＳＩ 5962ａ・ｂ

第Ⅲ－１０２図 1０３５ ＳＩ ６９２２ａ、６９２３ｂ 第Ⅲ－３２１図 1２０１ ＳＩ ５９６２ａ．．

第Ⅲ－７３２図 1９８ Ｓｌ 6923ａ・ｂ 第Ⅲ-323図 1２３ ＳＩ 5962ａ．ｂ・ｃ。。

第Ⅲ－１１７図 1０６０ ＳＩ 6９１３． 第Ⅲ-335図 1２０４ ＳＩ 5962ｂ

第ｍ－ｌｌ７図 1０５８ ＳＩ ６９１３ｃ 第Ⅲ-335図 １１９８ ＳＩ ５９６１ａ

第ｍ－ｌｌ７図 1０５９ ＳＩ 6９１３． 第Ⅲ-337図 １１９５ ＳＩ 5962ａ・ｂ

第ｍ－ｌｌ９図 1０３９ ＳＩ ６９０２．．６９０３ｃ 第Ⅲ-337図 1２０３ Ｓｌ 5962ａ・ｂ

第Ⅲ－１２３図 1０５２ ＳＩ ６９１２ａ、６９０２． 第Ⅲ-337図 1２０８ ＳＩ 5962ａ・ｂ

第Ⅲ－１２３図 1０１９ Ｓｌ 6903ｃ、６９０２． 第Ⅲ-337図 1０９４ Ｓｌ 5962ａ、５９６３ｂ

第Ⅲ－１２３図 1０４０ Ｓｌ 6903ｃ、６９１３ｂ、６９１２ａ 第Ⅲ-342図 １１９６ ＳＩ 5962ｂ・ｃ

第Ⅲ－１２７図 1０１７ Ｓｌ ６９１３ｂ 第Ⅲ-345図 １１７２ ＳＩ 5962ｂ・ｃ

第Ⅲ－１２８図 1０２０ Ｓｌ 6903ｃ・。 第Ⅲ－３５１図 １１７３ ＳＩ 5962ｂ・ｃ、５９６１ａ．．

第Ⅲ－１３１図 1００８ ＳＩ ６９１２ａ・ｂ 第Ⅲ-353図 1２０２ ＳＩ 5962ｂ、５９５２ｃ

第Ⅲ－１３１図 1９５ ＳＩ ６９１２ａ・ｂ 第Ⅲ－３５３図 1２０５ Ｓｌ 5962ｂ、５９５２ｃ

第Ⅲ－１３１図 1６６ ＳＩ ６９１２ｂ 第Ⅲ-353図 １１７８ ＳＩ 5952ｃ・ｄ、５９６２ｂ

第Ⅲ－１３１図 1９０ ＳＩ 6902ｃ・ｄ６９１２ａ・ｂ 第Ⅲ-358図 1１０５ ＳＩ 5962ａ・ｂｏ５９５２ｃ。．

第Ⅲ－１４０図 ２１２ ＳＩ 6902ａ．． 第Ⅲ-363図 １１９０ ＳＩ 5963ｂ、５９６２ａ (第二・三面Ⅲ-362図）

第Ⅲ－１４６図 1００４ ＳＩ 6902ｃ､６９０１． 第Ⅲ-370図 １１８５ ＳＩ 5963ｂ，５９６２ａ

第Ⅲ－１４６図 1２２０ ＳＩ ６９１１ａ 第Ⅲ-375図 1０９５ ＳＩ 5963ｂ、５９６２ａ (第二面Ⅲ－３７４図）

第m-l46図 1７３ ＳＩ ６９Ｉｌａ６９１２ｂ 第Ⅲ－３８１図 １１６７ ＳＩ 5962ａ。５９６３ｂ

第Ⅲ－１４８図 1９７ ＳＩ 6９０１． 第Ⅲ－３８１図 1１６３ ＳＩ 5962ａ．５９６３ｂ

第m-l48図 1９６ ＳＩ ６９１１ｃ・ｄ、６９２ＩＣ．． 第、-385図 1１６９ Ｓｌ 5963ａ・ｂ

第Ⅲ－１４８図 1６５ ＳＩ ６９１１ａ、６９０１． 第Ⅲ-388図 1１００ ＳＩ 5963ａ、５９６４ｂ

第Ⅲ－１４８図 1６１ ＳＩ ６９０１ｃ・。、６９１１ａ・ｂ 第Ⅲ-388図 1０９７ ＳＩ 5963ａ・ｂ

第ｍ－ｌ５９図 ２０７ ＳＩ ６９０１ａ．ｂ・ｃ・． 第、-394図 1２９ ＳＩ 5963ａ．ｂ・ｃ。。、５９７３ａ・ｂ (第二面Ⅲ-392図・第三面Ⅲ－３９１図）

第Ⅲ－１６２図 ２０５ Ｓｌ ６９０１．．６９０２ｃ 第Ⅲ-405図 1１１３ ＳＩ 5964ｂ (第二面Ⅲ-403図）

第、－１６２図 ２１３ ＳＩ ６９０２ｂ・ｃ 第Ⅲ-405図 1０８８ ＳＩ 5964ｃ (第二面Ⅲ-404図）

第Ⅲ－１６２図 ２５３ ＳＩ ６９０２ｂ・ｃ 第Ⅲ-405図 1１２４ ＳＩ 5964ｃ

第Ⅲ－１６５図 ２１０ ＳＩ ５９９１．．６９０１ａ 第Ⅲ-405図 1２１８ ＳＩ 5964ａ、５９５４．

第Ⅲ－１７０図 ２０９ ＳＩ ５９９１．．６９０１ａ 第Ⅲ-409図 1０９９ ＳＩ 5964ｂ・ｃ

第、－１７４図 ２１６ ＳＩ ５９９１ａ 第Ⅲ-409図 1１０１ ＳＩ 5964ｃ

第ｍ－ｌ７４図 ２１７ ＳＩ ５９９１ａ 第Ⅲ－４１３図 1１３３ ＳＩ 5954ｃ、５９５３．

第Ⅲ－１７８図 2２１ ＳＩ ５９９１ａ，５９９２ｂ 第Ⅲ－４１３図 lｌＯ３ ＳＩ 5954ｃ、５９６４ｂ

第Ⅲ－１８１図 ２５９ ＳＩ ５９９２ａ．ｂ、５９８２ｃ 第Ⅲ－４１９図 1２１５ Ｓｌ 5953ａ

第Ⅲ－１８１図 2４７ ＳＩ ５９９２ｃ 第Ⅲ－４１９図 1１２１ ＳＩ 5953.

第Ⅲ－１８１図 ２４５ ＳＩ ５９９２ｃ・． 第Ⅲ－４１９図 1１６０ ＳＩ ５９５３ａ。ｂ・ｃ．．

第Ⅲ－１８１図 ２３５ ＳＩ ５９９２ｂ・ｃ 第Ⅲ－４２４図 1１３９ ＳＩ ５９４３ｃ、５９５３ｂ

第Ⅲ－１８１図 ２２０ ＳＩ ６９０２ｂ、５９９２ｃ 第Ⅲ-424図 1１１９ ＳＩ 5953ｂ

第m-l94図 ２３２ ＳＩ ５９９２ｂ・ｃ 第Ⅲ-424図 1１５２ ＳＩ ５９５２ｂ・ｃ、５９５２．

第Ⅲ－１９６図 1０６４ ＳＩ ６９０２ａ、５９９２． 第Ⅲ-428図 1２００ ＳＩ ５９５２．．５９６２ａ

第Ⅲ－１９８図 1０７３ Ｓｌ ６９０３ｂ 第Ⅲ-428図 1０９６ ＳＩ ５９５２．．５９６２ｃ

第Ⅲ－１９９図 １０２９ ＳＩ ６９０３ｂ、５９９３ｃ 第Ⅲ-436図 ２８４ Ｓｌ ５９５２ｃ

第Ⅲ－２０２図 286 ＳＩ ６９０３ｂ、６９０２ａ 第Ⅲ-439図 1２０６ ＳＩ 5952.

第、－２０６図 ２６９ ＳＩ ５９９３ｃ、５９９２． 第Ⅲ-440図 1１８６ Ｓｌ 5952ｂ・ｃ、５９５２．

第Ⅲ－２１２図 １０６５ ＳＩ ５９９２ａ 第Ⅲ-440図 1１８２ ＳＩ 5９５２．

第Ⅲ－２１４図 270 ＳＩ ５９９３ｂ 第Ⅲ-445図 1１８９ ＳＩ 5942.

第、－２１７図 1０７１ ＳＩ ５９９３ａ。ｂ、５９８３ｃ・． 第Ⅲ-445図 1１７９ ＳＩ ５９５２ａ．．

第Ⅲ-220図 1００５ Ｓｌ 5993ａ 第Ⅲ-448図 1１８８ ＳＩ 5942.

第Ⅲ－２２０図 1０４８ ＳＩ 5993ａ、５９８３． 第Ⅲ-448図 1１８３ ＳＩ 5９４２．

第Ⅲ-224図 2７２ ＳＩ 5993ａ．ｂ・ｃ。． 第Ⅲ－４５４図 1１４７ ＳＩ 5933ａ・ｂ

第Ⅲ-228図 2７５ ＳＩ 5983ｃ 。 第Ⅲ-454図 １１４６ ＳＩ 5933ａ．５９３４ｂ

第Ⅲ－２３１図 1０１０ ＳＩ 5983ｂ ｃ、５９８２ａ。． 第Ⅲ-457図 1１４５ ＳＩ ５９３３．．５９３４ｃ

第Ⅲ－２３２図 288 ＳＩ 5983ｂ Ｃ 第Ⅲ-459図 1１４３ ＳＩ 5934ｃ

第Ⅲ－２３４図 1０１ ＳＩ 5983ａ．ｂ・ｃ．． 第Ⅲ-460図 1１５７ ＳＩ ５９３４ａ．．

第Ⅲ-240図 1０１４ ＳＩ ５９８２．．５９９２ａ 第Ⅲ-460図 1１５８ Ｓｌ 5９３４．

第Ⅲ－２４１図 1０２２ Ｓｌ 5９８２． 第Ⅲ-460図 1２１９ ＳＩ 5９３４．

第Ⅲ－２４２図 1０１５ ＳＩ 5982ａ 第、-463図 1１４８ Ｓｌ 5934ｃ・ｄ、５９４４ａ・ｂ

第Ⅲ-242図 2６８ ＳＩ ５９８２．．５９８３ｃ 第Ⅲ-463図 1１６２ ＳＩ ５９３４．．５９４４ａ

第Ⅲ-242図 2２４ Ｓｌ 5982. 第Ⅲ-464図 1０８９ ＳＩ 5９２４．

第Ⅲ－２４６図 2３３ ＳＩ 5982ｃ 第Ⅲ-465図 2７９ ＳＸ ５９９１．

第Ⅲ-247図 2３４ ＳＩ ５９８２ｃ
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墓域も新たに２０基土器棺を検出し、西側・北側に３群の土器棺の墓域を検出した。また、東側の墓域（塚

坊主付近）にも土器棺を１基検出しており、１次調査で確認していた墓域の広がりを確認できた。また、隣接

して、木棺墓群６１基以上が検出された。

（２）竪穴住居

①２区の調査

181ＳＩ（第Ⅲ－５２．５３図、ＰＬ２５）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は、削平されていると考えられる。床面の標

高は約５３．７ｍで、主軸の方位は、Ｎ－５ｏ－Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、東側が調査区外、南側は撹乱によって壊されており、長軸５．３８ｍ、短軸

3.43ｍ以上を測る。床面積は１５．８１㎡で、検出面からの深さは０３６ｍである。硬化面は床全体に認められ

た。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～４４cm、深さは２０～３０cmで、柱痕跡は認識できない。

炉住居の中央部に位置し、長軸５５cm、短軸４６cm、深さ８cmを測る。断面は皿状を呈する。埋土はｌ層か

らなり、焼土や炭化物が含まれている。

遺物出土状況住居の埋土からは、髪口縁部片２１．底部片４、壷口縁部片４．底部片ｌ、高坪片ｌが出土し

ている。ｌ層に多くの遺物が出土していることから流れ込みないし、ある程度住居の埋まった段階で廃棄され

たものと推定できる。なお、ｌ層に土師器の坪（第Ⅲ‐５３図１６．１７）が混入している。

まとめ東側が調査区外に伸びるため、２本柱構造か４本柱構造かは明確でない。遺物の出土状況から住居に

直接伴う土器はないが、出土土器から住居の時期は８期と推定される。

186ＳＩ（第Ⅲ－５４．５５図、ＰＬ２５）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標

高は約５２．７ｍで、主軸の方位はN-35o-Eである。北側は調査区外に伸びる。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸３．８５ｍ、短軸３．５８ｍを測る。推定床面積は１１２㎡で、検出
く
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面からの深さは０．７ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２８～５４cmで、深さは１７～５５cmである。柱痕跡の径は１７～３０cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸６０cm、短軸５０cm、深さｌＯｃｍを測る。断面は皿状を呈する。埋土は２層

に分かれ、上層の黄褐色シルトに焼土・炭が混入する。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片３．底部片２、壷口縁部片３．底部片２、が出土している。ｌ層

に土師器の坪（第Ⅲ-55図１１）が混入している。床面に張り付いて出土したものとして第Ⅲ‐５５図１．２．

３．５がある。３はＰ７から出土した。その他の遺物は流れ込みである。

まとめＰｌ～３とＰ４．５で構成される４＋２本柱構造の柱穴を持つと考えられる。しかし、柱穴の１ヶ所

は調査区外のため確認されていない。床面出土土器等から、住居の時期は６Ｂ期と推定される。

１８９Ｓｌ（第Ⅲ－５６．５７．５８．５９図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。床面の標高は約５３．７ｍ

で、主軸の方位はN-29o-Eである。この住居埋没後、南側に１６２．１７４．１７５．l63SIが建てられている。

住居形態平面形態は楕円形を呈し、長軸４６２ｍ、短軸３２０ｍ以上を測る。残存床面積は５．８㎡で、検出

面からの深さは０．１６ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は３０～５０cmで、深さは３０～３６cmである。柱痕跡の径は２０cmである。
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貯蔵穴住居の北側に２基検出された。ＳＫＯｌは、長軸８２cm、短軸６０cm、深さ３１ｃｍを測り、埋土は黄白色

砂のブロックを含む。ＳＫＯ２は、長軸６１ｃｍ、短軸４９cm、深さ４７cmを測る。埋土下層は、炭塊を含む粘質土、

上層には、黄色白色砂を含む。ＳＫＯｌ・ＳＫＯ２とも断面はＵ字状を呈する。

遺物出土状況ＳＫＯｌの埋土から第Ⅲ‐５９図ｌ～５．７、ＳＫＯ２の埋土から第Ⅲ‐５９図６が出土している。他

の遺物は１層から出土し、流れ込みの遺物と推定できる。住居の埋土等から、蜜口縁部片５．底部片５、壷口

縁部片ｌが出土している。

まとめ主柱穴はＰ１．２の２本柱で構成されるものと考えられる。数件の住居に壊されているため詳細は不

明である。出土遺物等から住居の時期は５期と推定される。

１７４ＳＩ（第Ⅲ－５６．５７．６０図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。l85SI埋没後建てられて

おり、床面の標高は約５３．８ｍ、主軸の方位はＮ－８ｏ－Ｅである。この住居埋没後、西側には１６２．l63SI、南

側にl75SIが建てられている。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３２０ｍ以上、短軸１．４８ｍ以上を測る。残存床面積は２．５１㎡で、検

出面からの深さは０．２ｍである。埋士は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２０cmで、深さは１９～３０cmである。柱痕跡の径は１５cmである。

遺物出土状況住居の埋土から、謹口縁部片ｌ・底部片ｌ､壷口縁部片５．底部片ｌが出土している。出土状況

から１．２層とも流れ込みの遺物と推定される。

まとめ住居の一部が１６２．１６３．l75SIに壊されているため、詳細は不明であるが、Ｐ１．２を主柱とする

２本柱構造の住居と推定される。遺物の出土状況から住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や

住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ期と推定される。
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４．０Ｃ

ｂ

位置遺跡中央部（２区南部）自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。１８９．l74SI埋没後建てら

れ、床面の標高は約５３．６ｍ、主軸の方位は、Ｎ－８ｏ－Ｅである。この住居埋没後には、中央から南側に１６３．

１９２．ｌ７５ＳＩが建てられている。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸６．２８ｍ、短軸３．８２ｍを測る。床面積は２０．４㎡で、検出面からの

深さは０．３ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は３０～４８cmで、深さは２０～３５cmである。柱痕跡の径は２１～２７cmである。

貯蔵穴住居の北西部に位置し、長軸９０cm、短軸５０cm、深さ５４cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は２

層からなる。

遺物出土状況流れ込みの遺物ではあるものの、貯蔵穴（ＳＫＯｌ）から第Ⅲ‐６１図１．２が出土している。ｌ層

上層・下層は流れ込みの遺物と推定される。住居の埋土等から蜜口縁部片１５．底部片ｌ、壷口縁部片２１．底

部片８が出土している。

埋土上層からやりがんな’、鋳造鉄斧再利用の素材鉄片ｌ、（剣形）鉄製品の柄ｌ、鉄嫉ｌの鉄器及び石包丁

等が出土している。土器と同様に流れ込みないしは廃棄されたものと推定される。

まとめＰｌ～４を主柱穴とする４本柱構造の住居跡と推定される。住居の北西隅に長軸９０cm、深さ約５０ｃｍ

の楕円形の貯蔵穴を持つことは特出される。住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新

志蒜燕燕蒜三三燕握誰
ヒー

第'''-57図１Ｂ９．１７４．１６２．１９２．１７５．１６３S|平面･断面図(1／１６○)（1/SO）

l６２ＳＩ（第Ⅲ－５６．５７．５８．６１．６２．６３図、ＰＬ３９．５０）

位置遺跡中央部（２区南部）自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。ｌ

れ、床面の標高は約５３．６ｍ、主軸の方位は、Ｎ－８ｏ－Ｅである。この住居埋没後に１

１９２．ｌ７５ＳＩが建てられている。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸６．２８ｍ、短軸３．８２ｍを測る。床面積は

深さは０．３ｍである。埋土は２層からなる。

住穴柱穴の径は３０～４８cmで、深さは２０～３５cmである。柱痕跡の径は２１～

貯蔵穴住居の北西部に位置し、長軸９０cm、短軸５０cm、深さ５４cmを測る。断面’

層からなる。

遺物出土状況流れ込みの遺物ではあるものの、貯蔵穴（ＳＫＯｌ）から第Ⅲ‐６１図ｌ

上層・下層は流れ込みの遺物と推定される。住居の埋土等から蜜口縁部片１５．底召

部片８が出土している。

埋土上層からやりがんな’、鋳造鉄斧再利用の素材鉄片ｌ、（剣形）鉄製品の柄ｌ、

等が出土している。土器と同様に流れ込みないしは廃棄されたものと推定される。

まとめＰｌ～４を主柱穴とする４本柱構造の住居跡と推定される。住居の北西隅(《
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第Ⅲ-60図１７４S|出土土器実測図(1/3)<2層(１～４)、１層(５～８)〉

、

刃。

5４

位置遮跡中央部（２匹南部）の目然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。１６２.l74SI埋没後建て

られており、床面の標高は約５３．６ｍで、主軸の方位は、N-35o-Eである。この住居埋没後、l63SI・ｌ７５ＳＩ

が建てられている。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．００ｍ、短軸３．００ｍ以上を測る。検出面からの深さは０２４ｍであ

る。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は３０～４０cmで、深さは５６cmである。柱痕跡の径は２０cmである。

炉住居の南側に位置し、長ilillll28cm、短軸ｌｌＯｃｍ、深さ１４cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土は２層か

らなる。

貯蔵穴住居内の南西隅に２基存在する。ＳＫＯｌは、長軸７０cm、短軸６６cm、深さ３２cmである。埋土は肩部

から堆積している様子が追える。ＳＫＯ２は、長ilillI90cm、短軸５０cm、深さ３８cmである。埋土は２層に分けら

れる。いずれも断面は凹字状を呈する。

遺物出土状況住居跡南西隅の２つの貯蔵穴に流れ込んだ状況で第Ⅲ‐６４図ｌ～５が出土している。また、

柱穴からも、６～８が流れ込んだ状況で出土している。その他、住居の埋土からは、認1-1縁部片６．底部片２、

Ｌｑ

Ｌ －トーぞ

／

目

旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ期と推定される。

１９２Ｓ’（第Ⅲ－５６．５７．５８．６４図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。

／｜､、 １０ｍ０

／

第Ⅲ-59図１８９S|出土土器実測図(1/3)<ＳＫ(１～７)、１層(８～１０)〉
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第'11-61図１６２Ｓ|出土土器実測図(1/3）
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Ｖ
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第Ⅲ－６２図１６２S|出土石器実測図(2/3)〈1層上層〉

壷底部片ｌ、鉢口緑部片１が出土している。

Ｗ
ＩＩ
Ⅱ1

ＳＫ

Ｉ層下層

l層上層

ノ

)1

(１．２）

(3)

(４～１１）

、一ﾉ

１０ｍ

２

まとめｌ６３ＳＩ・ｌ７５ＳＩに壊されているため、詳細は不明であるが、２本柱を主柱穴とする構造と推定され

る。遺物の出土状況からは住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は６Ｂ期と推定される。

１７５Ｓｌ（第Ⅲ－５６．５７．６５．６７図。ＰＬ､５０）

位置遺跡中央部（２区南部）自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。床面の標高は約５３．７ｍで、

5５
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第Ⅲ-64図１９２S|出土土器実測図(1/3)<ＳＫ(１～５)､Ｐ(６～Ｓ)､２層(9)、１層(１０)〉
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第'''-63図１６２S|出土鉄器実測図(2/3)〈1層上層(１．２)、１層下層(３．４)〉
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第Ⅲ－６５図１７５Ｓ|出土土器実測図(1/3)<2層(１～５)、１層(６～１２)〉
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第'11-66図１６４S|出土土器実測図(1/3)<2層(１～3)、１層(４～１３)〉

１９２.l74SI埋没後建てられ、この住居埋没後、北西部分にはｌ６３ＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐

５．－Ｅである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸4.68ｍ、短ilillI276mを測る。床面積は１１．０㎡で、検出面からの

深さは０．２ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２２～５６cmで、深さは２１～３２cmである。柱痕跡の径は１６ｃｍである。

遺物出土状況住居の埋土からは、喪口縁部片３．底部片２、壷口縁部片６が出土している。流れ込みの遺物

5７
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第'''-67図１７５S|出土

鉄器実測図(2/3)〈1層〉

と推定できる。

まとめＰ１．２の２本柱を主柱穴とする構造と推定できる。遺物の出土状況か

ら住居に直接伴う土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居

の時期は６Ｂ（６Ｃ）期と推定される。

１６３ＳＩ（第Ⅲ－５６．５７．５８．６８図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されて

いる。床面の標高は約５３．６ｍで、１７５．１９２．１６２．l74SI埋没後建てられ

ている。主軸の方位は、Ｎ‐30.-Ｅである。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸３．２４ｍ、短軸２．７６ｍを測る。床面

積は５７２㎡で、検出面からの深さは３６cmである。埋土は３層からなる。
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柱穴柱穴の径は２０～４６cmで、深さは１２～５５cmである。柱痕跡の径は２０～４６cmである。

貯蔵穴住居の中央部に位置し、長軸が５６～ｌＯＯｃｍの４基が検出されている。そのうち３基は重複して検出

されている。断面観察から、埋没段階ではＳKO２．０３は、同時に存在していたものと推定できる。断面形態は

Ｕ字状を呈する。

遺物出土状況住居の埋土からは、要口縁部片１８．底部片１１，壷口縁部片１２．底部片３が出土している。

出土状況からｌ～３層とも流れ込みの遺物と推定される。

まとめ主柱穴はＰｌ～３を主柱穴とする４本柱構造の住居跡と推定される。遺物の出土状況から住居に直接

伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ｂ～７期と推定され

る。

１６４Sｌ（第Ⅲ－６９．６６図）

，２間（１） 位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。１日

緬獅ニゴ'／１－３地形は削平されている｡l62I77SI埋没後建てられ､床面
５口、

第'''-78図１S7Sl出土土器実測図(1/3）の標高は約５３．６ｍで、主軸の方位は、Ｎ－３ｏ－Ｅである。こ
の住居埋没後、l60SIが建てられている。

１暗褐色土(カーボン･賀白色の砂粒を含む）２暗褐色砂質土(カーボン･黄白色の砂粒を含む）
０ ２ｍ

３暗褐色土(やや粘性があり賀白色の砂の塊を含む）４暗褐色シルト(質白色の砂粒を含む）

5褐色土(ｶーﾝ･黄白色の砂粒を含む）６焼土塊･黒褐色土７褐色土８褐色土(ｶーﾝ･焼土､黄白色の砂粒02~03cmを含む）ｂ一に＝
９褐色土(カーボン･黄白色の砂粒0.2～0.3cmを含む）１０褐色土(カーボン･黄白色の砂の塊l～2cmを多く含む）

１１暗褐色混黄褐色土１２暗褐色砂賀土１３暗褐色シルト１４暗灰色シルト１５灰茶褐色砂質土

１６褐色砂質土(黄白色の砂粒l～2cmを含み､炭化材混入）１７１８貿褐色混褐色土(炭化材混入）１９黄褐色土２０しまりのある褐色砂質土

２１褐色砂質土(やや粘性がある）２２黄褐色粘質土(砂質土をブロック状に含む）２３黄褐色土２４褐色砂賀土２５褐色粘質土

第'''-77図１８７．１Ｓ２．１７６．１ｓ５．１７７．１２３６(167SX)Ｓ｜平面･断面図(1／160)（1/SO）
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住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸５．７６ｍ、短軸５．３６ｍを測る。床面積は２６．４nnfで、検出面からの

深さは０２ｍである。硬化面はl60SIが重複して検出されているため不明である。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は３０～４０cmで、深さは４～２０cmである。柱痕跡は認識できない。

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜口縁部片５．底部片２、壷口縁部片３．底部片２が出土している。出土

状況から１．２層とも流れ込みの遺物と推定される。

まとめ主柱穴はＰ５～８で構成されるものと考えられる。Ｐ１１．１２が支柱になる可能性がある。（P９．１０

も支柱になる可能性がある｡）遺物の出土状況から住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器（第

Ⅲ‐６６図６）や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ期と推定される。

１６ＯＳＩ（第Ⅲ－６９．７０．７１．７２．７４図、ＰＬ､２５．２６．３９）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面積の標

高は約５３．５ｍで、l64SI埋没後建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐６．－Ｅである。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸４．４４ｍ、短軸４０４ｍを測る。床面積は１３．６８㎡で、検出面から

の深さは０．３ｍである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は１８～４２cmで、深さは１０～４５cmである。柱痕跡は、認識できない。

炉掘り込みは見られないが、長軸約６０cm、短軸約５０cmの範囲の焼土を住居内の中央部に検出した。

遺物出土状況住居に伴うと考えられる遺物は、第Ⅲ‐７０図ｌ～３で、第Ⅲ‐７０図５～８は床面近くで出土

しているものの、流れ込みの遺物と推定される。住居の埋土から、蜜口縁部片４１．底部片６、壷口縁部片３８．

底部片３．高杯片３．無形壷片２が出土している。埋土上層から砥石も出土している。

まとめ主柱穴はＰｌ～４で構成されるものと考えられる。l64SIを縮小したものと推定できる。Ｐ９．１０は

支柱になる可能性がある（l64SIの柱穴の可能性もある)。住居の時期は、遺物の出土状況から住居に直接伴

うと断定できる土器はないが、出土土器第Ⅲ‐７０図ｌや住居の新旧関係から考えて７期と推定される。

１７２ＳＩ（第Ⅲ－７３．７５図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面の

標高は約５３．７ｍで、主軸の方位は、N-26o-Eである。この住居埋没後、南側に１６７．１７７．l69SIが建て

られている。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸３．７６ｍ、短軸３．００ｍを測る。検出面からの深さは０．１ｍである。

硬化面は認められない。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～４４cmで、深さは２０～５０cmである。柱痕跡の径は２０～３２cmである。

遺物出土状況住居の埋土から饗口縁部片３、壷口縁部片３が出土している。出土状況から流れ込みの遺物と

推定される。

まとめ主柱穴はＰ１．２ほかで構成される４本柱構造のものと推定される。ただし、Ｐ３等の２本柱構造の主

柱穴の様相も持つ。遺物の出土状況から住居に直接伴う土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ｂ期と推定される。

187Ｓｌ（第Ⅲ－７６．７７．７８図）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。床面の標高は約５３．５ｍ

で、主軸の方位は座標北である。この住居埋没後、西側にl82SIが建てられ、南側は後世の水路により削平さ

れている。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２．４８ｍ以上、短軸１．００ｍ以上を測る。残存床面積はｌ６５ｎｎｆで、検

出面からの深さは０２８ｍである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２４cm、深さは３２ｃｍ、柱痕跡は認識できない。

６５



遺物出土状況住居の埋土から無頚壷片ｌ・壷底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定される。

まとめ後世の水路により削平されているので詳細は不明である。検出された１つの柱から４本柱構造の住居

の可能性がある。ｌ８２ＳＩとの新旧関係から、住居の時期は４Ｂ期以前と推定される。

182Ｓｌ（第Ⅲ－７６．７７．７９図、ＰＬ､２５）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。床面の標高は約５３．５ｍ

で、主軸の方位は、Ｎ－４°-Ｅである。この住居埋没後、北西側にl76SIが建てられ、中央部は後世の水路に

より削平されている。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸３．４８ｍ、短軸３．１６ｍを測る。残存床面積は８．３３㎡で、検出

面からの深さは０．３２ｍである。硬化面は認められない。埋土は３層からなる。

柱穴．その他柱穴の径は１７cm、柱痕跡は認識できない。炉の痕跡は、検出されなかった。

遺物出土状況第Ⅲ-79図３は形がかなり復元されているが､ほとんどの遺物は流れ込みの遺物と推定される。

住居の埋土からは、蜜口縁部片６．底部片ｌ、壷口縁部片５．底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推

定できる。

まとめ中央部が後世の水路により削平されているため、住居の構造は不明である。遺物の出土状況から住居

に直接伴う土器はないが、出土土器（第Ⅲ‐７９図２～４・１０等）や住居の新旧関係から考えて、住居の時期

は６Ａ期と推定される。

１７６ＳＩ（第Ⅲ－７６．７７．８０．８１図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置し、旧地形は若干削平されていると考えられる。床面の標高

は約５３．５ｍで、主軸の方位はN-lOo-E程度と推定できる。この住居埋没後、西側にl77SIが建てられてい

る。

住居形態平面形態は、楕円形を呈し、長軸２．７５ｍ、短軸１２０ｍ以上を測る。残存床面積は２．２７㎡で、検

出面からの深さは０．２５ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は１２～１７cmで、深さは１３～４５cmである。柱痕跡は認識できない。

炉掘り込みは検出されなかったが、住居内の東側に、長軸３３cm、短軸３０cmの範囲に焼土を検出した。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片２．底部片ｌ、壷口縁部片ｌ、無頚壷片ｌが出土している。出

土状況から埋土上層に流れ込んでいる遺物と推定される。

まとめ西側がl77SIで壊されているため、詳細は不明であるが、主柱穴はＰ１０．１１の２本柱で構成される

ものと考えられる。遺物の出土状況から住居に直接伴う土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は６Ａ期と推定される。

１８５ＳＩ（第Ⅲ－７６．７７．８２図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面の標

高は約５３．３ｍで、主軸の方位はＮ‐l8o-Eである。この住居埋没後、北側に１６７．l77SIが建てられ、南側

は一部後世の水賂により削平されている。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５８０ｍ、短軸３．００ｍ以上を測る。残存床面積は１２㎡で、検出面か

らの深さは０．３６ｍである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は５４cm、柱痕跡の径は、２０cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜口縁部片３、壷底部片３，壷底部ｌが出土している。第Ⅲ‐８２図１．２

は廃棄された状況で検出された。他の遺物は流れ込みの遺物と推定される。

まとめ１６７．l77SIに壊されていて詳細は不明であるが、Ｐ８．９を主柱穴とする４本柱構造と推定される。

残りの２基の柱穴については検出できなかった。遺物の出土状況から住居に直接伴う土器はないが、出土土器

6６



や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は３～４Ａ期と推定される。

１７７ＳＩ（第Ⅲ－７６．７７．８３図）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面の

標高は約５３．２ｍで、主軸の方位は、Ｎ‐１９°-Ｅである。この住居埋没後、西側にl67SIが建てられている。

住居形態住居は長方形を呈し、長軸５．２８ｍ、短軸５．１４ｍを測る。推定床面積はｌ６５６ｍｆで、残存床面積

は５．２㎡で検出面からの深さは０．５４ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は３０～４８cmで、深さは４０～７２cmである。柱痕跡の径は、２０～２４cmである。

遺物出土状況ほとんどの遺物は流れ込みの遺物と推定される。住居の埋土からは、姿口縁部片１６．底部片

３．壷口縁部片１２．無頚壷片ｌが出土している。

まとめｌ６７ＳＸに切られていて詳細は不明であるが、Ｐ３～５を主柱穴とし、Ｐ６．７を支柱とする構造と考

えられる。また、住居内の北側周縁に２段の段が見られる。いわゆるベット状遺構と推定される。遺物の出土

状況から住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６

Ｂ期と推定される。

１２３６Ｓｌ（１６７SX）（第Ⅲ－７６．７７．８４．８５．８６．８７．８８．８９図、ＰＬ,２６．３９．５０）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は多少削平されていると考えられる。床面の

標高は約５３．１ｍである。主軸の方位はＮ‐l3o-Eである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４．８６ｍ、短軸３．８２ｍを測る。床面積はl208nnfで、検出面から

の深さは０．４８ｍである。硬化面は認められない。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２９～４３cmで、深さは２０～３９cmである。柱痕跡の径は、１８～２２cmである。

炉住居の中央部に２基位置する。ＳＸＯｌは円形を呈し、長軸７８cm、短軸７２cm、深さ１８cmを測る。断面は

Ｕ字状を呈する。埋土は２層からなり、黒褐色シルトで焼土を多く含む。特に中央部に炭を顕著に含む。ＳＸＯ２

は楕円形を呈し、長軸９６cm、短軸５８cm、深さ１４cmを測る。断面は皿状である。埋土は２層からなり、黒

褐色シルトで炭化物を多く含む。

遺物出土状況床面から２０cm程浮いた状況（２層最下層）で敷き詰められたように土器棺が出土した。接合

するとほぼ完形に復元できた。この層までをｌ６７ＳＸとして把握したい｡その他の埋土からは､蜜口縁部片１２１

(床付近７)、壷口縁部片４５（床付近８)、高坪３、無頚壷２、饗底部片２０（床付近ｌ)、壷底部片１１（床付近

2）が出土している。廃棄又は流れ込みの遺物と推定できる。

埋士上層から、やりがんな’、鉄蹴ｌ、磨製石嫉ｌが出土している。砥石は床面直上から出土している。

まとめ主柱穴はＰ１．２で構成される２本柱の建物と考えられる。

また、竪穴南側で床面より２０cm上の高さで長軸１．０ｍ、短軸０．６ｍの平らな部分があり、台ないしは竪穴

入口の階段としての利用が考えられる。遺物の出土状況から住居に直接伴う土器はないが、出土土器や住居の

新旧関係から考えて、住居の時期は６Ｂ（Ｃ）期と推定される。住居廃絶後、廃棄土坑（l67SX）として利

用されたと考えられる。

２９７Ｓｌ（第Ⅲ－９０．９２図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５３．０ｍで、この住居埋没後に南側にl69SIが建てられ､北側にl95SIが建てられている。主軸の方位は、

Ｎ‐9.-Ｅである。

住居形態平面形態は楕円形を呈し、長軸０．８０ｍ以上、短軸は３．３２ｍ以上を測る。残存床面積は１㎡で、

検出面からの深さは０．６３ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２６～３５cmで、深さは２９～５４cmである。柱痕跡の径は、１６～２５cmである。
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こしている。なお、須恵器の瓶子（第Ⅲ－９４図１７、PL26）は、混入遺物と考えられる。

第'11-98図１６９S|出土石器実測図１（2/3)<2層(1)、１層(２～４)〉

､
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」LＩ

蕊
一

奇、

埋土上層から鋳造鉄斧再利用の素材鉄片２、棒状鉄片ｌ、敵石１、磨製石斧２、砥石ｌが出土している。磨

石は下層から出土している。

まとめ主柱穴はＰｌ～６の４＋２本柱構造の建物と推定できる。貯蔵穴は住居のほぼ中央に５基、炉は南側

に１基確認でき、炉と土坑４．５の時期と、土坑ｌ～３の時期の少なくとも２時期の利用が考えられる。進物

の出土状況から住居に直接伴う土器はないが、出土土器（第Ⅲ９３図６．１９）や住居の新旧関係から、住居の

時期は６Ｂ期と推定される。

２９２ＳＩ（第Ⅲ－１００．１０１図）

位置進跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位慨する。’'1地形はほぼ留めていると考えられる。床而の標高
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第Ⅲ-99図１６９Ｓ|出土石器実測図２(2/3)<3層(１．２)〉

は約５２．９ｍで、この住居埋没後に上層部全面にl69SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ－３ｏ－Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸５．７２ｍ、短Ilill１３．６２ｍを測る。床面積は１９．２６㎡で、検出面から

の深さは０．２３ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は３４～５５cmで、深さは２１～６０cmである。柱痕跡の径は、１５～２５cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片２、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定でき

る。

まとめ主柱穴はＰｌ～４の４本柱で構成されるものと考えられる。進物の出土状況から住居に直接伴うと断

定できる土器はないが、‘住居の時期は出士十器や住居の新'11関係から考えて４Ａ期と推定される。

１７９Ｓ’（第Ⅲ－１０２．１０３．１０４図。ＰＬ､２６．５０）

位置辿跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位慨する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．７ｍで、この住居埋没後、南側にl83SIが建てられている。主軸の方位はＮ－５ｏ－Ｅである。

住居形態平面形態は楕円形を呈し、長Ililll624m以上、短ﾘｉｌｌＩ６０６ｍを測る。残存床面積は２１．０㎡で、検出

而からの深さは０．９ｍである。硬化面は認められない。埋土は４層からなる。

遺物出土状況床而近くに第Ⅲ－１０３図１．２が出土しているが、ほとんどが廃棄及び流れ込みの遺物と推定

される。廃棄の遺物としては、第Ⅲ‐１０３図７．１２、第Ⅲ‐ｌＯ４図１０．１１・ｌ２等が考えられる。住居埋土か

らは、説に|縁部片７５・底部片８、壷口縁部片１８・底部片９、無頚壷片ｌ、鉢片３、高坪片１が出土している。

３屑から、木質の残存した鉄雛１（第Ⅲ‐ｌＯ４図２４.ＰＬ､５０）が出土している。

まとめこの住居埋没後１８０．１８３．１６９．ｌＯ３５ＳＩが建てられており、また完掘していないため柱穴の配置

8２
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第'''－１０１図２ｇ２Ｓｌ出土

１８ＯＳＩ（第Ⅲ－１０２．１０５．１０６．１０７．１０８．１０９図、ＰＬ､２７.
土器実測図(1/3）

４０）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形をほぼ

留めていると考えられる。床面の標高は約５２．９ｍで、南部は調査区外にかかり、この住居埋没後上層部に

l83SIが建てられ、主軸の方位はN-4o-Wである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．４４ｍ以上、短軸４．７０ｍを測る。残存床面積は１４２㎡で、検出面

からの深さは０．４８ｍである。硬化面は認められない。埋土は３層からなり、ブロックを顕著に含む。

遺物出土状況第Ⅲ‐ｌＯ６図２．３．５．６．７は集中して床面近くに出土しており、廃棄された可能性が高い。

第Ⅲ‐１０６図８は床面近くに流れ込んだ遺物と考えられる。住居の埋土からは、饗口縁部片３２・底部片５、壷
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７暗褐色シルト

８黄褐色点混褐色シルト

９暗黄色シルト

１０明黄褐色点混暗黄褐色シルト

１１明黄褐色シルト

１２炭混明灰褐色シルト

１３暗灰褐色シルト（黄白色砂質土混）

１４明褐色シルト混暗褐色シルト

１５明黄褐色混購黄褐色シルト
ｂ

ｌ６灰褐色シルト

１７淡褐色シルト

１８黄褐色点混暗灰褐色シルト

１９黄褐色点混明黄褐色シルト
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２１暗黄褐色シルト
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口縁部片４４．底部片２、無頚壷片２、鉢片４が出土している。２．１層から石包丁が１点ずつ出土している。

(第Ⅲ‐１０９図１．２、ＰＬ､４０）

まとめ土坑２基（ｌ２３３ＳＫ，ｌ２３４ＳＫ）に撹乱を受け、柱穴の配置は不明だが、一辺４．５ｍ以上で深さ０．８

ｍの竪穴住居と推定される。出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ｂ期と推定される。

１７(179SI）
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１８３ＳＩ（第Ⅲ－１０２．１１０．１１１．１１２．１１３図、ＰＬ､２７．５０）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５３．２ｍで、南側は調査区外にかかる。主軸の方位はN-4o-Wである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸は２．９０ｍ以上、短軸４．４０ｍを測る。残存床面積はｌｌＯＩＴｆで、検

出面からの深さは０２４ｍである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。ブロックを顕著に含む。

炉住居の北東部に位置し、長軸ｌＯＯｃｍ、短軸５２cm、深さ４０cmを測る。断面はＵ字状を呈する。埋土は２

層からなり、上層に炭が集中して検出された。

遺物出土状況炉に据えられた状況で饗（第Ⅲ‐１１２図ｌ）が出土した。埋土からは、蜜口縁部片３２．底部片

2、壷口縁部片１０・底部片２が出土している。ｌ層から鉄鍛片１点が出土している。いずれも流れ込みの遺物

と推定できる。

まとめ柱穴が１基住居内で検出されており、その位置から、一辺４．３ｍ以上で深さ０．７ｍの２本柱主柱穴構

造の竪穴住居と推定される｡住居の時期は､出土土器や住居の新旧関係から考えて６Ｂ期と推定される。ｌ８０ＳＩ

の床面をかさあげして再利用した可能性がある。

1035Sｌ（第Ⅲ－１０２．１１４．１１５．１１６図）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２７ｍで、東側にはこの住居埋没後にl69SIが建てられている。主軸の方位はＮ‐30.-Ｅである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４．３０ｍ、短軸４．０４ｍを測る。床面積は１２．９rlfで、検出面か

らの深さは７０cmである。硬化面は床全面に認められる。埋土は３層からなる。ブロックを顕著に含む。

柱穴・その他柱穴の径は３６～４０cmで、深さは１５～４５cmである。柱痕跡は認識できない。炉・貯蔵穴は

見られない。

遺物出土状況第Ⅲ‐１１５図１．３、第Ⅲ‐１１６図２．４がまとまって出土しており、住居に伴う可能性がある。

他の遺物は、廃棄されたと考えられる。

まとめ柱穴を２基しか検出していないため詳細は不明であるが､４本柱を主柱穴とする竪穴住居と推定でき

る。出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は７期に位置づけられると推定できる。

１０４５ＳＩ（第Ⅲ－１０２図）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．５ｍで、この住居埋没後、上層部にlO44SIが、東側にl79SIが建てられ、西側は撹乱で、南側は調

査区外にかかる。

遺物出土状況住居からは時期が確定できるような遺物は出土していない。

まとめlO44SIの下層に住居の床面があり、保存部分であるため、トレンチで床面を確認したに留まった。

そのため、住居形態．柱位置．炉．貯蔵穴等詳細は不明である。住居の新旧関係から、時期は６Ｂ期以前と考

えられる。

１０４４SＩ（第'１１－１０２図）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２９ｍで、埋没後、東側にl79SIが建てられ、西側は撹乱で、南側は調査区外である。

遺物出土状況住居からは時期が確定できるような遺物は出土していない。

まとめ柱穴が1基検出されているが､南側が調査区外に伸びていることと北東部分が撹乱で壊されているた

め、住居形態．柱配置等住居の構造は不明である。住居の新旧関係から時期は６Ｂ期以前と考えられる。

８５
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第Ⅲ－１１２図１８３S|出土土器実測図１（1/3)<炉(1)〉

１０６０Ｓ’（第Ⅲ－１１７図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原から自然堤防上に位置する。

、

１８３Ｓｌ内炉･這物出土状況

平面･断面図(1/20）

<１層〉

０

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原から自然堤防上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。

床面の標高は約５２．９ｍで、この住居埋没後、東側にlO58SI、西側にl059SI、南側にl98SIが建てられて

いる。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．４８ｍ以上、短軸２．４０ｍ以上を測る。床面積は不明で、検出而か

らの深さは約０．４０ｍである。硬化面は未確認である。埋土は２層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる進物は出土していない。

まとめ道路敷区域外に伸びるため平面形態およびＩ､レンチで竪穴部の深さを確認するにとどまった｡住居の

時期の詳細は不明であるが、ｌＯ５８ＳＩとの新旧関係から、４Ａ期以前で３期の可能性が高い。
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第'''－１１３図１８３Ｓ|出土土器実測図２(1/3)<2層(１～６)、１層下層(７～２２)、１層上層(２３．２４)〉
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位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原～自然堤防上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床

面の標高は約５３．０ｍで、この住居埋没後、東側にlO35SI、南側にl79SI、西側にlO60SIが建てられ、一

部撹乱により壊されている。主軸の方位は北からやや西に振れていると推定できる。

-ノ
1,fⅢlL11･今_ⅡⅡ【I｣Ⅶ叩UBrgIqI,Ⅱ】抑｡ＤｐｎＪＱｎ）、ｑ〕①ＯＵのUfn〔ﾘの⑩灯)M1

ノ

／一W||柵lIllllllIilWNMi緬耐

１０５８Ｓｌ（第'''－１１７．１１８．１２０図、ＰＬ５０）

／

雷…皿､｡………WjMWi‘:柵WWWWWI

…'州W’

第Ⅲ－１１６図１０３５ＳI出土土器実測図２(1/3)<3層(１～４)〉

Ｉ

、

（

Ｕ
］ １０cｍ

〆

9５

グ

。
》

、槌
、

、－、測Ｉ

ｗ､ﾐRKYNIMⅦ

／



１０６０Ｓ|･１０５８Ｓ|・１０５９Ｓ｜
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出土鉄器実測図(2/3)<1層〉a－ｌ －ａ
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第'''－１１９図１０３９S｜平面･断面図(1/SO）
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第'''－１２２図１０３９Sl出土土器実測図(1/3)<ＳＫ(１～３)、１層(4)〉

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４４８ｍ以上、短軸３．５２ｍ以上を測る。撹乱もあり、保存部分にか

かるため確認にとどまった。

遺物出土状況住居の埋1二からは、饗｢I縁部片ｌ、壷口縁部片２・底部片２が出土している。鋳造鉄斧の再利

用素材鉄片ｌが上層より出土している。いずれも流れ込みの進物と考えられる。

まとめ道路敷区域外にｲ１１Iびるため、平面形態を確認するにとどまり、詳細は不明である。川土土器から、住

居の時期は４Ａ期以降と推定できる。

１０５９Ｓｌ（第１１１－１１７図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２９ｍで、西側及び北側は調査区外である。主軸の方位はほぼ南北である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４３２ｍ以上、短ｉｉｉ1113.12ｍ以上を測る。床而積は不明で、検出面か

らの深さは０．５ｍである。硬化面・柱穴は未確認である。埋土は２層からなる。

遺物出土状況住居の;ljM土からは、時期の推定できる進物は出ｔしていない。

まとめ道路敷区域外に伸びるため、平面形態および竪穴部の深さを確認するにとどまり、詳細は不明であ

る。

１０３９Ｓ’（第Ⅲ－１１９．１２１．１２２図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２６ｍで、この住居埋没後、上層部全面及び南側にｌＯｌ９・ｌＯ４０ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐

23.-Ｅである。
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第Ⅲ－１２３図１０５２S|･１０１９S|･１０４ＯＳＩ平面･断面図(1/８０）
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第Ⅲ－１２５図１０１９Ｓ|出土土器実測図(1/３）

１
1.暗褐色シルト

ロ １ｍ

第Ⅲ－１２４図１０４ＯＳＩ内ＳＫＯ１

平面｡断面図(1/40）

１０５２Ｓｌ（第Ⅲ－１２３図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めている。床面の標高は約５２８ｍで、

この住居埋没後、北東側にl90SI、西側にlO40SI・lO39SIが建てられている。主軸の方位はＮ－２０．一Ｗと

推定できる。

住居形態検出した部分の平而形態が直線的に伸びるため方形の住居と考えられる。床面積は不明で、残存床

~てう?？三戸？

９局

、

Ｐ（１～４）、

４胴（９）、

２層（１２～１４）、

、

床面（5～8）

3閥（１０．１１）

１層（１５～１７）

ａ／１１繍繍Ｉ

１０ｍ

ヘ

、

１０１１

ロ

住居形態平面形態は方形を呈し､長軸５．００ｍ以上､短叩''１４２４

ｍを測る。残存床面枝は１３０㎡で、検出面からの深さは０．６６

ｍである。硬化而は床全面に認められる。埋土は４胴からなる。

柱穴柱穴の径は２５～４４cmで、深さは２８～４４cmである。

柱痕跡の径は、２０～２７cmである。

貯蔵穴住居の南側に位慨し、長軸１１０cm、短軸ｌＯＯｃｍ、深さ

５０cmを測る。堆積状況から再掘削していると考えられる。断面

はＵ字状を呈し、埋土は２層からなる。

遺物出土状況埋土からは、謹口縁部片５、壷口縁部片２が出土

している。流れ込みの進物と推定される。

まとめ主柱穴はＰ１．２で構成される２本柱と推定される。出

土土器や住居の新Ⅲ関係から、住居の時期は４Ａ期と椎定でき

る。
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第Ⅲ－１２６図１０４０Ｓ|出士＋器実測図(1/3)<3層(1～５)､２層(６～８)、１層(９～１８)〉

面積は１．６㎡で、検出面からの深さは約０．２５ｍである。埋土は１層である。

柱穴柱穴の径は４０～４８cmで、深さは３４～５２cmである。柱痕跡の径は、２２～２８cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ柱穴の配憧や検出状況から推定すると一辺が４～６ｍ程の方形の竪穴住居と推定できる。
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この住居埋没後、lO39SIが建てられていることから、住居の時期は４Ｂ期以前と推定される。

１０１９Ｓｌ（第Ⅲ－１２３．１２５図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２．７ｍで、この住居埋没後、南側にlO40SIが建てられている。主軸の方位はＮ‐28.-Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．２２ｍ以上、短軸４．４２ｍを測る。残存床面積はｌ２８ＩＴｆで、検出面

からの深さは０．６８ｍである。硬化面は床全面に認められる。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～５６cmで、深さは３６～４０cmである。柱痕跡の径は、１７cmである。

炉住居の南側に位置し、平面形態は楕円形を呈し、長径９０cm、短径８０cm、深さ１０cmを測る。焼土・炭が

集中している。断面はすり鉢状を呈し、埋土はｌ層からなる。

遺物出土状況住居埋土から饗口縁部片６.底部片ｌ、壷口縁部片４が出土しているが、流れ込みの遺物と推

定される。

まとめＰ４．５の２本柱で構成される建物と考えられる。Ｐ５周辺に焼土・炭が集中していることから、竪

穴住居築造当初に使用された炉の可能性がある。出土土器や住居の新旧関係から考えて４Ｂ期と推定される。

104OＳＩ（第Ⅲ－１２３．１２４．１２６図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２．６ｍで、この住居埋没後、上層部にｌＯｌ７ＳＩが建てられ、南西部は調査区外にかかる。主軸の方位はＮ‐

20.-Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．３０ｍ、短軸５．２４ｍを測る。推定床面積は２３．４㎡、残存床面積は

２０．８㎡で、検出面からの深さは０．７ｍである。硬化面は床全面に認められる。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～４０cmで、深さはｌＯ～６０cmである。柱痕跡の径は、１６～２５cmである。

貯蔵穴住居の北北東側に位置し、長軸８０cm、短軸７０cm、深さ２６cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は

１層からなる。

遺物出土状況第Ⅲ‐１２６図５．８は、廃棄された遺物の可能性があるが、その他は流れ込みの遺物と推定で

きる。住居の埋土からは、蜜口縁部片６．底部片３、壷口縁部片４、鉢片４が出土している。

まとめ４本柱で構成されるものと考えられるが､一部調査区外に伸びるためＰｌ～３の３本の柱穴だけが検

出された。出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ｂ～７期に位置づけられると推定できる。

１０１７ＳＩ（第Ⅲ－１２７．１３０図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５３．０ｍで、西側は調査区外のため検出されていない。主軸の方位はＮ‐lOo-Eである。

住居形態平面形態は長方形と推定され、長軸４．１２ｍ以上、短軸２６４ｍを測る。残存床面積は８．６１Tfで、

検出面からの深さは０．３２ｍである。硬化面は床全面に認められる。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は３２cmで、深さは１９cmである。柱痕跡の径は、１８cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸９４cm、短軸９４cm、深さ３０cmを測る。断面はＵ字状を呈する。埋土は３層

からなり、炉の底部に焼土塊を含む。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片２．底部片ｌ、壷口縁部片５．底部片ｌが出土している。流れ

込みの遺物と推定される。

まとめ主柱穴はＰ１．２の２本柱構造と推定される。住居の時期は、出土土器や住居の新旧関係から考えて、

７期～８期に位置づけられると推定できる。
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１０２ＯＳＩ（第''１－１２８．１２９図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２．６ｍで、この住居埋没後、北東上層部に286SIが建てられ､西側は調査区外にかかる。主軸の方位はＮ‐

30.-Ｅである。

住居形態平面形態は方形と推定され、長ｉｉｉ''１４．１２ｍ、短軸２９２ｍ以上を測る。残存床面積は５．３㎡で、検

出面からの深さは０．６ｍである。埋土は３屑からなる。

柱穴柱穴の径は２０～４５cmで、深さは３２～５２cmである。柱痕跡の径は、１７～２６ｃｍである。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定される。

まとめ西側が調査区外であるため詳細は不明であるが、Ｐ１．２を主柱穴とする４本柱構造の住居跡と推定

される。出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は３期に位置づけられると推定できる。

１００８Ｓｌ（第Ⅲ－１３１．１３２．１３４図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５３．１ｍで、東西の輪廓が少し見つかっただけで南北と中央部分はほとんど残っていない。
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住居形態平面形態は不明である。長軸は不明、短軸は５．３ｍを測る。残存床面積は１１．５㎡で、検出面から

の深さは０．５５ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２６～３７cmで、深さは２９～３５cmである。柱痕跡は見つからない。

遺物出土状況住居の埋土から喪の口縁が１点のみ出土している。流れ込みの遺物と考えられる。

まとめ残存面積が狭く、詳細は不明である。新旧関係や出土遺物から考えて、住居の時期は４Ａ期と推定さ

れる。

１９５ＳＩ（第Ⅲ－１３１．１３２．１３５図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５３．１ｍで、この住居埋没後、北側に１９０．l66SI、南側に297SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐

１５。‐Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２．３０ｍ以上、短軸３．８５ｍを測る。残存床面積は２．８８㎡で、検出面

からの深さは０．４５ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２８～３８cmで、深さは４０～５９cmである。柱痕跡の径は、１８～２０cmである。

遺物出土状況住居の埋土から、時期の推定できる遺物は、出土していない。

まとめＰｌＯ～Ｐｌ２等を主柱穴とする構造の竪穴住居と考えられる。出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は６Ａ期と推定される。

１６６ＳＩ（第Ⅲ－１３１．１３２．１３８図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５３．２ｍで、この住居埋没後、北西側にl90SIが建てられている。

住居形態平面形態は楕円形を呈し、長軸４．６０ｍ、短軸３．２４ｍを測る。推定床面積は１５．６６㎡で、検出面

からの深さは０．４４ｍである。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は３０～３４cmで、深さは３３～５２cmである。柱痕跡の径は、１６～２０cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、要口縁部片２３．底部片１４、壷口縁部片１２．底部片３、無頚壷片２、鉢片

６が出土している。流れ込みの遺物と考えられる。

まとめＰ９等を主柱穴とする２本柱構造と推定される。遺物の出土状況から住居に直接伴うと断定できる土

器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ｂ期と推定される。

１９ＯＳＩ（第Ⅲ－１３１．１３２．１３３．１３６．１３７．１３９図、ＰＬ３９．５０）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２９ｍで、この住居埋没後、北側に２１２SIが建てられている。埋土は４層からなる。主軸の方位は、Ｎ‐

4.-Ｅある。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸６．０６ｍ、短軸５．２６ｍを測る。推定床面積は２７．２６，fで、検

出面からの深さは０．６０ｍである。硬化面は認められない。

柱穴柱穴の径は１８～４６cmで、深さは３０～７２cmである。柱痕跡の径は１０～２８cmである。

貯蔵穴住居内に３基検出し、断面はいずれもＵ字状を呈する。ＳＫＯｌは住居内の中央部に位置し、長軸７０

cm、短軸５８cm、深さ３１ｃｍを測り、埋土は２層からなる。ＳＫＯ２は長軸８６cm、短軸６５cm、深さ３０cmで、

埋土は１層からなる。ＳＫＯ３は長軸７０cm、短軸６６cm、深さ３４cmで、埋土は２層からなる。ＳKO２．０３は住

居内の北側に位置する。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片８７．底部片１８、壷口縁部片１０・底部片３、無頚壷片４が出

土している。流れ込みの遺物である。柱穴の掘り方から鉄嫉形鉄片１（第Ⅲ‐１３７図ｌ）が出土している。上

層から磨製石嫉の形態に類似した打製石嫉（第Ⅲ‐１３６図ｌ、ＰＬ３９）も出土している。

lＯ６
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まとめ主柱穴はＰｌ～４で構成されるものと、Ｐ２．３を共有しＰ５～８で構成

1004ＳＩ（第Ⅲ－１４５．１４６図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形が若干削平されていると考えられる。床面の

標高は約５３．４ｍで、この住居埋没後、南側にl73SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐lOo-Wである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２２４ｍ以上、短軸約１９２ｍを測る。残存床面積はｌ９５ｎｎｆで、検出

面からの深さは０．４ｍである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２３～３０cmで、深さは１９～２４cmで、柱痕跡の径は１２～１８cmである。

遺物出土状況住居の埋土から、時期の推定できる遺物は、出土していない。

まとめ南側半分がl73SIに壊されており、詳細は不明である。幅が約２ｍしかないが、柱穴が検出された

ことにより小形の竪穴住居と推定できる。ｌ７３ＳＩとの新旧関係から、住居の時期は４Ａ以前と推定される。
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１２２ＯＳＩ（第Ⅲ－１４５．１４６図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面の

標高は約５３．６ｍで、この住居埋没後、１６５．l73SIが建てられている。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２．００ｍ以上、短軸1.40ｍ以上を測る。残存床面積は２０㎡で、検
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第'11-139図１９０S|出十十器実測図(1/3)<床面(1)､４層(2)､３層(3～9)､２層(１０～１３)､１層(１４～26)〉

出面からの深さは０．１４ｍである。硬化面は認められない。埋土は不明である。

柱穴柱穴の径は４４～５８ｃｍで、深さは２０～４５cmである。柱痕跡の径は、２５～３０ｃｍである。

遺物出土状況住居の埋土から、時期の推定できる遺物は、出土していない。

まとめ住居のほとんどを１６５．ｌ７３ＳＩにより壊されているため詳細は不明である。柱穴が南東隅に存在する
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１暗褐色シルト

２褐色シルト

３暗褐色混褐色シルト

４褐色混黄褐色シルト

５暗褐色混褐色シルト
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クリ'Z/ﾘﾉﾘﾉﾘ/Z/Z'Z/Zﾉﾘ/Zﾉﾘ〃－１れている。王軸の万位は、Ｎ‐１５・-Ｅである。
１暗褐色シルト混茶褐色シルト

２暗褐色シルトＯ２ｑｎ 住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．８２
３暗褐色混黄褐色シルト_

第'''-142図２１２S|出土、、短軸４．４６ｍを測る。推定床面積は１８．０㎡０１ｍ

ｰ一
鉄器実>則図(2/3)〈1層〉で､残存床面積は１３．０㎡｡検出面からの深さは

第'''－１４１図２１２S|内 ０．６５ｍである。硬化面は床全面に認められる。
ＳＫＯ１平面･断面図(1/40）

埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は１８～５８cmで、深さは２４～６８cmである。柱痕跡の径は、１６～２２cmである。

貯蔵穴住居の東側に位置し、長軸９０cm、短軸７２cm、深さ５０cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は２層

からなる。

３

第'''－１４０図２１２S｜平面･断面図(1/SO）

再く

ため、４本柱構造の住居跡と推定できる。住居

の新旧関係から考えて４Ｂ～５期と推定され

る。

１７３ＳＩ（第Ⅲ－１４５．１４６．１４７図、ＰＬ､４）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に

位置する。旧地形が削平されていると考えられ

る。床面の標高は約５３．２ｍで、この住居埋没

後、北東側にl65SI、南西側にl66SIが建てら

れている。主軸の方位は、Ｎ‐l5o-Eである。
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第'''－１４３図２１２S|出土土器実測図１（1/3)<床面(1)､３層(２～７)､２層(Ｂ～２３)〉
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第'１１－１４４図２１２Ｓ|出土土器実測図２(1/3)〈１層(１～２６)〉
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１０暗褐色砂質土（炭を多量に含む）

１２褐色砂質土

１４黄褐色ブロック混褐色シルト

Ｃ

５６０Ｃ

う６０

4-0(】

１戯褐色土２暗褐色土

３暗褐色砂質土混黄褐色土

４黄褐色粘質土５暗褐色混黄褐色士

６暗褐色砂質土 ７硬化面（灰褐色混黄褐色土）

８暗褐色砂質土（黄褐色砂質ブロックを含む）

９暗褐色砂質土１０暗褐色砂質土（炭を多量に

１１暗茶褐色土１２褐色砂質土

１３暗褐色シルト１４黄褐色ブロック混褐色シル

１５褐色砂質土

１６褐色シルト混淡褐色シルト

１７黒く焼け焦げた範囲１８硬化面

１９灰褐色土

２０黄色ブロック混暗褐色土

２１明褐色シルト
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第'''－１４５図１９７S|･１９６S|･１２２０S|･１００４S|･１７３S|･１６５S|･１６１Ｓ｜平面･断面図(1/160)（1/80）

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片２７．底部片ｌ、壷口縁部片ｌ・底部片ｌ、鉢片５が出土してい

る。流れ込みの遺物と推定される。

まとめ主柱穴はＰｌ～６で構成されるものと考えられる。住居内の中央部の長軸２．０ｍ、短軸１．２ｍの範

囲の硬化面直上が焼けている。さらに硬化面を除去すると径２０～２５cm、深さ約２０cmの焼土が検出された。

出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は５期と推定される。

１９７Ｓｌ（第Ⅲ－１４５．１４８．１５１図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。

床面の標高は約５３．４ｍで、この住居埋没後、南側に１６１．l65SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ－４｡‐

Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４２６ｍ以上、短軸２．００ｍを測る。残存床面積は１．２８㎡で、検出面

からの深さは０．３６ｍである。硬化面は認められず、埋土は２層からなる。２層目に粘質の灰白色ブロックを

顕著に含む。

柱穴柱穴の径は１８～３４cmで、深さは２１～４８cmである。柱痕跡の径は、１８～２０cmである。

遺物出土状況住居の埋土から髪口縁部片９．底部片２、壷口縁部片２が出土している。流れ込みの遺物と推

1１３
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まとめ主柱穴はＰ１７．１８を主柱穴とする４本柱構造と推定される。あとの２本の柱はＰ１５．１６の可能性

がある。そのように推定すると４～４．５ｍほどの規模の竪穴住居と考えられる。住居の時期は、出土土器や住

居の新旧関係から考えて４Ｂ期と推定される。

１９６ＳＩ（第Ⅲ－１４８図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている考えられる。床面の標高は

約５３．７ｍで、この住居埋没後、北側にｌ６１ＳＩ、西側にl65SIが建てられている。

住居形態平面形態は楕円形を呈し、法量は不明である。床面積も不明で、検出面からの深さは０．１０ｍであ

る。硬化面は認められない。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は２６cmで、深さは１３cmである。柱痕跡は認識できない。

遺物出土状況住居の埋土から、時期の推定できる遺物は出土していない。
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第'''－１５３図１６５S|出土石器実測図(2/3)〈1層〉

まとめ弥生時代の遺構面が削平されているのと１６１．l65SI、ｌ７１ＳＫ及び撹乱に壊されており詳細は不明

である。l65SIとの新旧関係から、住居の時期は５期以前と推定される。

１６５ＳＩ（第Ⅲ－１４８．１４９．１５０．１５２．１５３図、ＰＬ４０）

位置遺跡中央部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されている考えられる。床面の標高は約

53.4ｍで、この住居埋没後、北東側にｌ６１ＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐２．－Ｅである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４．８６ｍ、短軸４．８４ｍを測る。推定床面積は19.6,〔fで、検出面か

らの深さは０．４０ｍである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～６０cmで、深さは２４～７８cmである。柱痕跡の径は、１６～２０cmである。

貯蔵穴住居の中央部に位置し、長軸６５cm、短軸５２cm、深さ６５cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は一

括に埋没している。

遣物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片ｌ・底部片ｌが出土している。上層から磨製石斧を再利用した

砥石（第Ⅲ‐１５３図ｌ）が出土している。流れ込みの遺物と推定される。

まとめ主柱穴はＰ７～１０で構成されるものとＰｌｌ～１６で構成されるものとが考えられ、竪穴の形状・大

きさなどからＰ７～１０で建てられた後、Ｐｌｌ～１６を主柱穴とするものに建て替えられたものではないかと

考えられる。住居の時期は、遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器

や住居の新旧関係から考えて６Ａ期と推定される。

１６１ＳＩ（第Ⅲ－１４８．１４９．１５４．１５５．１５６．１５７.１５８図、ＰＬ､４０．５０）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高

は約５３．４ｍで、主軸の方位は、座標北である。
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第'''－１５４図１６１Ｓ|出十十器実測図１（1/３)<床面(１～５)､３層下層(６～９)､３層上層(１０～１７)〉
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第'１１－１５５図１６１ＳI出土土器実測図２(1/3)<2層下層(１～５)､２層上層(６～９)、１層(１０～２８)〉

住居形態平面形態は長方形を拙し、長１１１１４．７０ｍ、短軸４３０ｍを測る。床面積は１６．８８㎡で、検出面から

の深さは０４ｍである。硬化面は床中央部２/３に認められる。埋ｋは３屑からなる。埋土にブロックを多く含

む。

柱穴柱穴の径は２０～４２ｃｍで、深さは１６～６６cmである。柱痕跡の径は、１１～２０cmである。

炉住居の中央部に位慨し、長llillI83cm、短軸７２cm、深さ１６cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土は２層で上
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第Ⅲ－１５６図１６１Ｓ|出土石器実測図１（1/3)<床面〉
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第'１１－１５７図１６１Ｓ|出土石器実測図２(1/3)<3層下層（１）〉(2/3)〈1層(2)〉

Ｉ
層に焼土を多く含む。

貯蔵穴住居の西側に位置し、長軸１．３ｍ、短軸１．０ｍ、深さ４０

cmである。断面はＵ字状を呈する。埋土は３層からなり、ブロッ

クを多く含む。

遺物出土状況第Ⅲ‐１５４図１．２は、ほぼ原位置を保っていると

考えられる。第Ⅲ‐１５４図３～５は、床面から出土しているが、

Ｉ昌一且『”’流れ込みの遺物と推定される。他の遺物も流れ込みないし廃棄の

第'''－１５８図１６１Ｓ|出土鉄器実測図遺物と推定される｡住居の埋土からは､饗口縁部片２９.底部片8、
（2/3)<床面〉

壷口縁部片１６．底部片４、鉢片ｌ、高坪片ｌが出土している。硬

化面下よりやりがんな’（第Ⅲ‐１５８図ｌ)、下層より台石（第Ⅲ‐１５６図ｌ)、砥石（第Ⅲ‐１５７図ｌ)、上層

より打製石鍛（第Ⅲ‐１５７図２）が出土している。

まとめ主柱穴はＰｌ～６で構成されるものと考えられる。出土土器（第Ⅲ‐１５４図１．２等）や住居の新旧

関係から考えて、住居の時期は、７期と推定される。

２０７Ｓｌ（第Ⅲ－１５９．１６０図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。床面の標高は約５３．５㎡

で、主軸の方位は、Ｎ‐５．－Ｗである。
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住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４．８６ｍ、短軸３．４４ｍを測る。床面積は１３．８㎡で、検出面からの

深さは０．４０ｍである。埋土は３層に分かれる。

柱穴柱穴の径は２４～４４cmで、深さは、１２～３９ｃｍである。柱痕跡の径は、１６～２５cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片２７．底部片３、壷口縁部片４．底部片６が出土している。

まとめ主柱穴はＰｌ～６で構成されるものと考えられ、Ｐ３．４が支柱となるかＰ５．６が建て替えの柱に

なるかは不明である。床面ｌＯｃｍ程埋没後、住居中央部の長軸２．５ｍ、短軸２ｍの範囲に炭の堆積が顕著に見

られる。住居跡が埋没したのち、焼土坑としての役割も考えられる。出土土器から考えて、住居の時期は５期

と推定される。

205Ｓｌ（第Ⅲ－１６２．１６３図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高

は約５３．４ｍで、この住居埋没後、南東側にl97SI、南西側にlOO4SI、西側に２１３SI、北側に253SIが建て

られている。埋土は２層からなる。主軸の方位は、Ｎ－６ｏ－Ｅである。
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第'''－１６０図207S|出土土器実測図(1/3)〈1層(１～１４)〉
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第'''－１６４図２１３S|出土土器実測図(1/3)<床面(1)､３層(2)､２層(３～７)、１層(Ｓ～１６)〉
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第'''－１６３図205S|出土土器実測図(1/3)<Ｐ(1)､２層(2)、１層(３～ｇ)〉
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住居形態平面形態はほぼ方形を呈し、長軸５．００ｍ以上、短軸２．８８ｍ以上を測る。残存床面積は７．５nnfで、

検出面からの深さは0.2ｍである。硬化面はほぼ床全面に認められる。

柱穴柱穴の径は２２～６４cmで、深さは１４～３６cmである。柱痕跡の径は１６～２２ｃｍである。

貯蔵穴住居の北東部に位置し、長軸７５cm、短軸５８cm、深さ４cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は２

層からなる。

遺物出土状況住居の埋土から蜜口縁部片８．底部片２、壷口縁部片ｌ・底部片２、鉢片ｌが出土している。

流れ込みの遺物と推定される。

まとめ西側を深い住居跡２１３ＳＩに壊されていて、詳細は不明であるが、Ｐｌ～４を主柱穴とする４本柱構造
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第Ⅲ－１６６図２１０S|出土土器実測図(1/3)<床面(１．２)、１層下層(３～７)、１層上層(Ｓ～１３)〉
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第'''－１６７図２１０S|出土石器実測図１（2/3)〈1層〉

にＰ５．６を支柱とする構造と考えられる。出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は３期と推定

される。

２１３ＳＩ（第Ⅲ－１６２．１６４図）

位置遺跡中央部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５３．１ｍで、この住居埋没後、北側に253SI、西側に２１２ＳＩ、南東側にlOO4SI、南西側はにl90SIが建て

られている。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．１０ｍ以上、短軸３．０６ｍ以上を測る。残存床面積は５．８８㎡で、検

出面からの深さは０．４ｍである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２０cmで、深さ３３ｃｍである。柱痕跡は１８cmである。
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第Ⅲ－１６８図２１０S|出土石器実測図２(1/3)〈1層〉
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遺物出土状況住居埋土から、要口縁部片２２．底部片３、壷口縁部片８が出

土している。流れ込みの遺物と推定される。

まとめ229SＸ（謹棺）に壊されて詳細は不明であるが、この住居跡のＰｌ

と２１２SI内のＰ２及び253SI内のＰ３を主柱穴とする４本柱構造の可能性

を指摘したい。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器

はないが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ期と推
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第'''－１６９図２１０Sl出土

鉄器実測図(2/3)〈1層〉
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石器実測図(2/3)<2層〉
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２５３ＳＩ（第Ⅲ－１６１．１６２図）

位置遺跡巾央部（２区南部）の氾濫原上に位慨する。旧地形をほぼ謡めていると考えられる。床面の標高は

約５３．１ｍで、この住居埋没後、西側に２１２ＳＩが建てられている。

住居形態平而形態は長方形を呈し、長１１１１１５００ｍ以上、短ﾘｉｌｌｌ２２６ｍ以上を測る。残存床面枝は４．２㎡で、

検出面からの深さは046ｍである。硬化而は認められない。埋土は３１Ｗからなる。

貯蔵穴住居の南側に位置し、長軸８０cm、短軸６３cm、深さ６４cmを測る。断面はＵ字形を呈し、埋土は３層

からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、聾、縁部片１４・底部片３，壷口縁部片ｌ・底部片ｌが出ｔしている。流

れ込みの進物と推定できる。

まとめ229ＳＸ(認棺）や上坑や試l1IlI､レンチにより壊されているため、柱穴の配置が不明で住居構造が推定

できない。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は６Ｂ期に位置づけられると推定できる。

２１０Ｓ’（第Ⅲ－１６５．１６６．１６７．１６８．１６９図、ＰＬ｡４．５．５０）

位置遺跡中央部（２区中央部）自然堤防上に位ifiする。旧地形は削､1えされていると考えられる。床面の標高

は約５３．４ｍで、この住居埋没後、東側に２０９ＳＩが建てられている。、i2jlillIの方位は、Ｎ-28｡-Ｅである。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸３．６８ｍ、短軸３２５ｍを測る。床面積は１０．２㎡で、検出面からの

第Ⅲ‐１７５図２１７Sl出十十器実測図(1/3)<床面(１～５)、１層(６～１５)〉
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１、鉢片ｌが出土している。
第111-177図２１６S|出土鉄器

実測図(2/3)<床面〉上層に鉄製刀子片、砥石’、石皿’が出土している。流れ込みの遺物で
あると推定できる。

まとめＰｌ～４を主柱穴とし、Ｐ５．６を支柱する構造と考えられる。遺物の出土状況から住居に直接伴うと

断定できる土器はないが、住居の時期は出土土器や住居の新旧関係から考えて４Ａ期と推定される。

209ＳＩ（第Ⅲ－１７０．１７１．１７２．１７３図、ＰＬ,４．４０）

位置遺跡中央部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標

高は約５３．６ｍで、主軸の方位は、Ｎ‐ｌ６ｏ－Ｅである。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸３．５６ｍ、短軸３．３４ｍを測る。床面積は１１．２２㎡で、検出面から

の深さは０．１８ｍである。硬化面は中央に一部認められる。埋土は２層に分かれる。

柱穴柱穴の径は２０～５４cmで、深さは１８～４６cmである。柱痕跡の径は１６～３０cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸８０cm、短軸６８cm、深さ２３cmを測る。埋土は２層で、上層に焼土を顕著

に含む。

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜口縁部片３、壷口縁部片５が出土している。上層から打製石鎌も出土し
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第''１－１７６図２１６Ｓ|出土土器実測図(1/3)<4層(１～３)､３層(４．５)､２層(６～ｇ)、１層(１０～１５)〉
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てられている。一部調査区外に伸びる。主軸の方位は、Ｎ‐3.-Ｅである。０１ｍ
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第Ⅲ－１７９図２２１Ｓ|内ＳＫＯ１住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．７０ｍ以上、短軸３．５４ｍ以上を
平面･断面図(1/40）測る。残存床面積は６．３㎡で、検出面からの深さは３０cmである。硬化面は

床全面に認められる。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は３４～６３cmで、深さは１５～５３cmである。柱痕跡の径は、１５～５６cmである。

貯蔵穴住居の南西側に位置し、長軸７４cm、短軸５２cm、深さ５３cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は３

層からなる。埋没後、柱穴が掘削されており、最終段階には存在しない。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片９．底部片ｌ、壷口縁部片ｌ・底部片２、高坪片ｌが出土して

いる。流れ込みの遺物である。
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考えられる。遺物の出土状況から住居に直接伴うと断定できる土器はない
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まとめ北側が２１６ＳＩに壊されており詳細は不明であるが、Ｐ３．４を主柱穴とする４本柱構造でＰ５．６を支

柱とする構造と考えられる。出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は５期と推定される。

２１６Ｓ’（第Ⅲ－１７４．１７６．１７７図、ＰＬ,５．５０）

位置遺跡中央部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。１日地形は削平されていると考えられる。床面の標

高は約５３．２ｍで、北と東側は調査区外に伸びると推定できる。主llillIの方位は、真北である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２．９６ｍ以上、短軸１．７０ｍ以上を測る。残存床面積は４．４㎡で、検

出面からの深さは０．６ｍである。硬化面は床全面に認められる。埋土は４層からなる。
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柱穴柱穴の径は、０．２～０．３ｍで、深さは０．１６～０．３３ｍである。柱痕跡の径は０．１３～０．２ｍである。

遺物出土状況謹口縁部片１１、壷口縁部片２，鉢口縁部片ｌ、高坪ｌが出土した。流れ込みの遺物と推定で

きる。床面直上から鋳造鉄斧再利用鉄斧が出土している。

まとめ北側が調査区外に伸びるため詳細は不明であるが、検出された柱位置から考えてＰ１．２を主柱穴と

する４本柱構造と推定できる。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土

器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ期に位置づけられると推定できる。

２２１ＳＩ（第Ⅲ－１７８．１７９．１８０図、ＰＬ４）

位置遺跡中央部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標

高は約５３．３ｍで、232SI埋没後この住居は建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐ｌ８ｏ－Ｅである。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸４３６ｍ、短軸３．７０ｍを測る。床面積は１４．２８㎡で、検出面から
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１黄褐色混暗褐色シルト２暗褐色シルト３黒褐色混暗褐色シルト４硬化面(黄白色ブロック混暗褐色土･炭混入）

５茶褐色混暗褐色シルト６黄褐色シルト混暗灰褐色シルト７褐色土８暗灰褐色シルト

９暗灰褐色シルト(8よりやや暗い）１０黄褐色混暗灰褐色土１１１０より黄褐色土が多い１２硬化面

１３暗褐色シルト１４黄褐色シルト混暗褐色シルト１５暗褐色シルト１６褐色シルト１７黄褐色シルト

１８硬化面１９暗褐色混褐色シルト２０褐色シルト２１褐色シルト２２黄褐色混褐色シルト

２３黄褐色混黒灰褐色シルト２４黄褐色混褐色シルト２５灰褐色シルト
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第'''－１ｓ５図２４７S|出土土器実測図(1/3）

〈2層（１）、１層(２．３)〉

の深さは０．４ｍである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は１８～６８cmで、深さは３０～６６cmである。柱痕跡の径は１６～２０cmである。

貯蔵穴住居の中央に位置し、長軸７２cm、短軸５４cm、深さ５１ｃｍを測る。断面はＵ字形を呈し、埋土は３層

からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片５８．底部片１３、壷口縁部片２０．底部片１３が出土している。

流れ込みの遺物と推定される。

まとめ主柱穴はＰｌ～４で構成される４本柱構造のものと考えられる。遺物の出土状況から考えて住居に直

接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は７期と推定できる。
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第'１１－１８８図２４５Ｓ|出土石器実測図１（1/３)〈Ｐ〉
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【０１ １０ｍ

第Ⅲ－１９１図２３５Ｓ|出土石器実測図１（1/3)<床面〉

２５９ＳＩ（第Ⅲ－１８１．１８２．１８３．１８４図）

位置辿跡中央部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は若二

面の標高は約５３．０ｍで、この住居埋没後、南側上屑部に232SI、南側に

れている。主軸の方位はＮ－２ｏ－Ｗである。

1４４

F削平されていると考えられる。床

235SI、北西側に268ＳＩが建てら



1４５

住居形態平面形態は長方形を呈し、長1illi5,２８ｍ、短1i1113.40ｍを測る。推定床而積は１４．９㎡で、残存床而

積はｌＯ２ｃｍ２検出面からの深さは３０cmである。硬化面は認められない。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２８～３４cmで、深さは２１～４６cmである。柱痕跡の径は、１３～３０cmである。

貯蔵穴住居の西側に位置し、長靴６１ｃｍ、短軸５１ｃｍ、深さ４７cmを測る。断面はＵ字状を呈する。埋上は２

層からなり、下層は黄褐色シルトのブロックを含む土である。

遺物出土状況住居の埋土からは､弧'1縁部片ｌ、壷底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴Ｐ５～８で椛成される４本柱構造と考えられる。進物の出ｔ状況から考えて住居に111〔接伴うと

断定できる土器はないが、出土ｔ器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は５期と推定できる。

２４７Ｓ’（第Ⅲ－１８１．１８２．１８５．１８６図）

位置辿跡中央部（２区中央部）のI《1然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床而の標

高は約５３．２ｍで、この住居埋没後、北側に２３５ＳＩ、西側に２４５ＳＩ、南側に２２ＯＳＩが建てられている。

住居形態平面形態は不明で、長軸３．３２ｍ以上、短軸１．８２ｍ以上を測る。残存床面積は1.4㎡で、検出面

からの深さは２４cmである。硬化而は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～３４cmで、深さは４１～４６ｃｍである。柱痕跡の径は、１８～２４cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片ｌ・底部片ｌ、壷底部片ｌがＩｌＩ土している。柱穴内からイｉｌⅢ（第

Ⅲ‐ｌ８６似１１）が出土した。これらは、流れ込み辿物である。

まとめ４本柱で構成されるものと考えられる。Ｐｌ４～１６が主柱穴の可能性がある。遺物の川上状況から

住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新Ⅱ－１関係から、住居の時期は３期以前と推定で

きる。
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第Ⅲ‐１９２図２３５Ｓｌ出土石器実測図２(1/3)〈床面（１）、１層(2)〉
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245ＳＩ（第Ⅲ－１８１．１８２．１８３．１８７．１８８．１８９図）

位置遺跡中央部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面

の標高は約５２．９ｍで、この住居埋没後、北側に235SIが建てられている。主軸の方位はＮ‐5.-Ｅである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸３８９ｍ、短軸３．４２ｍを測る。推定床面積は１１．５２㎡で、残存床

面積は１０．６１㎡検出面からの深さは４２cmである。硬化面は床中央部２/３に認められる。埋土は３層からな

る。

柱穴柱穴の径は２４～３８cmで、深さは３２～５２cmである。柱痕跡の径は、１６～２２cmである。

貯蔵穴住居内に２基検出し、ＳＫＯｌは住居の中央部に位置し、長軸５８cm、短軸４１ｃｍ、深さ３１ｃｍを測る。

SKO2は住居の南東部に位置し、長軸７６cm、短軸５５cm、深さ２０cmを測る。断面はＵ字形を呈し、埋土は２

層からなる暗褐色シルト系である。

遺物出土状況住居中央やや南側に南方向から投げ込まれた状態で１０～３０ｃｍの河原石を検出した。そのう

ちいくつかは石皿、敵石や磨石に使用されたものも存在した。住居の埋土からは、蜜口縁部片４、壷底部片ｌ

が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ４本の主柱と２本の支柱で構成されるものと考えられるが、Ｐ９～１１の主柱穴と、Ｐ１２．１３の支

柱穴が検出されている。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住

居の新旧関係から考えて、住居の時期は３期と推定できる。

２３５Ｓｌ（第Ⅲ－１８１．１８２．１８３．１９０．１９１．１９２図）

位置遺跡中央部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面

の標高は約５３．０ｍで、この住居埋没後、北側に232SIが建てられている。主軸の方位はＮ‐l6o-Eである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４３８ｍ、短軸４．２２ｍを測る。床面積は１６㎡で、検出面から

の深さは３４cmである。硬化面は床全面に認められる。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２２～５６cmで、深さは３７～６２cmである。柱痕跡の径は、１６～２９cmである。

炉住居の中央付近に位置し、長軸４０cm、短軸３２cm、深さ１８cmを測る。断面はすり鉢状を呈し、埋土は２

層で上層に焼土を多く含む。

貯蔵穴住居の南東部に位置し、長軸１３０cm、短軸ｌＯ２ｃｍ、深さ３４cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土

は２層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片５．底部片３、壷口縁部片５．底部片ｌが出土している。流れ

込みの遺物と推定できる。床面の落ち込みから敵石ｌ、埋土上層から磨石、石皿が出土している。

まとめＰｌ～４の４本柱で構成されるものと考えられる。２２１ＳＩとの新旧関係が明確でないが、出土土器

や住居の他の住居との新旧関係から考えて、住居の時期は４Ａ期に位置づけられると推定できる。

２２ＯＳＩ（第Ⅲ－１８１．１８２．１９３図）

位置遺跡中央部（２区中央部）自然堤防上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面の

標高は約５３．１ｍで、南側は試掘トレンチにより削平されている。主軸の方位は不明である。

住居形態平面形態は不明で、長軸２４６ｍ以上、短軸２．４４ｍ以上を測る。残存床面積は２．３８㎡で、検出面

からの深さは０．６cmである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２５～４２cmで、深さは３３～４２cmである。柱痕跡の径は、１２cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、翌口縁部片７．底部片２、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物

である。

1４７



β７

まとめ南側が試掘トレンチで

分断されているため詳細は不明

であるが方形の住居と考えられ

る。柱穴が隅に検出されている

ため、４本柱構造の住居と推定

される。

遺物の出土状況から考えて住

居に直接伴うと断定できる土器

はないが､出土土器や住居の新

旧関係から考えて、住居の時期

は４Ｂ期に位置づけられると推

定できる。

232SＩ（第Ⅲ－１９４．１９５図）

位置遺跡中央部（２区中央

部）の自然堤防上に位置し、旧

地形はほとんどが削平されてい

ると考えられる。床面の標高は

約５３．１ｍで、この住居埋没

後､東側に２２１ＳＩが建てられて

いる。主軸の方位はＮ‐lOo-E

である。

住居形態平面形態はほぼ正方

形を呈し、長軸３．４３ｍ、短軸

３．１４ｍを測る。床面積は８．９６

㎡で、検出面からの深さは

０２２ｍである。硬化面は床全

面に認められる。埋土はｌ層か

らなる。

柱穴柱穴の径は０．２８～０．４７

ｍで、深さは０．２４～０．２８ｍ

である。柱痕跡の径は、１９～

２２cmである。

遺物出土状況住居の埋土から

は、蜜口縁部片ｌ・底部片ｌ、

壷口縁部片３．底部片ｌが出土

している。流れ込みの遺物と推

定できる。

まとめＰｌは長径０．７cm､短

径０．５５cm、深さ０．３３ｃｍであ

る。形態・法量から見て貯蔵穴
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とも考えられたが、配置から見ると柱の抜き取り穴と

推定される。配置からみてＰｌ～４の４本柱構造のも

のからＰ１．４．５．６の４本柱構造のものに変遷する

と推定される。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定で

きる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考

えて、住居の時期は５～７期に位置づけられると推定

できる。

綱
厨部（１）

１屑（２）

Ｘ=－１６５９２
－

－Ａ’

、 ２
吋１０

ト帝司一戸戸＝－引

第'''－１９７図１０６４S|出土土器実測図(1/3）

,０．－－
luOOL･Ｚｇ冒司０

ロ

ロ

④ｌＦ ｐＱ口
・
に
Ⅷ
、
噛
割
。
○
ヨ

ロコ
○

／
§ﾐﾐﾐ

／

⑲
樋A些52.700ｍ

０ ２ｍ

卜戸寺一

第'''－１９Ｓ図１０７３S｜平面･断面図(1/８０）

一
一

Ａ
〔
〈
ロ

－－Ａ’

ａ

戸
一
○
．
卜
・
蜘
皿
川
訓
引
国

ａ’

ａ

1064Ｓｌ（第Ⅲ－１９６．１９７図）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．６ｍで、この住居埋没後､北西側に269SI､西側に286SI・lO29SI､南側に２１２ＳＩ､南東側に２２８ＳＸ・

ｌＯ２１ＳＫ・ｌＯ２６ＳＫが掘削されている。主軸の方位は、Ｎ‐８．－Ｅである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４．３２ｍ、短軸３．９６ｍを測る。推定床面積は１５．５㎡、残存床

面積は７．７㎡である。検出面からの深さは０．４５ｍである。硬化面は認められない。埋士は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２５～４５cmで、深さは１４～５１ｃｍである。柱痕跡の径は１４～２０cmである。

貯蔵穴住居の西側半分に４基検出し、ＳＫＯｌは、長軸８６cm、短軸６０cm、深さ４０cmを測り、埋土は３層
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第'''－１９９図１０２９S|･ＳＫＯ１平面･断面図(1/SO)（1/40）

からなる。ＳＫＯ２は長軸５８cm、短軸３８cm、２０cmを測り、埋土は１層からなる。ＳＫＯ３は長軸６０cm、短軸

５４cm、深さ３０cmを測り、ＳＫＯ４は長軸８０cm、短軸３８cm、深さ３０cmを測り、埋土は２層からなる。断面

はいずれもＵ字状を呈する。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗底部片ｌ、壷底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と考えられる。

まとめ住居南西部に住居廃絶後ｌＯ２６ＳＫが掘削されており、詳細は不明であるがＰｌ～３を主柱穴とする

４本柱構造と推定される。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､住居の新旧関係から考えて、住居の

時期は４Ａ期以前の可能性が高い。

１０７３ＳＩ（第111-198図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は
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第'''-200図１０２９S|出土土器実測図(1/3)<床面(１～５)､２層(６．７)〉

約５２２ｍで、この住居埋没後、上層部全面にlO29SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ－ｌｏ－Ｅである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４１６ｍ、短軸３．２８ｍを測る。床面積はu64nnfで、検出面から

の深さは２８cmである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２２～２８cmで、深さは３２～４０cmである。柱痕跡の径は、１３～２１ｃｍである。

遺物出土状況住居の埋土から、時期の確定する遺物は出土していない。

まとめ上層が286SI、lO29SI等により削平されているため詳細は不明であるが竪穴部の深さは１ｍ以上と

推定される。主柱穴はＰｌ～４で構成される４本柱構造のものと考えられる。

住居の新旧関係や286SI出土遺物等から考えて、住居の時期は３期に位置づけられると推定できる。

１０２９ＳＩ（第Ⅲ－１９９．２００．２０１図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２．５ｍで、この住居埋没後、北側に269SI、上層部ほぼ全面に286SIが建てられている。主軸の方位は、

Ｎ‐１．－Ｗである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４．８８ｍ、短軸４３８ｍを測る。床面積は１５．９６㎡で、検出面

からの深さは５２cmである。硬化面は床中央部２/３の範囲に認められる。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は３２～４０cmで、深さは２４～５５cmである。柱痕跡の径は、１８～２４cmである。

貯蔵穴住居の南側に位置し、長軸９２cm、短軸６０cm、深さ１６cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土は暗褐色

シルトで、カーボンチップを含む。

遺物出土状況住居の埋土からは、養口縁部片４．底部片ｌ、壷口縁部片ｌが出土している。最下層から凹石

及び敵石が出土している。これらは、流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴がＰｌ～４，支柱穴がＰ５．６で構成される構造と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は３期に位置づけられると推定できる。

286Ｓｌ（第Ⅲ－２０２．２０３．２０４．２０５図、ＰＬ､２７．４０）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．７ｍで、この住居埋没後、中央部分には227ＳＸが、西側にはｌＯＯｌＳＫは掘削されている。主軸の方

位は、Ｎ‐３．－Ｅである。
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住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸５．５６ｍ、短軸４．６６ｍを測る。推定床面積は２３．２２㎡で、残存床

而積は２０．０８㎡である。検出面からの深さは０．４４ｍである。硬化面は認められず、埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２８～５８cmで、深さは１４～６０cmである。柱痕跡の径は、２０～２４cmである。

貯蔵穴住居内に２基検出され、ＳＫＯｌは住居の中央に位置し、長IIiIlI79cm、短軸７５cm、深さ２６cmを測る。

SKO2は住居の東側に位溜し、長IliIlIl50cm、短軸ｌＯ８ｃｍ、深さ３０cmを測る。２２７ＳＸに上面全体を削平さ

れている。

遺物出土状況住居の埋土からは、認1-1縁部片２８・底部片４、壷口緑部片７、鉢片２が出土しており、２層か

ら砥石が出土している。これらは、流れ込みの遺物と推定できる。
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第'１１－２０１図１０２９Ｓ|出土石器実測図(1/3)<床面（１）､３層(2)〉
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第Ⅲ－２０３図２S6Sl内ＳＫＯ１､ＳＫＯ２平面･断面図(1/40）
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第Ⅲ-204図286S|出土土器実測図(1/3)<床面(１．２)､３層(3)､２層(４～１１）、１層(１２～１８)〉

まとめ主柱穴はＰｌ～３と、もう一本住居の南西隅にあったと考えられ､４本柱の構造と推定される。ＳＫＯ２

が埋没した後、Ｐ４．５を主柱穴とする２本柱ないし、６本柱構造の住居に補修ないしは屋根の吹き替えが行わ

れたと考えられる。進物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の

新旧関係から考えて、住居の時期は４Ａ期に位置づけられると推定できる。

２６９Ｓｌ（第Ⅲ－２０６．２０７．２０８．２０９．２１０”２１１図、ＰＬ､２７．５０）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．７ｍで、北東側は２３１ＳＸにより掘削されている。主軸の方位は、Ｎ‐２。‐Ｗである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸５１２ｍ、短軸４．６２ｍを測る。推定床面積は１９．８１㎡で、検

出からの深さは０．４４ｍである。硬化面は床面中央部２/３に認められる。埋土は３層からなる。
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第Ⅲ－２０５図２Ｓ6S|出土石器実測図(2/3)<床面（１）､２層(2)〉

柱穴柱穴の径は２０cm～４２cmで、深さは７～６２cmである。柱痕跡の径は、１２～３５cmである。

炉住居の中央部に位置し、炉本体は長軸６８cm、短軸６０cm、深さ１０cmを測る。周辺の黒く焼けた部分の長

軸は１２４cm、短軸９２cm、深さ３cmを測る。断面は皿状を呈する。埋土はｌ層からなり、黒灰褐色シルトに

炭や焼土を含む。

貯蔵穴住居の西側に硬化面の下から検出している。長軸７７cm、短軸７３cm、深さ４５cmを測る。断面はＵ字

状を呈し、埋土は２層からなる。

遺物出土状況第Ⅲ-207図ｌは、柱穴内から出土している。住居の埋土からは、謹口縁部片１５．底部片ｌ、

壷口縁部片５．底部片２、高坪片ｌが出土している。上層に２条突帯の鋳造鉄斧の再利用素材鉄片（第Ⅲ－２１０

図ｌ)、敵石、床面に石皿が出土している。ほとんど流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ289ＳＸ及び２３１ＳＸ（撹乱）に切られていて詳細は不明であるが、柱穴はＰｌ～５で構成されるもの

1５５



凶

’
４

第Ⅲ-206図269S｜平面･断面図(1/SO）

〃
,０－

u』00ﾔ．c面、

Ｅ
ｏ
ｏ
守
・
め
い
川
剖
国

－
口
ロ
』
ｈ
困
・
さ
。
ョ

例Ｉ1ZZZZ仏２２幽４

〃
XSLEZ
uI00ﾔ･cg二ＦＴＯ

と｡

,０－－－

CＱ

ＡＬ三53.400ｍ
Ａ

愚ミ

ロ
●
に
Ⅷ
、
“
・
心
○
．
ヨ

－ａ

、 Ｅ
Ｃ
○
寺
・
め
い
帆
訓
引
画

工
Ｉ： 雪

雲
一

2ｍ

1５６

8７

ﾐﾐﾐ

、
、
①
い
×

佃 仰
ロ

－

＝

＝

Ｅ
Ｃ
Ｃ
寸
繭
叩
仙
訓
工

FL三53.400ｍ

ａＬ二53.400ｍ

０

一Ｆ’

(《ＩEﾗﾗﾗｦﾗﾗﾗﾗﾗﾗﾗ

〃

Z

し

１黒褐色シルト

２暗褐色シルト

３茶褐色シルト

４明褐色シルト

５硬化面



／

、 '、、

△△

／

'５７

第'11-207図269Sl出土土器実測図１（１は1/4､その他は1/3）
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第Ⅲ-20S図269S|出土土器実測図２(1/3)〈1層(1～Ｓ)〉
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と、Ｐ６～９で構成される４＋２本柱

構造のものとが考えられる。主柱穴は

Ｐｌ～５で構成されるものとＰ６～９

で構成されるものとが考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直

接伴うと断定できる土器はないが､出

土土器（第Ⅲ‐207図ｌ）や住居の新

旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ

期に位置づけられると推定できる。

１０６５Ｓｌ（第Ⅲ－２１２．２１３図）

７④
す

一ａ

ａ

Ｆ二コ，Ｉ帯
で、検出回からの深さは０．３ｍである。硬化回は認

２ｃｍ

められない。埋土は２層からなる。

第Ⅲ－２１０図269S|出土鉄器実測図(2/3)<2層〉柱穴柱穴の径は２４～３６cmで、深さは４４～５３
ｃｍである。柱痕跡の径は１６～１８cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、髪口縁部片１７．底部片３、壷口縁部片１４．底部片ｌ、無頚壷片ｌ、鉢片

l、高坪片２が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰｌ～４で構成されるものと考えられる。南側が２３１ＳＸにより壊されており、柱穴の配置

は不明であるが、壁際を６本柱がめぐる構造の可能性もある。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は６Ａ期に位置づけられると推定できる。

２７OＳＩ（第Ⅲ－２１４．２１５．２１６図、ＰＬ５．４０）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．８ｍで、この住居埋没後、lO48S1.272SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐３°-Ｅである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４．６２ｍ、短軸４．３６ｍを測る。床面積は１７．２㎡で、検出面からの
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第Ⅲ-209図269S|内炉･ＳＫＯ１平面･断面図(1/40）濫原上に位置する。旧地形をほぼ留め

ていると考えられる。床面の標高は約

５３．１ｍで、この住居埋没後、南部には２３１ＳＸ（撹

乱）が掘削されている。主軸の方位はＮ‐２３°-Ｅで

ある。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し､長軸３．００

ｍ、短軸２．６０ｍを測る。床面積は５．７６㎡（推定）

で、検出面からの深さは０．３ｍである。硬化面は認

２
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深さは０．６ｍである。硬化面は床全面に認められ

る。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～４６cmで、深さは２６～５５

cmである。柱痕跡の径は１４～２８cmである。

炉掘り込みは不明であるが、中央やや南よりの長

軸１．４ｍ、短軸１．３ｍの楕円形の範囲の床面に焼土

が広がる。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片８．

底部片２、壷口縁部片３．底部片ｌ、高杯片２が出

土している。砥石が上層より出土している。流れ込

みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰｌ～４で構成されＰ５．６、Ｐ

７．８を支柱とする構造とＰ９～１２を主柱穴とする

構造の２タイプが想定される。住居の形態から後者

から前者への住居の拡張と考えられる。
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第Ⅲ-223図１０４８S|出土石器実測図(1/3)<床面〉

遺物の出土状況から考えて住居に直

接伴うと断定できる土器はないが、出

土土器や住居の新Ⅲ関係から考えて、

住居の時期は４Ｂ期以降に位置づけら

れると推定できる。

１０７１Ｓｌ（第Ⅲ－２１７．２１８．

２１９図）

位置辿跡北西部（２区中央部）の氾

濫原上に位置する。旧地形をほぼ留め

ていると考えられる。床面の標高は約

５２．５ｍで､上層部ほぼ全面を２７０．

２７５．１００５・l048SIにより壊されて

いる。主軸の方位は､N-4P-Eである。

住居形態平而形態は方形を呈し、長

軸５．６２ｍ、短軸５．０７ｍを測る。推

定床面種は２４．９６㎡で､残存床面積は

２３．９６㎡で、検川面からの深さは

０．３２ｍである。硬化面は床全面に認

められる。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～４２cmで、深さは２９～５３cmである。柱痕跡の径は、１４～２０cmである。

貯蔵穴住居の北側に位置し、長軸７０cm、短軸６０cm、深さ４６cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は３層

からなる自然堆積によるものである。

遺物出土状況住居の埋ｆからは、瓢11縁部片２が川土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴がＰｌ～３ともう1つ（北西側）からなる４本構造のものに、Ｐ４と西側に１本の支柱を加

えた４+２本構造のものと、Ｐ５～７ともう１つ（北西側）からなる４本構造のものがある。竪穴の形状など

から考慮すると、前者が建てられた後、竪穴を拡張して後者が建てられた可能性がある。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ａ期に位置づけられると推定できる。

１００５Ｓ’（第Ⅲ－２２０．２２１図）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。Ⅲ地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．８ｍで、この住居埋没後､北東に１０４８とｌＯ７１ＳＩが建てられ､北側は一部調査区外で未完掘である。

主軸の方位は、Ｎ‐lOo-Wである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４．５０ｍ以上、短軸４．３４ｍを測る。残存床面積は１３．５㎡で、検出

而からの深さは０．５２ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は１６～３８cmで、深さは４４～５８cmである。柱痕跡の径は、１２～１６cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、翌１１縁部片９．底部片ｌ、壷'二I縁部片３が出土している。流れ込みの辿物

と推定できる。

まとめ主柱穴は４本構造のものと考えられるが、南側の柱２本にＰｌとＰ２，Ｐ４とＰ５を利用した２時期

が考えられる。進物の出土状況から考えて,住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器（第Ⅲ‐２２１

図３．４等）や住居の新ＩⅡ関係から考えて、住居の時期は３～４Ａ期に位置づけられると推定できる。

1６６
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位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２７ｍで、一部調査区外のため未完掘である。主軸の方位は、Ｎ‐４．－Ｗである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４４６ｍ、短軸４．４２ｍを測る。推定床面積は１７．６４１Tf、残存

床面積は１７．２８㎡で、検出面からの深さは０．６ｍである。硬化面は床全面に認められ、埋土は３層からなる。

1048Ｓｌ（第Ⅲ－２２０．２２２．２２３図）
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第'''－２２７図272S|出土石器実測図(1/3)<床面〉
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第Ⅲ－２２９図２７５Ｓ|出土

石器実測図

（2/3)<2層〉
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第'''－２２８図２７５S｜平面･断面図(1/８０）
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第''１－２３０図２７５Ｓ|出十十器実測図(1/3）
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第'''－２３１図１０１０S｜平面･断面図(1/SO）
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柱穴柱穴の径は２２～３８cmで、深さは３９～７２cmである。柱痕跡の径は、１６～２６cmである。

遺物出土状況床面直上から石皿（第Ⅲ-223図ｌ）が出土している。住居の埋土からは、霊口縁部片１１．底

部片２、壷口縁部片６．底部片３が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰｌ～３と北西に１本の４本柱の構造とＰ４．５の２本柱構造の２通りが推定される。竪穴

の形状から考えて前者から後者への変遷が考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ａ期に位置づけられると推定できる。

２７２Ｓｌ（第Ⅲ－２２４．２２５．２２６．２２７図、ＰＬ５．２７．２８．４０）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．９ｍである。主軸の方位は、Ｎ‐4.-Ｗである。

住居形態平面形態は楕円形を呈し、長軸４．２４ｍ、短軸３．８０ｍを測る。床面積は１１．１㎡で、検出面からの

深さは０．２８ｍである。硬化面は床全面に認められる。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２６～４６cmで、深さは１９～５４cmである。柱痕跡の径は、１６～３８cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸７６cm、短軸６０cm、深さ３０cmを測る。断面は凹字状を呈する。埋土は褐色

1７１

０ ２ｍ

ｰー

１褐色シルト

２茶褐色シルト

３暗茶褐色シルト

４暗褐色シルト混黄褐色シルト

５暗灰褐色砂質土

６暗黄褐色砂質土

７暗褐色砂質土
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シルトで、炭が混入している。

貯蔵穴住居内に２基検出し、ＳＫＯｌは住居の北側に位置し、長軸５４cm、短軸５２cm、深さ２７cmを測る。断

面はＵ字状を呈し、埋土は２層からなる。ＳＫＯ２は住居の北西側に位置し、長軸１２４cm、短軸８７cm、深さ３４

cmを測る。断面は凹字状を呈する。埋土は２層で、褐色シルト系の土である。

遺物出土状況床面直上から肩平片刃石斧（第Ⅲ-227図ｌ）が出土している。住居の埋土からは謹口縁部片

１１．底部片４が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰｌ～６で構成され、４＋２本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は６Ｂ期に位置づけられると推定できる。

275ＳＩ（第Ⅲ－２２８．２２９．２３０図、ＰＬ５．４０）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．７ｍで、この住居埋没後、北側にはｌＯｌＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐1°-Ｗである。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸３．４０ｍ、短軸３．２０ｍを測る。床面積は８．３７㎡で、検出面からの

深さは０．５５ｍである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は２層に分かれる。

柱穴柱穴の径は２２～３８cmで、深さは１９～５０cmである。柱痕跡の径は１６～２６cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、養口縁部片１０・底部片ｌ、壷口縁部片７．底部片２が出土している。２層

から管玉１（第Ⅲ‐２２９図ｌ）が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴は４本柱でＰｌ～３で構成されるものと２本柱Ｐ４．５の２通り考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は７期に位置づけられると推定できる。

１０１ＯＳＩ（第Ⅲ－２３１図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面の

標高は約５２．４ｍで、この住居埋没後、東側上層部に288SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐3.-Ｅで

平面･断面図(1/SO)（1/40）
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ある。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４．００ｍ、短軸３．６６ｍを測る。床面積は１０．７５㎡で、検出面

からの深さは０．９５ｍである。硬化面は認められない。埋土は６層からなる。

柱穴柱穴の径は２２～３５cm、深さは２３～７４cmである。柱痕跡の径は１６～２２cmである。

遺物出土状況埋土からは時期の決定できるような遺物は出土していない。

まとめＰｌ～４を主柱穴とする４本柱に、Ｐ５．６を支柱とする構造と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ａ期（３期）に位置づけられると推定できる。

288ＳＩ（第Ⅲ－２３２．２３３図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．７ｍで、この住居埋没後、上層部全面にｌＯｌＳＩ、南西部に275SIが建てられている。主軸の方位は、
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第'''-235図１０１Ｓ|出土土器実測図１（1/3)<3層下層(１～７)､３層上層(Ｓ～２０)〉
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いる。流れ込みのji』i物と推定できる。

第Ⅲ-237図１０１Ｓ|内炉平面･断面図(1/40）
まとめ柱穴とする２本柱構造と考えられる。遺物の出土状

況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､住居の新'1-1関係から考えて、住居の時期は３～８期

に位置づけられると推定できる。

１０１Ｓ’（第Ⅲ－２３４．２３５．２３６．２３７．２３８．２３９図、ＰＬ､６．２８．４０．５０）

位置遺跡北西部（２区中央部）に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は約５２．９

ｍである。主軸の方位は、Ｎ－２０ｏ－Ｅである。

1褐色土(焼土･炭混入）

２褐色土

３澱褐色士

Ｉ
Ｌ1

貯蔵穴住居の北東部に位置し、長軸９２cm、短軸６８cm、深

さ２０cmを測る。断面は凹字状を呈し埋土はｌ層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片ｌが出土して

、
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第'１１－２３６図１０１SllLH十十器実測図２(1/3)〈2層(１～６)、１層(７～１５)〉
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柱穴柱穴の径は２２～３４cmで､深さは１４～３９cmである。

甚

一a‘柱痕跡の径は、２２～３４cmである。ａと二53.00ｍ

Ｎ‐３．－Ｗである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長１１１１３８８ｍ、短
一ａ

凶三二愛T61illi3､７６ｍを測る。推定床面積は１２６㎡で、残存床面積は
１２１５㎡で、検出面からの深さは０．２ｍである。硬化面は床

全面に認められる。埋ｋは検出した部分で２層からなる。
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住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸５．６８ｍ、短軸４．０４ｍを測る。床面積は１７．４㎡で、検出面からの

深さは０．５ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～４４cmで、深さは３３～４８cmである。柱痕跡の径は、１４～２２cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸８６cm、短軸８４cm、深さ３４cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は３層

からなる。上層部は炭と焼土を含む褐色土である。

第Ⅲ-239図１０１Ｓ|出土鉄器実測図(2/3)<3層(１～４)〉
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第'''-23ｓ図１０１Ｓ|出土石器実測図(2/3)<2層(１～４)〉
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第'11-240図１０１４S｜平面･断面図(1/80）

遺物出土状況住居の埋土からは、

謹口縁部片８２．底部片１３、壷口縁部

片３０．底部片８、鉢片４が出土して

いる。３層より鉄製手鎌ｌ、板状鉄斧

(磐状鉄器)、棒状鉄器２（第Ⅲ‐239

図)、２層から磨製石嫉３､石包丁ｌ(第

Ⅲ‐238図）が出土し、ほとんど流れ

込みの遺物である。ｌ層からはミニチ

ユア土器も出土している。(第Ⅲ-236

図７）

まとめ主柱穴はＰｌ～４で構成され

るものとＰ５～９で構成されるものと

が考えられ､竪穴の形状・大きさなど

からＰｌ～４で建てられたのち、Ｐ５

～９を主柱穴とするものに建て替え

られたのではないかと考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直

接伴うと断定できる土器はないが、

出土土器（第Ⅲ２３５図－５．１３等）や

住居の新旧関係から考えて、住居の

時期は８期に位置づけられると推定

できる。

１０１４Ｓ１（第Ⅲ－２４０図）

位置遺跡北西部（２区中央部)の氾

濫原上に位置する。旧地形をほぼ留

めていると考えられる。床面の標高

は約５３．０ｍで、この住居埋没後、北

側に268SIが建てられている。主軸

の方位は、Ｎ‐５。-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、

長軸４２２ｍを測る。短軸は不明であ

る。残存床面積は２５．２㎡で、検出面

からの深さは４８cmである。硬化面は

認められない｡埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２２～５２cmで、深

さは２８～４２cmである。柱痕跡の径

は、１２．０～１４．３cmである。

遺物出土状況住居の埋土から時期

の推定できる遺物は出土していな

い。

川

,Ｖ一一
山00（g言可ｖ

⑧

、ワ
ト
ト
Ⅷ
、
四
・
今
○
．
一
コ

５７８

Ｃ
一Ｘ=－１６５７３
Ｖ－

(三
〃

Ｊ１と

Ｘ=-１６５７５

す

0０

１黄褐色シルト

２暗褐色シルトａ

３暗褐色シルト
混黒褐色シルト

４黒褐色シルト

ロ

ａ

ﾘ'イ

一一Ａ‘

1７７

第'''－２４１図１０２２Ｓ｜平面･断面図(1/ＳＯ）

ｏ２ｍ

ｔ－ＦＦ同一－１

６

1%

ロ ④宮

〔、００

１暗褐色砂質土

２黒褐色シルト

３黄褐色シルト

４暗黄褐色シルト

ＡＬ三53.00ｍ

ａ

17〃Ⅲ

Ｘ１ ａ



０

８

○ EＬ

一
一

、
）
へ
）

一
、
叩

一
一

、
）
へ
）

一
、
叩

１４
唾

'~Ｉ
,'1一一 山００ヤ．Ｅ９＝'１

、４

|Ｉ
エ

〃
Ｆ
Ⅱ
印
幽
。
今
。
○
ヨ

；
山00ﾔ･cＦＴＮ‘Ｎ－－－

ｎ－’
1=-１６５７７

fｌｕ

、,、
山００ヤ・Ｃ９='１

Ｉ

Ｅ
。
○
ず
．
ｍ
叩
Ⅱ
己

２６８ＳＩ

llIi

fI窪

2ｍ０
匡国

ａ一
P８

ＷＩＩ
ｌｕＯＯﾔ･C9詞０

ﾐミ
｡

,０－

ﾐﾐﾐﾐ
１４３ＳＩ

《目》竺三壁
望

‘/Vへ

Ｅ
○
○
寸
・
め
い
叫
到
国
壱
。

④ 熟'｡､=L雪言室稲 ミミミミ
ﾛロ

-|I。

h心

一つ

､､ﾐ､、三 |エ

ﾐミミミ

恵 端
ジベ
Ｐ１７Ｐ1７

ﾐﾐﾐﾐ

く

〕
己

、、

1７８

平面･断面図(1/８０）

３

言
Ｉ

１０１５Ｓ|･２６８Ｓ|･２２４Ｓ

224SＩ224SＩ

く
Ⅱ
０
］
、
①
｝

説
JJOⅡ

Ｃｌざe酷
Ｐ７

蕊

２４２図第

Ｐ１

．

ロ

白色

○
Ｐ２Ｐ1５Ｐ２Ｐ1５ Ｅ

○
○
寺
・
飼
回
Ⅷ
Ｊ
一

〃

隆ｌＣｌＭＩ。
Ｉ
②

隆'。”

三
時
Ⅷ
回
い
ふ
○
○

一

望

ａ

〃

｜
ロ

三

Ｅ
EL三53.400ｍ

画
①
画
○ ｌ

望

ａ

｛
ミ
ハ
⑳
哩
楓
①
｛
会
機
創
建
機
雷
の
｛
会
八
釦
駆
籍
磨
翼
創
建
蕊
卜

厘
筆
園
の
ニ
ミ
ハ
⑳
窪
捺
巽
創
寵
譲
、
｛
ミ
ハ
切
鯉
樵
蜜
寸

一
会
八
切
駆
樵
駕
｛
▲
へ
八
釦
理
喧
め
ニ
ミ
ハ
切
漣
柊
“
ニ
ミ
ハ
切
哩
醗
一

4【 Ｏ〉

Ｚ

W撫撫IiIII

Jと53.400ｍ

Ｅ
Ｃ
○
寺
・
め
い
，
己

し

三

〃

蕊



▽：

『 〃

△

"||＝ I＜、５

５

ピーーク

Nilll

ロ、

第''1-243図２６SS|出土土器実測図(1/3)<2層（１）、１層(２～５)〉

△一一一一一缶も･･･－少

一一了.一環
6ざー－一一一.－．'一一・'
一一一＝千一マーーー今由b●L

‘６－５と.一一診－‘－－．－Ｊ
－．.-?.Fjママーー．｡ー

避ふjｊ

肩 マ
マ
両
Ⅳ
幽
而

了 雁

第'''-244図224S|出土土器実測図(1/3)<床面(１～４)､４盾(5)､２層(６～１０)、１層(１１～１５)〉

l1lii 冠雨･０

－マデ

くう房

了写看ず零

塾

<〔戸三’

雲

碇
Ｄｑ

1７９

１０ｍ

計

まとめ主柱穴Ｐｌ～Ｐ２と南側に２本の４本構造のものと推定できる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､住居の新旧関係から考えて、住居の

時期は４Ａ期以前に位置づけられると推定できる。

１０２２ＳＩ（第Ⅲ－２４１図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．６ｍで、この住居埋没後、中央に224SI、西側に268SI、北側にｌＯｌ５ＳＩ、南側にｌＯｌ４ＳＩが建てら

れている。主軸の方位は、Ｎ‐３．－Ｅである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４．２８ｍ、短軸３．１２ｍを測る。床面積は１１．６㎡で、検出面からの

深さは０．３６ｍである。埋土は、３層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～４６cmで、深さは３０～６２cmである。柱痕跡の径は１５cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる遺物は出土していない。

〆
０



pｐ

まとめ主柱穴（Ｐｌ～２）の２本柱で構成されるものと考えられる。竪穴は、少なくとも７０cm程度の深さ

があったものと考えられる。住居の新旧関係から考えて、住居の時期は４Ｂ期以前に位置づけられると推定で

きる。

１０１５Ｓｌ（第Ⅲ－２４２図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５３．１ｍで、この住居埋没後、北側の一部分にl43SI、南側に224S1.268SIが建てられている。主軸の

第Ⅲ-246図233S｜平面･断面図(1/SO）

5ｍ０

一一F一戸言計
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第'''-245図224S|出土石器実測図(2/3)〈1層〉
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方位は、Ｎ‐２２。-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４４２ｍ、短軸１．６０ｍを測る。残存床面積は１．６５㎡で、検出面から
の深さは０．３ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～３８cmで、深さは３４～４２cmである。柱痕跡は見つからない。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ主柱穴Ｐｌ～３ともう１本で構成される、４本構造のものと考えられる。住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ｂ期以前に位置づけられると推定できる。

２６８Sｌ（第Ⅲ－２４２．２４３図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５３．１ｍで、この住居埋没後、北東側に224SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐14.-Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸５．７６ｍ、短軸４．０６ｍを測る。推定床面積は２１．１３㎡で、残存床

面積は９．７１㎡で、検出面からの深さは０．４ｍである。埋士は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～４５cmで、深さは４３～６５cmである。柱痕跡の径は、１２～２２cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片２、壷口縁部片ｌ・底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物

と推定できる。

まとめ主柱穴は、ＰｌＯ～１３の４本構造のものと、Ｐｌ４・Ｐｌ５の２本構造のものを認めることができる。

竪穴の形状より、４本十２本の６本柱構造のものと推定される。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は５期に位置づけられると推定できる。

224ＳＩ（第Ⅲ－２４２．２４４．２４５図、ＰＬ４１）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５３．０ｍである。主軸の方位は、Ｎ‐12.-Ｗである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４２３ｍ、短軸４．１２ｍを測る。床面積は１４．５㎡で、検出面か

らの深さは０．４３ｍである。硬化面は床中央部ｌ/２に認められる。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～３４cmで、深さは２０～６６cmである。柱痕跡の径は、１３～２２cmである。

遺物出土状住居の埋土からは、蜜口縁部片２４，壷口縁部片６．底部片４、高坪片ｌが出土している。流れ

込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰｌ～６で構成されるものと、Ｐ４．７～９で構成されるものとが考えられ、竪穴の形状・

大きさ・柱穴の位置等からＰ４・Ｐ７～９で建てられたのち、Ｐｌ～６を主柱穴とするものに建て替えられ

たものではないかと考えられる。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土

土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ期に位置づけられると推定できる。

２３３ＳＩ（第Ⅲ-246図）

位置遺跡中央部（２区中央部）の氾濫原に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５３．１ｍで、この住居埋没後、東側に234SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐６．－Ｗである。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸４．２６ｍ、短軸２．６０ｍ以上を測る。床面積は推測できない。検出

面からの深さは０．３４ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～４４cmで、深さは４４～６４cmである。柱痕跡の径は１４～２０cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる遺物は出土していない。

1８１
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まとめ住居の東側が調査区外のため詳細は不明であるがＰ１．２

ほかを主柱穴とする４本柱構造と推定できる。住居の新旧関係から

考えて､住居の時期は４Ｂ～6Ａ期に位置づけられると推定できる。

234Sｌ（第Ⅲ－２４７．２４８．２４９図、ＰＬ､４１）

位置遺跡中央部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形は

削平されていると考えられる。床面の標高は約５３．３ｍで、主軸の

方位は、Ｎ‐6.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．１８ｍ、短軸１．４０ｍ以上

を測る｡床面積は推測できず､検出面からの深さは０．３６ｍである。

ａ
１黄褐色混暗褐色シルト

２黄褐色混暗黄褐色シルト

３黄褐色混褐色シルト

４暗褐色シルト混黄白色ブロック土

５茶褐色シルト

埋土は２層に分かれる。

柱穴柱穴の径は２８～４４cmで、深さは１６～４２cmである。柱痕跡は認められない。

貯蔵穴住居の西側に位置し、長軸ｌｌＯｃｍ、短軸８０cm、深さ６０cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は３

層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片８、壷口縁部片ｌ・底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物

と推定できる。

まとめ住居の東側が調査区外のため詳細は不明であるが住居北西部に柱穴の検出があることから４本柱構造
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第Ⅲ-247図234S|･ＳＫＯ１平面･断面図(1/SO)（1/40）

第Ⅲ-24S図234S|出土土器実測図(1/3)<2層(１～３)、１層(4)〉
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第'''-252図１４９S|出土土器実測図(1/3)<床面(1)､２層(2)、１層(３～５)〉

の可能性が高い。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器から考え

て、住居の時期は６Ａ期に位置づけられると推定できる。

143Ｓｌ（第Ⅲ－２５０．２５１図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５３．０ｍで、この住居の埋没後、北東側にl32SI、西側にl49SIが建てられている。主軸の方位は真北で

ある。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸６．２４ｍ、短軸６．１８ｍを測る。床面積は３１．８㎡で、検出面からの

深さは０．３ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は３２cmで、深さは１６cmである。柱痕跡の径は２０cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片１４、壷口縁部片４．底部片ｌが出土している。流れ込みの遺

物である。

まとめl49SI及びl32SIに壊されているため、柱構造が不明である。遺物の出土状況から考えて住居に直

接伴うと断定できる土器はないが、住居の新旧関係から考えて、住居の時期は４Ａ～４Ｂ期に位置づけられる

と推定できる。

149ＳＩ（第Ⅲ－２５０．２５２図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形を多少削平されていると考えられる。床面の

標高は約５２．８ｍで、主軸の方位は、Ｎ‐２°‐Ｅである。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸２．８９ｍ、短軸２．４８ｍを測る。床面積は６．１６㎡で、検出面からの

深さは０．５ｍ以上であると推定される。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２８～４６cmで、深さは２８～３６cmである。柱痕跡は認められない。

遺物出土状況住居の埋土から、謹口縁部片３、壷口縁部片３．底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と

推定できる。

1８４
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第111-255図１３２S|出土土器実測図２(1/3)<2層(１～１８)〉

まとめ調査ではl43SIを先に発掘したが状況から判断してl49SIの方が先行する遺構と考えられる。柱構

造は明確でない。ＰｌまたはＰ２を主柱穴の１本とする２本柱構造の可能性がある。住居の時期は、出土進物

(第Ⅲ－２５２図一l）から４Ａ期であると推定できる。

１３２Ｓ’（第Ⅲ－２５３．２５４．２５５．２５６．２５７．２５８．２５９図、ＰＬ､４１．５０）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形はほとんど削平されていると考えられる。

床面の標高は約５２７ｍで、この住居埋没後、北側にｌｌ３ＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐２｡‐Ｅで

ある。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸７．２８ｍ、短軸５５６ｍを測る。床面積は２３．９０㎡で、検出面から

の深さは０．７０ｍである。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～４０cmで、深さは３２～５７cmである。柱痕跡は認められない。

遣物出土状況床面直上から第Ⅲ‐254図１．２が出土しているが、流れ込みの遺物と推定される。住居の埋

土から合せて饗口縁部片１８５．底部片３７、壷口縁部片６３．底部片２２、無頚壷片３が出土している。埋土上

1８７
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第Ⅲ－２５７図１３２Ｓ|出土石器実測図１（2/3）

〈３層(１．２)、２層(3)〉

一
一

‐ 1

Ｏ ２ｑｎ

第Ⅲ－２５８図

１３２S|出土鉄器実測図(2/3)<2層〉

I錘』
層から、鉄繊ｌ、磨製石斧を再利用した砥

石１、磨製石斧l等が出土している。廃棄

及び流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰｌ～４で構成されるも

のとＰ５～１０で構成されるものとが考え

られ、竪穴の形状・大きさなどからＰｌ～

４で建てられたのち、Ｐ５～１０を主柱穴

とするものに建て替えられたものではない

かと考えられる。また、竪穴南東部には床

面より２０cmの高さで最大1幅９０cm、長さ３

ｍのベット状遺構がある。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴

うと断定できる土器はないが、出-ｔ土器

(第Ⅲ‐254図１３.第Ⅲ‐２５６図３０等）や

住居の新Ⅱ｣関係から考えて、住居の時期は

７期に位置づけられると推定できる。

１４５Ｓｌ（第111-260図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原

に位置する。旧地形をほぼ留めていると考

えられる。床而の標高は約５２．９ｍで、こ

の住居埋没後、北側にｌ２６ＳＩ、西側に

lO2SI､南側にｌＯｌＳＩが建てられている。

主軸の方位は、Ｎ‐２６．－Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈する。長軸

6.00ｍ以上、短軸２．８０ｍ以上を測る。残

存床而積は４．７０㎡で、検出面からの深さ

は０．３６ｍである。埋土は２層からなる。

Ｉｉの径は２１～２６ｃｍである。

1８９

柱穴柱穴の径は３４～７２ｃｍで深さは３２～５９ｃｍである。柱痕跡の径は２１～２６ｃｍであ

炉・貯蔵穴未確認である。

遺物出土状況住居の埋土から時期の決定できるような進物は出土していない。

まとめＰ７～９を主柱穴とする４本柱構造でＰＩＯ・ｌｌを支柱とする構造と考えられる。

訂爺ロ
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第Ⅲ－２５９図１３２S|出土石器実測図２(2/3)<2層(1)、１層(２．３)〉

住居の時期は、住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ期以前に位置づけられると推定できる。

１２６Ｓｌ（第Ⅲ=２６０．２６１．２６２．２６３．２６４図、ＰＬ､２８，４１“５０）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位満する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面⑦床面の標高

1９０
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第Ⅲ-264図１２６S|出土鉄器実測図(2/3)〈1層〉

－

３

残存床

は約５２．９ｍで、この住居埋没後、西側にlO2SIが建てられている。主軸の方位はＮ‐35.-Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸５７２ｍ、短軸４．４２ｍを測る。推定床面積は１９．１３㎡で、１

面積は１８．３５㎡、検出面からの深さは０．５４ｍである。埋土は４層からなる。

1９４



柱穴柱穴の径は３４～６４cmで、深さは２４～５８cmである。柱痕跡の径は１８～３０cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片４２．底部片９、壷口縁部片３３．底部片３が出土している。廃

棄及び流れ込みの遺物と推定できる。埋士ｌ層から、やりがんな片、鉄鎌、棒状鉄器、砥石２、磨製石嫉片ｌ

が出土している。これらは、流れ込みの遺物と推定できる。

まとめＰ１．２を主柱穴とする４本柱構造でＰ５．６を支柱とする構造と考えられるが、隣接するl45SIと

は床面のレベルがほとんど変わらないため、Ｐ７．８．９を主柱穴とする４本柱構造で、Ｐ１０．１１を支柱と

する構造のものから縮小して使用した可能性がある。住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や

住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ期に位置づけられると推定できる。

１０３Ｓｌ（第Ⅲ－５１．Ⅲ－２６５．２６６図、ＰＬ､４１）

lO2SIの南側にわずかに検出した。埋土は、３層からなる。住居形態・法量は不明である。遺物は、時期の

推定できる遺物は１点（第Ⅲ‐265図ｌ）のみで、石斧（第Ⅲ-266

図ｌ）も出土している。

－口。”下，1226ｓl(第lll-2W269図）
、ＩＦ評位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する｡旧地形

第'''-265図１０３S|出土土器をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は約５３．０ｍで、西側

／

実測図(1/3） は調査区外にかかる。主軸の方位は、不明である。

第Ⅲ－２６６図１０３Ｓ|出土石器実測図(2/3)<３層〉

1９５
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第'''-268図１０2SX遺物出土状況･炉
１０２ＳＸ（第Ⅲ－２６８．２６９．２７０．２７１図、

平面･断面図(1/40）
PL,５０）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５３．０ｍで、西側は調査区外にかかり、主軸の方位は不明である。

形態平面形態は楕円形を呈し、長軸６．８２ｍ、短軸1.986ｍ以上を測る。残存床面積は４．５０㎡で、検出面

からの深さは０．２８ｍである。埋土は２層からなる。
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定できる土器はないが、lO2SIが同一の輪郭を

識 諭持つことから考えて、住居の時期は７期よりさ

ほどさかのぼらない時期に位置づけられると推
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㎡で、検出面からの深さは０．５５ｍである。埋土

は３層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、細片が出土

したのみで、時期を決定できるものはない。

まとめ遺構の大半が調査区外であり、詳細不

明である。
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炉住居の東側に位置し、長１illI65cm、短軸４５cm、深さ１０cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土はｌ層から

なる。

遺物出土状況埋土からは、謹口縁部片２５．底部片ｌ、壷口縁部片７．底部片３、高坪片ｌが出土している。

第Ⅲ‐270図１．２．５は廃棄された状況で出土した。板状鉄斧（第Ⅲ－２７１図ｌ）も下層に廃棄された状況で

出土した。他辿物も流れ込み及び廃棄された進物と考えられる。

まとめl226SIが埋没後に建て替えられた辿椛と考えられる。東部に炉が検出されたことにより住居の可能

性が高い。輪郭は同一で柱穴は検出されていない。遺物が床而に散乱して出上した。

遺物の出上状況から考えて住届に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、時期は７期に位置づけられると推定できる。

１０５Ｓｌ（第Ⅲ－２７２．２７３図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原に位慨する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床而の標高は

2００

､

＆

弓

（

第Ⅲ-273図１０５S|出土土器実測図(1/3)<2層(1～１０)、１層下層(１１～１４)、１層上層(１５～24)〉
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約５３０ｍで、この住居埋没後、南側にl25SI、閥側にｌ４１ＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐７．－Ｗ

である。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長llillI6‘０４ｍ、短11i1112.80以上ｍを測る。推定床Ⅲ種は２０２㎡で残存床

面枝７２㎡、検出面からの深さは０．４ｍである。埋土は２屑からなる。

柱穴柱穴の径は３０～４６cmで、深さは３５～５８cmである。柱痕跡は認められない。

遺物出土状況住居の;''11土からは、認l縁部ﾊｰ４５.底部片８、砺口縁部片１８．底部片３、無頚壷片３，鉢２、

高杯２が出土している。流れ込みの進物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰ７．８の２本柱で構成されるものと考えられる。また、竪穴東側で竪穴入口と見られるＰ

９．１０の柱穴が検出される。発掘調査段階では、この住ﾉ片は廃絶後にｌ２５ＳＩが建てられたと考えたが、断而

図の床面の微妙な段差及びこの住居の出土遺物からl25SI住Ａｌ}廃絶後にlO5SIが建てられたと考えた方が妥

当であり、出土辿物等からこの住居を７期と推定したい。

128Ｓ’（第''1-272.274図、ＰＬ２８）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位慨する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床而の標間

は約５３０ｍで、北東側はこの住居埋没後、東側にｌｌ３ＳＩが、西側にl25SIが建てられている。主軸の方位

は、典北である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長ilillIL86m以'二、知｣iill１３．７８ｍを測る。残存床lili積は４．５０㎡で、検出m

からの深さは０．５ｍである。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２４cmで、深さは２４cmである。柱痕跡は認められない。
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／
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蝋二Ａ

第'''-274図１２８S|出土土器実測図(1/3)<肩部(1)､３層(２．３)､２層(４～６)、１層(7)〉
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遺物出土状況住居の埋土からは、要口縁部片１３．底部片ｌ、壷口縁部片４が出土している。廃棄及び流れ

込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴Ｐ１１．１２の２本柱で構成されていると考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器（第Ⅲ‐274図ｌ等）や住

居の新旧関係から考えて、住居の時期は７期に位置づけられると推定できる。

１２５ＳＩ（第Ⅲ－２７２．２７５図）

位置ｌ遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５３．０ｍで、この住居埋没後、北西部にｌ４１ＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐３．－Ｗである。

住居形態平面形態は楕円形を呈し、長軸５．４０ｍ、短軸５．３８ｍを測る。推定床面積は２２．０５㎡で、残存床

面積は２０．２㎡である。検出面からの深さは０．４４ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２２～４６cmで、深さは２３～５６cmである。柱痕跡は認められない。

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜口縁部片３１．底部片４、壷口縁部片２６．底部片２、高杯ｌが出土して

いる。流れ込みないし廃棄の遺物と考えられる。

まとめ６本の柱で構成されるものと考えられるが、Ｐ３．４の主柱穴と、Ｐ５．６の支柱だけしか検出でき

ていない。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係

から考えて、住居の時期５期に位置づけられると推定できる。

141Ｓｌ（第Ⅲ－２７２．２７６図、ＰＬ２８）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．８ｍで、主軸の方位は、Ｎ‐１１．－Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４５８ｍ、短軸３．６４ｍを測る。床面積は１３．４４㎡で、検出面から

の深さは０．６ｍである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は３４～５０cmで、深さは３５～５４cmである。柱痕跡は認められない。

炉炉の本体は不明であるが、住居の南西部に長軸１．２ｍ、短軸０．７ｍ厚さ３～４cmの楕円形の範囲で炭を

検出した。

遺物出土状況床面から２０cmの上でほぼ完形の壷（第Ⅲ‐276図９）が出土している。廃棄された可能性が

高い。住居の埋土からは、蜜口縁部片２１．底部片ｌ、壷口縁部片６．底部片３が出土している。廃棄及び流

れ込みの遺物と考えられる。

まとめ主柱穴は（Ｐ１．２）で構成される２本柱構造と考えられる。住居の新旧関係や出土土器から住居の

時期は、８期と考えられる。

１５５Sｌ（第Ⅲ－２７７．２７８図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標

高は約５３．０ｍで、東側のほとんどが調査区外にかかる。主軸の方位はＮ‐８°-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．０２ｍ、短軸０．８４ｍ以上を測る。残存床面積は３．３０㎡で、検出

面からの深さは０．３１ｍである。埋土はｌ層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片１４．底部片ｌ、壷口縁部片６．底部片２が出土している。

流れ込みの遺物である。

まとめ遺構のほとんどが調査区外にかかり詳細不明である。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器から考えて、住居の時期は

６Ａ期に位置づけられると推定できる。

2０４
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第Ⅲ－２７ｓ図１５５Ｓ|出土土器実測図(1/3)〈1層下層(１～３)、１層上層(４～１４)〉
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127SＩ（第Ⅲ－２７９．２８１．２８２図、ＰＬ､２８．４１）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留

めていると考えられる。床面の標高は約５２．９ｍで、この住居埋没後、北

西部にｌ２２ＳＩ、北東部にl29SIが建てられ、西側は調査区外にかかる。

主軸の方位はＮ‐１３°-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．８６ｍ、短軸４．８５ｍ以上を測

る。残存床面積は１４．８㎡で、検出面からの深さは０．５５ｍである。埋土

は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～５２cmで、深さは２３～６２cmである。柱痕跡は認

められない。

遺物出土状況第Ⅲ－２８１図ｌ～３は床面に位置し、住居に伴う可能性が

ある。住居の埋土からは合わせて饗口縁部片３０．底部片２、壷口縁部片

7､無頚壷片ｌが出土しているが､ほとんど流れ込みの遺物と推定できる。

肩平片刃石斧（第Ⅲ‐282図ｌ、ＰＬ４１）も上層から出土している。

まとめ主柱穴はＰ４～８で構成されるものと考えられる。遺物の出土状

況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居

の新旧関係から考えて、住居の時期は５期に位置づけられると推定でき

る。
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３暗褐色砂質土で炭化材を多量に含み､焼土をブロック状に含む４暗黄褐色砂質で黄白色の砂質土をブロック状に含む
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122Ｓｌ（第Ⅲ－２７９．２８０．２８３．２８５．２８６.２８７図、ＰＬ６．４１．５０）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置し、旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２７ｍで、l27SI埋没後この住居を建てている。主軸の方位はN-8o-Wである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．７４ｍ、短軸３．２４ｍ以上を測る。残存床面積はｌ４５６１Ｙ１ｆで、検出

面からの深さは０．６ｍである。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は、２０～５０cmで、深さは３４～６３cmである。柱痕跡の径は、１２～１６cmである。
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第'''－２８０図１２２S|炭化材･遺物出土状況平面･断面図(1/40）
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第''１－２８１図１２７Ｓｌ出十十器実測図（１は1/４､その他は1/３）
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の住居埋没後、l29SIが建てられていることと、遺物の出土状況から６Ｂ期と考えられる。

158Sｌ（第111-284図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．７ｍで、この住居埋没後、北側にｌｌ３ＳＩ・南側にｌ３２ＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐５。‐

Ｗである。

（
１

‐

〆
－h,一一

塵 ニヨ↑１￥『”

第'''-2Ｂ２図１２７S|出土石器実測図(2/3)〈1層〉
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第lll-2S3図１２２Ｓ|出土鉄器実測図

（2/3)〈2層〉
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炉住居の中央部に位置し、長軸４２cm、短軸３４

cm、深さ１７cmを測る。断面は凹字状を呈し、埋

土は炭・焼土を含む２層からなる灰褐色砂質土で

ある。

貯蔵穴住居の東側に位置し、長軸１３８ｃｍ、短

軸８０ｃｍ、深さ４６cmを測る。断面はすり鉢状を

呈し、埋土は３層からなる。

遺物出土状況第Ⅲ２８５図ｌ～３は床面付近か

ら、４～６は貯蔵穴から土器が出土しているが、

いずれも流れ込みの遺物と推定できる。住居か

ら、饗口縁部片４７．底部片９、壷口縁部片２３．

底部片１８、高坪片ｌ、鉢片２が出土している。埋

土上層から鉄斧1（第Ⅲ-283図ｌ）が出土してい

る。

まとめ主柱穴４本で構成されるものと考えられ

るが、調査区外にかかり、３本の柱穴（Ｐｌ～３）

だけを認めた。埋土の３層から火災の跡と考えら

れる。炭化材が出土している。住居の時期は、こ

第Ⅲ-2Ｓ４図１５ＳＳ｜平面･断面図(1/SO）
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住居形態平面形態は長方形を呈し､長軸４．３ｍ

､短軸２．４ｍを測る。床面積は９．２㎡で、検出面

からの深さは２０cmである｡埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～２８cmで､深さは１４～２６

cmである。柱痕跡は見つからない。

遺物出土状況住居の埋土からは､時期の推定で

きる遺物は出土していない。

まとめ竪穴部は検出面から考えて約６５cm以上
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第'''－２９７図１１７４SI出土土器実測図(1/3)〈Ｐ(１．２)､２層(３～５)、１層(６．７)〉
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第Ⅲ－２９５図 124S|出土石器実測図(2/3)<肩部(1)､３層(２．３)〉

ある。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､住居の新旧関係から考えて、住居の

時期は４Ｂ～７期に位置づけられると推定できる。

２１８

1,,



１１３ＳＩ（第Ⅲ－２８８．２８９．２９０．２９１図）

位置遺跡北西部部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面

の標高は約５２．８ｍで、この住居埋没後､北東部にl24SIが建てられている。主軸の方位はＮ－ｌ５ｏ－Ｗである。

住居形態平面形態は楕円形を呈し、長軸５．９４ｍ、短軸４．８５ｍを測る。推定床面積は１７．３４㎡で、検出面

からの深さは０．５ｍである。硬化面は床中央部２/３ほど認められる。埋土は３層からなる

柱穴柱穴の径は２０～５６cmで、深さは２０～６４cmである。柱痕跡の径は２０cmである。

炉住居の南西部に位置し、長軸９０cm、短軸６０cm、深さ１０cmを測る。断面は皿状を呈する。埋土はｌ層

からなり、焼土及び炭化材を多く含む。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片ｌＯｌ・底部片１７、壷口縁部片２４．底部片１１、無頚壷ｌ、高

坪ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめＰｌ～４の４本柱で構成されるものと考えられる。焼土と炭化物を住居の南西部で検出しているた

め、屋内に炉が存在した可能性が高い。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はない

が、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は７期に位置づけられると推定できる。

１１７４Ｓｌ（第'１１－２９２．２９７図、ＰＬ６）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標

高は約５３．３ｍで、この住居埋没後、中央から南側にｌｌ７５ＳＩ、北西側にｌ２１１ＳＩが建てられている。南側は

調査区外にかかる。主軸の方位はＮ‐ｌ７ｏ－Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４，６０ｍ以上、短軸２．０８ｍ以上を測る。残存床面積は５．２８㎡で、

検出面からの深さは０．２８ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は１８～４４cmで、深さは３８～８４cmである。柱痕跡の径は２０～２４cmである。

貯蔵穴住居の北側に位置し、長軸９２cm、短軸６２cm、深さ５０cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋士は２層

からなる。

遺物出土状況住居の埋土から、蜜口縁部片７、壷底部片ｌ、無頚壷ｌが出土している。流れ込みの遺物と推

定できる。

まとめ主柱穴はＰ７～１０で構成される４本柱構造もしくは４＋２本柱構造と推定できる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は６Ａ期に位置づけられると推定できる。

１２４ＳＩ（第Ⅲ－２９２．２９３．２９４．２９５．２９６図、ＰＬ､４２．５０）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．９ｍで、この住居埋没後､東側上層部側にｌｌ７５ＳＩが建てられている。主軸の方位はほぼ南北である。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸５．３６ｍ、短軸４．３４ｍを測る。床面積は１７．０㎡で、検出面からの

深さは０．４４ｍである。硬化面は床全面に認められる。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は１７～５０cmで、深さは１２～６４cmである。柱痕跡の径は１２～１８cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸６０cm、短軸４４cm、深さ７cmを測る。断面は皿状を呈する。埋土はｌ層か

らなり、焼土を多く含む。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片８３．底部片１３、壷口縁部片２３．底部片７，鉢１が出土して

いる。埋土上層から磨製石鎌・打製石斧・鉄雛片が出土している。これらは流れ込みの遺物と推定できる。

まとめＰ１～６の６本の柱穴が東西一列に並んで検出される。Ｐ２．５を主柱穴とする２本柱構造と推定さ

れる。

住居の時期は、５期以前の遺物がほとんどであるが、ｌ１３ＳＩとの新旧関係から７期以降と推定できる。

２１９



１１７５Ｓｌ（第Ⅲ－２９８．２９９図.２９２図、ＰＬ､６）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位

置する。旧地形はほとんどが削平されていると考え

られる。床面の標高は約５３．２ｍで、南側は調査区

外にかかる。主軸の方位はＮ‐２２。‐Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．０４ｍ、

短軸２．７０ｍ以上を測る｡残存床面積は７．５４㎡で、

検出面からの深さは０．３２ｍである。埋土は２層か

らなる人為的な堆積の埋土が見られる

柱穴柱穴の径は２２～４０cmで、深さは４０～７４

cmである。柱痕跡の径は１２～２５cmである。

遺物出±状況住居の埋土からは、謹口縁部片２、

壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推

定できる。

まとめ主柱穴（Ｐ１．２）の２本柱で構成されるも

のと考えられる。遺物の出土状況から考えて住居に

直接伴うと断定できる土器はないが、住居の新旧関

係から考えて住居の時期は７期以降（８～９期）に

位置づけられると推定できる。

１１９４ＳＩ(第Ⅲ－３００．３０１．３０２．３０３．３０４図、

ＰＬ､６．４２）
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第'''-29ｓ図１１７５S｜平面･断面図(1/８０）
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第Ⅲ－２９９図１１７５S|出土土器実測図(1/3)<床面(1)､２層(2)、１層(3)〉

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。

床面の標高は約５３．１ｍで、この住居埋没後、北西にｌｌ７２ＳＩとｌｌ９６ＳＩが建てられ、東側は調査区外にかか

る。主軸の方位はＮ‐24.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．９２ｍ以上、短軸２．８２ｍ以上を測る。床面積、残存床面積ともに、

推測不可能で、検出面からの深さは０．５３ｍである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～３８cmで、深さは１８～５４cmである。柱痕跡の径は８～２６cmである。

炉住居内で２基検出され、炉０１は中央部に位置し、長軸５０cm、短軸４６cm、深さ１７cmで、断面は凹字状

を呈し、埋土は２層からなる。炉０２は中央より南側にあり、長軸７４cm、短軸６５cm、深さ３３cmで、断面は

皿状を呈し、埋土は３層からなる。

貯蔵穴住居内に３基検出され、ＳＫＯｌは東側に位置し、長軸９７cm、短軸６２cm、深さ３０cm、断面はＵ字状

を呈し、埋土は２層からなる。ＳＫＯ２は南側に位置し、長軸７０cm、短軸６８cm、深さ２５cm、断面は凹字状を

呈し、埋土はｌ層からなる。ＳＫＯ３は北西側に位置し、長軸４６cm、短軸４０cm、深さ３３cm、断面はＵ字状を



第'''－３００図１１ｇ４Ｓｌ平面･断面図(1/SO）
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呈し、埋土は２層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片１８．底部片ｌ、壷口縁部片５．底部片３が出土している。流

第Ⅲ－３０１図１１９４S|出土土器実測図(1/3)<床面(1)､Ｐ(2)､３層(３～５)､２層(６～１３)、１眉(１４)〉
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まとめ主柱穴はＰｌ～３他で構成される４+２本柱構造のものの可能性がある。ＳＫＯ３がある程度埋まった

状況で獣骨が出土している。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器

や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は４Ｂ期に位置づけられると推定できる。

１１９２Sｌ（第Ⅲ－３０５．３０６図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高

は約５３．４ｍで、この住居埋没後、北西側にｌｌ７２ＳＩ、上層部にｌｌ７６ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐

24.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．７０ｍ以上、短軸２．５２ｍ以上を測る。残存床面積は１０．２７㎡で、

検出面からの深さは０．３ｍである。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～４７cm、深さは２６～４７cmである。柱痕跡の径は１５～３０cmである。

れ込みの遺物と推定できる。
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第'''-303図１１９４S|内SKO２．０３平面･断面遺物出土状況図(1/20）
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第'''－３０４図１１９４Ｓ|出土石器実測図(2/３)<ＳＫ（１）〉（1/３)<床面(2)〉
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第'''-305図１１ｇ２Ｓｌ平面･断面図(1/SO）

第'''－３０６図１１９２S|出土土器実測図(1/3)<床面(１～３)、１層(４～１１）〉
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遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片１０、饗底部片２、壷口縁部片３が出土している。流れ込みの

遺物であると推定できる。

まとめＰｌ～４を主柱穴とする４本柱構造でＰ５．６を支柱とする構造と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は５期に位置づけられると推定できる。
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第'''－３０７図１１７６S｜平面･断面図(1/SO）
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第'11-308図１１７６S|出土土器実測図(1/3)<Ｐ(１．２)､床面(3)、１層(４～１５)〉

、、
、

一死マ蚕

０

2２５

〃 悪 ▽三
｜’

、 一一

、

石冠ｆ
、、

､“
、、

ｂ

・
学
一
声

＄
寺

〆
・
一
一

“Ｔア雲雲＃
１０ｍ

《ｱ言，



－ａ

⑧ 寮Fﾆア
床面（１）

０ ５ｍ

トー
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出土土器実測図(1/3）ｃ ｃ
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第Ⅲ－３１２図１５３S|出土土器

実測図(1/3）
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１１７６Ｓｌ（第Ⅲ－３０７．３０８図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾

濫原上に位置する。旧地形は削平され

ていると考えられる。床面の標高は約

５３．４ｍで、この住居埋没後、北西側

にｌｌ７２ＳＩが建てられ､東側は調査区

外である。主軸の方位はN-20o-Wで

ある。

住居形態平面形態は方形を呈し､長

軸３．９４ｍ､短軸２．６８ｍ以上を測る。

床面積は推定出来ず、残存面積は

９．０９㎡で、検出面からの深さは０．２

ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～４４cmで、深

さは３５～５１ｃｍである。柱痕跡の径

は、１２～２６cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは､蜜

口縁部片26,壷口縁部片６､高杯ｌが

出土している。流れ込みの遺物である

と推定できる。

まとめ東側は調査区外のため､詳細

は不明であるが、４本柱十２本柱構造

の竪穴住居であると考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に

直接伴うと断定できる土器はない

が、出土土器や住居の新旧関係から

考えて、住居の時期は６Ａ期に位置づ

けられると推定できる。
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第'''-309図１１９１Ｓ｜平面･断面図(1/８０）
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第Ⅲ－３１１図１５３SＩ平面･断面図(1/SO）
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153S|出土石器実>則図(2/3)<4層〉

１淡褐色粘質土
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３茶褐色粘質土
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５４よりやや黒い

６２よりやや暗い

７硬化面（淡明褐色土）

８暗褐色土
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１１９１Ｓｌ（第Ⅲ－３０９．３１０図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている考えられる。床面の標高

は約５３．５ｍで、この住居埋没後ｌｌ７４ＳＩ･ｌｌ９４ＳＩ･ｌｌ９２ＳＩ･ｌｌ７６ＳＩが建てられている。主軸の方位は不明で

ある。

住居形態住居形態、長軸・短軸・床面積・深さ・埋土はすべて不明である。

柱穴柱穴の径は２８～３２cmで、深さは２４～３２cmである。柱痕跡の径は、１６～２０cmである。

遺物出土状況住居埋土から、謹口縁部片２個出土している。

まとめ１１７４．ｌｌ７６ＳＩとの重複関係から６Ａ期以前と推定できる。

153ＳＩ（第Ⅲ－３１１．３１２．３１３図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形がやや削平されていると考えられる。床

面の標高は約５２．６ｍで、この住居埋没後、l23SI・l24SI・l38SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐

４．－Ｗである。
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第Ⅲ－３１４図１２０９S|･１２１１Ｓ|･１３ｓS｜平面･断面図(1/８０）
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遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片２、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定でき

る。

まとめ主柱穴は（Ｐ１．２)、支柱（２本柱）で構成されるものと考えられる。

遺物の''１土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ｂ期に位置づけられると推定できる。

１２０９Ｓｌ（第Ⅲ－３１４．３１５．３１６図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面の

標高は約５３．１ｍで、この住居埋没後、北側に１１７２、ｌｌ９６ＳＩ、西側にｌ２１１ＳＩ、南側上層部にｌｌ７４ＳＩが建

てられている。主軸の方位はほぼ南北である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２４２ｍ以上．短軸２．０６ｍ以上を測る。残存床面積は３．４７㎡で、

検出面からの深さは４２ｃｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～２８cmで、深さは２５～４０cmである。柱痕跡の径は１２～１８cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、郵口縁部片２、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定でき

る。

まとめ残存面積が狭いため、詳細は不明である。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土

器はないが、出土土器や住居の新ｌＨ関係から考えて、住居の時期は６Ａ期以前（５期）に位置づけられると推

定できる。
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第Ⅲ－３１７図１２１１Ｓ|出土土器る・
実測図(1/3） 柱穴柱穴の径３４～５０cmで、深さは１８～３６cmである。柱

痕跡は認められない。
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住居形態平面形態は正方形を呈し､長軸３．０８ｍ､短軸２．８３

ｍを測る。床面積は８．９１㎡で、検出面からの深さは０．６２ｍ
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第'''－３１６図１２０９Ｓ|出土石器実測図(2/3)<床面〉
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勉Ii幽幽12／ 没後､上層面にｌ２０１ＳＩが建て

られている｡主軸の方位は､Ｎ‐ulOOgZ詞・iＯ－

④ 州“全割二あき'５

住居形態平面形態は長方形

を呈し、長軸２．７２ｍ、短軸

2.24ｍを測る。床面積は５．２３

㎡で、検出面からの深さは

0.20ｍである。硬化面は床全

体に認められる｡埋土は検出し

た部分はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は１７～３２ｃｍ

で､深さは１３～４０cmである。

柱痕跡の径は１２～１８cmであ

る。

遺物出土状況住居の埋土か
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１２１１ＳＩ（第Ⅲ－３１４．３１７図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標

高は約５２．９ｍで、この住居埋没後、北側にl23SI、西側にl53SIが建てられている。主軸の方位はほぼ南北

である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸１．６６ｍ以上、短軸１．１６ｍ以上を測る。残存床面積は０．８４㎡で、検

出面からの深さは０．６ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２６cmで、深さは２７cmで、柱痕跡の径１５cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、要口縁部片２が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ遺構のほとんどが壊されているため、詳細は不明である。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､住居の新旧関係から考えて、住居の

時期は６Ａ～８期以降に位置づけられると推定できる。

１３８ＳＩ（第Ⅲ－３１４．３１８．３１９図、ＰＬ､28）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．７ｍで、この住居埋没後、北東部上層にはl23SIが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐１０°-Ｗで

ある。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４．６６ｍ、短軸４４４ｍを測る。床面積は１４．８㎡で、検出面か

らの深さは０．５８ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２３～３２cmで、深さは２８～４２cmである。柱痕跡は見つからない。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片３８．底部片２、壷口縁部片１４．底部片２が出土している。廃

棄及び流れ込みの遺物と考えられる。

まとめ主柱穴はＰｌ～４で構成される４本柱構造と考えられる。住居に直接伴うと断定できる土器はない

が、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ｂ期に位置づけられると推定できる。

１２１３ＳＩ（第Ⅲ－３２０図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標

高は約５２．５ｍで、この住居埋
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０ ２ｍ

ｰ戸一一J

第Ⅲ－３２０図



ロ＜

釦１ 』
Iﾘノ

日－

山009.Ｃ９=F１,８－

⑧

aL三53.600ｍ

Ｆ
Ⅱ
、
四
・
ｍ
。
◎
ヨ

ワ
ー

－ａ

｡

＜

’

５

零
頭
３

ら時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ竪穴部の上層部がｌ２０１ＳＩによって壊されており、詳細は不明であるが、竪穴部の深さは８０cm以上

と推定される。Ｐｌ～４を主柱穴とする４本柱構造と考えられる。

住居の新旧関係から考えて、住居の時期は３期以前に位置づけられると推定できる。

１２０１ＳＩ（第Ⅲ－３２１．３２２図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．７ｍで、この住居埋没後、北側上層部にｌｌＯ５ＳＩとl200SI、南側上層部にl23SI・ｌｌ９５ＳＩ・l208SI

が建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐７．－Ｗである。

住居形態平面形態はほぼ長方形を呈し、長軸４．９４ｍ、短軸４．４２ｍを測る。床面積は18.28㎡で、検出面

からの深さは０．７ｍである。硬化面はほぼ床全面に認められる。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２１～３８cmで、深さは２２～４３cmで、柱痕跡の径は１４～１８cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜口縁部片３．底部片ｌ、壷底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物で
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あると推定できる。

まとめＰｌ～３を主柱穴とする４本柱の構造と考えられるが、南西隅の１本は検出できなかった。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は３期に位置づけられると推定できる。
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第'''－３２７図１２３S|出土土器実測図１（1/3）
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123Ｓ’（第Ⅲ－３２３～３３４図、ＰＬ､６．７．２８．２９．４２）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置し、旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５２．９ｍで、この住居埋没後、東側上層にｌｌ７２ＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ－２１ｏ－Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸５．８８ｍ、短軸４．８４ｍを測る。床面積は２３．８５㎡で、検出面から

の深さは０６ｍである。硬化面は中央部約ｌ/２に認められる。埋土は５層からなる。

柱穴柱穴の径は２４cm～３５ｃｍで、深さは３５～４９cmである。柱痕跡の径は１４～２８cmである。
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第111-330図１２３Ｓ|出Ⅷ十十器実測図４(1/3)<肩部(1)､床面(２．３)､４層(４～１５)〉
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炉住居の中央部に位置し、長軸７５cm、短軸５６cm、深さ１９cmを測る。断面は皿状を呈する。埋士はｌ層

からなり、周囲に炭が集中している。

貯蔵穴住居内に４箇検出し、ＳＫＯｌは住居の南側に位置し、長軸６６cm、短軸５０cm、深さ２４cmで、断面は

すり鉢状を呈し、埋土は２層からなる。ＳＫＯ２は中央部に位置し、長軸５４cm、短軸５２ｃｍ、深さ３０cmで、

断面はＵ字状を呈す。ＳＫＯ１．０２はいずれも埋土は２層で、ｌ層目暗褐色シルト、２層目茶褐色シルトであ

る。ほぼ同時期のものと推定される。ＳＫＯ３は長軸６６cm、短軸５０cm、深さ３７cmで、断面はＵ字状を呈し、

埋土は４層からなる。ＳＫＯ４は西側に位置し、長軸１２０cm、短軸９７cm、深さ２９cmで、断面はＵ字状を呈し、

埋土は２層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片６９．底部片１９、壷口縁部片３８．底部片３．高坪ｌが出土し

ている。第Ⅲ‐326図に示されるように廃棄された状況で出土した。ＳＫＯ３より獣歯、床面で獣骨が出土して

いる。

Ⅷ、≦１，、

第'''－３３１図１２３S|出土土器実測図５(1/3)<3層(１～１７)〉
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一 －司

まとめ典型的なレンズ状堆祇の埋土である。北西側から埋没したと考えられる。竪穴西側で床面より２０ｃｍ

の高さで最大幅９０cmの平らな部分があり、竪穴入口の階段としての利川が考えられる。柱構造はＰｌ～６の

6柱構造およびＰ７～１０の４本柱構造と推定される。竪穴の形状・大きさなどからＰｌ～６で建てられたの

ち、Ｐ７～１０を主柱穴とするものに建て替えられたものと考えられる。

辿物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は８期に位涜づけられると推定できる。

第'''－３３３図１２３Ｓ|出土石器実測図１（1/3)<床面(１．２)､４眉(3)〉
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第Ⅲ-334図１２３Ｓ|出土石器実測図２(2/3)<4層(1)､３層(2)､２層(3)〉

5ｍ

１２０４ＳＩ（第Ⅲ－３３５図）

位置辿跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。位置辿跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高

は約５３２８ｍで､この住居埋没後､南側にｌｌ９８ＳＩが建てられ､東側は調査区外である。主軸の方位はＮ-19。－

Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長靴１．３５ｍ以上、短軸０．６６ｍ以上を測る。床面積は測定不可能で、残

存床面積は０．６１㎡、検出面からの深さは３０ｃｍである。埋土は１層からなる。

柱穴柱穴は検出されていない。

遺物出土状況住居の埋土から時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ住居の大部分が調査区外及び破壊されているため詳細は不明である。住居の新旧関係から８期以前と

推定できる。

１１９８Ｓ’（第Ⅲ－３３５．３３６図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高

は約５３．３ｍで、この住居埋没後、西側にｌｌ７３ＳＩ、北側にl195SIが建てられている。東側は調査区外であ

る。主軸の方位は不明である。

住居形態平面形態は方形であり、長軸３．３６ｍ以上、短軸０．９６ｍ以上を測る。床面積は不明で、残存床面

2４２
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第'''－３３５図１２０４S|･１
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貯蔵穴住居内での位置は不明で、長軸６２cm、短軸３８cm以上、深さ４２cmで、断面はＵ字状を呈し、埋土は

２層からなる。

遺物出土状況住居の埋土から時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ多数の住居に埋没後破壊され、しかも調査区外に伸びるため詳細は不明である。住居の新旧関係によ

り８期以前と推定できる。

１１９５ＳＩ（第Ⅲ－３３７．３３８図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。

床面の標高は約５３．０ｍで、この住居埋没後、南側にl23SIとｌｌ７２ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐

１９．－Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．３４ｍ、短軸１．８６ｍ以上を測る。床面積は不明で、残存床面積は

5.90㎡で、検出面からの深さは０．３２ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は１４～３３cmで、深さは２５～４９cmである。柱痕跡の径は１８～２８cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片９，壷口縁部片４が出土している。
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平面･断面図(1/ＳＯ）

積は約１．５６㎡、検出面からの深さは０．３ｍである。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は２３～４２ｃｍで、深さは１２～４５cmである。柱痕跡の径は１６～３０ｃｍである。

貯蔵穴住居内での位置は不明で、長軸６２cm、短軸３８cm以上、深さ４２cmで、断面はＵ字状を呈し、
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第'''－３３６図１１９８S|内ＳＫＯ１平面･断面図(1/40）
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第Ⅲ-33Ｓ図１１９５S|出土土器実測図(1/3）
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第'''-339図１０９４S|出土土器実測図(1/3)<2層(１～６)、１層(７～ｇ)〉
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第'''-341図・壁3｣｡｡､l営一“ 第'''-341図１２０８S|出土土器実測図(1/3)〈1層(１～３)〉

１暗褐色シルト
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第Ⅲ－３４０図

120SSl内ＳＫＯ１

平面･断面図(1/40）

まとめ主柱穴はＰｌ～５で構成される４本十２本構造の住居とが考えら

れる。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はない

が､住居の新旧関係から考えて、住居の時期は４Ａ期以降に位置づけられる

と推定できる。

1203SＩ（第'''－３３７図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留め

ていると考えられる。床面の標高は約５２．８ｍで、この住居埋没後、西側に

lO94SI、東側にｌｌ９５ＳＩが建てられ、中央部分を撹乱により掘削されてい

2４５



る。主軸の方位はＮ‐１４．－Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．８４ｍ、短軸０．８８ｍ以上を測る。残存床面積は３，２９㎡で、検出面

からの深さは０．４２ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は５８～７４cmで、深さは３３～４３cmである。柱痕跡の径は２６～５８cmである。

遺物出土状況住居の埋土から時期がわかる遺物は、出土していない。

まとめ柱穴の確認位置から４本柱の竪穴住居の可能性がある。

住居の時期は、新旧関係から４Ａ～８期と推定できる。

1208SＩ（第Ⅲ－３３７．３４０．３４１図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。床

面の標高は約５３．１ｍで、この住居埋没後、上層部にｌｌ９５ＳＩに、西側にl203SI、南側にl23SIが建てられ

ている。主軸の方位はＮ‐１２．－Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．４２ｍ、短軸０．５２ｍ以上を測る。残存床面積は１．３０㎡で、検出面

からの深さは０．４２ｍである。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は２８～３６cmで、深さは２２～５６cmである。柱痕跡の径は１８～２４cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片２、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物である。

まとめ他の住居にほとんどの部分が壊されているため詳細は不明であるが､２本柱構造の住居である可能性

がある。遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係か

ら考えて、住居の時期は４Ａ期に位置づけられると推定できる。

1094Sｌ（第Ⅲ－３３７．３３９図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほとんど削平されていると考えられる。床

面の標高は約53.02ｍで、この住居埋没後、西側にl29SIが建てられている、南側は調査区外により未発掘

である。主軸の方位はＮ‐13.-Ｗである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４４２ｍ、短軸１．８８ｍ以上を測る。床面積は不明で、残存床

面積は６３７㎡で、検出面からの深さは０．３４ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は３２～４２cmで、深さは３７～７４cmである。柱痕跡の径は１６～２６cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片４．底部片３、壷底部片２が出土している。

まとめ確認された柱位置から、６本柱か４本柱を主柱とする竪穴住居と推定できる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ａ～４Ｂ期に位置づけられると推定できる。

１１９６Sｌ（第Ⅲ－３４２．３４３．３４４図、ＰＬ,７）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。

床面の標高は約５３．０ｍで、この住居埋没後、西側にｌｌ８０ＳＩが建てられている。主軸の方位はN-5o-Wであ

る。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４．１６ｍ、短軸１．８８ｍ以上を測る。残存床面積は５．５５㎡であり、

検出面からの深さは０．５２ｍである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～５０cmで、深さは３２～７４cmである。柱痕跡の径は１０～３４cmである。

炉住居内での位置は不明で、長軸８９cm、短軸７８cm、深さ２７cmで、断面はＵ字状を呈する。埋土は３層

からなり、全層に焼土及び炭が出土している。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片ｌ・底部片ｌ、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物

と推定できる。
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第Ⅲ-342図１１９６S｜平面･断面図(1/SO）
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平面･断面図(1/40）
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第Ⅲ-343図１１９６S|出土土器実測図(1/3)<炉(１．２)､Ｐ(3)〉

まとめ主柱穴はＰｌ～２で構成される２本柱構造の竪穴住居

と推定できる。Ｐ３．４も主柱穴を構成する可能性がある。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器

はないが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期

は７期以降に位置づけられると推定できる。

１１７２ＳＩ（第Ⅲ－３４５．３４６．３４７．３４８．３４９図、

ＰＬ､７．４２．５１）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧
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である。硬化面は床面の中央部を２/３程占めている。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２３～３７cmで、深さは１０～２７cmである。柱痕跡の径は１１～２７cmである。

炉住居のほぼ中央部に位置し、長軸４７cm、短軸３５cm、深さ１６cmで、断面は皿状を呈する。埋土は２層

からなり、上層に焼土が見られる。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片７０．底部片６、壷口縁部片２６．底部片ｌ、鉢２が出土してい

る。埋土上層から、磨製石鍛（第Ⅲ‐348図１．２、ＰＬ､42)、手鎌（第Ⅲ‐349図ｌ、ＰＬ５１）が出土してい

る。いずれも流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴は（Ｐｌ～４）で構成されるものと（Ｐ５～９）で構成されるものとが考えられ、竪穴の形状．
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大きさなどからＰｌ～４で建てられたのち、Ｐ５～１０を主柱穴とするものに建て替えられたものではないか

と考えられる。

南西隅の焼土は、長IlillIL6m、短軸１ｍの脳がりを見せ、火災にあった可能性がある。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は８期以降に位置づけられると推定できる。

１１７３Ｓ’（第Ⅲ－３５０．３５１．３５２図、ＰＬ､７．４２）

位置進跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。｜Ⅱ地形は削平されていると考えられる。床面の標

高は約５３．２５ｍである。主軸の方位はN-lOo-Wである。
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、
皇
。
“

Ｌ=５３．５００ｍ
Ｃ－

Eﾐミ
ー

８ －８
u』009.ｅ９='１

第'''－３５５図１２０５Ｓ|出土埋土は２層からなる。

⑧

雲
０

燕凄 －
匹

Ｅ
Ｃ
○
ｍ
・
の
、
Ⅱ
ヨ

０
０
０
０
「
Ｊ

〉
〉
〕
″
Ｍ
一
一

■ー■■＝勺

●●●･･剣

』Ｉ
℃

◎
ｃ
談
も

一．可

ﾖＩ

〕
ら

aLこう3.500

雲雲ﾐﾐｮ

０

８７

ﾜ7ＷZ言7４
ａ

｡

ワ

I燕$ 茜』
一
〆
房

Iil｛
屋
。
○
ぬ
．
、
の
Ⅱ
ヨ

７暗黄褐色シルト

８暗褐色混黄褐色シルト

９暗褐色シルトブロック混褐色シルト

４淡茶褐色シルト

５暗灰褐色シルト

６暗褐色シルト

１１０５ＳＩ ｌａ’５

F二王皇

０２ｍ

ｰ斤一引

１１

１０ｍ

口

ZＩ

１明黄淡褐色シルト

２黄淡褐色シルト

３黒褐色シルト

？宝乏

第'''－３５３図１２０２Ｓ|･１２０５S|･１１７SS｜平面．断面図(1/ｓｏ）

住居形態平面形態はほぼ正方形を

呈し、長軸３．５０ｍ、短軸３．２６ｍを
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一国りま床面中央部の２/３を占めている。
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ｰ_‐埋没後、西側にｌｌ７８ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐１７｡‐

第'''-357図１２０５S|内･ＳＫＯ１Ｗである。
平面･断面図(1/40）住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．４ｍ以上．短軸０．６８ｍ

以上を測る。残存床面積は、２．６８㎡で、検出面からの深さは０．３ｍ

である。埋土は２層からなる。

穴柱穴の径は３２～３８cmで、深さは２８～４１ｃｍである。柱痕跡の径は１１～２０cmである。
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柱穴柱穴の径は３２～３８cmで、深さは２８～４１ｃｍである。柱痕跡の径は１１～２０cmである。

遺物出土状況住居の埋土から蜜口縁部片４，壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ東側ほとんどが、調査区外になっているため柱穴は３本しか確認できず、構造は不明である。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ｂ期に位置づけられると推定できる。
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遺物出土状況住居の埋土から、護口縁部片３６．底部片８、壷口縁

部片２５．底部片ｌ、無頚壷１，鉢ｌが出土している。磨製石鍛（第

Ⅲ-350図１．２、ＰＬ４２）廃棄及び流れ込みの遺物と推定される。

④
まとめ主柱穴は（Ｐｌ～４）で構成されるものと、（Ｐ５～８）で
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構成されるものと、（Ｐ９～１２）で構成されるものが考えられ、竪

穴の形状・大きさなどからＰｌ～４で建てられたのち、Ｐ５～８を

主柱穴とするものに建て替えられ、さらにＰ９～１２を主柱穴とす

るものに建て替えられたのではないかと考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はな

いが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は８期以

降に位置づけられると推定できる。

1202Sｌ（第Ⅲ－３５３．３５４図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形が削

平されていると考えられる。床面の標高は約５３．０８ｍで、この住居
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１２０５ＳＩ（第Ⅲ－３５３．３５５．３５７図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５３．０ｍで、この住居埋没後、上層部に１１７８SIが建てられている。主軸の方位は不明である。

住居形態平面形態は方形と考えられる。長軸３．６２ｍ以上、短軸１．１４ｍ以上を測る。残存床面積は約０．２４

㎡で、検出面からの深さは０．４２ｍである。埋土は４層からなる。

柱穴柱穴の径は２６～５２cmで、深さは３３～８５cmである。柱痕跡の径は１８～２５cmである。

貯蔵穴住居の東側に位置し、長軸１０８cm、短軸８５cm、深さ４５cmで、断面はすり鉢状を呈し、埋土はｌ層

からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片ｌ・底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ住居のほとんどが他の住居によって壊されており、詳細不明である。時期の推定も困難である。
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１１７８ＳＩ（第Ⅲ－３５３．３５６図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。床

面の標高は約５３．０８ｍで、この住居埋没後、西側にｌｌＯ５ＳＩが建てられている。主軸の方位はほぼ南北であ

る。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．５４ｍ以上、短軸４．３０ｍ以上を測る。残存床面積は５．３２㎡で、検

出面からの深さは０．３２ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～４４cmで、深さは３２～５６cmである。柱痕跡の径は１９～２７cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片９．底部片２が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ東側と南側は他の住居に切られているため、全体の様相をつかむことはできないが､確認しているピ

ットから４＋２本柱構造の竪穴住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ｂ期～７期に位置づけられると推定できる。

１１０５Sｌ（第Ⅲ－３５８．３５９．３６０．３６１図、ＰＬ４２）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。床

面の標高は約５２．８ｍである。主軸の方位はＮ‐4.-Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４．７６ｍ、短軸４１４ｍを測る。推定床面積は１６．６３，，fで、残存床

面積は１６．１０㎡である。検出面からの深さは０．５ｍである。硬化面は床面の中央部２/３を占めている。埋土

は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２５～５０cmで、深さは１９～６６cmである。柱痕跡の径は１６～３４cmである。

炉住居のほぼ中央部に位置し、長軸３５cm、短軸３３cm、深さ１０cmで、断面は皿状を呈し、埋土はｌ層か

らなる。

貯蔵穴住居の北側に位置し、長軸９０cm、短軸７８cm、深さ３９cmで、断面はＵ字状を呈し、埋土は２層か

らなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、喪口縁部片３６．底部片５、壷口縁部片１０・底部片４が出土している。

打製石鎌（第Ⅲ‐360図ｌ、ＰＬ４２）流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴は（Ｐｌ～６）で構成される４＋２本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は７期に位置づけられると推定できる。

１１９OSI（第二・三面）（第Ⅲ－３６２．３６４．３６９図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２．５ｍで、この住居埋没後、上層部にｌｌ８５ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐7.-Ｗである。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸４．３４ｍ、短軸４１４ｍを測る。床面積は１５．２７㎡で、検出面

からの深さは０．６８ｍである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は１８～３４cmで、深さは１４～７３cmである。柱痕跡の径は１２～２６cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸６７cm、短軸６７cm、深さ２９cmで、断面はすり鉢状を呈し、埋土は３層か

らなる。

貯蔵穴住居の中央部に位置し、長軸６０cm、短軸４７cm、深さ３４cmで、断面はＵ字状を呈し、埋土は２層

からなる。

遺物出土状況住居の埋土から（一・二面合わせて)、謹口縁部片８．底部片３、壷口縁部片２．底部片２、鋪

２５７
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片（第Ⅲ－３６９図ｌ）が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰｌ～６で構成されるものとＰ７～１２で構成されるものとが考えられる。上屋が建て替え

られたものではないかと考えられる。第三面はＰ１３．１４で構成される２本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は３期に位置づけられると推定できる。

１１９０Ｓ’（第一面）（第Ⅲ－３６３．３６４．３６５．３６６．３６７．３６８．３６９図、ＰＬ､４２．５１）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２．６ｍで、この住居埋没後、上層部にｌｌ８５ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐7.-Ｗである。
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第'11-363図１１９０S|(第一面)平面･這構断面図(1/80）
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第'11-365図１１９ＯＳＩ出土土器実測図(1/3)<第一床面(１．２)､３層(3)､２層(４～１０)〉

犬

砿

1０

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し､長IIilll434

m、短軸４．１４ｍを測る。床面積は１６．７２㎡で、検

出面からの深さは０．６４ｍである。硬化面は広い範

囲に認められる。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は１９～４０cmで、深さは１６～６２

cmである。柱痕跡の径は１２～２３cmである。

炉炉の本体としては検出していないが､長軸１２０

cm、短軸１０９cm、深さ５cmで炭集中部分があり、そ

の中に直径１３ｃｍ程の出火点と見られる部分が検出

される。また、床中央部に黒く焼けた後が見られ

る。

遺物出土状況流れ込みの遺物が出土している。床

面から鋳造鉄斧再利用素材鉄片１（第Ⅲ-369図２、

PL51)、ｌ層から不明鉄片ｌが出土している。

まとめ主柱穴はＰｌ～４で構成されるものと、Ｐ
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第Ⅲ－３６７図１１９０S|出土石器実測図１（1/3)<床面(１．２)〉
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第111-368図１１９ＯＳＩ出土石器実測図２(1/3)〈1層〉
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第'11-369図１１９０S|出土鉄器実測図(2/3）

〈第二床面(1)､第一床面(2)〉

５～８で構成されるものが考えられる。上屋が建て替えられ

たものではないかと考えられる。遺物の出土状況から考えて

住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居

の新旧関係から考えて､住居の時期は４Ａ期に位置づけられる

と推定できる。

１１８５Ｓ’（第Ⅲ－３６４．３７０．３７１．３７２．３７３図、

、ＰＬ２９ｏ４３）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地

形は削平されていると考えられる。床面の標高は約５２．８８ｍ

で、この‘住居埋没後、東側にｌｌ６３ＳＩ、南側にｌＯ９４ＳＩと

l29SI、北側にｌＯ９５ＳＩ（第二面)、上層部はｌｌ６７ＳＩが建て

られている。主軸の方位はＮ-1。-Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し､長軸４．３２ｍ､短軸３．７２

ｍを測る。床面積は１３．６８㎡で、検出面からの深さは０．３５

ｍである。硬化面はほぼ全面に認められる。埋土は２層から

なり、人為的な堆稜が見られる。

柱穴柱穴の径は１８～４４cmで､深さは１０～６９cmである。

2６２
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【０ 2ｍ

第'''－３７０図１１８５Ｓ｜平面･断面図(1/８０）
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|ｒ ｌ』 cm、深さ２８cmで、埋土は２層からなる。炉０２は長軸４０

cm、短軸３７cm、深さ１８cmで、埋土はｌ層からなり、カ

ーボンブロックを含む。断面は２基ともＵ字状を呈す。

遺物出土状況住居の埋土からは、蓋口縁部片５，底部片

2、壷口縁部片２，底部片１，台付鉢ｌが出土した。埋土

瀞 瞳
ｌ暗褐色灰混入乙、亜'－１榔司)ﾉｰＩ乙、ｊＥＩＱ可》ﾉｰ１１，口１､｣亜竿ｌ〃‐ｌＬＩ－ＬＬ/ノーｏ＝一
２暗灰褐色シルト
灰白色ブロック土を

含む炭混入 下層から砥石（第Ⅲ-373図ｌ、ＰＬ､４３）が出土している。
３カーボンブロック泥

暗褐色シルト

１ｍ いずれも流れ込みの遺物と推定できる。

柱痕跡の径は１４～３８cmである。

④炉住居の北西側に位置し､炉01は長軸65cm､短軸５０．菌｜亘一一

』｜』
Ｏ

ｎ

ａＬ当呈52.900ｍ

１寺一Ⅶ仰れⅧれ込がαﾉ週初こ狂ﾉ吐二に己。。
まとめ４＋２本柱構造の住居と推定できる。床面積につ

第Ⅲ－３７２図１１S5Sl内炉０１．０２
いては、上層部を複数の住居に壊されてはいるが、床面は

平面･断面図(1/40）
壊されていないため、ほとんど影響はないと考えられる。

炉については炉０１、炉０２共に、住居の北西部に位置している。この炉については、住居の壁際に近いので、

何らかの理由で炭・焼土が、集中しているだけで、屋内炉としての機能は果たしていなかったかもしれない。

遺物の出土から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考えて、

住居の時期は４Ａ期に位置づけられると推定できる。

1095SＩ（第二面）（第Ⅲ－３７４．３７６．３７７．３８０図、ＰＬ､７．８．４３）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形が削平されていると考えられる。床面の標高は

約５３．１ｍで、この住居埋没後、東側にｌｌ６３ＳＩ、上層部はｌＯ９５ＳＩ（第一面）とlO96SIが建てられている。

主軸の方位はＮ‐1.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．１６ｍ以上、短軸２．８８ｍ以上を測る。残存床面積は８．１２㎡で、検

出面からの深さは０．２６ｍある。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は２６～５６cmで、深さは６４～１１ｃｍである。柱痕跡の径は１６～４２cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、一面・二面合わせて蜜口縁部片２１．底部片ｌ、壷口縁部片３．底部片ｌ、

高杯ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。埋土から台石（第Ⅲ‐377図・PL43）が出土してい

る。

まとめ主柱穴２本柱構造の竪穴住居である。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ｂ期より、さほどさかのぼらない時期に位置づけられると推定できる。

1095Sｌ（第一面）（第Ⅲ－３７５．３７６．３７８．３７９．３８０図、ＰＬ､４２．４３）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形が削平されていると考えられる。床面の標高は

約53.20ｍで、この住居埋没後､東側にｌｌ６３ＳＩ、lO96SIが建てられている。主軸の方位はN-4o-Wである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．４６ｍ、短軸３．１２ｍ以上を測る。床面積は推測できず、残存床面

積は８１２㎡で、検出面からの深さは０．１４ｍである。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は１８～４０cmで、深さは２２～８１ｃｍである。柱痕跡の径は１０～３４cmである。

遺物出土状況一面の住居の埋土から第Ⅲ‐376図８～１４の遺物が出土している。流れ込みの遺物と推定で

きる。埋土から台石（第Ⅲ‐378図・PL43）が出土している。

まとめ主柱穴４本柱構造の竪穴住居である。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ｂ期に位置づけられると推定できる。

ﾘ鰯涙雲ﾌ゙リ
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第'''－３７３図１１８５S|出土石器実測図(2/3)<2層〉

１１６７Ｓｌ(第Ⅲ－３８０．３８１．３８２．

３８４図、ＰＬ４３）

位置遺跡北西部（２区北部）の

氾濫原上に位置する。旧地形は削

平されていると考えられる。床面

の標高は約５３２ｍで、この住居埋

没後、上層部にｌｌ６３ＳＩ、西側に

ｌＯ９５（第一面）とlO97SI、南側

にｌＯ９５（第二面）とｌＯ９４ＳＩ、

l29SIが建てられている。主軸の

方位はＮ‐4.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形と思わ

れ、長軸７．０３ｍ、短軸２．７２ｍ以

上を測る｡残存面積は５．５８㎡で、

検出面からの深さは０．１０ｍであ

る。埋土はｌ層からなり、人為的

な堆積が見られる。

柱穴柱穴は１期のみ検出でき、

径は､４５cm､深さはｌＯｃｍである。

柱痕跡の径は２２cmである。

遺物出土状況住居の埋土から、

髪口縁部片ｌ、壷底部片ｌ、管玉ｌ

(第Ⅲ‐384図）が出土している。

流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ上面を削平されているた

め詳細は不明である。出土遺物及

び住居の新旧関係から３期に位置

づけられると考えられる。

１１６３ＳＩ（第Ⅲ－３８０．３８１．３８３

図）

位置遺跡北西部（２区北部）の

氾濫原上に位置する。旧地形は削

平されていると考えられる。床面

の標高は約５３．１ｍで､この住居埋

没後、北側にlO96SI、西側にｌＯ９５ＳＩ（第一面）が建てられている。主軸の方位はＮ‐3｡‐Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２．７８ｍ以上、短軸１１ｍ以上を測る。残存面積は２６１nnfで、検出

面からの深さは０．１８ｍである。硬化面は一部認められる。埋土はｌ層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、養口縁部片ｌ・底部片ｌが出土している。

まとめ西側がlO95SIに壊されているため、柱配置など詳細は不明である。

住居の時期は、新旧関係から４Ｂ～５期に位置づけられる。

2６５



１１６９ＳＩ（第Ⅲ－３８５．３８６．３８７図）
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位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上

に位置する。旧地形は削平されていると考

えられる。床面の標高は約５２．８ｍで、この

住居埋没後、東側にlO97SIが建てられて

いる。主軸の方位はＮ‐1.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸

５．２４ｍ、短軸４．８３ｍを測る。推定床面積

は２１．０５㎡で、検出面からの深さは０．５３

ｍである。硬化面は広い範囲に認められ
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る。埋土は２層からなる。
０２ｍ

ｰ一柱穴柱穴の径は１５～５３cmで､深さは３４

第Ⅲ-374図１０g5Sl(第二面）平面.断面図(1/SO）～５４cmである。柱痕跡の径は９～３５cmで
ある。

炉住居内に２基検出され、炉０１は住居の西側に位置し、長軸３１ｃｍ、短軸２７cm、深さ１３cmで、炉０２は

北東側に位置し、長軸４０cm、短軸２７cm、深さ１５cmである。炉０１．０２ともに断面はＵ字状を呈し、埋土は

２層からなる。

遺物出±状況住居の埋土からは、饗底部片２が出土している。流れ込みの遺物と考えられる。

まとめ主柱穴は、Ｐ１．２ないしは、Ｐ３．４で構成される２本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て､住居の時期は４Ａ期に位置づけ

られると推定できる。

１１０OSI（第Ⅲ－３８８．３８９図）

位置遺跡北西部(２区北部)の氾

濫原上に位置する。旧地形をほぼ

留めていると考えられる。床面の
bＱ

遥坐坐坐些ハｕｇ４

‘０－－ 山00ﾚ･８両｡

⑧ロ

１０９５Ｓ|(第一面）平面･断面図(1/SO）

０２ｍ

ー一

第'''－３７５図

標高は約５２．９ｍである。この住居

埋没後、東側にlO97SIが建てら

れている。主軸の方位はＮ‐８。-Ｗ

である。

住居形態平面形態は長方形を呈

し、長軸６．３８ｍ、短軸４．６５ｍを

測る。床面積は２４．７２㎡、残存床

面積は１９．５㎡で､検出面からの深

さは３０cmである。硬化面は広い範

囲に認められる。埋土は２層から

なる。

柱穴柱穴の径は３０～３７cmで、

深さは４３～５７cmである。柱痕跡

の径は、１８～２９cmである。
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第二次床面（1～7）
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第一次床面（8～１０）

２厨（１１～１３）

１層（１４）
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ＨⅢ一一一一斗

第'''－３７６図１０９５Ｓ|出土土器実測図(1/3）
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第Ⅲ－３７７図１０９５S|(第二面)出土石器実測図(1/3)<2層〉

ロ

第Ⅲ－３７８図１０９５S|(第一面)出土石器実測図１（1/3)<床面〉
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炉炉本体としてはないが、住居の東側に

直径１６ｃｍの焼土が検出された。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁

部片１０・底部片ｌ、壷口縁部片５．底部片

l、高坪］が出土している。流れ込みの遺

物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰ７～９で構成される４

本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴

うと断定できる土器はないが、出土土器か

ら考えて、住居の時期は４Ａ期に位置づけ

られると推定できる。新''1関係等は、現地

調査でよくつかめなかったが、この住居埋

没後にｌＯ９９ＳＩが建てられたと推測され

2６９
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ロ

１２ｇＳＩ

10

-’
、Ｉ

第'''-379図１０９５S|(第一面)出土石器実測図２(1/3)<床面〉
る。

１０９７ＳＩ（第Ⅲ－３８８．３９０図、

ＰＬ８）

位置辿跡北西部（２区北部）の

氾濫原上に位置する。|Ⅱ地形は削

平されていると考えられる。床面

の標高は約５２８８ｍで、この住

居埋没後､北側を撹乱に壊されて

いる。主軸の方位はＮ‐lOo-Wで

ある。

住居形態平面形態は長方形を

呈し、長軸３．９４ｍ、短軸３．３５ｍ

を測る｡推定床面積は１０．１７㎡、

残存床面積は９．７８㎡、検出面か

らの深さは０．３８ｍである。硬化

面は広い範囲に認められる。埋土

は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～５７ｃｍ

で、深さは６０～８１ｃｍである。

柱痕跡の径は１４～３４ｃｍであ

る。
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１典褐色シルトブロツク混IﾘI褐色シルト

２硬化面

３暗褐色ｼﾙ1,混蛍褐色シル１，

４暗褐色シルト(硬化而）

５茶褐色シルト（IO95SI第二面）

６茶褐色シルト汎|V]褐色シルト

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜、縁部片１２・底部片ｌ、壷口縁部片３．底部片２が出土している。

流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴は（Ｐｌ～６）で構成される４＋２本柱構造が考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ｂ～５期に位置づけられると推定できる。
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第'11-380図１０９５Ｓ|(第一面､二面)、１１６７S|､１１６３Ｓ｜

平面･断面図(1/８０)<床面〉
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１暗褐色シルト混黄褐色シルト

２硬化面

３茶褐色シルト明褐色シルト

'二二:>壱
１，００

１２９ＳＩ（第三面）（第Ⅲ－３９１．３９６図、ＰＬ,８．５１）
◎

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考

口回えられる｡床面の標高は約526mで､西側中央部は撹乱が入っており､この住居が埋
没してからｌｌｌ４ＳＸが掘削されている。主軸の方位はＮ‐５．－Ｗである。

。’

（'周）住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸10.34ｍ、短軸８．０８ｍを測る。推定床面積
０２ｍ

ーは６７．５㎡、残存床面積は58.361Tfで、検出面からの深さは0.1ｍである。埋土はｌ層

第Ⅲ-3Ｓ４図以上からなる。

T'雛涛柱穴柱穴の径はⅢ6町で淵さは15~47cmである｡柱痕跡の径は｣｡-2.
ｃｍである。

遺物出土状況住居の埋土からは、Ｉ～Ⅲ層合わせて謹口縁部片９１．底部片１９､壷口縁部片６５．底部片１２，

鉢５、高坪ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。最下層から刀子が出土している。

まとめ竪穴住居の堀り方の深さは６０cm以上と推定される。Ｐ９～１１を主柱穴とする４本柱構造と推定さ

れる。東側にはベット状遺構が存在する。

柱穴は３基しか検出できなかったが、６本柱以上主柱穴を持つ構造であった可能性が高い。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は８期に位置づけられると推定できる。
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第'''-3ｓ１図 １１６７S|･１１６３S｜平面･断面図(1/SO）
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第Ⅲ－３８２図１１６７S|出土土器実測図(1/3）第'''－３８３図１１６３Ｓ|出土土器実測図(1/3）
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第Ⅲ－３８７図１１６９Ｓ|出土土器実測図(1/3）
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１２９Ｓｌ（第二面）（第Ⅲ－３９２．３９３．３９７．４０２図、ＰＬ８）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は

約５２．７ｍで、西側中央部は撹乱が入っており、この住居が埋没してからｌｌｌ４ＳＸが掘削されている。主軸の

方位はＮ‐５°-Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸１０．３４ｍ、短軸８．０８ｍを測る。推定床面積は６７．５㎡、残存床面

積は５８．３６㎡で、検出面からの深さは０．３６ｍである。埋土は２層からなる。
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第'''-385図１１６９S｜平面･断面図(1/８０）
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推定される。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時７～８期に位置づけられると推定できる。

１２９Ｓｌ（第一面）（第111-394.３９５．３９６．３９８．３９９．４００．４０１図、ＰＬ,４３．５１）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．９ｍで、西側中央部は撹乱が入っており、この住居が埋没してからｌｌｌ４ＳＸが掘削されている。主軸

の方位はＮ‐５．－Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸１０．３４ｍ、短軸８．０８ｍを測る。推定床面積は６７．５㎡で、残存床

面積は５８．３６㎡、検出面からの深さは０．５ｍである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土はｌ層以上から

なる。

柱穴柱穴の径は２０～６０cmで、深さは１５～４７cmである。柱痕跡の径は、ｌＯ～２８cmである。
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ぐ －＞ｏ２ｑｎ住居形態平面形態は方形を呈し、長ＩｉＩｌＩ３１２ｍ以上、短軸２．３６ｍ
，，，’

第''１－４０１図１２９ＳI出土石器以上を測る。床面積は３．１１㎡以上で、残存床面積は3.11㎡、検出

実測図１（2/3)<3唐〉面からの深さは０．５ｍである。埋土はｌ層からなる。
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雨 謬害毒
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lｌｌ３Ｓｌ（第二面）（第Ⅲ－４０３．４０４図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位慨する。旧地形はほと

んどが削平されている｡床面の標高は約５３．１ｍで､この住居埋没後、

南側にl124SI､西側は調査区外､上層部にｌ１１３ＳＩに､東側にI099Sl

が建てられている。主軸の方位はN-7o-Wである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３１２ｍ以上、短軸２．３６ｍ

（

ﾐNNNNWI瀞黙剛、

、

眉

１ｔ

、

炉住居内に５基検出された。炉０１は住居の北側中央部に位置し、長軸、短軸５３cm、深さ８cmを測る。断

面は皿状を呈し、埋土は２層からなる。炉０２は住居の西側中央部に位置し、長軸７５cm、短軸６３cm、深さ

９cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土はｌ層からなる。炉０３は住居の中央部に位置し、長軸８６cm、短軸７７

cm、深さ２０cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土は２層からなる。炉０４は住居の東側中央部に位演し、長軸

６６cm、短軸６２cm、深さ１４cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土は２層からなる。炉０５は住居の南側中央部

に位慨し、長軸８０cm、短軸７６cm、深さ８cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土は２層からなる。

貯蔵穴住居の南側中央部に位慨し、長軸１５０cm、短軸１００cm、深さ４８cmを測る。断面はＵ字状を呈し、

埋土は３層からなる。

遺物出土状況流れ込み及び廃棄の進物と推定できる。床而から、鉄搬片（第Ⅲ-396凶２）が出土している。

まとめ竪穴住居の堀り方の深さは６０ｃｍ以上と推定される。Ｐｌ～３を主柱穴とする４本柱構造と推定さ

れる。東側にベット状遺構を持つ。

辿物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新lⅡ関係から考え

て、‘住居の時期は７～８期に位置づけられると推定できる。

第'11-400図１２９Ｓ|出十十器実測図４(1/3)〈｜居(１～１２)〉
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第Ⅲ－４０２図１２９Ｓ|出土石器実測図２(2/3)<第二次床面(１～３)〉
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⑧ 柱穴柱穴の径は１７～３３cmで、深さは２４～８０

cmである。柱痕跡の径はｌＯ～２８cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片４．

底部片ｌ、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込み

の遺物である。

まとめ西側の大部分が調査区外のため､詳細は不

明である。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定

できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係か

ら考えて、住居の時期は５期に位置づけられると推

定できる。

１１１３Ｓｌ（第一面）（第Ⅲ－４０４．４０５図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置す

る。旧地形のほとんどが削平されていると考えられ

る。床面の標高は約５３．３ｍで、この住居埋没後、

南側にｌｌ２４ＳＩ､西側は調査区外､上層部にｌｌｌ３ＳＩ

○
・
に
Ⅷ
、
⑭
．
、
。
○
ヨ

第Ⅲ-403図１１１３S|(第二面）平面･断面図(1/80）
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１灰暗褐色シルト

b'と二53.800ｍ 一ｂ
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'111蝶禦弓導弄?ず雨帝而で$

､

(第二面）に、東側にlO99SIが建てられている。主軸の方位はＮ‐7.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．１２ｍ以上、短軸２．３６ｍ以上を測る。床面積は３．１１㎡以上、残存

床面積は３．１１㎡で、検出面からの深さは０．５ｍである。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は２７～３５cmで、深さは２９～４９cmである。柱痕跡の径は１４～２９cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、要口縁部片４．底部片ｌ、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物

である。

まとめ西側の大部分が調査区外のため、詳細は不明である。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は５期以降に位置づけられると推定できる。

１２１８ＳＩ（第Ⅲ－４０５図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５２．９ｍで、この住居埋没後、南側にｌｌｌ３ＳＩが建てられ、東側は調査区外である。主軸の方位はＮ‐６°-Ｗ

である。

▽ 詔０１

４

<〆？

2８４
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第'''－４０４図１１１３Ｓ|(第一・二面)出土土器実測図(1/3)<第二次床面（１）、１層(２～５)〉
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１
１
回

ソ

住居形態平面形態は不明、長軸

２．９８ｍ以上、短軸０．７８ｍ以上を測

る。残存床面積は１．１５㎡で、検出面

からの深さは０．５ｍである。埋土は２

層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～２６cmで、深

さは２３～３６cmである。柱痕跡の径

は１９～２２ｃｍである。

遺物出土状況住居の埋土から、時

期が判明する遺物は、出土していな

い。

まとめほとんどが調査区外のため

詳細は不明である。住居の時期は

ｌｌｌ３ＳＩ等とｌｌＯ３ＳＩとの新旧関係か

ら、４Ｂ～５期と推定できる。

１０８８SＩ（第Ⅲ－４０５．４０６図）

位置遺跡北西部（２区中央部)の氾

濫原上に位置する。旧地形は削平さ

れていると考えられる。床面の標高

は約５２．９ｍで、この住居埋没後、北

側にｌｌ２４ＳＩが建てられ､西側と南側

は調査区外である。主軸の方位はＮ‐

８．－Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、

長軸３．００ｍ以上、短軸１．１０ｍ以上

を測る。残存床面積は１．６９㎡で、検

出面からの深さは０．４ｍである。埋

土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２６～４０cmで、深

さは２８～３９cmである。柱痕跡の径

は１７～２０cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、

髪口縁部片２．底部片２、壷口縁部片

２が出土している｡流れ込みの遺物と

推定できる。

まとめほとんどが調査区外のた

め、詳細は不明である。

遺物の出土状況から考えて住居に

直接伴うと断定できる土器はない

が、出土土器や住居の新旧関係から

Ｌ

－
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１灰黒褐色シルト（l層表土）

２黒褐色シルト混茶褐色シルト（2b層）

３黒褐色シルト混茶褐色シルト

４明茶褐色シルト

５暗茶褐色砂質土

６黄褐色点混暗褐色砂質土

７黒褐色混暗褐色シルト

８暗褐色シルト

９暗灰褐色砂質土

１０黒褐色シルト混暗褐色シルト

１１暗褐色シルト
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第Ⅲ-405図１１１３Ｓ|(第一面)、１０SSS|､１１２４S|､１２１ｓS｜

平面･断面図(1/SO）
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考えて、住居の時期は４Ｂ期に位置づけられる

と推定できる。

１１２４Sｌ（第Ⅲ－４０５．４０７．４０８図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位

置する。旧地形は削平されていると考えられ

る。床面の標高は約５２．８ｍである。西側は調
第Ⅲ-406図１０SSS|出土土器

査区外である。主軸の方位はＮ-3。-Ｅである。
実測図(1/3)<2層(1)〉

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．１０ｍ以上、短

⑨
軸１．６４ｍ以上を測る。残存床面積は３．４３㎡で、検出面

からの深さは０．４６ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２６～３５cmで、深さは２４～４０cmであ

る。柱痕跡の径は２０～２６cmである。

貯蔵穴住居の北東部の隅に位置し、長軸１６４cm、短軸

lO5cm、深さ３５cmを測り、断面は凹字状を呈し、埋土は

ｌ層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、髪口縁部片３．底部片

ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ西側の大部分が調査区外のため､詳細は不明であ

五の

－ａ

aL三53.000ｍ －ａ

ｰ 一 る｡遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定でき

第'''-407図１１２４S|内SＫＯ１る土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考えて、

平面.断面図(1/40）住居の時期は６Ａ期に位置づけられると推定できる。
１０９９Ｓｌ（第Ⅲ－４０９．４１０図）

▽影’立置遺跡北西部(2区中央部'の氾濫原上に位置する｡旧地形のⅨ
とんどが削平されていると考えられる。床面の標高は約５３．０５ｍ

床面（１）

２厨（２）
で、この住居埋没後、北東側IこｌｌＯＯＳＩ、東側にｌ１０１ＳＩが建てら

一一ー、

、紙/イ

れ、南東側をｌｌｌ４ＳＸに掘削されている。主軸の方位はＮ‐8.-Ｅで

第'''-408図１１２４S|出土土器ある。

実測図(1/3） 住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．１０ｍ以上、短軸１．７６ｍ

以上を測る。床面積は７．７５㎡以上、残存床面積７．７５㎡で、検出面からの深さは０．３６ｍである。埋土は２層

からなる。

柱穴柱穴の径は２７～４４cmで、深さは４３～５６cmである。柱痕跡の径は２０～３０cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片４，壷口縁部片ｌが出土している。

まとめ主柱穴はＰｌ～２で構成されるものと考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は５期に位置づけられると推定できる。

１１０１ＳＩ（第Ⅲ－４０９．４１１．４１２図、ＰＬ４３）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形のほとんどが削平されていると考えられる。床

面の標高は約５３．１ｍで、この住居埋没後、東側にl29SIが建てられ､南側にはｌｌｌ４ＳＸが掘削されている。

主軸の方位はＮ‐2.-Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２．７７ｍ以上、短軸１．３８ｍ以上を測る。床面積は２７９㎡以上、残存

2８６
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平面･断面図(1/SO）第Ⅲ-409図１０９９S|･１１０１Ｓ’
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画府予予

第Ⅲ－４１１図１１０１Ｓ|出土土器実測図(1/3)〈1層(１～３)〉
る。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片２、壷口縁部片ｌが出土している。上層から勾玉１（第Ⅲ－４１２

図）が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめこの住居埋没後、ｌｌｌ４ＳＸやl29SIが掘削されているため、詳細は不明である。

住居の時期は遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧

関係から考えて、住居の時期は５～６Ａ期に位置づけられると推定できる。

１１３３ＳＩ（第Ⅲ－４１３．４１６．４１７図、ＰＬ４３）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほとんど留めていると考えられる。床面の標
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１１

Ｃｌ
床面積は２．７９㎡で、検出面から

の深さは０．３４ｍである。埋土は

２層からなる。

柱穴柱穴の径は３０～４６ｃｍ

で、深さは４３～７１ｃｍである。
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柱痕跡の径は１４～３８ｃｍであ
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第Ⅲ－４１０図１０９９S|出土土器実測図(1/3)<2層（１）、１層(２～５)〉
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高は約５２．８ｍで、この住居埋没後、南西には

：ｉ輔
ｌｌＯ３ＳＩが建てられ、北側は撹乱で壊されている。

主軸の方位は真北である。

③憲駕鮒'蓑総繍;熟
床面積９２４㎡で、検出面からの深さは０．２４ｍで

○１０２，

房一ゴ ある。埋土は２層からなる。

第'''－４１２図１１０１Ｓ|出土石器実測図(2/3)〈1層〉柱穴柱穴の径は２０～３３cmで、深さは２８～５０

ｃｍである。柱痕跡の径は１４～２２cmである。

貯蔵穴住居の東側に位置し、長軸１７２cm、短軸１３０cm、深さ３８cmを測る。断面は凹字状を呈し、埋土は

２層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗口縁部片２．底部片ｌ、壷口縁部片ｌが出土している。埋土上層から、

磨製石嫉４が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめＰ５～６を主柱穴とする２本柱建物の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や蜜棺や住居の新旧関係か

ら考えて、住居の時期は４Ａ期に位置づけられると推定できる。

１１０３SＩ（第Ⅲ－４１３．４１４．４１５．４１８図、ＰＬ,２９．４３）

位置遺跡北部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほとんど留めていると考えられる。床面の標高

は約５２．７ｍで、この住居埋没後、西側にｌ２１８ＳＩ、南側角にｌｌｌ３ＳＩが建てられ、北側・中央部は撹乱に壊

されている。主軸方位はＮ‐9.-Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４４８ｍ、短軸４．４２ｍを測る。推定床面積は１７．８㎡、残存床面積

は１３．８９㎡で、検出面からの深さは０．４４ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２２～４３cmで、深さは３１～５２cmである。柱痕跡の径は１４～２６cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸２８cm、短軸２６cm、深さ１７cmで、断面はＵ字状を呈する。埋土はｌ層か

らなる。

遺物出土状況住居中央部の広い範囲に撹乱が入り込んでおり、遺物が混入している可能性が高い。磨製石嫉

２も出土している。

まとめＰｌ～４を主柱穴とする４本柱構造と考えられる。この住居が埋没してからｌＯ８２ＳＸ（蜜棺）が据え

られていることや出土遺物も含めて考慮すると、住居の時期は、４Ｂ期に位置づけられると推定できる。

１２１５Ｓｌ（第Ⅲ－４１９図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形のほとんどが削平されていると考えられる。床

面の標高は約５２．８２ｍである。北西側と東側を撹乱に壊され、この住居埋没後、中央部にｌｌＯ６ＳＫが掘削さ

れている。主軸の方位はＮ‐16.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．９４ｍ以上、短軸１．３ｍ以上を測る。残存床面積は１．４５㎡で、検

出面からの深さは０．２５ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２８～３８cmで、深さは３０～５５cmである。柱痕跡の径は１７～２２cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる遺物は、出土していない。

まとめ屋外土坑との新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ期以前に位置づけられると推定できる。

１１２１Ｓｌ（第Ⅲ－４１９．４２１．４２３図、ＰＬ､４３）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形のほとんどが削平されていると考えられる。床

2８８
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面の標高は約５２．７ｍで、この住居埋没後、東側にｌｌ６０ＳＩが建てられ、北側と南側を撹乱に壊されている。

主軸の方位はＮ‐18.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．８８ｍ以上、短軸０．８０ｍ以上を測る。残存床面積は３．７５㎡で、検

出面からの深さは０．３４ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２８～３８cmで、深さは３４～３８cmである。柱痕跡の径は１６～２３cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、髪口縁部片７．底部片ｌ、壷口縁部片２が出土している。流れ込みの遺物
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第'11-414図１１０３Ｓ|内炉０１．ＳＫＯ１（１１５５SK）平面･断面図(1/40）
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実測図(1/3）
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2層（１．２）

1届(３）
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第Ⅲ－４１５図１１０３S|出土土器実測図(1/3)<Ｐ(1)､床面(2)､２層(3)、１層(４～９)〉

である。２層から、柱状片刃石斧（第Ⅲ‐423図、ＰＬ４３）

~雨了蓑鶏撫需１２鱒:鷲鯛驚無

０１

まとめ主柱穴はＰｌ～３で構成される４本柱構造のものと考えら

れる。住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の

新旧関係から考えて、住居の時期は４Ａ～４Ｂ期に位置づけられると

推定できる。

１１６０Ｓ’（第Ⅲ－４１９．４２０．４２２図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平

されていると考えられる。床面の標高は約５２．８ｍである。この住居

埋没後、北東部にｌｌｌ９ＳＩ、南東部にlO96SI、東部にl152SIが建
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１１０３Ｓ|出土石器実>則図(2/3)<2層(１．２)〉

てられている。主軸の方位は真北である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．３０ｍ以上、短軸３．６４ｍ以上を測る。残存床面積は１２．０１㎡で、

検出面からの深さは０．３ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２７～４４cmで、深さは２９～６２cmである。柱痕跡の径は１６～３８cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸ｌＯＯｃｍ、短軸８８cm、深さ４０cmである。断面はＵ字状を呈し、埋土は５層

からなる。

貯蔵穴住居内に３基ある。ＳＫＯｌは西側に位置し、長軸９９cm、短軸６２cm、深さ２１ｃｍを測り、断面は凹字

状を呈す。ＳＫＯ２は北西部の隅に位置し、長軸８０cm、短軸７３cm、深さ２４cmを測り、断面は凹字状を呈す。

ＳＫＯ３は中央部に位置し、長軸７４cm、短軸７０cm、深さ３６（推定７０）ｃmを測り、断面はＵ字状を呈し、埋
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遺物出土状況住居の埋土からは、髪口縁部片３、壷口縁部片２．底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物

と推定できる。

まとめ主柱穴はＰ４～８で構成されるものと考えられる。この住居が埋没してからｌｌ５４ＳＸが据えられて

いる。出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は４Ｂ期に位置づけられると推定できる。
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１１３９S’（第'''－４２４図、ＰＬ､９）

噸＝館遺跡北西部,2区北部｜の氾濫原上に位置する川地形蝋
平されていると考えられる。床面の標高は約５２．６ｍで、西、東の

鰯
＝＝－

§
霧

両側からと南側を一部撹乱に壊され、また南側にｌ１１９ＳＩが建てら

れている。主軸の方位はＮ‐26.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．４０ｍ以上､短軸３．６７ｍ

以上を測る。残存床面積は１０．８９㎡で、検出面からの深さは０．３４

ｍである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～５６cmで、深さは２４～５７cmである。柱痕

跡の径は２２～３８cmである。

遺物出土状況住居の埋土から、時期の決定できる遺物は出土して

いない。

まとめ東側及び南西部に撹乱が入り込んでいるため､主柱穴の構第'''－４２３図１１２１Ｓ|出土石器まとめ東側及び南西部に撹乱が入り込んでいるため､主柱穴の構

実測図(2/3)<2層〉 造が明確ではない。

住居の新旧関係から考えて、住居の時期は３期に位置づけられる可能性が高い。

１１１９ＳＩ（第Ⅲ－４２４．４２６図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５２．７５ｍで、この住居埋没後、南東側にｌｌ５２ＳＩが建てられ、東・西・南側は撹乱に壊されている。主軸

の方位はほぼ南北方向である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４４４ｍ、短軸３．９４ｍを測る。床面積は１５．６２㎡で、残存床面積は

7.8㎡である。検出面からの深さは０．２８ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２６～４５cmで、深さは３５～６０cmである。柱痕跡の径は１９～３２cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片６、壷口縁部片３が出土している。流れ込みの遺物と推定でき

る。

まとめＰ６～１０を柱とする４+２本柱構造のものと考えられる。明確な炉跡は見られないが、中央やや東よ

りに長軸０．７２ｍ、短軸０．６４ｍ、深さ０，１３ｍの範囲に炭が集中した部分が見られた。遺物の出土状況から考

えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は３期

～４Ａ期に位置づけられると推定できる。

１１５２ＳＩ（第Ⅲ－４２４．４２５．４２７図、ＰＬ,９）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。床

面の標高は約５２．７ｍで、この住居埋没後、南側にlO96SIが建てられ、東側は撹乱に壊されている。主軸の

方位はほぼ真北である。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸５２０ｍ、短軸３．９０ｍを測る。推定床面積は１７．５㎡、残存床面積

は１２．４６㎡で、検出面からの深さは０．２９ｍである。硬化面は一部認められる。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２２～４２cmで、深さは３９～６０cmである。柱痕跡の径は１２～３８cmである。

炉炉本体としてはないが、長軸７２cm、短軸６４cm、深さ１３cmを測る。炭集中部が住居の東側に位置し、断

面は皿状を呈する。埋土は３層からなり、上層部に鉄分を多く含む。

貯蔵穴住居の東側に位置し、長軸８６cm、短軸６４cm、深さ１３cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は３層

からなる。

遣物出土状況住居の埋土からは、要口縁部片１．底部片ｌ、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物

２９４
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５１に黒褐色シルト少量含む

６明褐色シルト混暗褐色シルト

と推定できる。

まとめＰ１．２を主柱穴とする２本

柱構造かＰ３～５を主柱穴とする４

本柱構造の住居跡と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に

直接伴うと断定できる土器はない

が､出土土器から考えて､住居の時期

は４Ａ期以降（５期）に位置づけられ

ると推定できる。

第Ⅲ-425図

ｏ １ｍ

ｈ－Ｆ庁－

１１５２S|内ＳＫＯ１･炭集中部分平面･断面図(1/40）

斎 了霞1K
、、

承 正
０ １０ｍ

ｈ一戸門司一

第Ⅲ－４２６図１１１９S|出土土器実測図(1/3)<Ｐ(1)､２層(２～ら)、１層((６．７)〉

繍雲

妻妻
一一一

10
0１

ノ

ダノ

<Ｚ預

０

第'11-427図１１５２S|出土土器実測図(1/3)<ＳＫ(１．２)､床面((３．４)〉

2９６

くiｌ
４

１０ｍ



_瀞

０ 山001.c§=1ｏ

』〆亨、

ｆ

&､ﾐーー』

Ⅱ
１
－
ｍ
①
画
一
iiilf

画

’

④
国

’

Ｅ
○
○
｛
飼
い
Ⅷ
』
ぬ

ロ

Ｉ

１２０ＯＳＩ

ｏ
ｒ
Ⅷ
回
騨
一
Ｃ
Ｏ
ヨ

-'ﾘリ

lＯ９６ＳｌlＯ９６Ｓｌ

③ §ミミ
ー

一

ろ，

Ｐ６

Ｃ）

薄

，．

。,_』

匡三

!;ｉ
④

０－
－０

：
匡

Ｐ３､亀■

ｓＪにf⑧蕊ａ－

Ｘ=-16548

Ａ－

。
ーａ

堂6.0

『炉O産SKO3SKＯ

。
〆

黙 溌

謹
f･･も：秒

溌

謹
f･･も：秒

溌

謹
f･･も：秒

『屋、Ｖ、

竜
一Ａ'－１１

L＝５３．１００ｍ

』〆亨、

ｆ

&､ﾐーー』
Ｅ
Ｃ
Ｃ
一
面
皿
叩
到
四

Ａ －Ａ’

第Ⅲ-428図１２００S|･１０９６S｜平面･断面図(1/８０）

-'ﾘリぬる，

０ ２ｍ

ｰ一J

N蒜肩

薄

◎。。◎直』《

潅薯
⑥。

１１９OSI

ロ

診診

。－週
。◎

鶴

お
◎
○

Ｉ １淡黄色細砂

２淡灰色粗砂混茶褐色細砂

３黄褐色細砂

４淡黄灰色細砂

５淡灰色砂質土

６硬化面

７黄褐色シルト

８黄淡褐色シルトブロック混明褐色シルト

９明褐色シルトブロック混淡褐色シルト

1０（炉)茶褐色シルト

１１照褐色シルト

１２暗褐色シルト
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120OＳＩ（第Ⅲ－４２８．４２９．４３０図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５２．８ｍで、この住居埋没後、北側にlO96SI、西側にｌｌ９０ＳＩが建てられている。中央部を撹乱により壊

されている。主軸の方位はＮ‐36.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．６８ｍ、短軸３．３０ｍ以上を測る。残存床面積は２．１６㎡で、検出面
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ロ

Aｌ四

２

120OSI内炉・ＳＫＯ１

帝 一F
０

1096SI内SKO3

ロ

④

淫ニミ≧’
２赤褐色シルト（焼土）混褐色シルト

３カーボンチップ混暗褐色シルト

４黄褐色シルトブロック混暗褐色シルト

５暗茶褐色シルト混茶褐色シルト

６黄褐色シルト混茶褐色シルト

７暗褐色シルト

８暗茶褐色シルト

１焼土（赤褐色シルト）

一二三三翌三会 １焼土ピーク

2蕊麗紳);蝋ど
３明褐色シルト

〆
｡－

ﾉ。

Ｒ

瀞
Ｅ
○
○
一
・
め
い
川
到
色

aL三且2.900ｍ

Ｘ=-l６５４９
－

ａ－

炉



＜貫斧：

悪<rｌ
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ｃmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は３層からと考えられるが、

第Ⅲ-430図１２００S|出土土器上層部分が撹乱により壊されている。
実測図('/3）貯蔵穴住居の中央部に位置し、長軸７２cm、短軸２０cm以上、深

さ３０cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は４層からと考えられ

るが、上層部分が撹乱により壊されている。

遺物出土状況住居の埋土からは、要口縁部片３が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ住居の時期は、Ｐ７．８を主柱穴とする２本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ａ期以降に位置づけられると推定できる。

1096Sｌ（第Ⅲ－４２８．４２９．４３１．４３２．４３３．４３４．４３５図、ＰＬ､９．１０．４３．５１）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原に位置する。旧地形は若干削平されていると考えられる。床面の標高

は約５２８２ｍで、南東部を撹乱で壊されている。主軸の方位は真北である。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４９８ｍ、短軸４３５ｍを測る。推定床面積はｌ８２８１Ｙｆで、残存床

面積は１７．５７㎡､検出面からの深さは０．４２ｍである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は５層からなる。

柱穴柱穴の径は１８～６２cmで、深さは１８～６２cmである。柱痕跡の径は１４～３０cmである。

炉住居内のほぼ中央部に２基検出された。炉０１は、長軸９３cm、短軸７７cm、厚み１０cmに盛り上がってお

り、本来の炉としての埋土はｌ層からなる。炉０２は、長軸５７cm、短軸５２cm、深さ１４cmを測る。断面はＵ

字状を呈し、埋士は２層からなる。

貯蔵穴住居内に３基検出された。ＳＫＯｌは住居の北側に位置し、長軸ｌＯＯｃｍ、短軸８６cm、深さ６２cmを測

る。断面はＵ字状を呈し、埋土は２層からなる。ＳＫＯ２は東側に位置し、長軸１３０cm、短軸９５cm、深さ２６

了
塞
索
７

１了 ｌｌＭｌＩｕ

４、

:、X〃

４◎

卿Ⅱ
'''1１

からの深さは０．４ｍである。埋土は３層からなる。

可マー軍‘主穴柱穴の径はﾙ剛如で聯誉は璽…であ…跡の径は、１４～２４cmである。

１０cｍ炉住居の中央部に位置し、長軸１０５cm、短軸ｌＯＯｃｍ、深さ４０

第'''－４３１図１０９６Ｓ|出土土器実測図１（1/3）
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第'''-434図１０９６S|出土石器実測図２(1/3)<床面(1)〉
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第'''-435図１０９６S|出土鉄器実測図(2/3)<床面(１．２)､４層(3)〉

Ｉ
３

cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土は４層からなる。ＳＫＯ３はほぼ中央部に位置し、長軸７２cm、短軸７０cm、

深さ４８cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は３層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜口縁部片４．底部片３、壷口縁部片９．底部片ｌが出土している。

床面（炉の周辺）から敵石（磨石）２（第Ⅲ‐433図２．４３４図ｌ）が、貯蔵穴内から打製石斧（第Ⅲ‐433図

l）が、３層から磨製石鎌・４層から石包丁片（第Ⅲ‐433図４．３）が出土している。床面から鋳造鉄斧・鉄

鑑（第Ⅲ-435図１．２）が、４層から鉄鎌（第Ⅲ-435図３）が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ主柱穴はＰｌ～６で構成される４＋２本柱構造の住居とが考えられる。住居に直接伴うと断定できる

土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は８期に位置づけられると推定できる。

284Ｓｌ（第Ⅲ－４３６．４３７．４３８図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は
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約５３．０ｍで、南西部の隅は撹乱で壊されている。主軸の方位はほぼ真北である。

住居形態平面形態は正方形を呈し、長軸・短軸ともに２．４６ｍを測る。推定床面積は５．３１㎡で、検出面か

らの深さは０．３ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２３～４３cmで、深さは２４～４１ｃｍである。柱痕跡の径は１９～２９cmである。

炉住居の南東の隅に位置し、長軸５３cm、短軸４６cm、深さ１２cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土は２層
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第Ⅲ-43ｓ図２Ｓ4S|出土土器実測図(1/3)<2層(１～５)、１層(６～１１)〉
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からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜口縁部

片５．底部片５、壷口縁部片４，鉢ｌが出土

している。流れ込みの遺物である。

まとめＰｌ～４を主柱穴とする４本柱で構

成されるものと考えられる。住居に直接伴う

と断定できる土器はないが、出土土器や住居

の新旧関係から考えて、住居の時期は８期以

降に位置づけられると推定できる。

１２０６Ｓｌ（第111-439図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に

位置する。旧地形はほとんどが削平されてい

ると考えられる。床面の標高は約５２．７３ｍ

で、l182SIの下層に位置する。西側は、撹

乱に壊されている。主軸の方位はＮ‐12.-Ｗ

⑧⑧
pp＞巽

慌
鼠
］
ｇ
ョ

ミヨ

－ｂ’

『
の
の

X＝‐

壱
Ⅱ
、
四
・
心
②
。
『
。

。
’

＞

第Ⅲ-439図１２０６S｜平面･断面図(1/BO）乱に壊されている。主軸の方位はＮ‐12.-Ｗ

である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．９４ｍ以上、短軸０．８０ｍ以上を測る。残存床面積は約３．５㎡で、

検出面からの深さは０．４４ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径１７～２６cmで、深さは１４～３３cmである。柱痕跡は１基のみ検出され、径は１３cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、壷底部片ｌ、無頚壷１が出土している。流れ込みの遺物である。

まとめ撹乱により西側が削平されており、詳細が不明である。検出した柱穴位置から４本柱構造もしくは４

＋２本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は４Ａ～６Ｂ期に位置づけられると推定できる。

１１８６Ｓｌ（第Ⅲ－４４０．４４１．４４３．４４４図、ＰＬ１０）

位置遺跡北西部（２区北部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高

は約５３．０ｍで、この住居埋没後、西側にｌｌ８２ＳＩ、南側にｌｌ７８ＳＩが建てられている。また、東側は調査区

外のため推定できない。主軸の方位はほぼ南北である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．４２ｍ以上、短軸１．６０ｍ以上である。残存床面積は４．５１㎡であ

る。検出面からの深さは０．３ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２２～４５cmで、深さは１６～６４cmである。柱痕跡の径は１６cm～２８cmである。

貯蔵穴住居の北側に位置し、長軸７８cm、短軸３７cm、深さ５０cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は３層

からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、髪口縁部片ｌ、鉢ｌが出土している。上層から棒状鉄器が出土している。

流れ込みの遺物である。

まとめ主柱穴がＰｌ～４で構成される４本柱構造の住居と推定できる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は３期に位置づけられると推定できる。

１１８２ＳＩ（第Ⅲ－４４０．４４１．４４２図、ＰＬ､１０）

位置遺跡北西部（２区北部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高
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は約５３．０ｍで、この住居が埋没してから西側は撹乱、南側

葱遮了｡｡,”豊川Slが掘削されている｡主軸の方位はNⅢW筋
ⅧＯ５ｑｎ

ヒー住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．００ｍ以上、短軸

第Ⅲ-443図１１S6S|出土土器１．６０ｍ以上を測る。残存床面積は６．０１㎡で、検出面から

実測図(1/3）の深さは０．２１ｍである。埋土は２層からなる。
柱穴柱穴の径は２２～２６cmで､深さは３４～６１cmである。

柱痕跡の径は１４～１７cmである。

‐１－．縮穴住居内に,基確認嘗れているが､方とも住居内の北東の隅に位置する。
１１１

ＳＫＯｌは、長軸６８cm、短軸５０cm、深さ４４cmを測る。断面はすり鉢状を呈し、埋土

一は３層からなる。ＳＫＯ２は、長軸６７cm、短軸６５cm、深さ２２cmを測る。断面は皿状

第Ⅲ-444図を呈し、埋土は２層からなる。

１１S6S|出土遺物出土状況住居の埋土から要口縁部片2,鉢口縁部片が出土している｡流れ込みの

鉄器実測図遺物と推定できる。

（2/3)〈1層〉まとめｐ９．１０が主柱穴の一部とする構造と考えられる。
遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や

住居の新旧関係から考えて､住居の時期は６Ｂ期以降に位置づけられると推定できる。

第'''-442図１１８２S|出土土器実測図(1/3)<2層(1)、１層(２～４)〉
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第'''-441図１１ｓ2S|内SＫＯ１．０２，１１S6Sl内ＳＫＯ１平面･断面図(1/40）
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１１８９Ｓｌ（第Ⅲ－４４５図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５２９ｍである。この住居の埋没後、南側はｌｌ７９ＳＩ、北西側はｌｌ８８ＳＩが建てられている。西側は撹乱に

壊され、東側は調査区外である。主軸の方位はＮ‐l4o-Eである。

住居形態平面形態は不明で、長軸２１０ｍ以上、短軸１．８６ｍ以上を測る。残存床面積は３．３７㎡で、検出面

からの深さは０．１ｍである。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は１７～３４cmで、深さは３０～５５cmである。柱痕跡の径は１１～２２cmである。

遺物出土状況住居の埋土から、時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ残存している部分が少ないため、詳細は不明である。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は５期以前に位置づけられると推定できる。

第Ⅲ-445図１１８９S|･１１７９S｜平面･断面図(1/S○）
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１１７９Ｓｌ（第Ⅲ－４４５．４４６．４４７図、ＰＬ１０）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５２８２ｍで、西側を撹乱に壊されている。主軸の方位はほぼ南北である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．００ｍ以上、短軸３．６２ｍ以上を測る。残存床面積は１１．３４㎡で、

検出面からの深さは０．４５ｍである。硬化面は一部認められる。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は１２～４２cmで、深さは２０～７３cmである。柱痕跡の径は１２～３０cmである。

炉住居の中央部に位置し、長軸６７cm、短軸５７cm、深さ３３cmを測る。断面はＵ字状を呈する。埋土は４層

からなり、上層に炭とカーボンチップが混入している。

貯蔵穴住居内に３基あり、そのうち２基は東側で切り合って検出した。ＳＫＯｌは、長軸ｌｌｌｃｍ､短軸６８cm、

深２６cm、断面は凹字状を呈す。ＳＫＯ２は、長軸７０cm、短軸６５cm、深さ２７cmを測り、断面はすり鉢状を呈

す。ＳＫＯ３は南西部に位置し、長軸１４３cm、短軸６２cm以上、深さ３３cmを測る。断面は皿状を呈す。埋土は

いずれも２層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜口縁部片２５．底部片６、壷口縁部片１０が出土している。流れ込みの遺

物であると推定できる。

まとめＰｌ～６を主柱穴とする４＋２本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は６Ｂ期に位置づけられると推定できる。

１１８８Ｓｌ（第111‐４４８．４５１図）

位置遺跡北西部（２区北部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高

は約５２．６４ｍで、この住居埋没後、北側にｌｌ８３ＳＩが建てられ、西側は撹乱により壊されている。主軸の方
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第Ⅲ-450図１１８３Ｓ|内集石平面･断面図(1/20）
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残存床面積は２．１７㎡で、検出面からの

深さは０．１８ｍである。埋土は２層から
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脚部片１が出土している。流れ込みの遺

物であると推定できる。

まとめＰｌ～３を主柱穴とする４本柱
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構造の住居と考えられる。住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は５期に位置づけられると推定できる。

１１８３ＳＩ（第Ⅲ－４４８．４４９．４５０．４５２．４５３図、ＰＬ５１）

位置遺跡北西部（２区北部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高

は約５２８２ｍで、北側・西側と南西側は撹乱により壊され、東側は調査区外である。主軸の方位はＮ‐1°-Ｗ

である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．０５ｍ、短軸２４０ｍを測る。残存床面積は８２２㎡で、検出面から

の深さは０．１９ｍである。硬化面は一部認められる。埋土はｌ層からなる。

柱穴柱穴の径は２０～３４cmで、深さは３０～８５cmである。柱痕跡の径は１１～２６cmである。

炉住居内に２基ある。炉０１は北側に位置し、長軸４０cm、短軸４０cm、深さ８cmを測る。断面形態は不明

で、埋土は２層からなり、上層部は自然流路に壊されている。炉０２は南側に位置し、長軸５５cm、短軸５５

cm、深さ３７cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土は３層からなる。

貯蔵穴住居の北側に位置し、長軸５５cm、短軸３５cm、深さ１８cmを測る。断面は皿状を呈し、埋土は２層

からなる。

遺物出土状況床面直上から鉄斧片（第Ⅲ-452図）が出土している。住居の埋土からは、謹口縁部片５、壷

口縁部片４．底部片ｌ、鉢ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめＰ４．５を主柱穴とする２本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は７期に位置づけられると推定できる。

１１４７Ｓｌ（第'11-454図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されている。床面の標高は約５３．１ｍで、

この住居埋没後、西側にｌｌ４６ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐13.-Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４．２５ｍ、短軸３．４６ｍを測る。床面積はl2281Tfで、検出面から

の深さは０．３２ｍである。埋土は２層からなる

柱穴柱穴の径は１８～４４cmで、深さは２８～６０cmである。柱痕跡の径はｌＯ～３０cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめＰｌ～３．４．５を主柱穴とする４＋２本柱構造の住居と考えられる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は７期以前に位置づけられると推定できる。

１１４６Ｓｌ（第Ⅲ－４５４．４５５．４５６図、ＰＬ２９）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５３．０ｍで、この住居埋没後、南側にｌｌ４５ＳＩが建てられ、北側は撹乱により壊されている。主軸の方位は

Ｎ‐１。‐Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸５．００ｍ以上、短軸２．５０ｍ以上を測る。残存面積は９．５７㎡で、検出

面からの深さは０．２５ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴は検出できなかった。

炉住居内に２基検出された。炉０１は長軸１２０cm、短軸ｌｌＯｃｍ以上、深さ１４cmで、断面は皿状を呈す。

埋土は６層からなる。炉０２は住居の南側に位置し、長軸４２cm、短軸３７cm、厚み５cmの盛り上がりが確認

できた。

遺物出土状況住居の埋土からは、翌口縁部片ｌ、壷口縁部片ｌが出土している。廃棄もしくは流れ込みの遺

３１４
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物と推定できる。

まとめ南側の壁際で焼土を検出したが、焼失した痕跡の可能性もある。住居構造は、推定が困難である。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は７期に位置づけられると推定できる。

１１４５Ｓｌ（第Ⅲ－４５７．４５８図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されている。床面の標高は約５２．２８ｍ

で、この住居埋没後、北西部側にｌｌ４０ＳＫに掘削されている。主軸の方位は真北である。

住居形態平面形態はほぼ正方形を呈し、長軸２．８５ｍ、短２．８３ｍを測る。推定床面積は５．７６１Tf、残存床面

積は４．５１㎡で、検出面からの深さは０．５４ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～４２cmで、深さは１６～５８cmである。柱痕跡の径は１５～２１ｃｍである。

遺物出土状況住居の埋土から蜜口縁部片３、壷口縁部片２が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめＰｌ～３ないしＰ３～５を主柱穴とする４本柱構造の住居と推定できる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが､出土土器や住居の新旧関係から考え

て、住居の時期は７期以降に位置づけられると推定できる。

１１４３Ｓｌ（第Ⅲ－４５９図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５２．６ｍで、西側は撹乱に掘削されている。主軸の方位はＮ‐20.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．５０ｍ以上、短軸１．３０ｍ以上を測る。残存面積は３．５７㎡で、検出

面からの深さは０．２７ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２５～３５cmで、深さは２９～４１ｃｍである。柱痕跡の径は１８～２４cmである。

貯蔵穴住居の北側に位置し、長軸９２cm、短軸７８cm、深さ２８cmを測る。断面はＵ字状を呈し、埋土はｌ層

からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめＰ１．２を主柱穴とする２本柱構造の住居と推定できる。時期の推定は困難である。

１暗灰褐色シルト

第Ⅲ-459図１１４３S|･ＳＫＯ１平面･断面図(1/ＳＯ)（1/40）
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１灰褐色シルト
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４砿茶褐色シルト

５暗褐色シルト
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ｌｌ５７ＳＩ（第Ⅲ－４６０．４６１図）1層（１）
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／Ｉ、、ｏ ５ｃｍ 位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。｜日地形
＜_』辿匠三Iこぅ１－国

が削平されていると考えられる。床面の標高は約５２．６６ｍ

第'''-462図１１５８S|出土土器実測図(1/3）で、この住居埋没後、西側にｌｌ５８Ｓｌとｌ２１９Ｓｌ、南西側に

ll62SIが建てられて、北側に撹乱、東側にｌ２２５ＳＫ中央部にｌｌ４９ＳＫに掘削されている。主軸の方位はＮ‐

4.-Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４．０２ｍ以上、短軸３．２４以上を測る。残存床面積は９．６９㎡で、検出

面からの深さは０．５４ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は３３～４５cmで、深さは４８～６３cmである。柱痕跡の径は２０～２６cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、蜜口縁部片２が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめＰ１．２を主柱穴とする住居と推定できる。

遺物の出土状況から考えて住居に直接伴うと断定できる土器はないが、出土土器や住居の新旧関係から考え
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て、住居の時期は６Ａ～Ｂ期に位置づけられると推定できる。

１１５８ＳＩ（第Ⅲ－４６０．４６２図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５２．８ｍで、この住居埋没後、南側にｌ２１９ＳＩが建てられ､北側は撹乱に掘削され､西側は調査区外である。

主軸の方位はほぼ南北方向である。

住居形態平面形態は不明で、長軸１７８ｍ以上、短軸０．７０ｍ以上を測る。残存床面積は０．９６㎡で、検出面

からの深さは０．４４ｍである。埋土は３層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、饗底部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめほとんどの部分が調査区外のため詳細は不明である｡住居の新旧関係から６Ｂ期以降と推定できる。

１２１９Ｓｌ（第Ⅲ－４６０図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。床

面の標高は５２．５ｍで、この住居埋没後、南側にｌｌ６２ＳＩが建てられ、西側は調査区外である。主軸の方位は

Ｎ‐lOo-Wである。

住居形態住居は方形を呈し、長軸２．３３ｍ以上、短軸０．９０ｍ以上を測る。残存床面１．２８㎡で、検出面から

の深さは約０．３４ｍである。埋土は不明である。

まとめｌｌ５８ＳＩとの新旧関係により、６Ｂ期以降と推定できる。

１１４８Ｓｌ（第Ⅲ－４６３図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標
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第'''-466図２７gSX出土土器実測図(1/3）
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高は約５２．０ｍで、この住居埋没後、西側にｌｌ６２ＳＩが

建てられ、南側は撹乱によって壊されている。主軸の方

位はほぼ南北である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２．９２ｍ以上、

短軸２．５０ｍ以上を測る。残存床面積は６．２７㎡で、検出

面からの深さは０．５ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２４～３４cmで、深さは３４～４６cmで

ある。柱痕跡の径は１３～２５cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる遺

物は出土していない。

まとめＰ１．２を主柱穴とする４本柱構造の住居の可

能性が高い。時期の推定が困難である。

１１６２Sｌ（第Ⅲ－４６３図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。

旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は約

５２．０ｍで､北西部から中央部を通り

１７駕鯛鱒:f蓋

ａ

行ツ
ヒーノ

〃

④‘:｡》>/壱‘“

第'''-465図

｡

一戸戸一一Ｊ

Ａ，

０

３１８

０ ２ｍ

け同一同一一計

27gSX(Pit群）

平面･断面図(1/８０）

P(1)

1層(2)

蝿承艦画1塁誌脇溌差曇
の方位はＮ‐２１．－Ｗである。

，｡｡、住居形態住居は方形を呈し､長軸



さは０２６ｍである。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は２６～４４cmで、深さは１７～４３cmである。柱痕跡の径は１７～２０cmである。

貯蔵穴住居の東側に位置し、長軸７０cm、短軸６４cm、深さ４１ｃｍを測り、断面はＵ字状を呈し、埋土は２層

からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ調査区の大部分が撹乱に壊されているため詳細は不明であるが、Ｐ３．４を主柱穴とする４本柱構造

の住居の可能性が高い。

住居の時期は、住居の新旧関係から６Ｂ以降と推定できる。

１０８９Ｓｌ（第Ⅲ－４６４図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。床面の標高は

約５２．２５ｍである。主軸の方位はＮ‐１１．－Ｗである。

住居形態平面形態は長方形を呈し、長軸４２５ｍ、短軸２．９２ｍを測る。床面積は９．９８㎡で、検出面からの

深さは０．１２ｍである。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は２１～４３cmで、深さは１３～４８cmである。柱痕跡の径は１２～２７cmである。

遺物出土状況住居の埋土から、時期の決定できるような遺物は出土していない。

まとめＰｌ～４を主柱穴とする構造と推定できる。時期の特定は困難である。

柱の径１５～２０cmほどの柱群を検出した。

279ＳＸ（Pit群）（第Ⅲ－４６５．４６６図）

掘り方径２５～４０cm、深さ３０～４０cm、柱の径１５～２０

ておらず、上面を削平された竪穴住居跡の柱穴と推定できる。

３１９

規則的な配列をなし



②九電鉄塔No.８２調査区の調査

。（第三次検出遺構）１９Ｓｌ（第Ⅲ－４６７．４６８．４６９図）

位置遺跡南西部（ＮＯ８２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形を

ほぼ留めていると考えられる。床面の標高は約５２．３ｍで、この住居

埋没後、ｌ３ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ-33・-Ｗである。

。住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．３８ｍ、短軸０．９２ｍ以上を
測る。残存床面積は３．１㎡で、検出面からの深さは１４cmである。硬

化面は一部認められる。埋土はｌ層からなる。
８

０
片一言一再

５ｍ 化面は一部認められる。埋土はｌ層からなる。

第Ⅲ-467図Ｎｏ．Ｂ２調査区柱穴柱穴の径は３２～６１cmで、深さは３２～３９cmである。柱痕跡

第三次検出遺構配置図(1/400） の径は、１８～２２cmである。

釦Ｉ
４

１Ｖ､一一

、⑨’

１Ｖ

重し三52.900ｍ
ａ二一

lIl

遺物出土状況埋土からは､謹口縁部片２.壷口縁

部片が出土している。流れ込みの遺物と推定でき

る。
ｕ'009･Ｚ§言ＦＴＶ

まとめ西部が後世の自然流路(もしくは､水路）

夢了川峰＝’こ壊されているため鮮細は不明であるが揃出

蝋溌雲熱謹
－ａ

１４ＳＩ（第Ⅲ－４６７．４７０．４７１．４７２図）

位置遺跡南西部(ＮＯ８２区南部）の氾濫原上に位

置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。

床面の標高は約５２．４ｍで、この住居埋没後０５Ｓ

１．０３ＳＩが建てられている。
１暗灰褐色細砂２黄灰褐色硬質土(硬化面）０５ｍ

卜戸Ｆ吊一 主軸の方位はＮ‐33.-Ｅである。

第Ⅲ-468図１９S｜平面･断面図(1/SO） 住居形態平面形態は方形を呈し、長軸３．８ｍ以

上､短軸３．３６ｍを測る。残存床面積は７．１㎡で、

検出面からの深さは８４cmである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は３層からなる。

柱穴柱穴の径は１９～３０cmで、深さは２７～７４cmである。柱痕跡の径は、１３～２２cmである。

炉住居内に２基検出され、０１は住居内の中央に位置し、長軸３４cm、短軸３４cm、深さ２．０cmである。０２

は住居内の中央に位置し、長軸９８cm、短軸４５cm、深さ１５cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、髪口縁部片４３．底部片１１、壷口縁部片６、底部片ｌ、赤彩の鉢１（第Ⅲ‐

472図１５）が出土している。

まとめ出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は５期に位置づけられると推定できる。

缶 〃ア雲し
０ １０ａｎ

ﾄ 〒１－引

第'''-469図１９Ｓ|出土士器実測図(1/3)<Ｐ(１．２)〉
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aL三52.500ｍ

第'''－４７０図１４S｜平面･断面図(1/ＢＯ）
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０ １ｍ

ｰ 一

１４S|内炉０１.○２

平面･断面図(1/ＳＯ）

ユョ

第Ⅲ－４７１図

)ララ瀞而弄ﾗ弄弄ｦ弄騨騨参弄男華

－－Ａ’

遺物出土状況柱穴や床面から遺物が出土しているが、流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ東側は調査区外、西側は撹乱に壊されているため詳細は不明である。Ｐｌ～５等を主柱穴とする可能

‘性がある。出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は４Ｂ期に位置づけられると推定できる。

(第二次検出遺構）o２Ｓｌ（第Ⅲ－４７６．４７７．４７８図、ＰＬ１１）

位置遺跡南西部（ＮＯ８２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標

高は約５２．９ｍで、この住居埋没後、Ｏ８ＳＩ・Ｏ７ＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐6.-Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２．４５ｍ以上、短軸１．６６ｍ以上を測る。残存床面積は１．７１Tfで、検

出面からの深さは１６cmである。硬化面は床中央部ｌ/２に認められる。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は、１４～３０cmで、深さは２１～４８cmである。柱痕跡の径は、１０～１８cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、髪口縁部片１３．底部片５、壷口縁部片３が出土している。流れ込み

の遺物と推定できる。

１３ＳＩ（第Ⅲ－４６７．４７３．４７４．４７５図）

位置遺跡南西部（ＮＯ８２区南部）の氾濫原上

に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えら

れる。床面の標高は約５２．４ｍで、この住居埋没

後、０２Ｓ１．０７ＳＩ・Ｏ５ＳＩ・Ｏ８ＳＩ・Ｏ１

ＳＩが建てられている。主軸の方位は、Ｎ‐２°‐

Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸６．４ｍ

以上､短軸３．５ｍ以上を測る｡残存床面積は１８．７

㎡で、検出面からの深さは４２cmである。硬化面

は広い範囲に認められる。埋土は５層からなる

レンズ状堆積である。

柱穴柱穴の径は２２～４４cmで、深さは２３～

５２cmである｡柱痕跡の径は、１４～３０cmである。

貯蔵穴住居内の南側に位置し、長軸５２cm、

短軸５０cm、深さ２３cmである。

無i雛測Ⅱ
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第'''－４７４図１３Sl出土土器実測図(1/3）

まとめ西側が撹乱により壊されているため柱構造等不明である。出土土器や住居の新旧関係から考えて､住

居の時期は５期に位置づけられると推定できる。

O８Ｓｌ（第Ⅲ－４７８．４７９．４８０図）

位置遺跡南西部（ＮＯ８２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標

高は約５２．８４ｍで、この住居埋没後東部にＯ１ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐25.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸１．０ｍ以上、短軸０．８ｍ以上を測る。残存床面積は約１．０㎡で、検出
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面からの深さは２５cmである。硬化面は認められない。埋土は２層

からなる。

柱穴柱穴の径は２７～３０cmで、深さは４１～４５cmである。柱痕

跡の径は、１４～１９cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、謹口縁部片９．底部片５，壷口

縁部片３､短頚壷ｌが出土している｡流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ西側が撹乱により壊されているため詳細は不明である｡検

出できた柱の配置から柱構造の推定は困難である｡出土土器や住居

の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ～６Ｂ期に位置づけられ

ると推定できる。
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る。また、出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は７期に位置づけられると推定できる。

リ

蝋 嵯
－０

９＝'~１
｡

LⅢ

ロ

川
’
０

、
に
肌
い
い
．
⑭
○
つ
ヨ

～

シ
Ｆ
Ｍ
い
い
・
四
○
９
コ

葛
画
に
Ⅷ
い
い
。
②
。
。
『
。

ｌ明褐色シルト２茶褐色シルト

３硬化面４暗褐色シルト

５照褐色シルトプロック混茶褐色シルト

６茶褐色細砂７暗褐色土

８茶褐色土９暗褐色シルト

Ｏ茶褐色シルト混暗褐色シルト

／
ロ

雪
雲
董
雨

一
一
１

認

O７Ｓｌ（第Ⅲ－４７８．４７９．４８２図、ＰＬ,１１）

位置遺跡南西部（ＮＯ８２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標

高は約５２．９ｍで、この住居埋没後０５SIが建てられている。主軸の方位はほぼ南北である。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸１．９５ｍ以上、短軸１．０６ｍ以上を測る。残存床面積は１．３３㎡で、検

出面からの深さは２４cmである。硬化面は認められない。埋土は２層からなる。

柱穴柱穴の径は１４～２４cmで、深さは２５～４１ｃｍである。柱痕跡の径は、９～１４cmである。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は、第Ⅲ‐482図ｌのみである。流れ込みの遺物である。

まとめ東側が調査区外のため詳細は不明であるが､検出できた柱配置から４＋２本柱構造の住居と考えられ

る。出土土器や住居の新旧関係から考えて、住居の時期は６Ａ～６Ｂ期に位置づけられると推定できる。

O１ＳＩ（第Ⅲ－４７８．４７９．４８１図、ＰＬ､29）

位置遺跡南西部（ＮＯ８２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標

高は約５２．８ｍで、この住居埋没後、Ｏ４ＳＸが掘削されている。主軸の方位はＮ‐25.-Ｗである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸２．７ｍ以上、短軸１．６ｍ以上を測る。残存床面積は２．７㎡で、検出面

からの深さは４０cmである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は２層からなる。

遺物出土状況住居の埋土からは、要口縁部片９．底部片５、壷口縁部片３、短頚壷ｌが出土している。流れ

込みの遺物と推定できる。

まとめ東側が調査区外のため詳細は不明であるが､検出できた柱配置から４＋２本柱構造の住居と考えられ
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えられる。床面の標高は約５２．８ｍで、この

住居埋没後、ｌｌＳＫが掘削されている。主

軸の方位はＮ－ｌ２ｏ－Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸

３．７４ｍ以上､短軸０．９６ｍ以上を測る。残存

床面積は３．５５㎡で､検出面からの深さは４２
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cmである。硬化面は一部認められる。埋土は
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遺物出土状況住居の埋土から

は、斐川縁部片９．底部片５、壷

口縁部片３、短頚壷ｌが出土して

いる。流れ込みの遺物と推定でき

る。

まとめ柱穴はいくつか検出して

いるが、住居が南側に伸びるた

め、柱構造は明確でない。出土土

器や住居の新旧関係から考えて、

住居の時期は７期に位置づけられ

ると推定できる。

O５Ｓｌ（第Ⅲ－４７８．４８５．４８６

図、ＰＬ１１）

位置遺跡南西部（ＮＱ８２区南

部）の氾濫原上に位置する。旧地

形をほぼ留めていると考えられ

る。床面の標高は約５２．８５ｍで、

第'''-484図Ｏ３Ｓｌ出土土器実測図(1/3)<床面(１～６)､２層(７～１４)、１層(１５)〉
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第lll-4S6図O5S|出土土器実測図(1/3)<床面(１～４．５)､Ｐ(3)､２層(７．ｓ)、１層(９～１９)〉

この住居埋没後０３SIが建てられＯ９ＳＸが掘削されている。主軸の方位はＮ‐２１・-Ｅである。

住居形態平面形態は方形を呈し、長軸４０ｍ以上、短軸３．８ｍ以上を測る。残存床面積は１０．２㎡で、検出

面からの深さは４０cmである。硬化面は中央部に認められる。埋土は２層からなる人為的な堆積がみられる。

柱穴柱穴の径は１５～３１ｃｍで、深さは３１～４３cmである。柱痕跡の径は、１１～２０cmである。

遺物出土状況住居の埋土からは、翌口縁部片２０、底部片ｌ、壷口縁部片３、底部片ｌが出土している。

まとめ主柱穴の配置等は不明である。O7SIとの新旧関係から考えて、住居の時期は６Ｂ期に位置づけられる

と推定できる。
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北側にｌ８ＳＩが建てられている。主軸

の方位はＮ－ｌＯ。‐Ｗである。

住居形態住居形態は不明で、長軸

3.6ｍ、短軸１．３ｍ以上を測る。検出床

面積は２．０ｍfで、検出面からの深さは
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第'''-487図東西水路調査区第二次検出遺構配置図(1/400）
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第'''－４８９図２３Ｓ|出土土器

実測図(1/3）

③東西水路調査区の調査（第Ⅲ－４８７図、ＰＬ､１１）

２３Ｓｌ（第Ⅲ－４８７．４８８．４８９図）

位置遺跡西部(東西水路Ａ調査区)の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めている。床面の標高は約５２．５

ｍで、この住居埋没後、北部にｌ２ＳＩ・ｌ９ＳＸが掘削されている。主軸の方位はほぼ南北である。

住居形態住居形態は不明で、長軸４．４ｍ、短軸１．３ｍ以上を測る。検出床面積は４．５６㎡で、検出面からの

深さは４０cmである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は４層からなる。

遺物出土状況埋土から蜜の口縁部片や底部等が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ遺物の出土状況と住居の新旧関係から時期的には､４Ａ期と推定できる。

２７ＳＩ（第Ⅲ－４８７．４９０図）

位置遺跡西部（東西水路Ｂ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５２．４ｍで、この住居埋没後、東側に２５ＳＩが建てられている。主軸の方位は不明である。

住居形態住居形態は不明で、長軸２．５ｍ以上、短軸１．４ｍ以上を測る。検出床面積は３．５㎡で、検出面から

の深さは３０cmである。硬化面は不明で、埋土は２層からなる。

遺物出土状況埋土中から、髪４点（破片のみ）が出土しているが、流れ込みの遺物と考えられる。時代の推

定できる資料はない。

まとめ遺物出土状況や住居の新旧関係から４Ａ期以前と考えられる。

２５ＳＩ（第Ⅲ－４８７．４９０．４９１図）

位置遺跡西部（東西水路Ｂ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５２．３ｍで、この住居埋没後、
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平面･断面図(1/SO）第Ⅲ-490図２７S|･２５S’
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a’第'''-491図２５S|出土土器実測図(1/3）

〈3層（１）､２層(２．３)、１層(4)〉

ａ－

llOcmである。硬化面は不明で､埋土は

３層からなる。
３茶褐色シルト

０ ２１

ー 一

１黄褐色シルト混暗褐色シルト２褐色シルト

４暗褐色シルト５暗褐色混購黄褐色砂質土
２ｍｰ′目一一一．。"ｏ

_

遺物出土状況埋土からは、饗４点、壷
(1/SO）

２点、蜜の底部１点、突帯１点が出土し

ている。流れ込みの遺物のみと推定できる。最下層から１

点出ているが、住居が埋まる段階での流れ込みである。

まとめ住居の新旧関係や遺物の出土状況から４Ｂ期と考

えられる。

３３Ｓｌ（第Ⅲ－４８７．４９２．４９３図）

位置遺跡西部（東西水路Ｃ調査区）の氾濫原上に位置す

る。旧地形をほぼ留めている｡床面の標高は約５２．３ｍで、

この住居埋没後０１ＳＩ、３３SIが建てられている。主軸の方

位は不明である。
胸

3３０

,ｑ ｑ
山００ヤ・Ｃ９='~Ｉ

④‘《／

浩帝一竿遺物出土状況床面直上に壷の口縁部片が1点あるのみで
第'''-492図３３S｜平面･断面図(1/80）ある。

まとめ遺構の新旧関係や遺物の出土状況から４Ａ期と考えられる。

３５ＳＩ（第Ⅲ－４８７．４９４図）

ラＰ位置遺跡西部(東西水路c調査図の氾濫原上に位置する｡旧地形をほぼ
留めている。床面の標高は約５２２ｍで、この住居埋没後西部に３６ＳＩ、

床面(1)

１一Ｗ上層にはO3SIが建てられている｡主軸の方位はＮ言47.-Ｗである。
住居形態住居形態は不明で、長軸２．２ｍ以上、短軸1.5ｍ以上を測る。

第'''-493図３３S|出土土器残存床土器面積は２．５４㎡で、検出面からの深さは７０cmである。硬化面は

実測図(1/3）広い範囲に認められる。埋土は３層からなる。
遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ遺物出土状況や住居の新旧関係から５期以前と考えられる。
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ｍ以上を測る。検出床面積は１．２㎡で、検出面からの深さ

は４０cmである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は

３層からなる。
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８暗褐色混茶褐色砂質士
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第Ⅲ-494図３５S|･３６ＳＸ平面･断面図(1/S○）

ｑ

７５

－ａ

ａ

ＳＩ

０ ２ｍ

ｰ一

《てこ？弓？譜蝋篤蝋鰯お氾濫原上に位置する｡旧地形をほぼ：
１届(1) 留めていると考えられる。床面の標高は約５２．０ｍで、この住居埋没後西部に

冷戸害『，３４SI､O4SI､上層にO7SI東部にO3SIが建てられている｡主軸の方位は不

第,,,_495図明である。
３６S×出土土器住居形態住居形態は不明で、長軸３．５ｍ、短軸1.2ｍ以上を測る。検出床
実測図(1/3）面積は３．０㎡で、検出面からの深さは９０cmである。硬化面は不明、埋土は

４層からなる。

遺物出土状況ｌ層から蓋の口縁部片（第Ⅲ-495図ｌ）が出土している。

まとめ遺物出土状況や住居の新旧関係から４Ａ期以前と考えられる。

３２ＳＩ（第Ⅲ－４９６．４９９．５０１図）

位置遺跡西部（東西水路Ｄ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５２．３ｍで、この住居埋没後東部に、３４ＳＩが建てられている。主軸の方位は不明である。

住居形態住居形態は不明で、長軸１．０ｍ以上、短軸０．７ｍ以上を測る。検出床面積は０．７㎡で、検出面から

の深さは８０cmである。硬化面は不明。埋土は３層からなる。

遺物出土状況埋土から蜜２点、壷１点・鉢１点（赤色顔料）突帯２点、長脚台細片（８～１０点）饗、壷細

片少数が出土している。いずれも流れ込みの遺物である。

まとめ遺物の出土状況から住居の時期は６Ａ期と考えられる。

O４ＳＩ（第Ⅲ－４９６．４９８．５０１図）

位置遺跡西部（東西水路Ｃ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５２．７ｍで、この住居埋没後、西部は３４ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐１９．－Ｗである。
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第111-501図東西水路調査区第一次検出遺構配置図(1/400）
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第'11-504図１９S|出土土器実測図(1/3）
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第'''-505図１２S|出土土器実測図(1/3)<4層(１．２)､３層(3)､２層(４．５)〉
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第'''-503図１５S|出土土器実測図(1/3）

＜ごニノ

１０cｍ

まとめ住居の新旧関係や遺物の出土状況から住居の時期は６Ａ期と考えられる。

２９Ｓｌ（第Ⅲ‐４８７．５０２図）

位置遺跡西部（東西水路Ａ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５２．９ｍで、この住居埋没後ｌ２ＳＩ及び１１．２８SIが建てられている。主軸の方位は不明である。

住居形態住居形態は不明で、長軸２．６ｍ以上、短軸０．３ｍ以上を測る。検出床面積は０．０９㎡で、検出面か

らの深さは３０cmである。硬化面は不明で、埋土は２層からなる。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ住居の新旧関係から３～４Ａ期と考えられる。

１５ＳＩ（第Ⅲ－５０１．５０２．５０３図、ＰＬ１１）

位置遺跡西部（東西水路Ａ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

歪で

▼

００

Ｃｌ
０



標高は約５３．０ｍで、

この遺構埋没後北部

にｌ２ＳＩが建てられ

ている。主軸の方位

は不明だが､北西（南

東）方向に主軸を持

つ可能性が高い。

住居形態遺構の形

態は不明で、上記の

ように主軸を考える

と長軸２．５ｍ、短軸

0.4ｍ以上を測る。検

第Ⅲ-50ｓ図１１Ｓ|出土鉄器実測図(1/3）さは４０cmである。硬

一に二二二二二『鰯蝋鯛蝋…
帯１点、塗り１点が出土している。いずれも流れ込

Ｉ一手 みの遺物であると推定できる。

第'''－５０７図１１Ｓ|出土土器実測図(1/3）
まとめ遺物の出土状況や住居の新旧関係から住居

④'。｜”
季、事＝’

一一住居形態住居形態は方形と推定でき、長軸３．８ｍ

第'''-509図２４S｜平面･断面図(1/so）以上、短軸０．９ｍ以上を測る。検出床面積は２，，，ｆ
で、検出面からの深さは６０cmである。硬化面は不明

▽斌埋土は響層からな≦
’層('）い遺物出土状況埋土から饗５点、（胴部片多い、４個体以上)、壷３点、突帯３点、赤

一色顔料土器１点、いずれも流れ込みの遺物と推定できる。

第'''－５１０図まとめ遺物の出土状況や住居の新旧関係から住居の時期は４Ａ期と考えられる。

２４S|出土土器２８Ｓｌ（第Ⅲ－４８７．５０２図）

実測図(1/3）位置２８ＳＩは、遺跡西部（東西水路Ａ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形

をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は約５２．８ｍで、主軸の方位はＮ‐１２．－Ｗである。

住居形態住居は方形呈し、長軸１９ｍ以上、短軸０．７ｍを測る。検出床面積は０．９６㎡で、検出面からの深
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第Ⅲ-506図１１Ｓ｜平面･断面図(1/SO）
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④ ／ の時期は４Ａ期と考えられる。規模や位置から考て

２３ＳＩ埋没課程で土坑として利用されたと考えられ

る。

７４１２Ｓｌ（第Ⅲ－５０１．５０２．５０５図）

位置遺跡西部(東西水路Ａ調査区)の氾濫原上に位

ロ
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５２９ｍで、この住居埋没後に東部にｌｌＳＩ、西部

にｌ９ＳＸが掘削されている。主軸の方位はほぼ座標

軸に沿う。
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第'''－５１１図２１Ｓ|･２０S|･１３S|･１４S｜平面･断面図(1/８０）
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第'''－５１３図１３Ｓ|出土土器１９ＳＩ（第Ⅲ‐501.502図）

実測図(1/3）位置遺跡西部(東西水路Ａ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形

をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は約５２．７ｍで、主軸の

方位は不明であるが、北西方向にややふれると推定される。

住居形態住居はほぼ楕円形を呈し、長軸２．３ｍ以上、短軸０．９ｍ以上を測る。検出床面積は１．６㎡で、検出

面からの深さは１１０cmである。硬化面は不明で、埋土は３層からなる。

遺物出土状況埋土からは髪細片、胴部のみで流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ遺物の出土状況と住居の新旧関係から４Ａ～６Ａと推定できる。

１１Ｓｌ（第Ⅲ－５０１．５０６．５０７．５０８図）

位置遺跡西部（東西水路Ａ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５３．２ｍで、主軸の方位はＮ‐１２．－Ｗである。

住居形態住居は方形を呈し、長軸１．８ｍ以上、短軸０．９ｍ以上を測る。検出床面積は1.44㎡で、検出面か

ミア震、。

暇一 まとめ床面の標高が２０cm程差異があるが、ｌｌＳＩとIまぼ同一の平１１

面形態を持つことから建て替えの可能性もある。ｌｌＳＩの出土遺物か
０１０ａｎ

了？

第'''－５１２図２０Sl出土土器実測図(1/3)<2層（１）、１層(２～５)〉
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第Ⅲ－５１４図１４S|出土土器実測図(1/3)<4層(１～１４)､３層(１５～１８)､２層(１９)、１層(２０～２２)〉

〈１３S|･１４S|トレンチ(２３)〉

らの深さは３０cmである。硬化面は不明で、埋土は２層からなる。

遺物出土状況蜜５点、壷１点、突帯１点。板状鉄斧（第Ⅲ‐508図ｌ）が１点出土している。ほとんどが流

れ込みの遺物で、床面直上の遺物は出土していない。

まとめ遺物の出土状況から住居の時期は５期と考えられる。

２４Ｓｌ（第Ⅲ－５０１．５０９．５１０図）

位置遺跡西部（東西水路Ｂ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５２．６ｍで、住居埋没後、西部に２１ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐１３°-Ｗである。

住居形態住居形態は不明で、長軸２．９ｍ以上．短軸１．４ｍ以上を測る。検出床面積は３．７８㎡で、検出面か

らの深さは７０cmである。硬化面は不明で、埋土は３層からなる。

遺物出土状況埋土ｌ層から妻２点、突帯１点が出土している。

まとめ遺物出土状況や住居の新旧関係から４Ａ期と考えられる。

２１Ｓｌ（第Ⅲ－５０１．５１１図）

位置遺跡西部（東西水路Ｂ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めている。床面の標高は約５２７

3３７



ｍで、この住居埋没後東部にはｌ３ＳＩ、南部には２ＯＳＩが建てられている。主軸の方位は不明である。

住居形態住居形態は不明で、長軸０．６ｍ以上．短軸０．７ｍ以上を測る。検出床面積は０．２４㎡で、検出面か

らの深さは６０cmである。硬化面は不明で、埋土は３層からなる。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ住居の新旧関係から４Ａ～６Ａ期と推定できる。

2ＯＳＩ（第Ⅲ－５０１．５１１．５１２図）

位置遺跡西部（東西水路Ｂ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５２．８ｍで、主軸の方位はＮ‐７．－Ｅである。

||響当

謙

住居形態住居は方形を呈し、長軸２．５ｍ以上．短軸０．６ｍ以上

を測る。検出床面積は１．２㎡で、検出面からの深さは６０cmであ

る。硬化面は不明で、埋土は２層からなる。

＝（！計霊驚露悪蕊噸点が出土してい＆堰

‘ｑ－

遺物出土状況埋土から妻（細片６個体以上、養棺片を含む｡）壷

｡

Ｏ

ヨ

Ｘ

１暗褐色砂質土

２茶褐色砂質土

３褐色砂質土

４撹乱土

５暗褐色砂質土

６炭･焼土混暗褐色土

Ｌ=５３．８００ｍ

ｌ－ｏ
Ｅｌ－

I忌墓二 ３

流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ遺物出土状況や住居の新旧関係から４Ｂ期以降と考えられ

る。

１３ＳＩ（第Ⅲ－５０１．５１１．５１３図）

位置遺跡西部(東西水路Ｂ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地

形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は約５２．７ｍで、こ

の住居埋没後東部にｌ４ＳＩが建てられている。主軸の方位はＮ‐

９°-Ｅである。

▽

;駕蝋±１帝一三F住居形態住居は方形を呈し､長軸Ｌ9ｍ以上短軸０６ｍ以上
７暗黄褐色土

第Ⅲ－５１５図OSS|･Ｏ１Ｓｌ を測る。検出床面積は０．９㎡で、検出面からの深さは５０cmであ

平面･断面図(1/so）る。硬化面は認められない。埋土は４層からなる。
遺物出土状況埋土から饗３点（３個体以上）壷５点（うち、赤

弓三えマフ！＆顔料土器1点,突帯4点出土している｡流れ込みの遺物と縦
できる。

臣司一之Ｐ；まとめ住居の新旧関係や遺物の出土状況から4B~6A期と考え
３層(１～３） らｵ1ﾉる。

邑三『１４Ｓｌ（第Ⅲ-501.511.514図）
第Ⅲ－５１６図OSS’位置遺跡西部(東西水路Ｂ調査区)の氾濫原上に位置する。旧地

出土土器実測図(1/3）

畝

〃狸アア三三

了
１１
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雨万三ii三<F１〃

涙頭嗣ノ' １０ｍ

ー －－_

第Ⅲ－５１７図Ｏ１Ｓｌ出土土器実測図(1/3)<床面(1)､３層(２．３)､２層(４．５)、１層(6)〉
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形をほぼ留めていると考えられる。床面の標高は約５２．３ｍで、この住居埋没後ｌ７ＳＸが掘削されている。

主軸の方位は不明である。

住居形態住居は方形を呈し、長軸２５ｍ、短軸０．４ｍを測る。検出床面積は０．５㎡で、検出面からの深さは

４０cmである。硬化面は不明で、埋土は４層からなる。

遺物出土状況埋土から髪１９点（細片多数）壷４点、鉢５点、底部４点、脚台付底部３点、突帯８点、塗

り２点、縄文土器１点（黒色磨研．浅鉢）石嫉（４層）が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ遺物の出土状況から６Ａ期と推定できる。

o８ＳＩ（第Ⅲ－５０１．５１５．５１６図）

位置遺跡西部（東西水路Ｃ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５２８ｍで、この住居埋没後南部にＯ１ＳＩが建てられている。主軸の方位は不明である。

住居形態住居形態は不明で、長軸２０ｍ以上、短軸０．４ｍ以上をはかる。検出床面積は０．１５㎡で、検出面

からの深さは５０cmである。硬化面は不明、埋土は３層からなる。

遺物出土状況ｌ～４層の間に、流れ込みの遺物がｌ～２点ずつ入っているのみである。埋土から併せて菱４

点、壷１点、底部１点、赤色顔料を施した土器

が２点が出土している。

まとめ遺構の新旧関係や遺物の出土状況から

4Ｂ期と考えられる。

山００９．８９='Ｔ Ｏ１Ｓｌ（第Ⅱ１－５０１．５１５．５１７図）
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２暗褐色藻屑

３暗褐色砂質土

４暗茶褐色土
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卜門司詞１
で、この住居埋没後、東部には０１と０８Ｓ

第'''-523図O6S｜平面･断面図(1/SO）
Ｉが､西部にはＯ３ＳＩが建てられている。

主軸の方位は不明である。

住居形態住居形態は不明、長軸１．５ｍ以上．短軸１．０ｍ以上を測る。検出床面積は１．５㎡で、検出面からの

深さは７０cmである。硬化面は不明。埋土は３層からなる。

遺物出土状況埋土からは、壷７点、蜜３点、突帯付き３点（うち、沈線入り２点)、丹塗りのもの１点、ｌ

層埋土からは、黒曜石が１点出土している。流れ込みの遺物と推定できる。床面出土の遺物はない。
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aL三§3.600ｍ－ａ から住居の時期は５期と考えられる。
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O２Ｓｌ（第Ⅲ－５０１．５２０．５２１図）

位置遺跡西部（東西水路Ｃ調査区）の氾

濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めてい

ると考えられる。床面の標高は約５２．８ｍ
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第'''－５２５図Ｏ６Ｓ|出土土器実測図(1/3)<床面(１～９)､３層(１０～１２)、１層(１３)〉
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５炭化材を多量に含む黒褐色混暗褐色土

６硬化面 一

第Ⅲ-526図O5S｜平面･断面図(1/SO）

０ １ｍ

帰 一

第'''-527図O5Sl内炭化材出土状況平面･断面図(1/40）
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まとめ住居の時期は、住居の新旧関係や遺

物の出土状況から住居の時期は４Ｂ～５期と

考えられる。

O３Ｓｌ（第Ⅲ－５０１．５２０．５２２図）

位置遺跡西部（東西水路Ｃ調査区）の氾濫

源上に位置する。旧地形をほぼ留めていると

考えられる。床面の標高は約５２．８ｍで、主軸

の方位はＮ‐３３．－Ｗである。

住居形態住居は方形を呈し､長軸３．０ｍ・短

軸１．３５ｍ以上を測る。検出床面積は２．８㎡、

検出面からの深さは７０cmである｡硬化面は広

い範囲に認められる。埋土は３層からなる。
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第''1-528図O5S|出土土器実測図(1/3)<4層(１．２)､３層(３．４)、１層(５～１０)〉
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遺物出土状況埋土から饗８点、壷５点（うち１点は赤彩した土器)、赤彩した高杯も出土している。床面直

上の遺物は壷口縁部が１点である。いずれも流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ遺物の出土状況から住居の時期は６Ａ期と考えられる。

O６ＳＩ（第Ⅲ－５０１．５２３．５２４．５２５図）

位置遺跡西部（東西水路Ｄ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５３．１ｍで、主軸の方位はＮ‐３°-Ｗである。

住居形態住居形態は不明で、長軸３．８ｍ・短軸１２ｍ以上を測る。検出床面積は４．０８nnfで、検出面からの

深さは８０cmである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は４層からなる。

遺物出土状況蜜７点・壷３点・底部２点・脚台付底部１点・突帯５点・赤彩土器片１点が出土している。

ｌ～３層までほぼ同量の遺物が出土している。４層床面近くに壷、饗の口縁部、底部が多く出土している。

まとめ住居の新旧関係や遺物の出土状況から住居の時期は６Ｂ期と考えられる。

O５ＳＩ（第'''－５０１．５２６．５２７．５２８．５２９図、ＰＬ５１）

位置遺跡西部（東西水路Ｄ調査区）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の

標高は約５２．６ｍで、主軸の方位はＮ‐１７．－Ｗである。

住居形態住居は方形を呈し、長軸３．７ｍ、短軸１．０ｍを測る。検出床面積は３．０４㎡で、検出面からの深さ

は７０cmである。硬化面は広い範囲に認められる。埋土は４層からなる。

遺物出土状況髪６点・壷８点・高杯１点・脚台付底部２点・突帯５点・赤色顔料を塗布した土器１点・鉄

嫉が出土している。ｌ～４層の遺物の量は同じくらいである。いずれも流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ遺物の出土状況から住居の時期は７期と考えられる。

（３）屋外土坑

２区５５基、８２区７基検出されている。後述する土坑墓との区別が必ずしも明確ではないが、明らかに墓域

の中で墓の可能性が高いもの（例九電鉄塔調査区仮・新No.６１）は、土坑墓の中で記述している。

①２区の調査（第Ⅲ‐530図）

１２３４ＳＫ（第Ⅲ－５３１図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．４ｍで、この土坑埋没後、東側にｌ２３３ＳＫが掘削されている。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.8ｍ、短軸０．５５ｍ以上、深さ０．７５ｍを測る。埋土は３層からな

る。断面の形態はＵ字状である。

遺物出土状況断面で確認できたのみで、遺構内出土土器を特定できなかった。

まとめ土坑の時期は、ｌ８３ＳＩが埋没してから掘削していることから７期以降と考えられる。

１２３３ＳＫ（第Ⅲ－５３１図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．６ｍで、l83SI、ｌ２３４ＳＫが埋没してから掘削している。

土坑形態平面形態は楕円形を呈する。長軸２１ｍ、短軸1.6ｍ、深さ０．７ｍを測る。埋土は６層からなる。

断面の形態は凹字状である。

遺物出土状況断面で確認できたのみであり、遺構内出土土器を特定できなかった。

まとめ土坑の時期は、ｌ８３ＳＩとの新旧関係から７期以降と推定される。

１０３３ＳＫ（第Ⅲ－５３１．５３２図、ＰＬ､３５）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．４ｍで、長軸方向はＮ‐２８．－Ｅである。

3４３



四
○

６１０

土坑形態平面形態は方形を呈し、長軸１．６ｍ、短軸

1.3ｍ、深さ０．４５ｍを測る。埋土は３層からなる。断面の

形態は皿状である。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。

まとめ土坑の時期は、ｌＯｌ７ＳＩ埋没後に掘削されている

ことや、遺物の出土状況から６Ａ期以降と考えられる。

１０３６ＳＫ（第Ⅲ－５３１．５３２．５３３図、ＰＬ､５１）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧

地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高は約

５３．１ｍで、ｌＯｌ７ＳＩとｌＯ７０ＳＫ埋没後掘削されてい

る。長軸方向はＮ‐４５．－Ｗである。

土坑形態平面形態は方形を呈し、長軸２．０ｍ以上、短軸

1.9ｍ、深さ０．２５ｍを測る。埋土は３層からなる。断面の

形態はＵ字状である。

遺物出土状況流れ込みの遺物が出土している。

まとめ土坑の時期は、ｌＯｌ７ＳＩ埋没後に掘削されてい

ることや、遺物の出土状況から６～７期と考えられる。

１０７ＯＳＫ（第Ⅲ－５３１．５３２図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧

地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高は約

５３．０ｍで、この土坑埋没後、北西側にｌＯ３６ＳＫが掘削

されている。長軸方向はＮ－４２ｏ－Ｅである。

土坑形態平面形態は方形を呈する。長軸０．９５ｍ、短軸

0.74ｍ、深さ０．５ｍを測る。埋土は２層からなる。断面の

形態はＵ字状である。

。０２０ｍ

一一

第Ⅲ-530図２区屋外土坑配置図(1／1000）

まとめ土坑の時期は、この土坑埋没後にｌＯ３６ＳＫが掘削されていることと遺物の出土状況から４Ａ期と考え

られる。

１２２４ＳＫ（第Ⅲ－５３１．５３２図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。検出面の標

高は約５３．９ｍで、長軸方向はN-40o-Wである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸2.85ｍ、短軸225ｍ、深さ０．３２ｍを測る。埋土は２層からなる。

断面の形態は皿状である。

まとめ土坑の時期は、２０７ＳＩが埋没してから掘削されていることから、５期以降と考えられる。

２１１ＳＫ（第Ⅲ－５３１図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。検出面の標高は約５３．８ｍ

で、この土坑埋没後、南側にｌ９７ＳＩ・ｌ６１ＳＩが建てられている。長軸方向はＮ‐７０．－Ｗである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸２４ｍ、短軸1.0ｍ以上、深さ０．１５ｍを測る。埋土は２層からな

る。断面の形態は皿状である。

まとめこの土坑埋没後、ｌ９７ＳＩとｌ６１ＳＩが建てられていることから、この土坑の時期は４Ｂ期以前と

考えられる。

3４４
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第111-533図１０３６SK出土鉄器

実測図(2/3)〈2層〉

１７１ＳＫ（第Ⅲ－５３４．５３７図）

位置遺跡中央部(２区南部)の自然堤防上に位置する。

旧地形は削平されている。検川面の標商は約５３．８ｍ

で、この土坑埋没後、北西側ｌ７０ＳＸ、ｌ９６ＳＩが掘削

されている。長軸方向はＮ‐５５．－Ｅである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長ililllO,9ｍ、短ｌＩＩｌｌ

Ｏ､73ｍ、深さ０．３ｍを測る。埋土はｌ層からなる。断面

の形態はＵ字状である。

まとめ土坑の時期は、遺物の出土状況から４Ｂ期と考

えられる。
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１７０ＳＸ（第Ⅲ－５３４．５３５．５３６図、ＰＬ､３５）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。

床面の標高は約５３．８ｍで、ｌ９６ＳＩとｌ７１ＳＫ埋没後、掘削されている。長軸方向はＮ‐４０．－Ｅである

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.5ｍ、短軸0.4ｍ、深さ０．１６ｍを測る。埋土は２層からなる。断

面の形態はＵ字状である。

遺物出土状況第Ⅲ‐536図ｌは、倒立した状況で出土した。人為的に埋められたと推定できる。

まとめ土坑の時期は、遺物の出土状況から７期と考えられる。

244ＳＸ（第Ⅲ－５３８．５４２図、ＰＬ､４４）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。検出面の標

高は約５３．６ｍで、この遺構埋没後、南西側に２１８ＳＸが掘削されている。長軸方向はＮ‐７０°-Ｗである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸1.9ｍ、短軸0.6ｍ以上、深さ０．２５ｍを測る。埋土はｌ層からな

る。断面の形態は皿状である。

まとめこの遺構の時期は，遺構の新旧関係から６期以前と考えられる。
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実測図(1/3）
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第'''-541図１００６SK出土土器実測図(1/3)<4層(1)､３層(２～４)〉

２１８ＳＸ（第Ⅲ－５３８．５３９．５４０図）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形はほとんどが削平されていると考えられる。

検出面の標高は約５３．６ｍで、253SI埋没後掘削されており、この遺構埋没後、東側にｌＯＯ６ＳＸが掘削され

ている。長軸方向はＮ‐７０。-Ｅである。

土坑形態平面形態は方形を呈し、長軸2.0ｍ以上、短軸1.8ｍ以上、深さ０．４ｍを測る。埋土は３層からな

る。断面の形態は皿状である。

遺物出土状況３～５期の土器が出土している。

まとめ２５３ＳＩ埋没後掘削していることや、遺物の出土状況から土坑の時期は６Ｂ期以降と考えられる。

１０４２ＳＫ（第111-538図）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。検出面の標高は約５２．７ｍ

で、（上層を試掘トレンチで削平されているため低い)、この遺構埋没後、北東側にｌＯＯ６ＳＫ・南部に２２９Ｓ

Ｘが掘削されている。長軸方向はN-60o-Wである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸１．８ｍ以上、短軸１．１ｍ以上、深さ０．２以上を測る。埋土は２層

からなる。断面形態はＵ字状である。

まとめこの遺構埋没後ｌＯＯ６ＳＫと２２９ＳＸが掘削されていることから、６Ｂ期以前と考えられる。

１００６ＳＫ（第'１１－５３８．５４１図）

位置遺跡南西部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。検出面の標

高は約５３．６ｍで、２５３ＳＩ埋没後掘削されており、この土坑埋没後、北東側に２２ＯＳＩが建てられている。

長軸方向はN-75o-Wである。

土坑形態平面形態は方形を呈し、長軸1.8ｍ、短軸1.7ｍ、深さ１．５ｍを測る。埋土は７層からなる。断面

の形態は凹状とＵ字状の２段掘りである。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。

まとめ土坑の時期は２５３ＳＩ埋没後掘削されていることや遺物の出土状況から６Ｂ期以降と考えられる。

１０５３ＳＫ（第'''－５３８図）

位置遺跡中央部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５２．４ｍである。長軸方向はＮ‐１０。-Ｗである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸1.4ｍ、短軸0.9ｍ、深さ０．４ｍを測る。埋土は２層からなる。断

面の形態は皿状である。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。

まとめ土坑の時期は、埋没してからｌＯＯ６ＳＫとｌＯ４２ＳＸが掘削されていることから、６Ｂ期以前と考え

られる。

２９１ＳＸ（第Ⅲ－５３８．５４３．５４４図）

位置遺跡中央部（２区南部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されていると考えられる。検出面の標

3５０
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出土石器実測図(2/3)<2層〉出土土器実測図(1/3）
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し
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高は約５３２ｍで、２５３ＳＩの埋没後掘削されている。長

軸方向はＮ－４ｏ－Ｅである。

土坑形態平面形態は方形を呈し、長軸１．５ｍ、短軸

１．２ｍ、深さ1.1ｍを測る。埋土は３層からなる。断而の

形態は袋状の２段掘りである。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。

まとめこの遺構は、２５３ＳＩとの新旧関係から６Ｂ期以

降と考えられる。

１０２７ＳＫ（第Ⅲ－５４５．５４７図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。Ⅱ_｜

地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高は約

５２９ｍである。ｌＯ６４ＳＩ埋没後、掘削され、埋没後は

上層部に２１２ＳＩ、北側にはｌＯ２１ＳＸと２２８ＳＸが掘

削されている。長軸方向はＮ‐１５｡-Ｗである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸１．７ｍ以上、短

軸１．６ｍ、深さ０２５ｍを測る。埋土は２層からなる。断

面の形態はＵ字状である。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。

まとめ土坑の時期は、ｌ０６４ＳＩとの新旧関係から４Ａ

～６Ａ期と考えられる。

１０２６ＳＫ（第''1-545.548.549図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。Ⅲ

地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高は約

５３．４ｍで､この土坑埋没後､南側に２１２ＳＩが建てられ、

北東側にｌ０２１ＳＸが掘削されている。埋没後ｌＯ６４ＳＩ

が建てられている。長jlilll方向はＮ‐８５．－Ｗである。

土坑形態土坑は方形を呈し、長軸1.7ｍ、短軸１．３ｍ、

深さ１．０ｍを測る。埋土は２層からなる。断面の形態は

Ｕ字状である。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。

まとめ土坑の時期は、ｌＯ６４ＳＩとの新旧関係と遺物の

出土状況から４Ａ期の可能性がある。
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第'''－５４６図屋外土坑３

配置図(1／1000）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほ

ぼ留めていると考えられる。検出面の標高は約５３．４ｍである。

ｌＯ６４ＳＩとｌＯ２６ＳＸとｌＯ２７ＳＫ埋没後掘削され、埋没後、東

側に２２８ＳＸが据えられている。長軸方向はＮ－５°-Ｅである。

土坑形態平面形態は方形を呈し、長軸２０ｍ、短軸２．０ｍ、深さ

0.7ｍを測る。埋土は３層からなる。断面の形態はＵ字状である。

遺物出土状況埋士から饗口縁部片３４、壷口縁部片１２、蜜底部片
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位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。
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8、壷底部片４が出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめ土坑の時期は、ｌＯ６４ＳＩとの新旧関係と遺物の出土状況から５期と考えられる。

１０２３ＳＫ（第Ⅲ－５４５．５５１図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．４ｍで、この遺構は、ｌＯ２７ＳＫ埋没後掘削され、埋没後に西部に２２８ＳＸが据えられている。長軸

方向はＮ‐８５．－Ｗである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸2.2ｍ以上、短軸2.0ｍ、深さ０．８ｍを測る。埋土は３層からなる。

断面の形態は凹状である。
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第'''－５６１図屋外土坑６配置図
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遺物出土状況骨・歯と流れ込みの土器が出土している。

まとめ骨・歯が出土していることから、土坑墓と推定でき、時期

は、遺構の新旧関係と、遺物の出土状況から５期と考えられる。

１０２８ＳＫ（第Ⅲ－５５２図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほ

ぼ留めていると考えられる。検出面の標高は約５２．８ｍで、長軸方

向はＮ‐ｌ５ｏ－Ｅである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸2.6ｍ、短軸2.3ｍ、深

さ０．３ｍ以上を測る。埋土は２層からなる。断面の形態はＵ字状で

ある。

まとめ深さが浅く、２１２SIが建てられる以前の士坑の可能性が考



えられることから７期以前と考えられる。

２２６ＳＸ（第Ⅲ－５５２．５５３図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．５ｍで、２１２ＳＩ埋没後掘削されている。長軸方向はＮ－４０ｏ－Ｅである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸１６ｍ、短軸１３ｍ、深さ０．７ｍを測る。埋土は２層からなる。断

面の形態はＶ字状である。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。

まとめ土坑の時期は、２１２ＳＩとの新旧関係と遺物の出土状況から７期以降と考えられる。

２７３ＳＫ（第'１１－５５４．５５９図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めている。検出面の標高は約５３．２ｍ

で、２８６ＳＩ埋没後掘削され、この土坑埋没後南側に２２７ＳＫが掘削されている。長軸方向はほぼ南北であ

る。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸1.4ｍ以上、短軸1.3ｍ、深さ０．３ｍを測る。埋土は３層からなる。

断面の形態は皿状である。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。

まとめ士坑の時期は、遺構の新旧関係と遺物の出土状況から４Ａ期と考えられる。

227ＳＸ（第Ⅲ－５５４．５５５．５５６．５５８図、ＰＬ､44）

位置２２７ＳＫは、遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。

検出面の標高は約５３．６ｍで、２７３ＳＫ、２８６ＳＩが埋没後掘削されている。長軸方向はN-85o-Wである。

土坑形態平面形態は長方形を呈し、長軸3.7ｍ、短軸２５ｍ、深さ０．９ｍを測る。埋土は４層からなる。断

面の形態はＶ字状である。

遺物出土状況埋土から饗の口縁部片１２、壷の口縁部片８，鉢ｌ、無頚壷、壷底部片３、饗底部片３が出土し

ている。流れ込みの遺物と推定できる。又、埋土ｌ層下面に流れ込みの石が集まって出土している。

まとめ土坑の時期は、遺構の新旧関係と遺物の出土状況から６Ａ期と考えられる。

１００１ＳＫ（第Ⅲ－５５４．５５７図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．２ｍで、２８６ＳＩ埋没後掘削されている。長軸方向はＮ‐８５°‐Ｅである。

土坑形態平面形態は円形を呈し、長軸1.6ｍ、短軸1.6ｍ以上、深さ０．３４ｍを測る。埋土は２層からなる。

断面の形態は皿状である。

遺物出土状況流れ込みの遺物が出土している。

まとめ土坑の時期は、２８６ＳＩとの新旧関係から４Ａ期以降と考えられる。

１０１２ＳＫ（第Ⅲ－５６０図）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．１ｍで、ｌＯ２９ＳＩ埋没後掘削されている。長軸方向はＮ－２８ｏ－Ｗである。

土坑形態平面形態は円形を呈し、長軸１．１ｍ、短軸１．０ｍ、深さ０．３ｍを測る。埋土は２層からなる。断面

の形態は皿状である。

まとめ土坑の時期は、ｌＯ２９ＳＩ埋没後掘削されていることから３期以降と考えられる。

１０６６ＳＫ（第Ⅲ－５６０図）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．２ｍで、長軸方向はＮ‐６０．－Ｗである。

3５９



土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸2.0ｍ、短軸1.7ｍ、深さ０．６ｍを測る。埋土は３層からなる。断

面の形態は皿状である。

まとめ土坑の時期の推定は困難である。

１０６２ＳＫ（第Ⅲ－５６０図）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．１ｍで、この土坑埋没後、南側にｌＯ６４ＳＩが建てられている。長軸方向はＮ‐６０．－Ｗである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸1.0ｍ以上、短軸0.4ｍ以上、深さ０．４ｍを測る。埋土は３層から

なる。断面の形態はＵ字状である。

まとめ土坑の時期は、ｌＯ６４ＳＩとの新旧関係から４Ａ期以前３期の可能性が高い。

１０６３ＳＫ（第'11-560図）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．１ｍで、長軸方向はＮ‐５０。‐Ｗである。

土坑形態平面形態は長方形を呈し、長軸1.1ｍ、短軸0.8ｍ、深さ０．４ｍを測る。埋土は３層からなる。断

面の形態は皿状である。

まとめ土坑の時期の推定は困難である。

１０５４ＳＫ（第Ⅲ－５６０図）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．２ｍで、この土坑埋没後、南西部に２６９ＳＩが建てられ、北西側は撹乱により壊されている。長軸

方向はＮ‐３０°-Ｅである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸1.4ｍ以上、短軸1.2ｍ、深さ０４ｍを測る。埋土は３層からなる。

断面の形態は皿状である。

まとめ土坑の時期は、２６９ＳＩとの新旧関係から６Ａ期以前と考えられる。

１０５１ＳＫ（第111-560図）

位置遺跡南西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．２ｍで、この土坑埋没後、東側に２５９ＳＩが建てられている。長軸方向はＮ‐２０．－Ｅである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸1.3ｍ、短軸0.9ｍ以上、深さ０．５ｍを測る。埋土は５層からなる。

断面の形態はＵ字状である。

まとめ土坑の時期は、２５９ＳＩとの新旧関係から５期以前と考えられる。

249ＳＸ（第Ⅲ－５６２．５６３．５６４図、ＰＬ４４）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．４ｍで、２３３ＳＩ埋没後掘削されている。長軸方向はＮ-45°-Ｅである。

土坑形態平面形態は円形を呈し、長軸0.8ｍ、短軸0.8ｍ、深さ０．３ｍを測る。埋土は２層からなる。断面

の形態はＵ字状である。

まとめ土坑の時期は、２３３ＳＩとの新旧関係から４Ａ期以降と考えられる。

１０４１ＳＫ（第Ⅲ－５６２図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．０ｍである。この遺構はｌ４３ＳＩ埋没後掘削され、埋没後、中央部にｌＯ３７ＳＫが掘削されてい

る。長軸方向はＮ‐９０。‐Ｅである。

土坑形態平面形態は方形を呈し、長軸1.8ｍ、短軸1.3ｍ、深さ０．５４ｍを測る。埋士は３層からなる。断面

の形態は凹字状である。
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まとめ士坑の時期は、ｌ４３ＳＩとの新旧関係から４Ａ～４Ｂ期以降と考えられる。

１０３７ＳＫ（第''１－５６２図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置し、旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．０ｍで、l49SI、ｌ４３ＳＩとｌＯ４１ＳＸ埋没後掘削している。長軸方向はＮ‐３５．－Ｗである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸０．７ｍ、短軸０６ｍ、深さ０．５５ｍを測る。埋土は３層からなる。断
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第'''－５６５図１３４SK出土土器実測図(1/3)<3層(１～９)､２層(１０～１６)、１層(１７～１９)〉
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第'''－５６６図１３４SK出土石器
はＮ‐ｌＯｏ－Ｅである。

実測図(2/3)〈1層〉
土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸１．１ｍ、短軸０．９ｍ、深

さ０．３ｍを測る。埋土は４層からなる。断面の形態は皿状である。

遺物出土状況埋士から要口縁部片２２．底部片５、壷口縁部片４．底部片ｌが出土している。いずれも、流

れ込みの遺物と推定できる。

まとめ土坑の時期は、遺物の出土状況から５期と考えられる。

１３９ＳＫ（第Ⅲ－５６２．５６７．５６８図、ＰＬ､44）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．６ｍで、この土坑埋没後、西部にはｌ２３７ＳＸが掘削されている。長軸方向はＮ‐９０°‐Ｅである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸１．１ｍ以上、短軸0.9ｍ、深さ０．６ｍを測る。埋土は３層からなる。

断面の形態は凹字状である。

遺物出土状況埋土から髪口縁部片５が出土している。流れ込みの土器と推定できる。

まとめ土坑の時期は、ｌ２３７ＳＸとの新旧関係と、遺物の出土状況から４Ｂ期以降と考えられる。
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１４７ＳＫ（第'１１－５６２図）

位置遺跡中央部（２区中央部）の氾濫原上に位紐す

る。|Ⅱ地形をほぼ留めていると考えられる。検出標高

は約５３．４ｍで、この土坑埋没後北東側にｌ４６ＳＫ

が掘削されている。長軸方向はＮ‐５。-Ｗである。

土坑形態平而形態は円形を呈し、長Ililll22m、短Iill１

２．０ｍ、深さ０．４ｍを測る。埋土は１層からなる。断

面の形態は凹状である。

まとめ土坑の時期は、ｌｌ３ＳＩ埋没後掘削された

遺構であることから、７期以降と考えれる。

１４６ＳＫ（第Ⅲ－５６２図）

位置進跡中央部（２区中央部）の氾濫原上に位置す

る。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出標高

は約５３．４ｍで、ｌ４７ＳＫ１ＩＩｌ没後掘削されている。長

軸方向はＮ－５ｏ－Ｗである。

寺：

｝Ｉ

第111-567図１３９SK出土土器実測図(1/3）

へ

3６４

１１

０ １０ｍ

、

まとめｌｌ３ＳＩがある程度埋まってからできた遺構であることから、７期以降と考えられる。

１２３２ＳＫ（第111-569図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位慨する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．５ｍで、ｌ３８ＳＩが埋没してから掘削されたと考えられる。長llillI方向はＮ-85°-Ｗである。

土坑形態平而形態は楕|'｣形を呈し、長軸１．７ｍ、短軸１．２ｍ、深さ１．０ｍを測る。埋土は２屑からなる。断

面の形態はＵ字状である。

まとめ土坑の時期は、辿柵の新|Ⅱ関係から６Ａ～８期と考えられる。

１２２３ＳＫ（第Ⅲ－５６９図）

位置辿跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位慨する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出而の標

高は約５２．８ｍで、ｌ１０５ＳＩ以前の遺構と推定できる。長軸方向はＮ‐９０．－Ｅである。

土坑形態平面形態は円形を呈し、長軸０．６ｍ、短軸０．５５ｍ、深さ０．３ｍを測る。埋土は３層からなる。断面

土坑形態平面形態は円形を呈し、長軸1.0ｍ、短軸

第Ⅲ-568図１３９SK出土石器
０．９ｍ、深さ０．７６ｍを測る。埋土は２屑からなる。

実測図(1/3)〈1層〉
断面の形態はＶ字状である。

とめｌｌ３ＳＩがある程度埋まってからできた遺構であることから、７期以降と考えられる。
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の形態はＵ字状である。

まとめ土坑の時期は、ｌｌＯ５ＳＩ埋没後掘削されていることから、７期以前と考えられる。

１２２８ＳＫ（第Ⅲ－５６９図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．０ｍで、284SI埋没後掘削されている。長軸方向はＮ‐９０°‐Ｅである。

土坑形態平面形態は円形を呈し、長軸０．６５ｍ、短軸0.6ｍ、深さ０．５ｍを測る。埋土は２層からなる。断面

の形態はＵ字状である。

まとめ土坑の時期は、遺構の新旧関係から、８期以降と考えられる。

１２１７ＳＫ（第Ⅲ－５６９．５７０図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．１ｍで、撹乱により南西部は壊されている。長軸方向はＮ‐１５°-Ｗである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸1.3ｍ以上、短軸0.84ｍ、深さ０．５５ｍを測る。埋土は４層からな

る。断面の形態は凹状である。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。（第Ⅲ‐570図４．５）

まとめ土坑の時期は、遺物の出土状況から３期と考えられる。

１０８５ＳＫ（第Ⅲ－５６９図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．３ｍで、ｌ２１２ＳＫ埋没後掘削されている。長軸方向はほぼ南北である。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸1.2ｍ、短軸0.8ｍ、深さ０．８ｍを測る。埋土は４層からなる。断

面の形態はＵ字状である。

まとめ士坑の時期は、埋土から時期の推定できる遺物は出土していないため時期の推定は困難である。
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１２１２ＳＫ（第Ⅲ－５６９．５７０図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．３ｍで、この士坑埋没後、東側にｌＯ８５ＳＫが掘削され、上層部は撹乱により壊されている。長軸方

向はＮ‐６０°-Ｅである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸1.2ｍ以上、短軸0.5ｍ以上、深さ０．６ｍを測る。埋土はｌ層から

なる。断面の形態はＵ字状である。

遺物出土状況流れ込みの土器が出土している。（第Ⅲ‐570図９）

まとめ土坑の時期は、埋土から時期の推定できる遺物は出土していないため時期の推定は困難である。

１１０６ＳＫ（第Ⅲ－５６９．５７０図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．２ｍで、ｌ２１５ＳＫ埋没後掘削され、東側は撹乱に壊されている。長軸方向はＮ‐４５。-Ｅである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸1.6ｍ以上、短軸２２ｍ、深さ０３ｍである。埋土は２層からなる。

断面の形態は皿状である。

遺物出土状況時期の推定できる流れ込みの遺物が数点出土している。（第Ⅲ‐570図ｌ～３）

まとめ土坑の時期は、遺物の出土状況から５～６Ａ期と考えられる。

１１６１ＳＫ（第Ⅲ－５６９図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５２．８ｍで、長軸方向はＮ－０°‐Ｅである。

土坑形態平面形態は円形を呈し、長軸0.8ｍ、短軸０．８ｍ、深さ０５４ｍを測る。埋土は２層からなる。断

面の形態はＵ字状である。

まとめ土坑の時期の推定は困難である。ｌ２１５ＳＩ埋没後の廃棄土坑の可能性も考えられる。
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１１４１ＳＫ（第Ⅲ－５６９．５７０図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５２．８ｍで、ｌｌｌ９ＳＩ、ｌｌ６０ＳＩ埋没後掘削されている。長軸方向はＮ‐４°‐Ｗである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸1.5ｍ、短軸1.4ｍ、深さ０．６ｍを測る。埋土は３層からなる。断

面の形態は凹状である。

遺物出土状況時期の推定できる流れ込みの遺物数点が出土している。（第Ⅲ‐570図６．７）

まとめ土坑の時期は、ｌｌｌ９ＳＩとｌｌ６０ＳＩとの新旧関係及び出土遺物から、６Ａ期と考えられる。

１１８７ＳＫ（第Ⅲ－５６９．５７０図）

位置ｌｌ８７ＳＫは、遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。

検出面の標高は約５２．８ｍで、ｌｌ８８ＳＩ、ｌｌ９９ＳＫ埋没後掘削されている。長軸方向はN-60o-Wである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸2.0ｍ、短軸1.1ｍ、深さ０．７ｍを測る。埋土は５層からなる。断

面の形態は凹字状である。

遺物出土状況時期の推定できる髪の破片等の土器が出土している。（第Ⅲ‐570図１０．１１）

まとめ土坑の時期は、遺構の新旧関係遺物の出土状況から５期以降と考えられる。

１１９９ＳＫ（第Ⅲ－５６９図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５２．３ｍで、この土坑埋没後ｌｌ８７ＳＫが掘削されている。撹乱により上層の大部分が壊されている。長

軸方向はＮ‐７８。‐Ｅである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸０．９ｍ、短軸０．７ｍ、深さ０．１ｍ以上を測る。埋士はｌ層からなる。

断面の形態は凹字状である。

まとめ土坑の規模・時期の推定は困難である。

１１１４ＳＸ（第Ⅲ－５７１．５７２図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標
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高は約５３．４ｍで、ｌＯ９９ＳＩとｌｌＯｌＳＩとｌ２９ＳＩが埋没してから掘削されている。長軸方向はＮ‐７５°‐

Ｅである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸2.4ｍ以上､短軸2.0ｍ、深さ０．８ｍを測る。埋土は３層からなる。

断面の形態はＵ字状である。

遺物出土状況炭化物と骨が出土している。また流れ込みの土器が出土している。

まとめ土坑の時期は、ｌ２９ＳＩが埋没してから掘削されていることや、遺物の出土状況から８期以降と考え

られる。墓の可能性がある。

１１５６ＳＫ（第Ⅲ－５７１．５７２図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．１ｍで、ｌｌｌ９ＳＩとｌｌ３９ＳＩが埋没後掘削されている。長軸方向はＮ‐７５°-Ｗである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸1.6ｍ、短軸1.0ｍ、深さ０．６ｍを測る。埋土は２層からなる。断

面の形態はＵ字状である。

遺物出土状況時期の推定できる土器が数点出土している。（第Ⅲ‐572図２．３）

まとめ土坑の時期は、遺構の新旧関係から４Ｂ期と考えられる。

１１４９ＳＫ（第Ⅲ－５７１．５７２図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５２．９ｍで、ｌｌ５７ＳＩ埋没後掘削されている。長軸方向はＮ‐５０．－Ｗである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸２２ｍ、短軸1.4ｍ、深さ０．３ｍを測る。埋土は２層からなる。断

面の形態は凹状である。

遺物出土状況饗の口縁部片２が出土している。流れ込みの遺物である。

まとめ土坑の時期は、ｌｌ５７ＳＩとの新旧関係と、遺物の出土状況から６Ｂ期以降と考えられる。

１２２５ＳＫ（第Ⅲ－５７１図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．０ｍで、１１５７ＳＩ埋没後掘削されている。長軸方向はＮ‐６０°-Ｅである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸1.9ｍ、短軸1.5ｍ以上、深さ０．６ｍを測る。埋土は５層からなる。

断面の形態はＵ字状である。

まとめ土坑の時期は、ｌｌ５７ＳＩとの新旧関係から６Ｂ期以降と考えられる。

１１４ＯＳＫ（第Ⅲ－５７１．５７３図、ＰＬ４４）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５２．８ｍで、ｌｌ４５ＳＩ埋没後掘削されている。長軸方向はＮ‐６０･‐Ｗである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸1.9ｍ、短軸1.3ｍ、深さ０．８ｍを測る。埋土は４層からなる。断

面の形態は凹状である。

まとめ土坑の時期は、ｌｌ４５ＳＩとの新旧関係から、７期以降と考えられる。

１１７ＯＳＫ（第111-571図）

位置遺跡北西部（２区北部）に位置する。旧地形は削平されている。床面の標高は約５３．６ｍで、北西部は

撹乱により壊され、北東部は調査区外にかかる。

土坑形態平面形態は不定形を呈する。長軸０．９５ｍ以上、短軸０．６５ｍ以上、深さ０．３ｍである。埋土は３層

からなる。断面の形態は不定形である。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

３７０



１０９１ＳＸ（第'11-574図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．１ｍで、東側はｌＯ７５ＳＸによって壊されている。主軸方向はＮ‐１２．－Ｗである。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸0.9ｍ以上、短軸０．８５ｍ、深さ０．８５ｍである。埋土は７層からな

る。断面の形態はＵ字状である。６．７層が堆積してから５～１５ｃｍの河原石を敷いている。２面の使用が

考えられる。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめｌＯ７５ＳＸに壊されていることから４Ａ期以降と考えられる。

Ｅ=声声一寸言

第'''－５７５図No.Ｂ２調査区

屋外土坑配置図(1/400）

０

２

②九電鉄塔No.８２調査区の調査（第111-575図）

１２ＳＸ（第Ⅲ‐576.578図）

位置遺跡南西部（８２区南東部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ

留めていると考えられる。検出面の標高は約５３．３ｍで、調査区外に伸

びる。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸０．５６ｍ以上、短軸０．２１ｍ以

上、深さ０．３５ｍ、埋土は２層からなる。

遺物出土状況埋土から、壷の口縁部が１点出土している。

まとめｌ４ＳＩ埋没後掘削されているからこの遺構の時期は､５期以降と

考えられる。

1ＯＳＫ（第Ⅲ－５７６．５７８図）

位置遺跡南西部（No.８２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標

高は約５３．１ｍで、この遺構埋没後北部にＯ９ＳＸ（流路）が掘削されている。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸１．０６ｍ以上、短軸0.9ｍ、深さ０．３６ｍ、埋土は２層からなる。

遺物出土状況埋土から、謹口縁部片ｌ、蜜底部片ｌ、壷口縁部片２が出土している。流れ込みの遺物と推定

できる。

まとめO5SIの埋没後掘削されていることから、この遺構の時期は７期以降と推定できる。

１１ＳＫ（第Ⅲ－５７６．５７８図）

位置遺跡南西部（ＮＯ８２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。床面の標

高は約５３．１ｍで、上層部は流路（Ｏ９ＳＸ）により壊されている。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸0.72ｍ以上、短軸０．３１ｍ以上、深さ０．３６ｍ、埋土は２層からな

る。

遺物出土状況埋土から、謹口縁部片ｌ、壷口縁部片ｌが出土している。流れ込みの遺物と推定できる。

まとめO3SIの埋没後掘削されていることから、この遺構の時期は７期以降と推定できる。

2ＯＳＫ（第'''－５７６図）

位置遺跡南西部（８２区中央部）氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５２９ｍで、南東側は撹乱により壊されている。主軸方向はＮ‐l7o-Eである。

土坑形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.56ｍ、短軸0.48ｍ、深さ０．２０ｍ、埋土は２層からなる。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ検出面は、やや低い高さで検出したが、深さ等や状況から判断して０２ＳI埋没後に掘削されたと推定

され、５期以降と推定できる。

3７１
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o６ＳＸ（第Ⅲ－５７６図）

位置遺跡南西部（No.８２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の

標高は約５２．２ｍで、東側は調査区外である。主軸方向はN-20o-Wである。

土坑形態平面形態は方形を呈し、長軸1.1ｍ、短軸0.79ｍ、深さ０．５５ｍ、埋土は４層からなる。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめＯ１ＳＩの埋没後掘削されていることから、この遺構の時期は７期以降と推定できる。

２１ＳＸ（第Ⅲ－５７６図）

位置遺跡南西部（ＮＯ８２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の

標高は約５２７８ｍで、北西部は流路により壊され、東側は調査区外である。

土坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸０．９７ｍ以上、短軸0.60ｍ以上、深さ０．２２ｍ、埋土は２層からな

る。

遺物出土状況上層のＯ４ＳＸには蜜の胴部片が廃棄されているが､時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめＯ１ＳＩの埋没後掘削されていることから、この遺構の時期は７期以降と推定できる。

O４ＳＸ（第Ⅲ－５７７．５７８図）

位置遺跡南西部（ＮＯ８２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の

標高は約５２．７８ｍで、北西部は流路により壊され、東側は調査区外である。２１ＳＸの上層部である。

士坑形態平面形態は不定形を呈し、長軸０．９７ｍ以上、短軸０．６０ｍ以上、深さ０．１２ｍ、埋土は２層からな

る。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめＯ１ＳＩの埋没後掘削されていることから、この遺構の時期は７期以降と推定できる。

（４）屋外炉（第'11-579図）

２区の後世の削平がほとんど及んでいない部分で検出している。１９基検出している。検出面は、Ⅱｂ層から

Ⅲ層にかけてである。

239SＸ（第Ⅲ－５８０．５８１図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．３ｍである。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.95ｍ、短軸０．８５ｍ、深さ０．１ｍを測る。埋土はｌ層からなる。断

面の形態は、Ｕ字状である。

遺物出土状況炉内に流れ込んだ状況で、弥生土器の蜜の口縁部（第Ⅲ‐５８１図１．２）等が出土している。

まとめ埋士には、焼土や炭は検出されていないが、２０cm程の河原石が詰め込まれており、その石が焼けて

いることから、灰穴炉の可能性がある。時期は、流れ込みの遺物から、６期と推定できる。

252SＸ（第111-580図）

位置遺跡南西部（２区中央部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。検出面の標高は約５３．５

ｍである。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.68ｍ、短軸０．４５ｍ以上、深さ００６ｍを測る。埋土はｌ層で焼土

を含む。断面の形態は、皿状である。

まとめ屋外炉の時期は、235SIが埋没後利用されてをいることから考えて、４Ａ期以降と推定できる。

251ＳＸ（第Ⅲ－５８０．５８１．５８２図、ＰＬ４４）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めている。検出面の標高は約５３．４ｍ
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第'''-579図２区屋外炉配置図(1／1000）

ロー'６６１０

④
四
○

で、西側と北側は撹乱により壊されている。

炉形態平面形態は不整円形を呈し、長軸0.32ｍ以上、

短軸0.3ｍ以上、深さ０．０７ｍを測る。埋土は２層からな

る。断面の形態は、皿状である。

遺物出土状況流れ込みの弥生土器の饗の破片が出土して

いる。

まとめ遺構の新旧関係がないため､時期は決定しがたい

が、流れ込みの遺物から３期以降と推定される。

250SＸ（第Ⅲ－５８０図）

位置遺跡中央部（２区中央部）の自然堤防上に位置す

る。旧地形は削平されている。検出面の標高は約53.47ｍ

である。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸０．４５ｍ、短軸

0.38ｍ、深さ０．０７ｍを測る。埋土は２層からなる。断面

の形態は皿状である

まとめ屋外炉の時期は､234SIが埋没した後利用されて

いることから考えて、６Ａ期以降と推定される。

１３７SＸ（第Ⅲ－５８０．５８１図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の自然堤防上に位置す

る。旧地形は削平されている。検出面の標高は約５３．４５ｍ

である。

炉形態平面形態は不整円形を呈し、長軸０．７５ｍ、短軸

０．５５ｍ、深さ０．１７ｍを測る。埋土は２層からなる。断面

の形態は皿状である。

遺物出土状況炉内に流れ込んだ状況で､弥生土器の菱の

口縁部片が出土している。

まとめl32SIが埋没した後利用されていることから考え

て７期以降と推定される。

位置遺跡北西部(２区中央部)の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。検出面の標高は約５３．５５

ｍである。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.65ｍ、短軸0.5ｍ、深さ０．１３ｍを測る。埋土は２層からなる。断

面の形態は、皿状である。

遺物出土状況流れ込んだ状況で上層に弥生土器の蜜が出土している。

まとめl32SIが埋没した後利用されていることから考えて、７期以降と推定される。

１１１１ＳＸ（第Ⅲ－５８０．５８１図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する◎旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５２．９ｍである。

炉形態平面形態は不整円形を呈し、長軸0.9ｍ、短軸0.7ｍ、深さ０．５ｍを測る。埋土は７層からなる。断

面の形態は、すり鉢状である。

(第Ⅲ－５８０．５８１図）ｌ３６ＳＸ

位置ｉ
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１層(7)
マ マ璽頑詞０，１３７ＳＸ１層(4～6） 了

ﾐﾗ;ジ：弦 稲

１１１１ＳＸ１層(１０～１２）

而晶

農Ｉ偽瀞±状況炉内の上層に流れ込んだ状脈弥生土器の髪が出±
まとめ深さが約５０cmと深い。炉というよりは焼土坑である。様々

◇’一皇？な時期の弥生土器の要が出土しているが､この炉はlll9SI埋没後で
第'''-5Ｂ２図２５１Ｓ×出土あることや、出土土器から４Ａ期以降と推定できる。

石器実測図(2/3）１１８４SＸ（第Ⅲ‐５８０．５８１図）

位置遺跡北西部（２区北部）の自然堤防上に位置する。旧地形は削平されている。検出面の標高は約52.85

ｍである。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸１．０５ｍ、短軸0.58ｍ、深さ０．０６ｍを測る。埋土は２層からなる。

断面の形態は、皿状である。

遺物出土状況埋土に流れ込んだ弥生土器の蜜等が出土している。

まとめ出土土器やｌｌ８８ＳＩの埋没後利用されたことから５期以降に属すると推定できる。

135SＸ（第111-583図）

位置遺跡中央部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．６ｍである。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.95ｍ、短軸0.7ｍ、深さ０．４ｍを測る。埋土は４層からなる。断面

の形態はすり鉢状である。

まとめ深さが約４０cmと深い。炉というよりは焼土坑である。時期は遺構の新旧関係もなく、時期の推定で

きる遺物もないため不明である。

1237SＸ（第Ⅲ－５８３．５８４図）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．５ｍである。l39SK、l26SI埋没後利用されている。

炉形態平面形態は円形をし、長軸0.4ｍ、短軸０．４ｍ、深さ０．１ｍを測る。埋土は２層からなる。断面の形

態は、皿状である。

まとめ屋外炉の時期は、遺構の新旧関係から、６Ａ期以降と推定できる。

ぐｒ
第'''－５８１図２３９．２５１．１３７．１３６．１１１１．１１Ｓ４ＳＸ出土土器実測図(1/3）
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１１１０SＸ（第Ⅲ－５８３．５８４図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．２ｍである。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.9ｍ以上、短軸０．８５ｍ以上、深さ０．３８ｍを測る。埋土は４層から

なる。断面の形態は、すり鉢状である。

まとめ深さ３８cm、埋土３層と土坑状を呈する。貯蔵穴を炉に転用した可能性がある。lO96SIが埋没後利

用されていることから、７期以降と推定される。

1055SＸ（第111-585図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３２ｍで、南側は撹乱により壊されている。l90SI埋没後に炉として利用されている。

炉形態平面形態は楕円形をし、長軸1.05ｍ以上、短軸0.9ｍ以上、深さ０．２ｍを測る。埋土は３層からな

る。断面の形態は皿状である。炭・焼土を多量に含む。

まとめ屋外炉の時期は、l90SIが埋没した後であることから考えて、７期以降と推定される。

1034SＸ（第Ⅲ－５８５図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．１ｍである。lO40SI埋没後、炉として利用されたと推定される。

炉形態平面形態は円形を呈し、長軸1.3ｍ以上、短軸1.2ｍ以上、深さ０．２２ｍを測る。埋土は３層からな

る。断面の形態は、皿状である。

まとめ屋外炉の時期は、lO40SI埋没後であることから考えて、７期以降と推定される。

191ＳＸ（第Ⅲ－５８５．５８６図）

位置ｌ９１ＳＸは、遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。

検出面の標高は約５３．８ｍである。

炉形態平面形態は不整円形を呈し、長軸0.85ｍ、短軸0.8ｍ、深さ０．１８ｍを測る。埋土は２層からなる。

断面の形態は皿状である。

遺物出土状況炉内に流れ込んだ状況で、弥生土器の饗の口縁部（第Ⅲ‐586図４）・底部（第Ⅲ‐586図５）

等が出土している。

まとめ屋外炉の時期は、出土遺物やl65SIが埋没した後利用されていることから考えて、６Ａ期以降と推定

される。

264ＳＸ（第'11-585.586図）

位置遺跡南西部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．３６ｍである。

炉形態平面形態は円形を呈し、長軸0.62ｍ、短軸0.58ｍ、深さ０．２ｍを測る。埋土は３層からなる。断面

の形態は、皿状である。

遺物出土状況流れ込みと考えられる弥生土器の饗(第Ⅲ-586図ｌ）・壷（第Ⅲ-586図２）が出土している。

まとめｌＯｌ９ＳＩが埋没した後利用されていることや遺物の出土状況から、４Ｂ期以降に属すと推定される。

１０１６ＳＸ（第Ⅲ－５８５．５８６図）

位置遺跡中央部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めている考えられる。検出面の標高

は約５３．２ｍである。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸０．４５ｍ、短軸０．２ｍ以上、深さ０．１８ｍを測る。埋土は２層からな

る。断面の形態は、すり鉢状である。上層に焼土を顕著に含む。
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１０ｍ

遺物出土状況下層から弥生土器の翌の口縁部等が出土している。

まとめ出土土器は古い様相だが、埋没後ｌＯ２１ＳＫが掘削されていることから、５期以降と考えられる。

222ＳＸ（第Ⅲ－５８５図）

位置遺跡中央部（２区南部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５３．３ｍである。269SI・lO46SI埋没後掘削している。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.6ｍ、短軸0.5ｍ、深さ０．２ｍを測る。埋土は２層からなる。断面
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第'''-5ｓ６図264S×･１０１６S×･１ｇｌＳＸ出土土器実測図(1/3）
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第lll-5S7図１０S6SX平面･断面図(1/40)､配置図(1／1000）

の形態は、すり鉢状である。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ269SI、lO46SI埋没後掘削されていることから、６Ａ期以降と推定される。

256SＸ（第111-585図）

位置遺跡中央部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標

高は約５３．３ｍである。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸0.75ｍ、短軸0.6ｍ、深さ０．２８ｍを測る。埋土は３層からなる。断

面の形態は、すり鉢状である。

遺物出土状況時期の推定できる遺物は出土していない。

まとめ時期の推定が困難である。

1229SＸ（第Ⅲ－５８５図）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。検出面の標高

は約５２．１ｍである。ｌｌ４８ＳＩ埋没後掘削している。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸０．６３ｍ以上、短軸0.5ｍ、深さ０．１３ｍを測る。埋土は２層からな

る。断面の形態は、皿状である。上層に炭を含む。

まとめ時期の推定が困難である。

1086SＸ（第Ⅲ－５８７図）

位置遺跡中央部（２区中央部）自然堤防上に位置する。旧地形を削平されていると考えられる。検出面の標

高は約５３．５ｍである。

炉形態平面形態は楕円形を呈し、長軸０．７ｍ、短軸0.6ｍ、深さ０．２８ｍを測る。埋土は２層からなる。断面

の形態はすり鉢状である。

まとめ遺構の新旧関係もなく、時期の推定できる遺物が出土していないため、時期は不明である。赤色顔料

が上層から出土しており、ある程度埋まった段階で顔料を貯蔵していた可能性が高い。

3８０
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（５）土器棺墓（第Ⅲ-588図）

①2区の調査（第Ⅲ-589図）

２３０ＳＸ（第Ⅲ－５９０．５９１．５９２図、ＰＬ､１３．３０）

位置遺跡北西部（２区南側）の自然堤防上に位置する。旧地形をほぼ留めていると考えられる。l90SIが埋

没した後据えられている。土器の最深部の標高は約５２．９ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷棺である。口縁部の方向はＮ－３１°-Ｅで、正位置からの傾斜角度は２９．であ

る。口縁部を人為的に打ち欠き、口径（頚部径）１４ｃｍ・最大胴部径３２９ｃｍ・底径５．９ｃｍ・器高５０cmであ

る。胴部下半に焼成後の穿孔がある。掘り方は東側壁面をやや斜めに掘り込み、楕円形を呈する。掘り方は長
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第'''－５８８図梅ノ木遣跡弥生時代遺構配置図(1／１０○○）



１暗褐色砂質土（キメが荒い）

２暗褐色砂闘士（やや粘質）
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第lll-5Sg図２区土器棺墓配置図(1／１０００）

軸１６１ｃｍ・短軸７５ｃｍ・深さ５６cmで、埋土は３層からなる。

遺物出土状況壷棺の埋土から骨片が出土している。

２０８ＳＸ（第Ⅲ－５９３．５９４．５９５図、ＰＬ,34）

位置遺跡中央部(２区中央部）自然堤防上に位置し、旧地形は削平され､土器棺部分上部まで壊されている。

土器の最深部の標高は約５３．６ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は謹棺で、口縁部方向は南西方向と推定される。掘り方の上部の形態は残存する

部分で不整形を呈する。長軸１．２ｍ・短軸１．０ｍ・深さ０．２ｍである。掘り方の埋土は３層からなる。

遺物出土状況骨片、歯は検出できなかった。流れ込みの土器（第Ⅲ‐595）も出土している。

２２９ＳＸ（第Ⅲ－５９６．５９７．５９８図、ＰＬ､１３．３０）

位置遺跡北西部（２区南側）の氾濫原上に位置する。旧地形をほとんど留めている。253SI埋没後に据えら

れている。土器の最深部の標高は約５２．７ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷で、口縁部方向はＮ－８１ｏ－Ｗ、正位置からの傾斜角度は２９．である。口縁部

は打ち欠かれている。口径２０cm、最大胴部径４０cm、底径５cm、器高４１ｃｍである。埋土は３層からなる。

掘り方は２段堀で上部の形態は不定形である。長軸２３０cm、短軸１４０cm以上、深さ８４cmで、東側壁面を斜

めに掘り込み、掘り方の埋土は８層からなる。

遺物出土状況骨片・歯などは検出できなかった。
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第Ⅲ-590図230ＳＸ平面･断面図(1/20）
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第Ⅲ－５９１図230ＳＸ(壷棺)実測図１（1/3）
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第'''－５９２図２３０S×出土土器実測図２(1/3）
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土器実測図２(1/3）

第'''－５９４図２ＯＳＳ×(髪棺)実測図１（1/3）
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１ｍ０

位置遺跡北西部（２区南側）の氾濫原上に位置する。旧地形をほとんど留めている。ｌＯ２１ＳＫ埋没後据えら

れている。土器の最深部の標高は約５２．５ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷と鉢の合口の土器棺で、下の土器棺の口縁部方向はＮ-80°-Ｗ、正位置から

の傾斜角度は５８°である。下の壷は、口径２７．３cm、最大胴部径４２．６cm、底径６cm、器高４９．３cmで、上の

鉢は、口径３１．７cm、最大胴部径３０．１ｃｍ、底径９．９cm、器高３０．１ｃｍ、深さ９４cmである。掘り方の構造は２

段堀で東側壁面を斜めに掘り込み、掘り方の埋土は５層からなる。

遺物出土状況土器棺内から骨片、歯が出土している。

289ＳＸ（第Ⅲ－６０３．６０４．６０５．６０６図、ＰＬ１３．３０）

位置遺跡北西部（２区中央部）の氾濫原上に位置する。旧地形をほとんど留めている。269SI埋没後に据え

られている。土器の最深部の標高は約５２．３ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は饗の合口要棺で、口縁部方向はＮ－８８ｏ－Ｅで正位置からの傾斜角度は４５°であ

3８５
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第Ⅲ－５９６図229ＳＸ平面･断面図(1/２０）

228ＳＸ（第Ⅲ－５９９．６００．６０１．６０２図、ＰＬ､１３．３０）
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見通し平面･断面図(1/20）
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第'11-602図228SX出土土器実測図２(1/3）

<合口土器棺上書(1)､掘り方肩部(2)､掘り方3層(３～５)〉

lＯＯｎ

る。上饗は、口径３０cm、最大胴部径２９cm、底径１０cm、器高３５cmで下謹は、口径２２cm、最大胴径５０cm、

底径１４cm、器高５１ｃｍである。掘り方の構造は２段堀で上部の形態は隅丸方形を呈する。長軸１０６ｃｍ・短軸

９７ｃｍ・深さ９２ｃｍで、掘り方の埋土は５層からなる。西側壁面を斜めに掘り込み、護棺を埋納している。

遺物出土状況骨片、歯を検出した。

１１２９ＳＸ（第Ⅲ－６０７．６０９．６１０図、ＰＬ１３．３１）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。撹乱で上部の掘り方が壊されている。土器の最深部の

標高は約５２５ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は饗棺である。口縁部方向はＮ－９３ｏ－Ｗで、正位置からの傾斜角度は３６．であ

る。口径２８．３cm、最大胴部径４８．１ｃｍ、底径は約１５．１ｃｍ、器高５５．８cmである。掘り方の構造は２段堀であ

る。上部の形態は楕円形で、長軸ｌＯ７ｃｍ、短IIIlI83cm、深さ７６cmで、埋土は３層からなる。斜めに掘り込ん

3８９



第'''-603図２S9SX平面･断面図(1/２０）
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第'''-605図289ＳＸ(髪棺･壷棺)実測図１（1/4）
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轍
ｌ（第Ⅲ-605図ｌと同じ）

蝿戸‘〆 lＯｍｌ

房二』

第Ⅲ-606図２ＳgSX出土土器実測図２(1/3)<合口土器棺上雲(1)､掘り方4層(2)､掘り方1層(3)〉

だ土坑床面に比較的平らな石を据え、底部を欠いた蜜棺を設置し、口縁部の周囲に蓋石を支える石材を配し、

蓋石を据えている。

遺物出土状況饗棺埋土３層中より、骨片を検出した。

１１５０ＳＸ（第Ⅲ－６０８．６１１．６１２図、ＰＬ､１３．３１）

位置遺跡北西部(２区北部)の氾濫原上に位置する。旧地形は削平されている｡土器の最深部の標高は約５２４

ｍである。ｌｌ２１ＳＩ埋没後に据えられている。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷棺で、口縁部方向はＮ‐１１５°-Ｗ、正位置からの傾斜角度は５３°、口径２５

ｃｍ・最大胴部径４０cm、底径は測定不能で、器高５３cm、埋土は７層からなる。掘り方は長軸６９ｃｍ・短軸６１

ｃｍ・深さ８５cmで、埋土は３層からなる。土坑底面近くに平らな石を配し、その上に底を打ち欠いた壷棺を設

置している。

遺物出土状況壷棺内から骨片、歯を検出した。
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第'''-609図１１２９SX謹棺据石(１．２)､墓底石(3)実測図(1/3）
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第Ⅲ－６１０図１１２９ＳＸ(胴丸髪棺)実測図(1/4）
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第Ⅲ－６１１図１１５０SX髪棺墓底石実測図（１/３）
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第Ⅲ－６１４図１１５４S×平面･見通し平面・

見通し断面図(1/２０）
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１１５４ＳＸ（第Ⅲ－６１３．６１４．６１５図､ＰＬ､14.31）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置す

る。旧地形はほとんど留めている。土器の最深部の標

高は約５２．０ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷棺である。主軸方向

はＮ－ｌＯ５ｏ－Ｗ、正位置からの傾斜角度は４９．、口径

２７cm･最大胴部径４５．１ｃｍ､底径８cm､器高６３．１ｃｍ、

埋土は７層からなる。掘り方は長軸ｌＯＯｃｍ・短軸７８

ｃｍ・深さ９４cmで、掘り方の埋土は６層からなる。掘

り方は縦方向に深く掘り込んでいる。

遺物出土状況壷棺内より頭蓋骨、骨片、歯を検出し

た。

第'''－６１３図１１５４S×平面･断面図(1/20）
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第111-615図１１５４ＳＸ(胴丸髪棺)実測図(1/3）
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第'''－６１７図１１３１ＳＸ平面･断面図

見通し平面･断面図(1/２０）
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第Ⅲ－６１９図１０７５SX出十十器

実測図２(1/3）
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掘り方第３回(1)、掘り方第２屑(2)、喪棺内(3)
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位置辿跡北西部（２区北側）の氾濫原上に位置する。掘り方

は南側一部を除いて上層は撹乱で壊されている。土器の最深

部の標高は約５２．４ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は喪棺である。土器の口縁部の

方向はN-90o-Eで､正‘位置からの傾斜角度は３７．、口径２９．８

cm、最大胴径４６５cm、底径７．５cm、器高６１ｃｍである。掘り

方の構造は２段堀で、上部の形態は楕円形で、長軸ｌＯｌｃｍ、

短ilillI83cm以上、深さ６９cmである。掘り方の埋土は６層から

なる。

遺物出土状況翌棺内部より頭蓋骨の一部､骨片､歯を検出し

た。また、その周l川に炭が多数認められた。

、

１０７５ＳＸ（第Ⅲ－６１６．６１８．６１９図、

位置遺跡北西部（２区北側）の氾淵原上
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第Ⅲ－６１８図１０７５ＳＸ(胴丸雲棺)実測図１（1/4）
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第Ⅲ-620図１１３１ＳＸ(胴丸雲棺)実測図１（1/4）
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第Ⅲ－６２１図１１３１ＳＸ出土土器実測図２(1/3）
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第'''-622図１０S3SX平面･断面図(1/20）
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第'''-625図１０S3SX(雲棺)実測図(1/4）
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第Ⅲ－６２７図１０７６ＳＸ(胴丸髪棺)実測図１（1/4）

１０７６ＳＸ（第Ⅲ－６２３．６２６．６２７図、ＰＬ,１２．１４．３２）

位置辿跡北西部（２区北側）北側の氾濫原上に位置する。撹乱で上部の掘り方が壊されている。土器の最深

部の標樹は約５２．５ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は謹棺で、口縁部方向はN-73o-E、正位置からの傾斜角度は３２．である。口径

３０cm、峨大胴径５１ｃｍ、底径９cm、器高７１．５cmである。掘り方は長iIilll96cm以上、短llilll71cm以上、深さ５０

cm以上で、撹乱により西側は壊されている。掘り方の埋土は２層からなる。

遺物出土状況謹棺埋土の上層、下層に骨片が少１１t認められた。また、喪棺埋土より、炭を少量検出した。
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第'''－６２８図１０S4SX(壷棺)実測図１（1/3）
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１１３１ＳＸ（第Ⅲ－６１７．６２０．６２１図、ＰＬ,14.32）

位置遺跡北西部(２区北側)の氾濫原上に位置する｡掘り方は南側一部を除いて上層は撹乱で壊されている。

土器の最深部の標高は約５１．６ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は饗棺である。口径３２cm、最大胴径４８cm、底径８cm、器高７０cmで、口縁部

方向はN-96o-Wで、正位置からの傾斜角度は９９．である。掘り方の構造は２段堀である。上部の形態は楕円

形で、長軸ｌＯ４ｃｍ・短軸８６ｃｍ・深さ１０８cmで、掘り方の埋土は４層からなる。縦方向に掘り込んだ掘り方

の底面を、謹棺に併せてさらに丸く掘り込み、口縁を東側に向けて、横向きにほぼ水平に埋納している。

遺物出土状況謹棺埋土下層より骨片、歯を検出した。

１０８３ＳＸ（第Ⅲ－６２２．６２５図、ＰＬ,１４．３２）

位置遺跡北西部（２区北側）の氾濫原上に位置する。南側を撹乱で壊されており、土器も原位置から多少ず

れ落ちている。土器の最深部の標高は約５２．４ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は謹棺である。口縁部方向はN-80o-E、正位置からの傾斜角度は６５°である。

口径３７cm、最大胴径３７cm、底径・器高とも測定不能である。掘り方の上面の平面形態は楕円形で、長軸ｌＯＯ

ｃｍ、短軸６８cm以上、深さ８１ｃｍで、掘り方の埋土は４層以上からなる。

遺物出土状況棺内からは認められなかったが、掘り方の上層部から骨片を検出した。

１０８４ＳＸ（第Ⅲ－６２４．６２８図、ＰＬ､１２．３２）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。ｌｌＯ３ＳＩ埋没後に据えられている。掘り方の上面は撹

乱により壊されている。土器棺の最深部の標高は約５２．３ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷棺で、口縁部方向はN-87o-W、正位置からの傾斜角度は６６°である。口径

２７cm、最大胴径３９cm、底径６cm、器高６１ｃｍで、埋土は４層からなる。残存する掘り方は長軸８０cm、短軸

７１ｃｍ、深さ７８cmで、掘り方の埋土は３層からなる。

遺物出土状況土器棺埋土から骨片を検出した。

１０８２ＳＸ（第Ⅲ－６３３．６３４．６３５図、ＰＬ､１２．１５．３３）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。土器の最深部の標高は約５２５ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷棺である。口縁部方向は、Ｎ-99.-Ｗで正位置からの傾斜角度は、４２°であ

る。口径２０８ｃｍ・最大胴部径３２cm、底径５．２cm、器高４４．４cmである。残存する掘り方は、長軸約９０cm、

短軸約７０cmで、土器棺の軸より北側に若干振れる。深さ約５５cmで、上部及び西側は削平されている。掘り

方の埋土は３層からなる。断面の形状は２段掘りを呈する。

遺物出土状況土器棺の埋土の最下層から骨片を検出した。
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第Ⅲ－６３０図１１ＯＳＳ×(壷棺)実測図(1/3）
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１１０８ＳＸ（第Ⅲ－６２９．６３０図、

PL､１４．３３）

位置遺跡北西部(２区北側)の氾濫

原上に位置する。ｌｌＯ３ＳＩ埋没後据え

られたと推定できる。土器の最深部

の標高は約５２．８ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷棺

で、口縁部方向はN-96o-W、正位置

からの傾斜角度は７６°である。口径

１７ｃｍ・最大胴径２３ｃｍ・底径６ｃｍ・

器高３９cmで､埋土は３層からなる。

掘り方の上面の形態は土器の中軸に

対して横長の楕円形で､長軸６５cm・

短軸５６ｃｍ・深さ４６cmである。掘り

方の埋土は３層からなる。

遺物出土状況骨、歯とも検出でき

なかったが､壷棺内より、炭を検出し

た。
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1ＳＸ平面･断面図(1/２０）
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１０８１ＳＸ（第Ⅲ－６３１．６３２

図、ＰＬ､１２．１５．３３）

位置遺跡北西部（２区北部）

の氾濫原上に位置する。撹乱に

より上層部は壊されている。土

器の最深部の標高は約５２７ｍ

である。

土器棺墓形態この土器棺墓は

壷棺である。口縁部方向はＮ‐

60.-E、正位置からの傾斜角度

は７２°である。口径１７cm、最

大胴径２５cm、底径５cm、器高

４０cmである。掘り方は長軸７０

cm、短軸５２cm、深さ１３cm以上

で、上層部は、撹乱により削平

されているため、掘り方の埋土

はｌ層からなる。

遺物出土状況骨・歯は検出で

きなかった。
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第'''-636図１０８０SＸ見通し平面･断面図(1/１０）

１０８０ＳＸ（第Ⅲ－６３６．６３７．６３８図、ＰＬ､１５．３３）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。撹乱で掘り方の上部、特に東側が壊されている。土器

の最深部の標高は約５２．６ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は蓋棺である。口縁部方向はＮ-92°-Ｗで、正位置からの傾斜角度は３６．であ

る。口径３０cm、最大胴部径２９．４cm、底径６．２cm、器高４４０cmである。残存する掘り方は長軸６５cm、短軸

４９cm以上、深さ５５cm以上で、上層部は撹乱に削平されている。掘り方の埋土は２層以上からなる。

遺物出土状況謹棺埋土上～中層より骨、歯を検出した。
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第'''-638図１０８０SX(髪棺)実測図(1/3）
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８暗褐色ｼルト

９暗茶褐色細砂
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見通し平面･断面図(1/20）
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第'''-641図１０７BSX(婆棺)実測図(1/4）

１０７８ＳＸ（第１Ⅱ－６３９．６４０．６４１図、ＰＬ､１２）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。掘り方上層部と西側は、撹乱に削平されている。土器

の最深部の標高は約５２．４ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は賓棺である。口縁部方向はＮ-75。-Ｅで､正位置からの傾斜角度は３６．である。

口径４２．５cm、最大胴径４３．７cm、底径７．８cm、器高６６．１ｃｍである。掘り方は残存する部分で長軸６４cm以

上、短軸７５cm、深さ８０cm以上の楕円形で、上層部と西側は、撹乱に削平されている。埋土は４層からなる。

遺物出土状況土器棺埋土から骨、歯ともに検出した。

４１４
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５褐色砂質土

６暗褐色砂質土
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第Ⅲ-642図１０７９ＳＸ平面･断面図(1/２０）

１０７９ＳＸ（第Ⅲ－６４２．６４３図、ＰＬ１２．１５．３４）

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。掘り方上層部と西側は、撹乱に削平されている。土器

の最深部の標高は約５２．６ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は饗棺である。口縁部方向はＮ‐１１８°‐Ｗで、正位置からの傾斜角度は推定約

６５｡である。口径４２．２ｃｍ、最大胴部径４６５cm、底径８．８ｃｍ・器高７３．２ｃｍである。残存する部分の掘り方

は径約９０cmの円形で、深さは３０cm以上を測る。掘り方の埋土は２層以上からなる。さらに、掘り方の下層

が２５cm以上掘削できる。２層の埋土を持つ。

遺物出土状況土器棺埋土から骨、歯とも検出した。
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第111-644図１０７７SX平面･断面図(1/２０）見通し平面･断面図(1／１０）
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第'''－６４６図１０７７ＳＸ(壷棺)実測図２(1/3）
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１０７７ＳＸ（第Ⅲ－６４４．６４５．６４６．６４７．６４８図、

位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。‐位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する。上層部は土器棺の上部まで撹乱により壊されている。

土器の最深部の標高は約５２．５ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷棺で、口縁部方向はＮ－ｌ３６。-Ｗで、正位置からの傾斜角度は７０．である。

口径２６．０cm、最大胴径３９．７cm、底径７．４cm、器高５８．１ｃｍである。掘り方の残存する形態は楕円形で、長軸

８４cm､短軸７５cm以上、深さ２６cm以上である。上層部は撹乱されている。掘り方の埋土は２層以上からなる。

掘り方の最深部に、壷棺底部に対し平面的に接するよう石を立て、謹棺の安定'性を高めるよう図っている。

遺物出土状況骨片・歯が、饗棺内下方に集中して出土した。
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１２１０ＳＸ（第Ⅲ－６４９図）
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第Ⅲ-649図１２１０ＳＸ(胴丸髪棺)実測図(1/3）
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位置遺跡北西部（２区北部）の氾濫原上に位置する撹乱の南側肩部から出土した。出土状況は明確でない

が、土器棺と推定できる。

土器棺墓形態この土器棺墓はいわゆる胴丸形護棺で、口径２３．６cm、最大胴部径３９．０cm、底径９．０cm、器

高４９．８cmである。

遺物出±状況土器棺埋土から骨、歯とも検出した。
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，は第Ⅲ-651図観照
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１ｍ

－ａａ

、

０

②道路橋脚Ｐ１８調査区の調査

平成８年度２区の発掘調査中、

め、２基とも土器の半分以上が

り、詳細な土器棺の構造や土器

４２２

第'''-650図１２３SSX平面･断面図(1/20）

茂８年度２区の発掘調査中、隣接の橋脚の工事時に土器棺２基が発見されて緊急調査を実施した。そのた

２基とも土器の半分以上が失われてしまっていた。特にｌ２３８ＳＸは、口縁部から胴部上半が失われてお

詳細な土器棺の構造や土器型式が明確ではない。



１２３８ＳＸ（第Ⅲ－６５０．６５１．６５２

図、ＰＬ３５）

位置遺跡北部（道路橋脚Ｐｌ８調査区

の西側）に位置する。近世以降の耕作

Ｘ=-16525
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-判Ｉ

bL三里800ｍ

【】

山008而二Tｏ

⑰

L】一四

－ｂ’

１ｍ

第'''－６５１図１２３ＳＳＸ見通し平面･断面図(1/２０）
の溝等で、土器棺の上部まで撹乱によ

り壊されている。土器の最深部の標高は約５２．３ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は髪棺である。口縁部方向はほぼ東向きで､正位置からの傾斜角度は５５～６０．

と推定される。底径約１２ｃｍ、器高８９cm以上である。１次墓坑は上部を削平されているが、残存する形態は

楕円形で長軸１３０cm、短軸１５０cm以上、深さ９５cm以上である。

遺物出土状況大腿骨・歯が饗棺内から出土した。
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第Ⅲ－６５２図１２３SSX(髪棺)実測図(1/5）

土器棺内外面に丁寧なハケ調整を施し、丁寧にナデ消している。突帯は、張り付けのものが２条付けられて

いる。断面は、三角形を呈する。胎土に雲母が多く混入し、他の土器の胎土とは異なる。搬入品の可能性もあ

る。

まとめ土器棺の掘り方の形状は、おそらく２段墓墳であろう。また、口縁部が欠損して、土器型式は明確で

はないが､Ｈ同部下半の器形などから推定して、須玖式の大型カメ棺と推定される。
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１黄灰褐色混入砂質土

２暗褐色砂質土

３暗褐色砂質土

０

4２５

位置遺跡北部（道路橋脚Ｐｌ８調査区の北側）に位置する。近世以降の耕作の溝等で、土器棺の半分が壊さ

れた状況で出土した。土器の最深部の標高は約５２．９ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は壷棺である。口縁部方向はほぼ西向きで､正位置からの傾斜角度は約６５．と推

定される。口径約３５ｃｍ・器高約７２５cmである。掘り方は土器に近接してわずかに検出できた。規模等の詳

細は不明である。

遺物出土状況土器棺内から、遺物は出土していない。

第'''-653図１２３９ＳＸ平面･断面図(1/20）

１２３９SＸ（第Ⅲ－６５３．６５４図、ＰＬ､３５）

位置遺跡北部（道路橋脚Ｐｌ８調査区の北側）に位置する。近世以降の耕作の溝等で、
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第'''-654図１２３gSX(壷棺)実測図(1/4）
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第'''-655図新NQ61調査区土器棺墓位置図(1/400）
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１暗灰褐色シルト

２暗褐色シルト

３暗褐色シルト

４やや明るい暗褐色シルト

０

④

５暗褐色ブロック混褐色シルト

６明褐色ブロック混茶褐色シルト

７暗茶褐色シルト

△土壌分析箇所
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１ｍ

第'''-656図新No61調査区O4SX平面･断面図(1/２０）

４２７

③九電鉄塔新Ｎｏ．６１調査区の調査

（第Ⅲ－６５５図、ＰＬ､１６）

O４ＳＸ（第Ⅲ－６５６．６５７．６５８図、

ＰＬ､１５．１６．３４）

位置遺跡北東部（九電鉄塔新No.６１

区南東部)の氾濫原上に位置する。旧地

形は削平されている。土器棺の最深部

の標高は約５２８ｍである。

土器棺墓形態この土器棺墓は喪棺で

ある。口縁部方向はＮ‐１２５°-Ｅで、正

位置からの傾斜角度は７０．である。口

径２７．７cm､最大胴径４０．８cm､底径１０．１

cm、器高５４．４cmである。残存する掘り

方は楕円形で､長軸１２９cm､短軸９９cm、

深さ４０cmである。掘り方の埋土は３層

以上からなる。

遺物出土状況１ｍ程度の骨片が集中

している部分をカメ棺埋土下方で検出

した。
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第Ⅲ-657図Ｏ４ＳＸ(胴丸雲棺)実測図(1/3）

ﾐﾐﾐ

3層（１）、鳴り方(２～５）

【６ 1００，

第Ⅲ-658図O4SX出土土器実測図(1/3）
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（６）木棺墓・土壌（墓）

確認調査で検出したものを除くと６５基以上の木棺墓を

検出した。また、土坑墓と推定できるものも２区で２基出

土した。

①2区の調査（第Ⅲ-659図、ＰＬ１６）

ア.木棺墓

287SＸ（第'''－６６０図、ＰＬ､１６）

位置遺跡北西部（２区中央部）に位置する。l29SIの床

面で検出した。

形態掘り方内の堆積状況から、木棺墓の可能性が高い。

掘り方は、隅丸長方形を呈し、長軸１７０cm、短軸９０cmで

ある。木棺部と推定できるのは、長軸約１３５cm､短軸約６５

cmである。埋土はそれぞれ２層からなる。

遺物出土状況土器等の遺物や骨片や歯等は出土していな

い。

１１３５SＸ（第Ⅲ－６６１．６６２図、ＰＬ､１６）

位置遺跡北西部（２区北部）に位置する。

形態掘り方内の堆積状況から、木棺墓の可能性が高い。

掘り方は、長方形を呈し、長軸１９８cm、短軸１２５cmであ

る。木棺部と推定できるのは、長軸約１５５cm、短軸約７５

cmである。埋土はそれぞれ３層からなる。

遺物出土状況木棺墓と推定できる範囲から、大腿骨や骨

片を出土した。また、流れ込みの遺物と推定できるが、土

器片も出土している。（第Ⅲ‐６６１図）
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2区木棺墓･土i震墓配置図

（1／1000）
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暗褐色砂質土

2.暗茶褐色砂質土
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１１３６ＳＸ（第Ⅲ－６６３．６６４図）

位置遺跡北西部（２区北部）に位置する。底面

の標高は、約５２．０ｍである。

形態約１ｍの不定形な楕円形を呈する。深さ

は約６０cmで、埋土は２層からなる。断面はＵ字

状を呈する。

遺物出土状況残存状況は良好でないが、歯や

骨片が点在して出土している。それらは、底面

より１５cmから出土し､北側が検出面ほぼ上面ま

で南側が､検出面上面より２０cm低い部分まで出

土している。

Eできる。時期は、流れ込みの遺物（第Ⅲ‐664

ｂと三里700ｍ －ｂ，

０ １ｍ

ａＵ

９

岸帝一一一一一J

第Ⅲ-663図１１３６ＳＸ平面図･断面(上)､見

通し断面(下)図(1/20）

4３１

まとめ骨片及び歯の出土状況から、頭位方向は北向きと推定できる。時期は、流れ込みの遺物（

図－３）から６Ａ期以降と推定できる。

１１３７SＸ（第Ⅲ－６６５図）

位置遺跡北西部（２区北部）に位置する。底面の標高は、約５２．２ｍである。

形態楕円形を呈し、長軸６０cm、短軸５０cm、深さ１０cm以上である。

遺物出土状況底面より９cm程浮いた状況で歯７本以上、骨片が出土した。

１１５３ＳＸ（第Ⅲ－６６６．６６７図、ＰＬ,１６）

位置遺跡北西部（２区北部）に位置する。底面の標高は、約52.2ｍである。

形態楕円形を呈し、長軸９６cm、短軸８０cm、深さ４８cmである。断面の形状が凹字状を呈する。

遺物出土状況底面より５cm程浮いた状況で、骨片が４本以上出土した。
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第Ⅲ-665図１１３７ＳＸ平面図･見通し断面図(1/5）
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第'''-670図１６S×出土土器実測図(1/3)<NQ1（１）､NＱ２(3)､NQ3(2)〉
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第Ⅲ－６７１図１７S×出土土器実測図(1/3)<木棺部（１）掘り方2層(２～ｇ)〉

②東西水路調査区の調査（第Ⅲ-668図）

１６SＸ（第Ⅲ－６６９．６７０図）

位置遺跡西部（東西水路Ａ調査区）に位置する。底面の標高は、約52.9ｍである。

形態調査区外に大半が伸びるため詳細は不明であるが、主軸方向は、北西一南東方向と推定でき、断面の形

状は凹面を呈する。木棺部と推定される断面は、Ｕ字状を呈する。

遺物出土状況木棺部内部に廃棄もしくは流れ込んだ状況で土器が出土している。（第Ⅲ‐670）

１７SＸ（第Ⅲ－６６９．６７１図）

位置遺跡西部（東西水路Ｂ調査区）に位置する。底面の標高は、約52.6ｍである。

形態主軸方向は、南北よりやや西側に振れる。掘り方は隅丸方形を呈し、短軸１２０cm以上を測る。木棺部と

推定される部分は、７０cm以上と推定される。深さ約８０cmである。断面の形状が凹字状を呈する。

4３５



③九電鉄塔新No.６１調査区の調査（第Ⅲ-672～686図、ＰＬ１６）

ア.木棺墓

５５基以上の木棺墓と推定できる遺構を検出した。

位置遺跡の北東部で氾濫原上に位置する。１次調査の際、検出した土器棺群及び廃棄土坑の北西側である。

形態法量等詳しくは､表２を参照されたい。断面の形状が､２重に検出される。掘り方と木棺部と想定した。

但し、木棺部まで重複して検出されるため、木棺の抜き取り痕跡と理解すべきものもある。

掘り方の法量は、長さ１．４～２６ｍ、幅０．６～１．８ｍ、木棺及び抜き取り痕跡は、長さ1.2～１．６ｍ、幅

０．３４～１．０ｍ、検出した深さは、０．１８～０．６６ｍである。

主軸方向は、頭位方向を推定できるものが少数のため、国土座標第１I系の北からの振れで表記した。

主軸の方位は、大別して４つ、細別して６つ存在する。

平面形態は、隅丸方形が多く、楕円形を呈するものも存在する。断面の形状は、掘り方は、Ｕ字状を呈する

ものがほとんどである。木棺部と推定されるものの断面は、明瞭なものはほとんどない。痕跡を若干残してい

るものは、４７SX、O3SX、Ｏ６ＳＸ等に限定される。大多数は、掘り方より内側に検出面ないし途中まで垂直も

しくは、Ｕ字状に

第Ⅲ－６７２図

④
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新NQ61調査区遺構配置図(1/400）
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イ.土嶋（墓）の調査

８４SＫ（第Ⅲ－６８７図）

位置遺跡北東部（九電新No.６１調査区の東部）に位置する。

形態幅約２００cm、長さ３００cm以上の土坑もしくは溝と推定できる。埋土がレンズ状堆積のため、土坑の可

能性が高い。断面の形状はＵ字状を呈し、埋土は３層に分けられる。木棺の痕跡はない。

７７SＫ（第Ⅲ－６８７図）

位置遺跡北東部（九電新No.６１調査区の南東部）に位置する。

形態幅約８０cm、長さ３１０cmの土坑である。断面の形状はＵ字状を呈し、埋土は２層に分けられる。木棺の

痕跡はない。

96SＫ（第Ⅲ－６８７図）

位置遺跡北東部（九電新No.６１調査区の東部）に位置する。

形態幅約１４０cm、長さｌＯＯｃｍの土坑である。断面の形状はＶ字状に近いＵ字状を呈する。埋土は３層に分

けられる。木棺の痕跡はない。

まとめ８４SK、７７SK、９６ＳＫともに断面はＵ字状を呈する。断面に木棺や再掘削の痕跡を持たない。遺物

の出土状況もほとんどなく、流れ込みの細片のみである。周りの遺構出土状況から見ても墓域に当たる可能性

が高く、上記の３基の遺構は、土墳墓の可能性が高い。

④九電鉄塔仮No.６１調査区の調査（ＰＬ１６）

ア.木棺墓

o７ＳＸ（第Ⅲ-688図）

位置遺跡北東部（九電仮No.６１調査区の北部）に位置する。

形態主軸方向は、Ｎ-30°-Ｅで、掘り方は隅丸方形を呈し、長軸１４０ｃｍ、短軸９０cm以上を測る。木棺部

は、長軸ｌＯ５ｃｍ、短軸６０cmと推定される。深さ約３０cmである。断面の形状が凹字状を呈する。

O9SX（第Ⅲ－６８８図）

位置遺跡北東部（九電仮No.６１調査区の北部）に位置する。

形態主軸方向は、N-20o-Eで<掘り方は隅丸方形を呈し、長軸１２０cm、短軸６０cm以上を測る。木棺部は、

長軸８５cm、短軸２５cmと推定される。深さ約２５cmである。断面の形状が凹字状を呈する。

イ.土堰（墓）

o１ＳＫ（第Ⅲ-688図）

主軸方向は、ほぼ南北方向で、方形を呈する。断面形状から木棺墓の可能性がある。深さ４０cmである。

o６ＳＫ（第Ⅲ-688図）

底面の標高は、約５３．９ｍで主軸方向は、Ｎ－ｌＯ°-Ｅで、掘り方は隅丸方形を呈し、長軸ｌｌＯｃｍ、短軸７０

cm、検出した深さ約２０cmを測る。断面の形状がＵ字状を呈する。

1ＯＳＫ（第111-688図）

底面の標高は、約５４０ｍで、主軸方向は、ほぼ東西方向である。隅丸方形を呈し、長軸ｌｌＯｃｍ、短軸６０

cm、検出した深さ５cmを測る。

O５ＳＫ（第Ⅲ－６８８図）

底面の標高は、約５３．９ｍである。主軸方向は、Ｎ－７。-Ｗである。掘り方は楕円形を呈し、長軸１１５cm、短

軸０．８ｍ以上を測る。検出した深さは、１２ｃｍで埋土は２層である。断面の形状がＵ字状を呈する。

４５１



－ａ

恋 『⑤ｉ

1ＯＳＫ

ロ
Ｆ
脂
隅
隈
ぽ
い
○
○
ヨ

ロ

／

i卜

､ｐ，

１暗灰褐色砂質土

２黄灰褐色砂質土

一
吟

一ａ

1ﾐこ“０６／

Ｉ
・

Ｅ
Ｃ
Ｏ
的
・
守
ｍ
Ⅱ
己

す

１暗灰褐色砂質土

２淡灰色砂質土

３暗黄褐色シルト

４暗黄灰色細砂

､． ~

aと三里皇200ｍＡ 一ａ

印
画

１黒褐色砂質土

２黒淡褐色砂質土

３灰褐色砂質土

４黄褐色砂質土

５灰褐色砂質土ややしまりあり

６黄褐色砂質土ブロック混灰褐色砂質土

７灰褐色砂質土

pｐｐＯ

す

Ｆ
Ⅱ
ｍ
令
・
”
。
。
『
ヨ

ロ

|卜
１黒灰褐色砂質土

２灰褐色粗砂

３暗黄灰色粗砂
勺。』

|卜

Ｉ⑪
ワ
ト
鴫
皿
回
恥
席
画
ｃ
ｃ
『
。

、

－ａ

７②
己

4５２

－ａ

第lll-6SS図仮No.６１調査区０７．０９SX､０３．０１．０６．１０･Ｏ５ＳＫ平面･断面図(1/40）

仮No.６１区週極配迩図

ｉ
／|ＩＦ 1９

x冨二聾

一
一

O6SK
ａ一

Ｉ？

－ａ

ロ
に
Ⅷ
陣
怜
画
○
○
ョ

Yﾐﾆ里β0６

ぺ

ａ

Ⅷ
い
し
極
や
◎
の
．
⑳
一

す
》

×
Ⅱ
，
卜
ゆ
ゆ
卜
、
．
《

④ 「

０５１０ｍ

岸ﾄヨ

5２０

aと三壁200ｍ

aと昌壁200ｍ

可

ロ

１淡灰色砂質土混黄褐色砂質土
１暗黄褐色砂質土

０ １ｍ

ｰ一

＜

【多0６

厘
欝

/’

１
＜

ａ－ ０１０Ｏ５ＳＫ
一ａ

Ｘ二二座23.5



木棺堅の形態 掘り方の平面形態＊楕円形に近い隅丸長方形（｜）

掘り方の断面形態＊二段の彫り込みを持つ（Ａ）

主軸方位分類は第Ｖ-16図による

＊隅丸方形（||）＊長楕円形（Ⅲ）＊その他（|V）

＊段を持たないもの（Ｂ）＊その他（Ｃ）

表２九電鉄塔新Ｎｏ．６１調査区木棺墓法量表

４５３

挿図番号 遺禍番号
小地区

グリット
主軸方位

底面

標高
(、）

平面
形慰

断面
形慰

底面積(『７１）
(残存面積）

掘り方長軸(、）

(木棺部長軸）

掘り方短軸(、）

(木棺部短軸）

掘り方深さ(｡､）

(木棺部深さ）

掘り方層数

(木棺部埋±）
特配顎項

主軸方位

分類

第''1-674図

第111-674図

第'11-674図

第Ⅲ-674図

第'11-674図

第111-674図

第111-674図

第Ⅲ-675図

第'11-675図

第111-675図

第'11-675図

第111-675図

第''1-675図

第''1-675図

第Ⅲ-676図

第Ⅲ-676図

第''1-676図

第''1-676図

第''1-676図

第'''-677図

第'''-677図

第'11-678図
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第''1-679図

第Ⅲ-679図
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０．４４

０．６３
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(0.18）

(０．１１）

(0.3）

(0.32）

０．３７

(0.26）

０．２６

０．２６

０．７５

０‘3８

０．９６

０．３４

０．２１

０．６３

(0.12）

(0.42）

(0.18）

０．６５

(0.18）

０．３７

０．２６

(0.22）

０．４４
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(0.5）

(0.17）
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１．０２

０．１７

(0.14）
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(0.07）

0.7

１．３５
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1.98(1.4）

1.8(1.42）

1.0(0.8）

1.66(0.86）

2.1(1.7）

2.5(1.5）

1.46(1.01）

2.5(1.8）

1.34(1.0）

1.6(1.2）

1.96(1.48）

0.8以上(0.7以上）

1.3以上(1.0以上）

0.6(0.5以上）

2.25(1.55）

1.0(0.7以上）

1.4(1.1）

1.95(1.42）

1.5(1.26）

1.64(1.42）

1.0以上(0.6以上）

1.65(1.39）

1.5以上(1.1以上）

1.8以上(1.4以上）

2.14(1.7）

1.62(0.8以上）

2.26(1.53）

1.65(0.91）

0.6以上(0.6以上）

0.7以上(0.5以上）

1.0以上(0.7以上）

1.94(1.34）

1.82(1.14）

1.8以上(1.5以上）

1.2以上(0.6以上）

2.06(1.18）

2.18(1.66）

1.6(1.28）

0.6(0.4）

1.37(0.67）

不明

不明

1.02(0.65）

0.52(0.36）

1.07(0.6）

0.9(０５）

1.45(0.72）

0.79(0.5）

0.6(0.34）

0.7以上(0.3以上）

0.77(0.4）

0.8(0.5）

１．１１(0.57）

1.2(0.63）

0.9(0.56）

1.26(0.64）

1.0(0.55）

0.95(0.62）

1.5以上(0.7）

0.4以上(0.3以上）

0.8以上(0.6以上）

0.6以上(0.4以上）

1.34(0.67）

0.94(0.64）

0.96(0.59）

0.9(0.4）

1.74(1.0）

1.12(0.7）

1.7(0.84）

0.8(0.5）

0.64(0.34）

1.12(0.61）

0.7(0.33）

0.6以上(0.5以上）

0.94(0.6）

1.33(0.73）

1.09(0.54）

0.9(0.48）

0.76(0.46）

0.5以上(0.3以上）

1.0(0.52）

0.6以上(0.4以上）

0.7以上(0.46以上）

0.6以上(0.4以上）

1.1(0.82）

0.5以上(0.2以上）

1.66(0.74）

1.62(1.02）

1.07(0.57）

0.6以上(0.5以上）

1.08(0.64）

0.5以上(0.5以上）

1.36(0.72）

0.82(0.49）

1.09(0.58）

1.62(0.7）

１．２(0,75）

1.46(1.08）

0.8以上(0.6以上）

１７．０(17.0）

４４．０(64.0）

６２．０(52.0）

４７．０(40.0）

３２．０(40.0）

２２．０(22.0）

４０．０(50.0）

２０．０(15.0）

４８．０(48.0）

３０．０(25.0）

２６．０(26.0）

２８．０(30.0）

３０．０(30.0）

２７．０(27.0）

１８．０(18.0）

２０．０(30.0）

１８．０(18.0）

２０．０(20.0）

50.0(50.0）

２０．０(20.0）

４０．０(40.0）

５０．０(30.0）

５５．０(55.0）

７０．０(40.0）

３０．０(40.0）

２５．０(25.0）

３０．０(35.0）

２０．０(20.0）

５０．０(50.0）

３６．０(36.0）

５０．０(40.0）

３５．０(35.0）

１６，０(16.0）

30.0(32.0）

34.0(34.0）

34.0(40.0）

50.0(38.0）

39.0(39.0）

30.0(30.0）

20.0(20.0）

１４．０(18.0）

１２．０(15.0）

25.0(26.0）

１４．０(14.0）

36.0(34.0）

１６．０(22.0）

23.0(22.0）

５１．０(51.0）

28.0(38.0）

46.0(62.0）

42.0(48.0）

１９．０(14.0）

１８．０(18.0）

22.0(24.0）

１４．０(16.0）

１８．０(16.0）

１５．０(15.0）

66.0(66.0）

54.0(54.0）

30.0(30.0）

45.0(22.0）

1屑(1屑）

3層(3届）

2層(4層）

4層(1届）

1屑(1層）

1層(1屈）

3屑(3層）

1屑(1屑）

2層(2届）

2層(4掴）

1層(1層）

2層(1屈）

2屑(2屑）

1屑(1届）

1層(1層）

1屑(1層）

1層(1屑）

1屑(1屑）

2層(2屈）

2屑(2屑）

2層(3届）

1屑(2層）

1層(2層）

1屑(2掴）

1届(2屑）

1届(1屑）

2層(2層）

2闇(2層）

5層(5図）

3屑(3屑）

2層(5闇）

3層(4届）

1層(2層）

2闇(5屑）

1屑(3層）

1屑(2層）

3層(1周）

5屑(5届）

2層(1屑）

2屑(3屑）

1屑(2屑）

1屑(1屑）

5層(3屑）

1層(１回）

2屑(4層）

1層(1闇）

1闇(2層）

1屑(1層）

1屑(2屑）

3屑(4層）

2屑(3屑）

1層(3闇）

1層(2層）

1層(2層）

1屑(3屑）

1層(2層）

2層(1屑）

2層(１０届）

1層(3厨）

1層(2層）

2屑(1屑）

土層を見てみると､木棺部と推
定できる部分に､木材痕跡あり

今
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（７）遺物包含層・撹乱の遺物

①2区・東西水路調査区の土器

ア.２区遺物包含層の遺物

（a）突帯文土器（第Ⅲ-690図ＰＬ３６）

ｌは、口縁端部よりやや下がった位置と胴部に反時

計回りに施文した２条の刻み目突帯文を持つ。口縁部

は内傾する。口縁部付近の外面に横ナデ調整を行って

いるものの、左上がりの条痕文、内面に横方向の条痕

文を顕著に残す。l160SI出土土器（第Ⅲ-422図ｌ）

が類似する形態を持つ。九電調査No.８２調査区Ｏ８ＳＩ

出土土器（第Ⅲ‐４８０図４）は、内外面にナデ調整を

施すものの、形態的には類似する。

２は、ｌと同様に２条の突帯文を持つもので、口縁

部が内傾からやや直立すると推定できるものである。

刻み目が鋭利な工具で施されていると推定でき、刻み

目の長さが６ｍｍも残存する部位があり、刻み目幅も

狭いことを特徴とする。縦方向に工具を当てたと推定

できる。

３は、口縁部が直行し、刻み目をほぼ口縁端部に貼

り付けている。内外面はナデ調整である。ｌｌ３５ＳＸ出

土土器(第Ⅲ－６６１図ｌ）が類似した形態を持つ｡４は、

:とが特徴で、刻み目が小さく施されている。

〔ゴ⑱

|、

ｈ

砥
「１

１

山

=-１６６１０

函こE聖）

§＄

僧一当ｍｓ
Ｏ

第lll-6Sg図２区グリッド分割図

（1／1200）

３と類似するが、突帯の断面がほぼ三角形状を呈することが特徴で、刻み目が小さく施されている。

２区の弥生時代竪穴住居からも突帯文土器が出土しているが､住居埋土の項でレイアウトして提示している。

以下に列記する。参考にされたい。ｌ２９ＳＩ（第Ⅲ‐399図ｌ)、ｌｌ３５ＳＸ（第Ⅲ‐６６１図ｌ)、l１０５ＳＩ（第Ⅲ‐

３６１図１２．１３)、ｌｌ７２ＳＩ（第Ⅲ-346図８)、272SＩ（第Ⅲ-226図５)、ｌｌ７３ＳＩ（第Ⅲ-352図７)、ｌＯ２６ＳＫ

(第Ⅲ‐548図２）等である。
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第'''－６９０図２区遺物包含層出土夜臼式～板付式土器実測図(1/3）
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（b）弥生土器（第111-691図、ＰＬ,３６）

包含層出土土器の傾向を概説する。５９７３．５９８３Ｇに５～６期に推定される高坪５個体、袋状口縁壷等が

出土している。また、５９５２．５９５３．５９４３．５９４２Ｇから３～４期に相当する翌が顕著に出土している。

その他、袋状口縁壷は６９２３．６９１１．５９９３Ｇから出土している。

実測図は、特徴的なものや器形が復元できるものを一部提示した。２は口縁部が外反しながらも「く」の字

になるもので、口縁部の器壁の厚さが７ｍｍと厚みがある器形である。

３は、無頚壷（鉢）で底部が顕著でなく、ほぼ丸底である。胴部下半外面に顕著な指ナデを施す。

４は、壷で、やや外反する約１．５cmの長さの短い口縁部が付く。底部は丸底からやや尖底である。胴部上半

に右上がりのハケ目を施す。底部から胴部下半内面に指ナデが４～５段に残存する。

５は、壷で頚部と胴部最大径に刻み目突帯文を貼り付けている。口縁部は端部を押さえており、平坦面を持

つ。胴部は１次調整タテハケで、２次調整は、ナデ調整を丁寧に施している。５（～６Ａ期）に位置づけると

考えられる。（第Ⅵ章参照）

６は、壷で口縁部が大きく外反する。口縁端部は平坦面を持つ。胴部最大径を胴部上半に持つ。底部は、丸

みを帯び､丸底に近い。底部の厚みは１．８cmと厚みがある。内外面は、ハケが遺存するが､丁寧になでている。

4５５
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第'''－６９１図２区這物包含層出土弥生土器実測図(1/3）
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第111-692図東西水路E地lヌ出十十器実測図(1/3）

一弓

第Ⅲ－６９３図東西水路調査区撹乱出土顔料土器実測図(1/3）
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１ご皇隻菖丑》>：

東西水路調査区のうち、県道益城菊陽線の高架部分にすり付く水路にかかる橋部分（第Ⅲ-487図参照）の

辿物包含屑||･'十一k器である。掘削深度が遺椛面まで及ばなかったため、遺物包含層の一部を調査した。その出

土士器が、第Ⅲ‐692図である。

また、東西水路調査区から赤色顔料を施した土器も出土している。（第Ⅲ-693図）口縁部が「く」の字形に

外反するもので、口縁部内面に５条以上をｌ単位とするへラ描の略文を施す。Iliil部外面上半にも暗文を丁寧に

施している。

Ｉ

lＯｏｎ
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０
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０

聯
１０ｍ

イ.東西水路Ｅ弛区漬物包含層の遺物（第Ⅲ－４８７図、第１１１－６９２図）
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第Ⅲ-694図２区遺物包含層出土石器実測図１（2/3）
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第Ⅲ－６９５図２区遺物包含層出土石器実測図２(2/3）
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第'''-696図２区遣物包含層出土石器実測図３(2/3）
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第'''－６９７図２区遺物包含層出土石器実測図４(2/3）

1(Ｇ692

、
へ
、
．
《

4６１

隣
だ

//茎
方＝

I

文時代の石鍛として説明すべきものが多いと考える。すべて無茎石鍛である。脚部を形成する挟入部から３型

式に分類できる。１．４は挟入部が円形に剥離しているものである。２は、緩やかに挟入部を作り出しているも

のである。３は基部を水平に製作している。

d･石製穂積具（第111-696図、ＰＬ,４５）

５は結晶片岩（黒色片岩）製、６は黒色片岩製、７は硬砂岩製、８は結晶片岩製、９は緑色片岩製である。

5cｍ

②２区の石器

ア.２区遺物包含層の遺物

a・磨製石斧（第111-694図、第Ⅲ－６９５図、

ＰＬ４４）

（第Ⅲ-694図）

ｌは、凝灰岩質頁岩を石材とする挟入片刃

石斧で、挟部の一部が残存する。挟部は横方

向に丁寧に研磨している｡側面ほかは斜め方

向や縦･横方向等不定方向に研磨している。

２は、硬砂岩製の片刃石斧で刃部の一部のみ

残存する。側面は刃部に平行に研磨してい

る｡形態から挟入片刃石斧の可能性が高い。

３は、砂岩製の片刃石斧で研磨痕を残す。左

側面は刃部に平行して４段､右側面は刃部に

直交して研磨している｡上面は不定方向に研

磨している。砥石に転用された可能性もあ

る。

（第Ⅲ－６９５図）

ｌは、輝石安山岩、カンラン石製の太形蛤

刃石斧で長さ１．５ｃｍ程の断続的な研磨痕跡

を持つ。製作時の敵打痕を顕著に残す。

b・磨製石繊（第111-695図、ＰＬ４５）

２は、全長１．７cmと小型で左右非対称であ

る｡欠損した磨製石嫉を研磨して再利用した

か、製作途中と考えられる。基部は凹状を呈

する。４．７は、刃部の角度が曲線を描く。

５．６は、刃部が直線的につく。３．７の刃部

の付け方は、１ｍｍ程の範囲に刃の方向研磨

により施す。４．６は、４．５～６cmと刃部の

幅が広い。全長／幅の値は、４．５はｌに近

いが、６は１．５，３．７は、約２で先端部は

鋭利である。

c・打製石鎌（第Ⅲ-696図、ＰＬ､４５）

様々な型式のものが多数出土している｡縄

文の石鍛との区別が困難である。本来は、縄

０
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第111-698図２１ヌ漬物包含層出土石器実測図５(2/3）
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第'''-699図２区這物包含層出土石器実測図６(2/3）
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第'''-700図２区遺物包含層出土石器実測図７(1/4）

ほぼ完形は、５のみで、孔径０．４cm、孔背間距離１．３cm、二孔間距離2.3ｍを測る。研磨痕跡が刃部に直交し

ている。８は基部が直線的に伸びるタイプで、５は使用頻度が少なく、８は多いと推定できる。いずれも両面

穿孔だが、９は片面からの穿孔がやや斜めになっている。

e､砥石（第Ⅲ－６９７．６９８．６９９図、ＰＬ､４５）

基本的に特定の面のみを使用しているものは無く、全面に使用痕跡を残存する。

第Ⅲ‐698図ｌは、裏面に幅３ｍｍの使用痕と断面が深く刻まれた使用痕を残す。金属器等の研磨に使用され

た可能‘性がある。第Ⅲ‐699図２は、使用痕跡が顕著であり、使用形態を推察する上で良好な資料である。

f､石皿（第Ⅲ-700図、ＰＬ､４７）

長軸３０．０cm、短軸２７．０５cm、厚み５３cmの肩平な楕円形を呈する。径５～６cm、深さ０．８～１．６cmの窪
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４６５

みが中央付近に４つ残存する。また、

その両脇に長軸１１～１２cm、短軸６

cm､深さ約１．５cmの楕円形の窪みが残

存する。赤色顔料がそれぞれの窪み

にかすかに残存する。顔料を磨りつ

ぶす際に使われたものと推定でき

る。

9.磨石（第Ⅲ－７０１図）

径９cmの円形を呈し、厚み３cmを測

る。平坦面の２面に磨り痕跡が残存す

る。

h・敵石（第Ⅲ－７０２図）

破損して全長は不明である。端部

に２．７～３．６cmの範囲に打撃痕跡が

残存する。

i､管玉（第Ⅲ－７０３図、ＰＬ４５）

碧玉製で、全長９ｍｍ、幅３ｍｍで孔

径１．５ｍｍを測る。



イ.撹乱の遺物（第'11-704～７０６図）

a・磨製石鑑（第Ⅲ-704図、ＰＬ､４６）

ｌは、基部が欠損して詳細は不明である。斜め方向に研磨している。２．３は、全長／幅の値は２．５以上であ

る。２は、丁寧に刃部を形成している。その幅は、１．５～３ｍｍである。３は、中央に稜を形成し、基部（挟

入部）にも三角形状に面を形成し、研磨している。

b・打製石鍛（第Ⅲ-704図、ＰＬ４６）

第Ⅲ-696図の打製石嫉同様縄文時代の石嫉の可能性が高い。４は黒曜石製の剥片鑑である。５．６は挟入部

が深度６～７．５cmで深い型式である。５は安山岩製、６は黒曜石製である。７は安山岩製でやや逆Ｙ字形を呈

する。
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c・石製穂摘具（第Ⅲ－７０５図、ＰＬ､４６）

ｌは輝石安山岩製で、孔背間距離０．８cm､二孔間距離２２５cmを測る。２は黒色片岩製で孔背間距離２．４cm、

二孔間距離３．３cmを測る。３は凝灰岩製で孔背間距離１．７cmを測る。

d､砥石（第Ⅲ-706図、ＰＬ､４７）

１．３は片面に凹面を持つ型式である。３は凹面に縦方向の研磨痕が遣存する。

③2区の鉄器（第Ⅲ-707～７１０図）

ア・イ、遺物包含層・撹乱の遺物

a､鉄斧（第Ⅲ－７０７図、ＰＬ､５１）

１．４．５は鋳造鉄斧を再利用した素材である。２．３．６は、片刃の板状鉄斧である。

７は、全長１１．５cmの袋状鉄斧で中央が基部や刃部より狭くなる形態を持つ。袋部の断面は、楕円形に近い六

角形を呈する。木質が長さ９cm以上残存する。９は、手鎌（鉄製摘鎌）の基部の折り返し部分と推定できる。

b・鉄錨（第Ⅲ－７０８．７１０図、ＰＬ５１．５２）

全体の型式が把握するものが少量である。茎部を持つもの（第Ⅲ‐708図１．５、第Ⅲ‐７１０図２．４．５)、

基部に挟入部を持つもの（第Ⅲ‐708図４、第Ⅲ‐７１０図ｌ）がある。

c､工具類（第Ⅲ－７０９．７１２図、ＰＬ５２）

第Ⅲ‐709図ｌは金具、２はやりがんなか、鉄鑑と推定できる。ただ刃部が明瞭ではない。３は鉄製摘鎌、

４は、曲刃鎌と推定できる。５．６は刀子で、７．８は棒状鉄器である。７は、釘の可能性もある。

第Ⅲ‐７１２図ｌは、やりがんなと推定できる。

d,その他（第Ⅲ－７１０図）

６は、柄部と推定される部分に径３ｍｍ程の穿孔がある。剣等の柄の可能性がある。
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０

④１．４区出土の土器

弥生時代前期の様相を残すものが

出土している。（第Ⅲ－７１８図ｌ、第Ⅲ

720図１２．１５．第Ⅲ‐722図８．９）

や、中期でも初頭に位置づけられる

であろう土器（第Ⅲ‐７１８図２、第Ⅲ

720図ｌ）がｌ区へ・ト地区から出土

している。

また、新しい様相を持つ土器とし

ては、第Ⅲ‐７１７図６の波状文を胴部

上半に施す壷､第７１９図１５の重弧文

を持つ壷､第７２５図７の壷､第Ⅲ－７１９

図２０の高坪、第７２０図１７の高坪が

挙げられる。

調査区全域では、前期末～中期の

初頭の土器から、後期の中葉までの

土器が型式的に断絶することなく出

土している。

器種の復元としては、口縁部が穿

孔された短頚壷が注目される。第Ⅲ‐

724図６．７の短頚壷は胴部外面を丁

寧にヘラミガキしており、また第Ⅲ‐

720図８は、口縁部形態からそれら

に先行するもと推定でき、饗の口縁

部の変遷過程と類似することを推定

させる。また、無頚壷も第Ⅲ‐725図

で３個体出土している。第Ⅲ‐725図

１２は、外面をタテハケ、内面をへう

なでにより調整しており、口縁端部ズ
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第'''－７１３図１

4７３

１．４区弥生土器(Y)出土分布図(1/６００）

なでにより調整しており、口縁端部が内側に屈曲している。第Ⅲ‐725図１３に後出するものと推定できる。

また、第Ⅲ‐７１８図１２．１３、第Ⅲ‐722図２～７等のように大型の土器棺として使用されたと推定できる

土器が出土している。縄文時代の遺構面まで削平されているため明確ではないが、１．４区ないしは、周辺に

土器棺墓群の存在が推定できる。
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第Ⅲ-726図１．４区用水路出土弥生土器実測図５(1/3）

⑤１．４区の鉄器

１．４区からは、弥生時代の確実な遺構を検出していない。出土状況から弥生時代の鉄器と確実に言えるも

のもない。形態等から推定したものである。

a・鉄斧（第Ⅲ－７２７．７２９図、ＰＬ５２）

第Ⅲ‐727図ｌは、板状鉄斧で、第Ⅲ‐727図２．第Ⅲ‐729図１．２は、鋳造鉄斧を再利用した素材鉄片で

ある。特に第Ⅲ‐729図１．２は、２条突帯斧を再利用したもので、後者は、ｌ側縁に刃部を形成している。

第Ⅲ‐729図４は、片刃の板状鉄斧である。刃部の方が基部より１ｃｍ以上広い。また、第Ⅲ‐729図５は、袋

部の断面形が楕円形で、基部より刃部の方が広い袋状鉄斧である。

ｂ,鉄鎌（第Ⅲ－７２７．７２８図、ＰＬ､５２）

基部に挟入部を持つもの（第Ⅲ-728図６．７）がある。第Ⅲ-727図５は、挟入部の部分が非対称形である。

製作途中ないしは、三角鉄片の可能性が高い。

ｃ・工具類（第Ⅲ－７２８．７２９図、ＰＬ､５２）

第Ⅲ-728図ｌ～３は、刀子である。ｌは、区（まち）の部分が若干見られる。第Ⅲ‐729図６～９は、

やりがんなと推定できる。刃部の使用痕形態等から凹面を上部にして使用したもの、凸面を上部にして使用し

たと推定できるものがある。

ｄ､その他（第''１－７２７．７２８図、ＰＬ５２）

第Ⅲ‐728図８は、柄部と推定される部分に径３ｍ程の穿孔がある。剣等の、柄の可能性がある。第Ⅲ‐727

図３．４、第Ⅲ-728図４．５は、棒状の鉄片である。第Ⅲ‐727図４、第Ⅲ‐728図４．５は、先端部がとが

っている。後２者は、基部の径も６ｍｍで、穿孔具として用いられた可能性もある。
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第Ⅲ－７２７図４区出土鉄器実測図(2/3）
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第'''－７２９図１区出土鉄器実測図１（2/3）
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 199集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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